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概要

				本書は、Red Hat OpenStack Platform の本リリースにおける主要機能、機能拡張、既知の問題について記載します。
			






多様性を受け入れるオープンソースの強化




			Red Hat では、コード、ドキュメント、Web プロパティーにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り組んでいます。まずは、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリスト (whitelist) の 4 つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後の複数のリリースで段階的に用語の置き換えを実施して参ります。詳細は、Red Hat CTO である Chris Wright のメッセージ を参照してください。
		

Red Hat ドキュメントへのフィードバック (英語のみ)




			Red Hat ドキュメントに対するご意見をお聞かせください。ドキュメントの改善点があればお知らせください。
		
ドキュメントへのダイレクトフィードバック (DDF) 機能の使用 (英語版のみ)

				特定の文章、段落、またはコードブロックに対して直接コメントを送付するには、DDF の Add Feedback 機能を使用してください。なお、この機能は英語版のドキュメントでのみご利用いただけます。
			
	
					Multi-page HTML 形式でドキュメントを表示します。
				
	
					ドキュメントの右上隅に Feedback ボタンが表示されていることを確認してください。
				
	
					コメントするテキスト部分をハイライト表示します。
				
	
					Add Feedback をクリックします。
				
	
					Add Feedback フィールドにコメントを入力します。
				
	
					オプション: ドキュメントチームが問題の詳細を確認する際に使用できるメールアドレスを記入してください。
				
	
					Submit をクリックします。
				



第1章 導入部分



このリリースについて




				Red Hat OpenStack Platform の本リリースは、OpenStackTrain リリースをベースにしています。これには、Red Hat OpenStack Platform 固有の追加機能、既知の問題、および解決済みの問題が含まれます。
			

				本書には、Red Hat OpenStack Platform 固有の変更のみを記載しています。OpenStackTrain のリリースノートは、https://releases.openstack.org/train/index.html で参照してください。
			

				Red Hat OpenStack Platform は、他の Red Hat 製品が提供するコンポーネントを使用します。これらのコンポーネントのサポートに関する詳しい情報は、Red Hat OpenStack Platform のライフサイクル を参照してください。
			

				Red Hat OpenStack Platform を評価するには、OpenStack について理解する で登録してください。
			
注記

					Red Hat Enterprise Linux High Availability Add-On は、Red Hat OpenStack Platform の各種ユースケースで利用することができます。このアドオンに関する詳細情報は、http://www.redhat.com/products/enterprise-linux-add-ons/high-availability/ を参照してください。また、Red Hat OpenStack Platform と併用できるパッケージバージョンに関する情報は、https://access.redhat.com/site/solutions/509783 を参照してください。
				


要件




				Red Hat OpenStack Platform の本バージョンは、最新の完全サポート対象リリース Red Hat Enterprise Linux 8.2 上で動作します。
			

				本リリースの Dashboard は、以下の Web ブラウザーの最新安定版をサポートします。
			
	
						Chrome
					
	
						Mozilla Firefox
					
	
						Mozilla Firefox ESR
					
	
						Internet Explorer 11 以降 (互換モード が無効な場合)
					
注記

							Internet Explorer 11 は維持されなくなったため、ダッシュボードを表示する際に機能の低下が予想されます。
						




注記

					Red Hat OpenStack Platform をデプロイする前には、利用可能なデプロイメントメソッドの特性を考慮することが重要です。詳しくは、Installing and Managing Red Hat OpenStack Platform のアーティクルを参照してください。
				


デプロイメント制限事項




				Red Hat OpenStack Platform のデプロイメント制限事項のリストは、Deployment Limits for Red Hat OpenStack Platform のアーティクルを参照してください。
			

データベースサイズの管理




				Red Hat OpenStack Platform 環境内における MariaDB データベースのサイズの維持管理に関する推奨プラクティスは、Database Size Management for Red Hat Enterprise Linux OpenStack Platform のアーティクルを参照してください。
			

認定済みのドライバーとプラグイン




				Red Hat OpenStack Platform の認定済みドライバー/プラグインのリストは、Component, Plug-In, and Driver Support in Red Hat OpenStack Platform のアーティクルを参照してください。
			

認定済みゲストオペレーティングシステム




				Red Hat OpenStack Platform の認定済みゲストオペレーティングシステムのリストは、Red Hat OpenStack Platform および Red Hat Enterprise Virtualization で認定されたゲストオペレーティングシステム のアーティクルを参照してください。
			

認定製品カタログ




				Red Hat の公式認定製品カタログについては、認定製品のリスト を参照してください。
			

Bare Metal provisioning 対応オペレーティングシステム




				Bare Metal Provisioning (ironic) で Red Hat OpenStack Platform のベアメタルノードにインストールすることのできるゲストオペレーティングシステムのリストは、Supported Operating Systems Deployable With Bare Metal Provisioning (ironic) のアーティクルを参照してください。
			

ハイパーバイザーのサポート




				Red Hat OpenStack Platform の本リリースは、libvirt ドライバーとの組み合わせ (コンピュートノード上で KVM をハイパーバイザーで使用する) においてのみサポート対象となります。
			

				Red Hat OpenStack Platform の本リリースは、Bare Metal Provisioning と共に動作します。
			

				Bare Metal Provisioning は、Red Hat OpenStack Platform 7 (Kilo) リリースから完全にサポートされています。Bare Metal Provisioning を使用して、一般的なテクノロジー (PXE や IPMI) を使用したベアメタルマシンのプロビジョニングが可能となり、多様なハードウェアに対応する一方で、ベンダー固有の機能を追加するためのプラグ可能なドライバーをサポートすることができます。
			

				Red Hat は、非推奨の VMware の direct-to-ESX ハイパーバイザーや KVM 以外の libvirt ハイパーバイザーなど、他の Compute 仮想化ドライバーに対するサポートは提供していません。
			

コンテンツ配信ネットワーク (CDN) のリポジトリー




				本項では、Red Hat OpenStack Platform 16.1 のデプロイに必要なリポジトリーについて説明します。
			

				subscription-manager を使用して、コンテンツ配信ネットワーク (CDN) から Red Hat OpenStack Platform 16.1 をインストールすることができます。詳しい情報は、アンダークラウドの準備 を参照してください。
			
警告

					Red Hat OpenStack Platform のリポジトリーは、Extra Packages for Enterprise Linux (EPEL) ソフトウェアリポジトリーで提供されているパッケージと競合する場合があります。EPEL ソフトウェアリポジトリーを有効にしているシステムでの Red Hat OpenStack Platform の使用はサポートされていません。
				

アンダークラウドのリポジトリー




					Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 16.1 は、Red Hat Enterprise Linux 8.2 上で動作します。したがって、これらのリポジトリーからのコンテンツを該当する Red Hat Enterprise Linux バージョンにロックする必要があります。
				
注記

						リポジトリーを Red Hat Satellite と同期する場合は、特定バージョンの Red Hat Enterprise Linux リポジトリーを有効にすることができます。ただし、選択したバージョンに関係なく、リポジトリーラベルは同じままです。たとえば、BaseOS リポジトリーの 8.4 バージョンを有効にした場合、リポジトリー名には有効にした特定のバージョンが含まれますが、リポジトリーラベルは依然として rhel-8-for-x86_64-baseos-eus-rpms です。
					

警告

						ここで指定する以外のリポジトリーは、サポートされません。別途推奨されない限り、以下の表に記載されている以外の製品またはリポジトリーを有効にしないでください。有効にすると、パッケージの依存関係の問題が発生する可能性があります。Extra Packages for Enterprise Linux (EPEL) を有効にしないでください。
					

コアリポジトリー

						以下の表には、アンダークラウドをインストールするためのコアリポジトリーをまとめています。
					
	名前	リポジトリー	要件の説明
	 
									Red Hat Enterprise Linux 8.4 for x86_64 - BaseOS (RPMs) Telecommunications Update Service (TUS)
								

								 	 
									rhel-8-for-x86_64-baseos-tus-rpms
								

								 	 
									x86_64 システム用ベースオペレーティングシステムのリポジトリー
								

								 
	 
									Red Hat Enterprise Linux 9 for x86_64 - AppStream (RPMs)
								

								 	 
									rhel-8-for-x86_64-appstream-tus-rpms
								

								 	 
									Red Hat OpenStack Platform の依存関係が含まれます。
								

								 
	 
									Red Hat Enterprise Linux 8.2 for x86_64 - High Availability (RPMs) Telecommunications Update Service (TUS)
								

								 	 
									rhel-8-for-x86_64-highavailability-tus-rpms
								

								 	 
									Red Hat Enterprise Linux の高可用性ツール。コントローラーノードの高可用性に使用します。
								

								 
	 
									Red Hat Ansible Engine 2.9 for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
								

								 	 
									ansible-2.9-for-rhel-8-x86_64-rpms
								

								 	 
									Red Hat Enterprise Linux 用 Ansible エンジン。最新バージョンの Ansible を提供するために使用されます。
								

								 
	 
									Advanced Virtualization for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
								

								 	 
									advanced-virt-for-rhel-8-x86_64-eus-rpms
								

								 	 
									OpenStack Platform 用仮想化パッケージを提供します。
								

								 
	 
									Red Hat Satellite Tools for RHEL 8 Server RPMs x86_64
								

								 	 
									satellite-tools-6.5-for-rhel-8-x86_64-rpms
								

								 	 
									Red Hat Satellite 6 でのホスト管理ツール
								

								 
	 
									Red Hat OpenStack Platform 16.1 for RHEL 8 (RPMs)
								

								 	 
									openstack-16.1-for-rhel-8-x86_64-rpms
								

								 	 
									Red Hat OpenStack Platform のコアリポジトリー。Red Hat OpenStack Platform director のパッケージが含まれます。
								

								 
	 
									Red Hat Fast Datapath for RHEL 8 (RPMS)
								

								 	 
									fast-datapath-for-rhel-8-x86_64-rpms
								

								 	 
									OpenStack Platform 用 Open vSwitch (OVS) パッケージを提供します。
								

								 


Ceph リポジトリー

						以下の表には、アンダークラウド用の Ceph Storage 関連のリポジトリーをまとめています。
					
	名前	リポジトリー	要件の説明
	 
									Red Hat Ceph Storage Tools 4 for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
								

								 	 
									rhceph-4-tools-for-rhel-8-x86_64-rpms
								

								 	 
									Ceph Storage クラスターと通信するためのノード用のツールを提供します。オーバークラウドで Ceph Storage を使用する場合、または既存の Ceph Storage クラスターと統合する場合、アンダークラウドにはこのリポジトリーからの ceph-ansible パッケージが必要です。
								

								 


IBM POWER 用リポジトリー

						次の表には、POWER PC アーキテクチャー上の RHOSP のリポジトリーのリストが含まれています。コアリポジトリーの該当リポジトリーの代わりに、これらのリポジトリーを使用してください。
					
	名前	リポジトリー	要件の説明
	 
									Red Hat Enterprise Linux for IBM Power, little endian - BaseOS (RPMs)
								

								 	 
									rhel-8-for-ppc64le-baseos-rpms
								

								 	 
									ppc64le システム用ベースオペレーティングシステムのリポジトリー
								

								 
	 
									Red Hat Enterprise Linux 8 for IBM Power, little endian - AppStream (RPMs)
								

								 	 
									rhel-8-for-ppc64le-appstream-rpms
								

								 	 
									Red Hat OpenStack Platform の依存関係が含まれます。
								

								 
	 
									Red Hat Enterprise Linux 8 for IBM Power, little endian - High Availability (RPMs)
								

								 	 
									rhel-8-for-ppc64le-highavailability-rpms
								

								 	 
									Red Hat Enterprise Linux の高可用性ツール。コントローラーノードの高可用性に使用します。
								

								 
	 
									Red Hat Fast Datapath for RHEL 8 IBM Power, little endian (RPMS)
								

								 	 
									fast-datapath-for-rhel-8-ppc64le-rpms
								

								 	 
									OpenStack Platform 用 Open vSwitch (OVS) パッケージを提供します。
								

								 
	 
									Red Hat Ansible Engine 2.8 for RHEL 8 IBM Power, little endian (RPMs)
								

								 	 
									ansible-2.8-for-rhel-8-ppc64le-rpms
								

								 	 
									Red Hat Enterprise Linux 用 Ansible エンジン。最新バージョンの Ansible を提供します。
								

								 
	 
									Red Hat OpenStack Platform 16.1 for RHEL 8 (RPMs)
								

								 	 
									openstack-16.1-for-rhel-8-ppc64le-rpms
								

								 	 
									ppc64le システム用 Red Hat OpenStack Platform のコアリポジトリー
								

								 



オーバークラウドのリポジトリー




					Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 16.1 は、Red Hat Enterprise Linux 8.2 上で動作します。したがって、これらのリポジトリーからのコンテンツを該当する Red Hat Enterprise Linux バージョンにロックする必要があります。
				
注記

						リポジトリーを Red Hat Satellite と同期する場合は、特定バージョンの Red Hat Enterprise Linux リポジトリーを有効にすることができます。ただし、選択したバージョンに関係なく、リポジトリーラベルは同じままです。たとえば、BaseOS リポジトリーの 8.4 バージョンを有効にした場合、リポジトリー名には有効にした特定のバージョンが含まれますが、リポジトリーラベルは依然として rhel-8-for-x86_64-baseos-eus-rpms です。
					

警告

						ここで指定する以外のリポジトリーは、サポートされません。別途推奨されない限り、以下の表に記載されている以外の製品またはリポジトリーを有効にしないでください。有効にすると、パッケージの依存関係の問題が発生する可能性があります。Extra Packages for Enterprise Linux (EPEL) を有効にしないでください。
					

コントローラーノード用リポジトリー

						以下の表には、オーバークラウドのコントローラーノード用コアリポジトリーをまとめています。
					
	名前	リポジトリー	要件の説明
	 
									Red Hat Enterprise Linux 8.4 for x86_64 - BaseOS (RPMs) Telecommunications Update Service (TUS)
								

								 	 
									rhel-8-for-x86_64-baseos-tus-rpms
								

								 	 
									x86_64 システム用ベースオペレーティングシステムのリポジトリー
								

								 
	 
									Red Hat Enterprise Linux 9 for x86_64 - AppStream (RPMs)
								

								 	 
									rhel-8-for-x86_64-appstream-tus-rpms
								

								 	 
									Red Hat OpenStack Platform の依存関係が含まれます。
								

								 
	 
									Red Hat Enterprise Linux 8.2 for x86_64 - High Availability (RPMs) Telecommunications Update Service (TUS)
								

								 	 
									rhel-8-for-x86_64-highavailability-tus-rpms
								

								 	 
									Red Hat Enterprise Linux の高可用性ツール。
								

								 
	 
									Red Hat Ansible Engine 2.9 for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
								

								 	 
									ansible-2.9-for-rhel-8-x86_64-rpms
								

								 	 
									Red Hat Enterprise Linux 用 Ansible エンジン。最新バージョンの Ansible を提供するために使用されます。
								

								 
	 
									Advanced Virtualization for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
								

								 	 
									advanced-virt-for-rhel-8-x86_64-eus-rpms
								

								 	 
									OpenStack Platform 用仮想化パッケージを提供します。
								

								 
	 
									Red Hat OpenStack Platform 16.1 for RHEL 8 (RPMs)
								

								 	 
									openstack-16.1-for-rhel-8-x86_64-rpms
								

								 	 
									Red Hat OpenStack Platform のコアリポジトリー
								

								 
	 
									Red Hat Fast Datapath for RHEL 8 (RPMS)
								

								 	 
									fast-datapath-for-rhel-8-x86_64-rpms
								

								 	 
									OpenStack Platform 用 Open vSwitch (OVS) パッケージを提供します。
								

								 
	 
									Red Hat Ceph Storage Tools 4 for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
								

								 	 
									rhceph-4-tools-for-rhel-8-x86_64-rpms
								

								 	 
									Red Hat Enterprise Linux 8 での Red Hat Ceph Storage 4 用ツール
								

								 
	 
									Red Hat Satellite Tools for RHEL 8 Server RPMs x86_64
								

								 	 
									satellite-tools-6.5-for-rhel-8-x86_64-rpms
								

								 	 
									Red Hat Satellite 6 でのホスト管理ツール
								

								 


Compute ノードおよび ComputeHCI ノードのリポジトリー

						以下の表に、オーバークラウド内の Compute ノードおよび ComputeHCI ノードのコアリポジトリーを示します。
					
	名前	リポジトリー	要件の説明
	 
									Red Hat Enterprise Linux 8.4 for x86_64 - BaseOS (RPMs) Telecommunications Update Service (TUS)
								

								 	 
									rhel-8-for-x86_64-baseos-tus-rpms
								

								 	 
									x86_64 システム用ベースオペレーティングシステムのリポジトリー
								

								 
	 
									Red Hat Enterprise Linux 9 for x86_64 - AppStream (RPMs)
								

								 	 
									rhel-8-for-x86_64-appstream-tus-rpms
								

								 	 
									Red Hat OpenStack Platform の依存関係が含まれます。
								

								 
	 
									Red Hat Enterprise Linux 8.2 for x86_64 - High Availability (RPMs) Telecommunications Update Service (TUS)
								

								 	 
									rhel-8-for-x86_64-highavailability-tus-rpms
								

								 	 
									Red Hat Enterprise Linux の高可用性ツール。
								

								 
	 
									Red Hat Ansible Engine 2.9 for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
								

								 	 
									ansible-2.9-for-rhel-8-x86_64-rpms
								

								 	 
									Red Hat Enterprise Linux 用 Ansible エンジン。最新バージョンの Ansible を提供するために使用されます。
								

								 
	 
									Advanced Virtualization for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
								

								 	 
									advanced-virt-for-rhel-8-x86_64-eus-rpms
								

								 	 
									OpenStack Platform 用仮想化パッケージを提供します。
								

								 
	 
									Red Hat OpenStack Platform 16.1 for RHEL 8 (RPMs)
								

								 	 
									openstack-16.1-for-rhel-8-x86_64-rpms
								

								 	 
									Red Hat OpenStack Platform のコアリポジトリー
								

								 
	 
									Red Hat Fast Datapath for RHEL 8 (RPMS)
								

								 	 
									fast-datapath-for-rhel-8-x86_64-rpms
								

								 	 
									OpenStack Platform 用 Open vSwitch (OVS) パッケージを提供します。
								

								 
	 
									Red Hat Ceph Storage Tools 4 for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
								

								 	 
									rhceph-4-tools-for-rhel-8-x86_64-rpms
								

								 	 
									Red Hat Enterprise Linux 8 での Red Hat Ceph Storage 4 用ツール
								

								 
	 
									Red Hat Satellite Tools for RHEL 8 Server RPMs x86_64
								

								 	 
									satellite-tools-6.5-for-rhel-8-x86_64-rpms
								

								 	 
									Red Hat Satellite 6 でのホスト管理ツール
								

								 


リアルタイムコンピュート用リポジトリー

						以下の表には、リアルタイムコンピュート (RTC) 機能用リポジトリーをまとめています。
					
	名前	リポジトリー	要件の説明
	 
									Red Hat Enterprise Linux 8 for x86_64 - Real Time (RPMs)
								

								 	 
									rhel-8-for-x86_64-rt-rpms
								

								 	 
									リアルタイム KVM (RT-KVM) のリポジトリー。リアルタイムカーネルを有効化するためのパッケージが含まれています。RT-KVM 対象の全コンピュートノードで、このリポジトリーを有効にします。注記: このリポジトリーにアクセスするには、別途 Red Hat OpenStack Platform for Real Time SKU のサブスクリプションが必要です。
								

								 
	 
									Red Hat Enterprise Linux 8 for x86_64 - Real Time for NFV (RPMs)
								

								 	 
									rhel-8-for-x86_64-nfv-rpms
								

								 	 
									NFV 向けのリアルタイム KVM (RT-KVM) のリポジトリー。リアルタイムカーネルを有効化するためのパッケージが含まれています。RT-KVM 対象の全 NFV コンピュートノードで、このリポジトリーを有効にします。注記: このリポジトリーにアクセスするには、別途 Red Hat OpenStack Platform for Real Time SKU のサブスクリプションが必要です。
								

								 


Ceph Storage ノード用リポジトリー

						以下の表には、オーバークラウド用の Ceph Storage 関連のリポジトリーをまとめています。
					
	名前	リポジトリー	要件の説明
	 
									Red Hat Enterprise Linux 8.4 for x86_64 - BaseOS (RPMs) Telecommunications Update Service (TUS)
								

								 	 
									rhel-8-for-x86_64-baseos-tus-rpms
								

								 	 
									x86_64 システム用ベースオペレーティングシステムのリポジトリー
								

								 
	 
									Red Hat Enterprise Linux 9 for x86_64 - AppStream (RPMs)
								

								 	 
									rhel-8-for-x86_64-appstream-tus-rpms
								

								 	 
									Red Hat OpenStack Platform の依存関係が含まれます。
								

								 
	 
									Red Hat Enterprise Linux 8.2 for x86_64 - High Availability (RPMs) Telecommunications Update Service (TUS)
								

								 	 
									rhel-8-for-x86_64-highavailability-tus-rpms
								

								 	 
									Red Hat Enterprise Linux の高可用性ツール。注記: Ceph Storage ロールに overcloud-full イメージを使用した場合は、このリポジトリーを有効にする必要があります。Ceph Storage ロールは、このリポジトリーを必要としない overcloud-minimal イメージを使用する必要があります。
								

								 
	 
									Red Hat Ansible Engine 2.9 for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
								

								 	 
									ansible-2.9-for-rhel-8-x86_64-rpms
								

								 	 
									Red Hat Enterprise Linux 用 Ansible エンジン。最新バージョンの Ansible を提供するために使用されます。
								

								 
	 
									Red Hat OpenStack Platform 16.1 Director Deployment Tools for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
								

								 	 
									openstack-16.1-deployment-tools-for-rhel-8-x86_64-rpms
								

								 	 
									director が Ceph Storage ノードを設定するのに役立つパッケージ。このリポジトリーは、スタンドアロンの Ceph Storage サブスクリプションに含まれています。OpenStack Platform と Ceph Storage を組み合わせたサブスクリプションを使用する場合は、openstack-16.1-for-rhel-8-x86_64-rpms リポジトリーを使用します。
								

								 
	 
									Red Hat OpenStack Platform 16.1 for RHEL 8 (RPMs)
								

								 	 
									openstack-16.1-for-rhel-8-x86_64-rpms
								

								 	 
									director が Ceph Storage ノードを設定するのに役立つパッケージ。このリポジトリーは、OpenStack Platform と Ceph Storage を組み合わせたサブスクリプションに含まれています。スタンドアロンの Ceph Storage サブスクリプションを使用する場合は、openstack-16.1-deployment-tools-for-rhel-8-x86_64-rpms リポジトリーを使用します。
								

								 
	 
									Red Hat Ceph Storage Tools 4 for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
								

								 	 
									rhceph-4-tools-for-rhel-8-x86_64-rpms
								

								 	 
									Ceph Storage クラスターと通信するためのノード用のツールを提供します。
								

								 
	 
									Red Hat Fast Datapath for RHEL 8 (RPMS)
								

								 	 
									fast-datapath-for-rhel-8-x86_64-rpms
								

								 	 
									OpenStack Platform 用 Open vSwitch (OVS) パッケージを提供します。Ceph Storage ノードで OVS を使用している場合は、このリポジトリーをネットワークインターフェイス設定 (NIC) テンプレートに追加します。
								

								 


IBM POWER 用リポジトリー

						次の表に、POWER PC アーキテクチャー上の RHOSP のリポジトリーをまとめています。コアリポジトリーの該当リポジトリーの代わりに、これらのリポジトリーを使用してください。
					
	名前	リポジトリー	要件の説明
	 
									Red Hat Enterprise Linux for IBM Power, little endian - BaseOS (RPMs)
								

								 	 
									rhel-8-for-ppc64le-baseos-rpms
								

								 	 
									ppc64le システム用ベースオペレーティングシステムのリポジトリー
								

								 
	 
									Red Hat Enterprise Linux 8 for IBM Power, little endian - AppStream (RPMs)
								

								 	 
									rhel-8-for-ppc64le-appstream-rpms
								

								 	 
									Red Hat OpenStack Platform の依存関係が含まれます。
								

								 
	 
									Red Hat Enterprise Linux 8 for IBM Power, little endian - High Availability (RPMs)
								

								 	 
									rhel-8-for-ppc64le-highavailability-rpms
								

								 	 
									Red Hat Enterprise Linux の高可用性ツール。コントローラーノードの高可用性に使用します。
								

								 
	 
									Red Hat Fast Datapath for RHEL 8 IBM Power, little endian (RPMS)
								

								 	 
									fast-datapath-for-rhel-8-ppc64le-rpms
								

								 	 
									OpenStack Platform 用 Open vSwitch (OVS) パッケージを提供します。
								

								 
	 
									Red Hat Ansible Engine 2.8 for RHEL 8 IBM Power, little endian (RPMs)
								

								 	 
									ansible-2.8-for-rhel-8-ppc64le-rpms
								

								 	 
									Red Hat Enterprise Linux 用 Ansible エンジン。最新バージョンの Ansible を提供するために使用されます。
								

								 
	 
									Red Hat OpenStack Platform 16.1 for RHEL 8 (RPMs)
								

								 	 
									openstack-16.1-for-rhel-8-ppc64le-rpms
								

								 	 
									ppc64le システム用 Red Hat OpenStack Platform のコアリポジトリー
								

								 




製品サポート




				以下のリソースをご利用いただけます。
			
	カスタマーポータル
	
							Red Hat カスタマーポータルでは、Red Hat OpenStack Platform デプロイメントのプランニング、デプロイ、メンテナンスを支援するために、幅広いリソースを提供しています。カスタマーポータルから、以下のリソースを利用することができます。
						
	
									製品ドキュメント
								
	
									ナレッジベースのアーティクルおよびソリューション
								
	
									テクニカルブリーフ
								
	
									サポートケース管理
								



							カスタマーポータルには https://access.redhat.com/ からアクセスしてください。
						

	メーリングリスト
	
							Red Hat は、Red Hat OpenStack Platform ユーザーに適した公開メーリングリストを提供しています。
						
	
									rhsa-announce メーリングリストは、Red Hat OpenStack Platform など、全 Red Hat 製品のセキュリティー関連の修正リリースに関する通知を提供します。
								



							RHSA-announce -- Security announcements for all Red Hat products and services. でサブスクライブしてください。
						




サポートされない機能




				以下の機能は、Red Hat OpenStack Platform ではサポートされません。
			
	
						カスタムポリシー。手動で、または *Policies heat パラメーターにより、policy.json ファイルの変更が含まれます。ドキュメントに明示的な指示が含まれている場合を除き、デフォルトのポリシーは変更しないでください。
					
	
						コンテナーは以下のパッケージでは使用できません。したがって、RHOSP ではサポートされていません。
					
	
								nova-serialproxy
							
	
								nova-spicehtml5proxy
							



	
						仮想マシンインスタンスにユーザーデータを挿入するためのパーソナリティファイルのファイルインジェクション。その代わりに、クラウドユーザーは、インスタンスの起動時に --user-data オプションを使用してスクリプトを実行することでインスタンスにデータを渡したり、インスタンスの起動時に --property オプションを使用してインスタンスメタデータを設定したりできます。詳細は、カスタムインスタンスの作成 を参照してください。
					
	
						RHOSP 15 から 16.1 へのアップグレード
					



				これらの機能のサポートが必要な場合は、Red Hat Customer Experience and Engagement チーム に連絡してサポート例外を入手してください。
			


第2章 最も重要な新機能




			本項では、Red Hat OpenStack Platform の今回のリリースにおける最も重要な新機能の概要を説明します。
		
Compute




				本項では、Compute サービス (nova) の最も重要な新機能について説明します。
			
	テナント分離ホストアグリゲートのための Placement サービスの使用
	
							Placement サービスを使用して、特定のテナントだけがインスタンスを起動できるホストアグリゲートを作成することで、テナントの分離機能を利用することができます。詳しくは、プロジェクト分離ホストアグリゲートの作成 を参照してください。
						
	ファイルベースのメモリー
	
							ローカルストレージデバイスをメモリーバッキングデバイスとして使用するように、インスタンスを設定することができます。
						



分散コンピュートノード (DCN)




				本項では、分散コンピュートノード (DCN) の最も重要な新機能について説明します。
			
	分散コンピュートノード (DCN) 用マルチスタック
	
							Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、1 つのオーバークラウドデプロイメントをアンダークラウド内の複数の heat スタックに分割することができます。これにより、DCN デプロイメント内のデプロイメント操作と管理操作を分離することができます。個別の heat スタックを使用して、DCN デプロイメント内の各サイトを独立してデプロイおよび管理することができます。
						



エッジコンピューティング




				本項では、エッジコンピューティングの最も重要な新機能について説明します。
			
	Red Hat OpenStack Platform 16.1.2 へのエッジ機能の追加
	
							Ansible ベースの Transport Layer Security everywhere (TLSe)、Key Manager サービス (barbican)、およびルーティング対応プロバイダーネットワークで、エッジ機能がサポートされるようになりました。Ansible Playbook を使用して、エッジサイト用の Image サービス (glance) イメージを事前にキャッシュできるようになりました。
						



ネットワーク




				本項では、Networking (neutron) サービスの最も重要な新機能について説明します。
			
	ML2/OVS が、ハードウェアからオフロードされたダイレクトポートで QoS ポリシーをサポート
	
							Red Hat OpenStack Platform 16.1.7 以降、Open vSwitch メカニズムドライバー (ML2/OVS) を備えた Modular Layer 2 プラグインは、ハードウェアからオフロードされたダイレクトポートで QoS ルールをサポートするようになりました。
						


	新規 Networking サービスのクォータドライバーで MariaDB リソース要求のロックが不要になる
	
							Red Hat OpenStack Platform(RHOSP)16.1.7 以降、RHOSP の Networking サービス (neutron) 用の新しいクォータドライバーが追加されました。Networking サービスはグローバルロックを使用しなくなりましたが、代わりに MariaDB トランザクションの分離レベルを使用してリソースと現在のリソース予約を取得します。この新しいドライバーは、クォータに違反していない限り、同じデータベーストランザクション内に予約を作成します。
						

							新しいトランザクションは使用済みリソースのカウントと予約の作成を行うため、この新しいクォータドライバーは、make_reservation トランザクションを使用する従来のドライバーよりもはるかに高速です。新しいクォータドライバーを使用すると、Networking サービスで、データベースのロックにつながる可能性のあるリソース要求のボトルネックが発生する可能性が低くなります。
						

	Load-balancing サービス (octavia) に対する HA のサポート
	
							Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、Load-balancing サービス (octavia) インスタンスを高可用性の設定にすることができます。この場合、active/standby トポロジーを実装し、amphora プロバイダードライバーを使用します。詳細は、Using Octavia for Load Balancing-as-a-Service の Enabling active-standby topology for Load-balancing service instances を参照してください。
						
	UDP トラフィックに対する Load-balancing サービス (octavia) のサポート
	
							Red Hat OpenStack Platform Load-balancing サービス (octavia) を使用して、UDP ポート上のネットワークトラフィックのバランスを取ることができます。詳細は、Using Octavia for Load Balancing-as-a-Service の Creating a UDP load balancer with a health monitor を参照してください。
						
	ルーティング対応プロバイダーネットワーク
	
							Red Hat OpenStack Platform 16.1.1 から、ML2/OVS または SR-IOV メカニズムドライバーを使用してルーティング対応プロバイダーネットワークをデプロイすることができます。ルーティング対応プロバイダーネットワークは、エッジ分散コンピュートノード (DCN) およびスパイン/リーフ型ルーティング対応データセンターのデプロイメントで一般的に用いられます。ルーティング対応プロバイダーネットワークを使用すると、1 つのプロバイダーネットワークを有効にして、複数のレイヤー 2 ネットワーク (ブロードキャストドメイン) またはネットワークセグメントに対応することができます。これにより、オペレーターはユーザーに対して 1 つのネットワークだけを提供することができます。詳細は、ネットワークガイド の ルーティング対応プロバイダーネットワークのデプロイ を参照してください。
						
	ML2/OVN デプロイメントにおける SR-IOV とネイティブ OVN DHCP の組み合わせ
	
							Red Hat OpenStack Platform 16.1.1 から、ML2/OVN デプロイメントで SR-IOV とネイティブの OVN DHCP (neutron DHCP は不要) の組み合わせを使用することができます。
						

							詳細は、ネットワークガイド の ML2/OVN デプロイメントにおける SR-IOV とネイティブ OVN DHCP の組み合わせの有効化 および ML2/OVN メカニズムドライバーの制約 を参照してください。
						

	ノースバウンドパスにおけるジャンボフレームの MTU 検出機能のサポート
	
							Red Hat OpenStack Platform 16.1.2 では、UDP ジャンボフレームに対応する MTU の検出機能が追加されました。外部ネットワークの MTU を超える UDP ジャンボフレームを受信した場合、ML2/OVN ルーターは ICMP の fragmentation needed パケットを送信元の仮想マシンに返します。このため、送信元アプリケーションはペイロードをより小さなパケットに分割することができます。以前のリリースでは、ICMP の fragmentation needed パケットを返すことができないため、パケットロスが発生していました。必要な設定手順の詳細は、オーバークラウドの高度なカスタマイズ の ジャンボフレームを細分化するための ML2/OVN ノースバウンドパス MTU 検出の設定 を参照してください。
						

							East-West トラフィックでは、OVN は East-West パスの最少 MTU を超えるパケットの断片化をサポートしていない点に注意してください。
						

							例
						
	
									VM1 は、MTU が 1300 に設定された Network1 上にある。
								
	
									VM2 は、MTU が 1200 に設定された Network2 上にある。
								
	
									サイズが 1171 以下の VM1/VM2 間の ping は、どちらの方向も成功します。サイズが 1171 を超える ping は、すべてパケットロスになります。
								

									Bug 1891591 を参照してください。
								




	Load-balancing サービスインスタンス (amphora) のログオフロード
	
							デフォルトでは、Load-balancing サービスインスタンス (amphorae) は、ローカルマシンの systemd ジャーナルにログを保存します。ただし、Red Hat OpenStack Platform 16.1.2 以降、amphorae がログを syslog レシーバーにオフロードするように指定して、管理とテナント両方のトラフィックフローのログを集約することができます。ログのオフロードにより、管理者はログを 1 カ所で管理し、amphora のローテーション後もログを維持することができます。詳細は、Using Octavia for Load Balancing-as-a-Service の Basics of offloading Load-balancing service instance (amphora) logs を参照してください。
						
	Load-balancing サービス (octavia) 用 OVN プロバイダードライバー
	
							Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 16.1.2 では、Open Virtual Network (OVN) の負荷分散プロバイダーが完全にサポートされるようになりました。これは、基本的な機能セットを持つ軽量ロードバランサーです。通常、East-West レイヤー 4 ネットワークトラフィックに使用され、OVN は素早くプロビジョニングし、amphora 等のフル機能の負荷分散プロバイダーほどリソースを消費しません。
						
注記

								OVN プロバイダードライバーにはヘルスチェック機能は実装されません。
							


							ML2/OVN neutron プラグインを使用する RHOSP デプロイメントでは、RHOSP director は Load-balancing サービス (octavia) で OVN プロバイダードライバーを自動的に有効にします。追加のインストールや設定のステップは必要ありません。すべての RHOSP デプロイメントと同様に、デフォルトの負荷分散プロバイダードライバーである amphora は引き続き有効で、完全にサポートされます。詳細は、Using Octavia for Load Balancing-as-a-Service の Creating an OVN load balancer を参照してください。
						

	ML2/OVS から ML2/OVN へのインプレース移行: RHOSP 16.2 でサポート
	
							既存の Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) デプロイメントで ML2/OVS メカニズムドライバーが使用されている場合、OVS ドライバーを ML2/OVN メカニズムドライバーに置き換えるメリットおよび現実性の評価をする必要があります。Red Hat は、RHOSP 16.1 の ML2/OVN への直接移行をサポートしていません。ML2/OVN メカニズムドライバーに移行する前に、最新の RHOSP 16.2 バージョンにアップグレードする必要があります。
						
注記

								ML2/OVS から ML2/OVN への移行を試みる前に、事前サポートケースを作成する必要があります。事前サポートケースを作成しない場合、Red Hat では移行をサポートしません。
							





ストレージ




				本項では、ストレージサービスの最も重要な新機能について説明します。
			
	分散コンピュートノード (DCN) を使用したエッジストレージ
	
							Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、分散コンピュートノードを使用してエッジサイトにストレージをデプロイすることができます。このアーキテクチャーをサポートするために、以下の機能が追加されています。
						
	
									RBD を使用した Image サービス (glance) のマルチストア
								
	
									Image サービスのマルチストアイメージインポートツール
								
	
									エッジサイトでの Block Storage サービス (cinder) アクティブ/アクティブ設定
								
	
									複数 Ceph クラスターでの director デプロイメントのサポート
								



	Manila CephFS Native のサポート
	
							Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、Shared File Systems サービス (manila) はネイティブ CephFS ドライバーを完全にサポートするようになりました。
						
	OSD の FileStore から BlueStore への移行
	
							Red Hat OpenStack Platform 16.1.2 以降、Ansible によるワークフローで Ceph OSD が FileStore から BlueStore に移行されます。これにより、直接デプロイされた Ceph Storage を使用する場合に、OSP13 から OSP16.1 へのアップグレードフレームワークのプロセスを完了できるようになりました。
						
	使用中の RBD ボリュームの移行
	
							Red Hat OpenStack Platform 16.1.2 以降、RBD の使用中 cinder ボリュームをある Ceph プールから同じ Ceph クラスター内の別の Ceph プールに、移行または種別変更できるようになりました。Bug 1293440 を参照してください。
						
	Red Hat OpenShift Container Platform のサポート
	
							NFS バックエンドに CephFS を使用した Shared File Systems サービス (manila) は、Manila CSI を使用した Red Hat OpenShift Container Platform へのファイル共有の提供を完全にサポートします。このソリューションは、大規模なデプロイメントを対象としていません。重要な推奨事項は、https://access.redhat.com/articles/6667651 を参照してください。
						



Bare Metal サービス




				本項では、Bare Metal (ironic) サービスの最も重要な新機能について説明します。
			
	ポリシーベースのルーティング
	
							今回の機能拡張で、Red Hat OpenStack Platform ノードにポリシーベースのルーティングを使用できるようになりました。これにより、os-net-config で複数のルーティングテーブルおよびルーティングルールを設定することができます。複数のリンクを持つホストでは、ポリシーベースのルーティングはルーティングテーブルを使用し、送信元のアドレスに応じて特定のインターフェイス経由でトラフィックを送信することができます。インターフェイスごとにルーティングルールを定義することもできます。
						



CloudOps




				本項では、CloudOps コンポーネントの最も重要な新機能および変更点について説明します。
			
	マルチクラウドのネイティブサポート
	
							Service Telemetry Framework (STF) 1.1 では、Service Telemetry Operator によりマルチクラウドのサポートがネイティブで提供されます。この機能は、新たな clouds パラメーターにより提供されます。
						
	カスタム SmartGateway オブジェクト
	
							STF 1.1 では、Smart Gateway Operator によりカスタム SmartGateway オブジェクトを直接管理することができます。clouds パラメーターを使用して、STF 管理のクラウドインスタンスを設定することができます。clouds オブジェクトを空のセットに設定し、Service Telemetry Operator による SmartGateway オブジェクトの管理を無効にすることができます。
						
	SNMP トラップ
	
							STF 1.1 には、Alertmanager Web フックによる SNMP トラップの配信が実装されています。
						



ネットワーク機能仮想化




				本項では、ネットワーク機能仮想化 (NFV) の最も重要な新機能について説明します。
			
	ハイパーコンバージドインフラストラクチャー (HCI) のデプロイメントと OVS-DPDK の組み合わせ
	
							Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、ハイパーコンバージドインフラストラクチャー (HCI) のデプロイメントと OVS-DPDK の組み合わせがサポートされるようになりました。HCI アーキテクチャーでは、Compute サービスおよび Ceph Storage サービスが同じオーバークラウドノードに配置され、リソースの使用率を最適化するように設定されています。
						
	OVS-ML2 または OVN-ML2 による Open vSwitch (OVS) ハードウェアオフロード
	
							Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、OVS スイッチ機能が SmartNIC ハードウェアにオフロードされています。この機能拡張により、処理に必要なリソースが削減されデータパスが加速されます。Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、この機能はテクノロジープレビューとしての対応を終了し、完全にサポートされるようになりました。ネットワーク機能仮想化 (NFV) のプランニングおよび設定ガイド の OVS ハードウェアオフロードの設定 を参照してください。
						



テクノロジープレビュー




				本項では、Red Hat OpenStack Platform の今回のリリースにおける最も重要な新たなテクノロジープレビュー機能の概要を説明します。
			
注記

					テクノロジープレビューと記した機能のサポート範囲についての詳しい情報は、テクノロジープレビュー機能のサポート範囲 を参照してください。
				

	インスタンスの永続メモリー
	
							クラウド管理者は、NVDIMM ハードウェアを持つコンピュートノード上に永続メモリー名前空間を作成および設定することができます。クラウドユーザーはこれらのノードを使用して、vPMEM を提供する永続メモリー名前空間を使用するインスタンスを作成することができます。
						
	インスタンスのメモリー暗号化
	
							クラウド管理者は、SEV 対応コンピュートノードを設定できるようになりました。これにより、クラウドユーザーはメモリー暗号化が有効なインスタンスを作成することができます。詳しくは、インスタンスのメモリーを暗号化する SEV 対応コンピュートノードの設定 を参照してください。
						
	アンダークラウドミニオン
	
							今回のリリースでは、アンダークラウドミニオンをインストールすることができます。アンダークラウドミニオンにより、別個のホスト上に heat-engine サービスおよび ironic-conductor サービスが追加されます。これらの追加サービスは、アンダークラウドのオーケストレーションおよびプロビジョニング操作をサポートします。アンダークラウドの操作を複数ホスト間に分散することにより、オーバークラウドのデプロイメントにより多くのリソースを割り当てることができ、結果として大規模なデプロイメントをより迅速に実施することができます。
						
	director を使用した IPv6 へのベアメタルのデプロイ
	
							IPv6 ノードおよびインフラストラクチャーがある場合には、IPv4 ではなく IPv6 を使用するようにアンダークラウドおよびプロビジョニングネットワークを設定することができます。これにより、director は IPv6 ノードに Red Hat OpenStack Platform をプロビジョニングおよびデプロイすることができます。詳しくは、IPv6 を使用してベアメタルをプロビジョニングするためのアンダークラウド設定 および カスタムの IPv6 プロビジョニングネットワークの設定 を参照してください。RHOSP 16.1.2 では、この機能はテクノロジープレビューからフルサポートに移行しています。
						
	Compute (nova) サービスを使用しないベアメタルノードのプロビジョニング
	
							Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、デプロイメントのプロビジョニングおよびデプロイメントステージを、別個のステップに分離することができます。
						
	
									ベアメタルノードをプロビジョニングする。
								
	
											ノード定義ファイルを yaml 形式で作成します。
										
	
											ノード定義ファイルを指定して、プロビジョニングコマンドを実行します。
										



	
									オーバークラウドをデプロイする。
								
	
											プロビジョニングコマンドにより生成される heat 環境ファイルを指定して、デプロイメントコマンドを実行します。
										









				プロビジョニングプロセスにより、ノードがプロビジョニングされ、ノード数、予測可能なノード配置、カスタムイメージ、カスタム NIC 等のさまざまなノード仕様が含まれる heat 環境ファイルが生成されます。オーバークラウドをデプロイする際に、このファイルをデプロイメントコマンドに追加します。
			


第3章 リリースの情報




			本リリースノートには主に、今回リリースされた Red Hat OpenStack Platform のデプロイメント時に考慮すべきテクノロジープレビューの項目、推奨事項、既知の問題、非推奨になった機能について記載します。
		

			Red Hat OpenStack Platform の本リリースのサポートライフサイクル中にリリースされる更新についての情報は、各更新に対応したアドバイザリーの説明に記載されます。
		
Red Hat OpenStack Platform 16.1 GA




				本リリースノートには主に、今回リリースされた Red Hat OpenStack Platform のデプロイメント時に考慮すべきテクノロジープレビューの項目、推奨事項、既知の問題、非推奨になった機能について記載します。
			
バグ修正




					以下のバグは、Red Hat OpenStack Platform の本リリースで修正されています。
				
	BZ#1853275
	
								今回の更新以前は、Leapp のアップグレードを実行する前に、director は Red Hat Ceph Storage OSD に noout フラグを設定していませんでした。その結果、アップグレード後に OSD がバランスをとり直すのに追加の時間が必要でした。
							

								今回の更新により、ディレクターは Leapp のアップグレード前に noout フラグを設定するようになり、これによりアップグレードプロセスが迅速化されました。また、director は Leapp のアップグレード後に noout フラグの設定を解除します。
							

	BZ#1594033
	
								この更新以前は、ポーリング中は最新のボリューム属性が更新されず、誤ったボリュームデータがディスプレイ画面に表示されていました。今回の更新で、ポーリング時にボリューム属性が正しく更新され、正しいボリュームデータがディスプレイ画面に表示されるようになりました。
							
	BZ#1792477
	
								この更新以前は、オーバークラウドのデプロイメントプロセスで、Block Storage サービス (cinder) をアクティブ/アクティブモードで実行するのに必要な TLS 証明書が作成されませんでした。そのため、起動時に cinder サービスは失敗していました。今回の更新により、デプロイメントプロセスで TLS 証明書が正しく作成され、Block Storage サービスを TLS-everywhere を設定してアクティブ/アクティブモードで実行できるようになりました。
							
	BZ#1803989
	
								今回の更新以前は、コントロールプレーン上でステートレス IPv6 を使用して、分散コンピュートノード (DCN) またはスパイン/リーフ設定のオーバークラウドをデプロイすることができませんでした。このシナリオのデプロイメントは、ironic ノードサーバーのプロビジョニング時に失敗しました。今回の更新により、コントロールプレーン上でステートレス IPv6 を使用して正常にデプロイできるようになりました。
							
	BZ#1804079
	
								今回の更新以前は、etcd サービスがコンテナー内で動作するように適切に設定されませんでした。その結果、サービスが TLS 証明書の作成を試みる際にエラーが生じていました。今回の更新により、etcd サービスはコンテナー内で動作し、TLS 証明書を作成できるようになりました。
							
	BZ#1813391
	
								今回の更新により、iSCSI ドライバーおよび FC ドライバーで PowerMax 設定オプションが適切になりました。詳細は、Dell EMC PowerMax iSCSI and FC drivers を参照してください。
							
	BZ#1813393
	
								PowerMax 設定オプションは、OSP10 newton から変更されています。今回の更新により最新の PowerMax 設定オプションが追加され、iSCSI ドライバーと FC ドライバーの両方がサポートされるようになりました。
							

								CinderPowermaxBackend パラメーターも、複数のバックエンドをサポートします。CinderPowermaxBackendName はバックエンドのリストをサポートし、新しい CinderPowermaxMultiConfig パラメーターを使用して各バックエンドのパラメーター値を指定することができます。構文の例は、environments/cinder-droidmc-powermax-config.yaml を参照してください。
							

	BZ#1814166
	
								今回の更新により、Red Hat Ceph Storage ダッシュボードは Ceph 4.1 および ceph4-rhel8 をベースとした Grafana コンテナーを使用するようになりました。
							
	BZ#1815305
	
								今回の更新以前は、IPv6 内部 API ネットワークを使用した DCN と HCI の組み合わせのデプロイメントでは、Block Storage サービス (cinder) および etcd サービスは不適切な etcd URI で設定され、Block Storage サービスおよび etcd サービスが起動時に失敗していました。
							

								今回の更新により、etcd URI の IPv6 アドレスが正しくなり、Block Storage サービスおよび etcd サービスが正常に起動するようになりました。
							

	BZ#1815928
	
								今回の更新以前は、IPv6 内部 API ネットワークを使用したデプロイメントでは、Block Storage サービス (cinder) および Compute サービス (nova) は不適切な glance-api エンドポイントの URI で設定されていました。その結果、DCN またはエッジデプロイメントの Block Storage サービスおよび Compute サービスは、Image サービス (glance) にアクセスできませんでした。
							

								今回の更新により、glance-api エンドポイントの URI の IPv6 アドレスが正しくなり、エッジサイトの Block Storage サービスおよび Compute サービスが正しく Image サービスにアクセスできるようになりました。
							

	BZ#1826741
	
								今回の更新以前は、Block Storage サービス (cinder) は、ボリューム種別を指定する代替方法を無視して volume create 要求のデフォルトボリューム種別を割り当てていました。
							

								今回の更新により、Block Storage サービスが正しく機能するようになりました。
							
	
										要求で source_volid を指定した場合、Block Storage サービスはボリューム種別にソースボリュームのボリューム種別を設定します。
									
	
										要求で snapshot_id を指定した場合、ボリューム種別にはスナップショットのボリューム種別が設定されます。
									
	
										要求で imageRef を指定し、イメージが cinder_img_volume_type イメージ属性を持つ場合、ボリューム種別にはイメージ属性の値が設定されます。
									

										それ以外の場合は、Block Storage サービスは定義したデフォルトのボリューム種別としてボリューム種別を設定します。ボリューム種別を設定しない場合、Block Storage サービスはシステムのデフォルトボリューム種別である DEFAULT を使用します。
									

										ボリューム種別を volume create 要求で明示的に指定した場合、Block Storage サービスは指定された種別を使用します。
									




	BZ#1827721
	
								今回の更新以前は、Bare Metal Provisioning サービス (ironic) の直接デプロイインターフェイスを使用して最終的なインスタンスイメージをダウンロードする際に、リトライやタイムアウトがありませんでした。その結果、イメージをホストするサーバーが応答に失敗すると、デプロイメントに失敗する可能性がありました。
							

								今回の更新により、イメージのダウンロードプロセスに 60 秒の接続タイムアウトが設定され、リトライを 2 回試みます。
							

	BZ#1831893
	
								ipmitool-1.8.18-11 にリグレッションが生じ、Get Cipher Suites をサポートしない特定の BMC の場合、IPMI アクセスに 2 分以上の時間がかかっていました。その結果、イントロスペクションに失敗し、デプロイメントにかかる時間が以前よりも大幅に長くなる可能性がありました。
							

								今回の更新により、ipmitool のリトライ処理が変更され、イントロスペクションにパスし、デプロイメントに成功するようになりました。
							
注記

									ipmitool に関するこの問題は、ipmitool-1.8.18-17 で解決されています。
								


	BZ#1832720
	
								今回の更新以前は、古くなった neutron-haproxy-qdhcp-* コンテナーが、関連するネットワークを削除した後に残っていました。今回の更新により、ネットワークを削除すると、関連するコンテナーがすべて適切に消去されるようになりました。
							
	BZ#1832920
	
								今回の更新以前は、ExtraConfigPre per_node スクリプトは Python 3 と互換性がありませんでした。その結果、オーバークラウドのデプロイメントは、TASK [Run deployment NodeSpecificDeployment] のステップで SyntaxError: invalid syntax のメッセージと共に失敗していました。
							

								今回の更新により、ExtraConfigPre per_node スクリプトが Python 3 と互換性を持ち、カスタムの per_node hieradata をプロビジョニングできるようになりました。
							

	BZ#1845079
	
								今回の更新以前は、ceph osd stat -f json コマンドが返すデータ構造の形式が変更されていました。その結果、一定の割合の Red Hat Ceph Storage (RHCS) OSD が実行されていない限りデプロイメントを停止する検証が正常に機能せず、動作中の OSD の数にかかわらずデプロイメントを停止していました。
							

								今回の更新により、新しいバージョンの openstack-tripleo-validations が動作中の RHCS OSD の割合を正しく計算し、定義した割合の RHCS OSD が実行されていない場合に、デプロイメントが早期に停止するようになりました。パラメーター CephOsdPercentageMin を使用して、動作していなければならない RHCS OSD の割合をカスタマイズすることができます。デフォルト値は 66% です。検証を無効にするには、このパラメーターを 0 に設定します。
							

	BZ#1850991
	
								今回の更新以前は、Red Hat Ceph Storage ダッシュボードが無効であっても、ダッシュボードリスナーが HA Proxy 設定に作成されていました。その結果、Ceph Storage を使用する Red Hat OpenStack Platform のアップグレードに失敗する可能性がありました。
							

								今回の更新によりサービス定義が更新され、Ceph MGR サービスをダッシュボードサービスと区別し、ダッシュボードサービスが有効でなければ設定されないようになりました。これにより、アップグレードが正常に実行されます。
							

	BZ#1853433
	
								今回の更新以前は、NFS 共有がマウントされていると、Leapp のアップグレードに失敗する場合がありました。特に、Compute サービス (nova) または Image サービス (glance) を実行するノードで NFS マウントが使用されている場合、これらのノードがハングアップしていました。
							

								今回の更新により、Leapp のアップグレード前に、director は /var/lib/nova/instances、/var/lib/glance/images、および GlanceNodeStagingUri パラメーターで定義する Image サービスのステージングエリアをアンマウントするようになりました。
							




機能強化




					Red Hat OpenStack Platform の今回のリリースでは、以下の機能拡張が提供されています。
				
	BZ#1440926
	
								今回の機能拡張により、外部の既存 Ceph RadosGW クラスターを使用するように Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) を設定できるようになりました。このクラスターを、 RHOSP ゲストのオブジェクトストアとして独立して管理することができます。
							
	BZ#1575512
	
								今回の機能拡張により、外部ネットワークを通じてマルチキャストを制御し、内部ネットワークだけではなく外部ネットワークを通じたクラスターの自動生成を避けることができるようになりました。
							
	BZ#1598716
	
								今回の機能拡張により、director を使用して、複数のイメージストアを持つ Image サービス (glance) をデプロイできるようになりました。たとえば、分散コンピュートノード (DCN) またはエッジデプロイメントにおいて、各サイトにイメージを保管することができます。
							
	BZ#1617923
	
								今回の更新により、検証フレームワーク CLI が完全に機能するようになりました。具体的には、openstack tripleo validator コマンドに、検証名またはグループを指定して検証をリスト表示、実行、および表示するのに必要なすべての CLI オプションが追加されました。
							
	BZ#1676989
	
								今回の機能拡張により、HA モードで ATOS HSM デプロイメントを使用できるようになりました。
							
	BZ#1686001
	
								今回の機能拡張により、Block Storage (cinder) ボリュームを最新のスナップショットに戻すことができるようになりました (ドライバーがサポートされる場合)。ボリュームを元に戻すこの方法は、スナップショットからクローンを作成して新規ボリュームに接続する方法よりも効率的です。
							
	BZ#1698527
	
								今回の更新により、OVS スイッチ機能が SmartNIC ハードウェアにオフロードされています。この機能拡張により、処理に必要なリソースが削減されデータパスが加速されます。Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、この機能はテクノロジープレビューとしての対応を終了し、完全にサポートされるようになりました。ネットワーク機能仮想化 (NFV) のプランニングおよび設定ガイド の OVS ハードウェアオフロードの設定 を参照してください。
							
	BZ#1701416
	
								今回の機能拡張により、HAProxy ロードバランサーから Red Hat Ceph Storage RadosGW インスタンスへの HTTP トラフィックが暗号化されるようになりました。
							
	BZ#1740946
	
								今回の更新により、新たな tripleo-ipa メソッドを使用して、TLSe を設定して事前にプロビジョニングされたノードをデプロイできるようになりました。
							
	BZ#1767581
	
								今回の機能拡張により、openstack overcloud deploy コマンドで --limit、--skip-tags、および --tags Ansible オプションを使用できるようになりました。この機能は、スケールアップ操作時など、特定のノードでデプロイメントを実行する場合に特に便利です。
							
	BZ#1793525
	
								director を使用して Red Hat Ceph Storage をデプロイする場合、Ceph デバイスのクラスを定義して設定し、これらのクラスをさまざまな負荷用に特定のプールにマッピングすることができます。
							
	BZ#1807841
	
								今回の更新により、swift_rsync コンテナーが非特権モードで実行されるようになりました。これにより、swift_rsync コンテナーのセキュリティーが向上します。
							
	BZ#1811490
	
								今回の機能拡張により、openstack tripleo container image push コマンドに、ソースレジストリーの認証情報を指定するための新しいオプションが追加されています。新しいオプションは --source-username および --source-password です。
							

								今回の更新以前は、認証を必要とするソースレジストリーからコンテナーイメージをプッシュする際に、認証情報を指定できませんでした。この場合、コンテナーをプッシュする唯一の方法は、イメージを手動でプルし、ローカルシステムからプッシュすることでした。
							

	BZ#1814278
	
								今回の機能拡張で、Red Hat OpenStack Platform ノードにポリシーベースのルーティングを使用できるようになりました。これにより、os-net-config で複数のルーティングテーブルおよびルーティングルールを設定することができます。
							

								複数のリンクを持つホストでは、ポリシーベースのルーティングはルーティングテーブルを使用し、送信元のアドレスに応じて特定のインターフェイス経由でトラフィックを送信することができます。インターフェイスごとにルーティングルールを定義することもできます。
							

	BZ#1819016
	
								今回の更新で、undercloud.conf ファイルの container_images_file パラメーターが必須のオプションになりました。アンダークラウドをインストールする前に、このパラメーターを設定する必要があります。
							

								コンテナーソースに registry.redhat.io を使用する昨今の変更により、コンテナーを取得する際に認証が必要となります。アンダークラウドについては、container_images_file が、インストール実行時に認証情報を指定するための推奨オプションです。この更新以前は、このパラメーターが設定されていないと、コンテナーの取得を試みる際に認証エラーでデプロイメントが失敗していました。
							

	BZ#1823932
	
								今回の機能拡張により、FreeIPA にアンダークラウドおよびオーバークラウドノードの DNS エントリーが含まれるようになりました。DNS PTR レコードは、特定種別の証明書 (特に etcd との cinder アクティブ/アクティブ環境用の証明書) を生成するのに必要です。環境ファイルの IdMModifyDNS パラメーターを使用して、この機能を無効にすることができます。
							
	BZ#1834185
	
								今回の機能拡張により、新たな 2 つのパラメーター NovaPMEMMappings および NovaPMEMNamespaces を使用して、vPMEMEM を管理できるようになりました。
							

								NovaPMEMMappings を使用して、vPMEM と物理 PMEM 名前空間の間のマッピングを反映する nova 設定オプション pmem_namespaces を定義します。
							

								NovaPMEMNamespaces を使用して、vPMEM のバックエンドとして使用する物理 PMEM 名前空間を作成および管理します。
							

	BZ#1858023
	
								今回の更新により、ハイパーコンバージドインフラストラクチャー (HCI) のデプロイメントと OVS-DPDK の組み合わせがサポートされるようになりました。HCI アーキテクチャーでは、Compute サービスおよび Ceph Storage サービスが同じオーバークラウドノードに配置され、リソースの使用率を最適化するように設定されています。
							



テクノロジープレビュー




					本セクションに記載する項目は、テクノロジープレビューとして提供しています。テクノロジープレビューステータスのスコープに関する詳細情報およびそれに伴うサポートへの影響については、テクノロジープレビュー機能のサポート範囲 を参照してください。
				
	BZ#1603440
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、DNS-as-a-Service (designate) はテクノロジープレビューのステータスに戻されました。
							
	BZ#1623977
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、トラフィックフローおよび管理ログを amphora 内部から syslog サーバーに転送するように、Load-balancing サービス (octavia) インスタンスを設定することができます。
							
	BZ#1666684
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 では SR-IOV にテクノロジープレビュー機能が追加され、Networking サービスの DCHP エージェントを必要とせずに、OVN および Networking サービス (neutron) ドライバーとの組み合わせで機能します。SR-IOV NIC をサポートするハイパーバイザー上で仮想マシンがブートすると、ローカルの OVN コントローラーは仮想マシンからの DHCP、内部 DNS、および IPv6 ルーター要請の要求に応答することができます。
							
	BZ#1671811
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、ML2/OVS メカニズムドライバーを使用するルーティング対応プロバイダーネットワークがテクノロジープレビューとして提供されます。ルーティング対応プロバイダーネットワークを使用すると、1 つのプロバイダーネットワークを有効にして、複数のレイヤー 2 ネットワーク (ブロードキャストドメイン) またはセグメントに対応することができます。これにより、オペレーターはユーザーに対して 1 つのネットワークだけを提供することができます。これは、エッジ DCN デプロイメントおよびスパイン/リーフ型ルーティング対応データセンターデプロイメントの一般的なネットワーク種別です。
							

								Compute サービス (nova) スケジューラーはセグメントを認識しないため、それぞれのリーフ、ラックセグメント、または DCN エッジサイトを Compute サービスのホストアグリゲートまたはアベイラビリティーゾーンにマッピングする必要があります。デプロイメントで DHCP またはメタデータサービスが必要な場合には、それぞれのエッジサイトまたはセグメントに Compute サービスのアベイラビリティーゾーンを定義する必要もあります。
							

								既知の制限
							
	
										ML2/OVS でのみサポートされます。ML2/OVN ではサポートされません (Bug 1797664 を参照)。
									
	
										Compute サービスのスケジューラーは、セグメントを認識しません。Compute サービスのスケジューリングが正しく機能するためには、各セグメントまたはエッジサイトを Compute サービスのホストアグリゲートまたはアベイラビリティーゾーンにマッピングします。現在利用することのできるインスタンスブートオプションは 2 つだけです (Bug 1761903 を参照)。
									
	
												port-id を使用し異なる IP アドレス割り当てを使用し Nova AZ (セグメントまたはエッジサイト) を指定してインスタンスをブートする。
											
	
												network-id を使用し Nova AZ (セグメントまたはエッジサイト) を指定してブートする。
											



	
										Nova スケジューラーはセグメント対応ではないため、移行先の Nova アベイラビリティーゾーン (セグメントまたはエッジサイト) を指定した場合に限り、コールド/ライブマイグレーションが機能します (Bug 1761903 を参照)。
									
	
										中央 SNAT または Floating IP を使用した North-south ルーティングはサポートされません (Bug 1848474 を参照)。
									
	
										SR-IOV または PCI パススルーを使用する場合、物理ネットワーク (physnet) の名前は中央サイトおよびリモートサイトまたはセグメントで同一でなければなりません。segment-id を再利用することはできません (Bug 1839097 を参照)。
									

										詳しくは、Routed provider networks を参照してください。
									




	BZ#1676631
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、Load-balancing サービス (octavia) 向けの Open Virtual Network (OVN) プロバイダードライバーは、テクノロジープレビューとして提供されます。
							
	BZ#1703958
	
								今回の更新では、OVN プロバイダードライバーにおいて、同じロードバランサーリスナー上で TCP および UDP プロトコルの両方がサポートされます。
							
	BZ#1758424
	
								今回の更新により、Image サービス (glance) のマルチストアを使用する場合、イメージの所有者は特定のストアからイメージのコピーを削除できるようになりました。
							
	BZ#1801721
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、テクノロジープレビューとして Load-balancing サービス (octavia) が UDP プロトコルをサポートします。
							
	BZ#1848582
	
								今回のリリースで、IPv6 が CephFS NFS ドライバーで機能するように、Shared File Systems サービス (manila) にテクノロジープレビュー機能が追加されています。この機能には Red Hat Ceph Storage 4.1 が必要です。
							



リベース: バグ修正および機能拡張




					以下の項目は、今回リリースされた Red Hat OpenStack Platform に含まれるバグ修正および機能拡張のリベースです。
				
	BZ#1738449
	
								collectd 5.11 にはバグ修正および新しいプラグインが含まれます。詳細は、https://github.com/collectd/collectd/releases を参照してください。
							



リリースノート




					本項では、Red Hat OpenStack Platform の注目すべき変更点や推奨プラクティスなど、今回のリリースに関する重要な情報を記載しています。お使いのデプロイメントに最大限の効果をもたらすために、以下の情報を考慮する必要があります。
				
	BZ#1225775
	
								Image サービス (glance) は、Ceph RBD ドライバーを使用したマルチストアをサポートするようになりました。
							
	BZ#1546996
	
								今回のリリースで、networking-ovn が neutron QoS API を使用した QoS 帯域幅制限および DSCP マークングルールをサポートするようになりました。
							
	BZ#1654408
	
								glance イメージの変換メソッドとして、glance-direct はデフォルトでは有効ではありません。この機能を有効にするには、glance-api.conf ファイルの DEFAULT セクションで、enabled_import_methods を [glaince-direct,web-download] または [glaince-direct] に設定します。
							

								glance-direct インポートメソッドを使用する場合、Image サービス (glance) にはステージングエリアが必要です。glance-api.conf ファイルの DEFAULT セクションで、node_staging_uri オプションを file://<absolute-directory-path> に設定します。このパスは、すべての Image サービス API ノードからアクセス可能な共有ファイルシステム上になければなりません。
							

	BZ#1700402
	
								director は、Block Storage サービスをアクティブ/アクティブモードでデプロイできるようになりました。このデプロイメントシナリオは、エッジサイトのユースケースでのみサポートされます。
							
	BZ#1710465
	
								Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 13 DCN から RHOSP 16.1 DCN にアップグレードする場合、単一スタックの RHOSP 13 デプロイメントからマルチスタックの RHOSP 16.1 デプロイメントに移行することはできません。RHOSP 13 スタックは、RHOSP 16.1 にアップグレードした後も引き続き Orchestration サービス (heat) の単一スタックとして管理されます。
							

								RHOSP 16.1 にアップグレードした後に、新たな DCN サイトを新規スタックとしてデプロイすることができます。詳細は、RHOSP 16.1 DCN のマルチスタックに関するドキュメントを参照してください。
							

	BZ#1758416
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、Image サービス (glance) を使用して、1 つのコマンドで既存のイメージデータを複数のストアにコピーすることができます。これにより、オペレーターが手動でデータをコピーして、イメージの場所を更新する必要がなくなりました。
							
	BZ#1758420
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、Image サービス (glance) を使用して、1 つのコマンドで既存のイメージデータを複数のストアにコピーすることができます。これにより、オペレーターが手動でデータをコピーして、イメージの場所を更新する必要がなくなりました。
							
	BZ#1784640
	
								今回の更新以前は、Red Hat Ceph Storage (RHCS) のデプロイメント時に、Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) director が必要な FSID を ceph-ansible に渡して CephClusterFSID を生成する際に、Python uuid1() 関数が使用されていました。今回の更新により、director は Python uuid4() 関数を使用して、よりランダムな UUID を生成するようになりました。
							
	BZ#1790756
	
								今回のリリースで、IPv6 が CephFS NFS ドライバーで機能するように、Shared File Systems サービス (manila) に新たな機能が追加されています。この機能には Red Hat Ceph Storage 4.1 が必要です。
							
	BZ#1808583
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、以下のように PowerMax ドライバーが更新されています。
							

								機能の更新:
							
	
										PowerMax ドライバー: Unisphere のストレージグループ/配列タグ付けのサポート
									
	
										PowerMax ドライバー: 短いホスト名およびポートグループ名の上書き
									
	
										PowerMax ドライバー: SRDF の機能拡張
									
	
										PowerMax ドライバー: 複数レプリケーションのサポート
									

										バグ修正:
									

	
										PowerMax ドライバー: デバッグメタデータの修正
									
	
										PowerMax ドライバー: ボリュームグループ削除の失敗
									
	
										PowerMax ドライバー: 最低 Unisphere バージョン 9.1.0.5 の設定
									
	
										PowerMax ドライバー: 非管理スナップショット削除の修正
									
	
										PowerMax ドライバー: RDF snapvx ターゲット消去の修正
									
	
										PowerMax ドライバー: 管理可能ボリューム取得の修正
									
	
										PowerMax ドライバー: ボリューム拡張情報の出力
									
	
										PowerMax ドライバー: レガシーボリュームの欠如
									
	
										PowerMax ドライバー: 使用中のレプリカ済みモードへの種別変更禁止
									
	
										PowerMax ドライバー: レプリケーション配列シリアル番号の確認
									
	
										PowerMax ドライバー: 複数レプリケーションのサポート
									
	
										PowerMax ドライバー: シングルアンダースコアの更新
									
	
										PowerMax ドライバー: SRDF レプリケーションの修正
									
	
										PowerMax ドライバー: レプリケーションメタデータの修正
									
	
										PowerMax ドライバー: レプリケーションデバイスの制限
									
	
										PowerMax ドライバー: グループのデフォルトボリューム種別の許可
									
	
										PowerMax ドライバー: バージョン比較の修正
									
	
										PowerMax ドライバー: RepConfig ログの接続解除および種別変更時リモートボリュームへの名称変更の修正
									
	
										PowerMax ドライバー: エミュレーション種別ボリューム管理の確認
									
	
										PowerMax ドライバー: ボリュームが含まれるグループの削除
									
	
										PowerMax ドライバー: PowerMax プールの修正
									
	
										PowerMax ドライバー: RDF ステータスの検証
									
	
										PowerMax ドライバー: 同時ライブマイグレーションの失敗
									
	
										PowerMax ドライバー: ライブマイグレーション時ストレージグループからのレプリケーション可能ボリュームの削除
									
	
										PowerMax ドライバー: U4P フェイルオーバー時例外ロックの非リリース
									
	
										PowerMax ドライバー: 圧縮変更に関するバグの修正
									



	BZ#1810045
	
								Shared File Systems サービス (manila) はネイティブ CephFS ドライバーを完全にサポートするようになりました。このドライバーは以前はテクニカルプレビューのステータスでしたが、完全にサポートされるようになりました。
							
	BZ#1846039
	
								sg-bridge コンテナーは、sg-bridge RPM を使用して sg-core の AMQP1/unix 間のソケットインターフェイスを提供します。どちらのコンポーネントも Service Telemetry Framework の一部です。
							

								これは、sg-bridge コンポーネントの初期リリースです。
							

	BZ#1852084
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、VXFlexOS ボリュームバックエンド用に tripleo-heat-templates がサポートされます。
							
	BZ#1852087
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、SC Cinder バックエンドがサポートされます。SC Cinder バックエンドは iSCSI ドライバーと FC ドライバーの両方をサポートするようになり、複数のバックエンドにも対応します。CinderScBackendName パラメーターを使用してバックエンドをリスト表示し、CinderScMultiConfig パラメーターを使用して各バックエンドのパラメーター値を指定することができます。設定ファイルの例については、environments/cinder-droidmc-sc-config.yaml を参照してください。
							
	BZ#1855096
	
								NetApp Back End Guide for the Shared File System Service は、Red Hat OpenStack Platform の製品ドキュメントから削除されています。このコンテンツは、NetApp の OpenStack ドキュメントスイート Deploying NetApp ONTAP Manila driver in a Red Hat OpenStack Platform 16 に掲載されています。
							
	BZ#1858352
	
								Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 13 と FileStore が設定された Red Hat Ceph Storage (RHCS) 3 の組み合わせから RHOSP 16.1 と RHCS 4 の組み合わせにアップグレードする場合、アップグレード後に BlueStore に移行することはできません。修正が利用可能になるまで、FileStore で RHCS 4 を実行することができます。詳細は、BZ#1854973 を参照してください。
							
	BZ#1858938
	
								sg-bridge および sg-core コンテナーイメージは、Service Telemetry Framework に collectd メトリックのの新しいデータパスを提供します。
							

								sg-bridge コンポーネントは AMQP1/unix 間のソケット変換を sg-core に提供します。その結果、従来の Smart Gateway コンポーネントに比べて 500% パフォーマンスが向上します。
							

								これは、sg-bridge および sg-core コンテナーイメージコンポーネントの初期リリースです。
							
注記

									従来の Smart Gateway は、これまでどおり Ceilometer メトリック、Ceilometer イベント、および collectd イベントのデータパスです。
								





既知の問題




					現時点における Red Hat OpenStack Platform の既知の問題は以下のとおりです。
				
	BZ#1508449
	
								OVN は、直接コンピュートノード上で ovn-controller を使用して openflow コントローラーとして DHCP を提供します。ただし、SR-IOV インスタンスは VF/PF を介して直接ネットワークにアタッチされます。したがって、SR-IOV インスタンスは DHCP の応答を受け取ることができません。
							

								回避策: OS::TripleO::Services::NeutronDhcpAgent を OS::TripleO::Services::NeutronDhcpAgent: deployment/neutron/neutron-dhcp-container-puppet.yaml に変更します。
							

	BZ#1574431
	
								現時点で、クォータコマンドは Block Storage サービス (cinder) では予想通りに機能しません。Block Storage CLI を使用すると、クォータエントリーを正常に作成することができ、CLI は有効なプロジェクト ID かどうかを確認しません。有効なプロジェクト ID を指定せずに CLI により作成されるクォータエントリーは、無効なデータが含まれるダミーレコードです。この問題が修正されるまで、CLI ユーザーであれば、クォータエントリーの作成時に有効なプロジェクト ID を指定し、Block Storage にダミーレコードがないか監視する必要があります。
							
	BZ#1797047
	
								Shared File Systems サービス (manila) の access-list 機能には、Red Hat Ceph Storage (RHCS) 4.1 以降が必要です。RHCS 4.0 のパッケージングには問題があり、RHCS 4.0 で Shared File Systems サービスの access-list を使用することができません。ファイル共有の作成を使用することはできますが、access-list がないとファイル共有を使用することができません。したがって、RHCS 4.0 を使用するお客様は、NFS バックエンドに CephFS を使用した Shared File Systems サービスを使用することができません。詳細は、https://bugzilla.redhat.com/show_bug.cgi?id=1797075 を参照してください。
							
	BZ#1828889
	
								OVN メカニズムドライバーが Networking サービス (neutron) データベースを使用せず、代わりに OVN データベースに依存するという既知の問題があります。その結果、OVN 外であるため、SR-IOV エージェントは Networking サービスデータベースに登録されます。現在、この問題に対する回避策はありません。
							
	BZ#1837316
	
								Red Hat OpenStack Platform Load-balancing サービス (octavia) インスタンス (amphora) の keepalived インスタンスが、異常な状態で終了して UDP トラフィックを中断する可能性があります。この問題の原因は、UDP ヘルスモニターのタイムアウト値が短すぎることです。
							

								回避策: 新しいタイムアウト値として 2 秒を超える値を指定します (例: $ openstack loadbalancer healthmonitor set --timeout 3 <heath_monitor_id>)。
							

								詳細は、コマンドラインインターフェイスの参考ドキュメントで loadbalancer healthmonitor を検索してください。
							

	BZ#1840640
	
								16.0 から 16.1 に更新する際に、Orchestration サービス (heat) の TLS 定義が不完全で、更新に失敗します。
							

								この失敗を防ぐには、パラメーターおよび値を InternalTLSCAFile: '' と設定する必要があります。
							

	BZ#1845091
	
								パブリック TLS または TLS-Everywhere が使用されている場合、16.0 から 16.1 への更新に失敗する既知の問題があります。
							

								パラメーター InternalTLSCAFile は、オーバークラウドインスタンスの CA 証明書バンドルの場所を定義します。このパラメーターが正しく設定されていないと、アップグレードおよび更新に失敗します。新規デプロイメントでは、heat がこのパラメーターを正しく設定しますが、古い heat テンプレートを使用するデプロイメントをアップグレードする場合、デフォルト値が正しくない可能性があります。
							

								回避策: アンダークラウドがデフォルトのトラストストアの証明書を使用するように、InternalTLSCAFile パラメーターを空の文字列 '' に設定します。
							

	BZ#1846557
	
								RHOSP 13 から RHOSP 16.1 にアップグレードする際に、既知の問題があります。HostnameFormatDefault の値が %stackname%-compute-%index% から %stackname%-novacompute-%index% に変更されています。このデフォルト値の変更により、サービスエントリーが重複し、さらにライブマイグレーション等の操作に影響を及ぼす可能性があります。
							

								回避策: RHOSP 13 から RHOSP 16.1 にアップグレードする場合、HostnameFormatDefault の値を上書きして以前のデフォルト値を設定し、以前のホスト名の形式が維持されるようにしなければなりません。RHOSP 15 または RHOSP 16.0 からアップグレードする場合は、特別な対応は必要ありません。
							

	BZ#1847463
	
								RHOSP 16.1 では、tripleo-ansible-inventory の出力形式が変更されました。これにより、generate-inventory ステップで失敗します。
							

								回避策: インベントリーを手動で作成します。
							
注記

									RHOSP 16.1 では ML2/OVS から ML2/OVN に移行することはできません。
								


	BZ#1848180
	
								アンダークラウドが外部の (パブリック) エンドポイントに接続して初期リソースおよびプロジェクトを作成する際に、デプロイメント時に heat パラメーター InternalTLSCAFile が使用されるという既知の問題があります。内部インターフェイスとパブリックインターフェイスの証明書が異なる認証局 (CA) からの証明書である場合、デプロイメントに失敗します。アンダークラウドが keystone パブリックインターフェイスへの接続に失敗するか、内部インターフェイスが不適切な設定を受け取ります。
							

								IPA サーバーは内部インターフェイスを提供するが、パブリックインターフェイスがオペレーターの提供する証明書を持つ場合に、このシナリオは TLS Everywhere が設定されたデプロイメントに影響を及ぼします。また、既存のパブリック証明書が設定されたデプロイメントが TLS Everywhere の再デプロイおよび設定を試みるブラウンフィールドデプロイメントも阻害されます。
							

								現在、この問題に対する回避策はありません。
							

	BZ#1848462
	
								現在、ML2/OVS および DVR の設定では、Open vSwitch (OVS) は ICMPv6 トラフィックを不適切にルーティングするため、テナントネットワークでネットワークの障害が発生します。現時点では、この問題に対する回避策はありません。お使いのクラウドが IPv6 に大きく依存し、ICMP トラフィックがブロックされることで問題が生じる可能性のある場合は (ping 等)、この問題が修正されるまで RHOSP 16.1 に更新しないでください。
							
	BZ#1849235
	
								UpgradeLevelNovaCompute パラメーターを '' に設定しない場合、RHOSP 13 から RHOSP 16 にアップグレードするとライブマイグレーションを行うことができません。
							
	BZ#1850192
	
								以下の条件により、Block Storage サービス (cinder) には既知の問題があります。
							
	
										Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、DCN/エッジサイトで cinder-volume サービスをアクティブ/アクティブ (A/A) モードで実行する設定がサポートされます。コントロールプレーンは、引き続き Pacemaker 下でアクティブ/パッシブで実行されます。
									
	
										A/A で実行する際に、cinder はそのロックマネージャーに tripleo etcd サービスを使用します。
									
	
										デプロイメントに TLS-everywhere (TLS-e) が設定される場合、cinder と etcd 間の内部 API トラフィックおよび etcd ノード内トラフィックは TLS を使用する必要があります。
									

										RHOSP 16.1 は Block Storage サービスおよび etcd と TLS の組み合わせをサポートしますが、TLS-e をサポートしません。ただし、TLS-e を設定して有効にした場合でも、TLS を使用しないように etcd を設定することができます。その結果、TLS は etcd トラフィックを除きすべてに適用されます。
									

	
										TLS-Everywhere は、Block Storage サービス内のトラフィックしか保護しません。Block Storage サービスと etcd 間のトラフィック、および etcd ノード内トラフィックは保護されません。
									
	
										トラフィックは、Block Storage サービスが分散ロックマネージャー (DLM) に etcd を使用するケースに限定されます。このトラフィックには、Block Storage サービスのオブジェクト ID (ボリューム ID およびスナップショット ID 等) への参照は含まれますが、ユーザーまたはテナントの認証情報は含まれません。
									



	BZ#1852541
	
								Object Storage サービス (swift) には既知の問題があります。事前にデプロイされたノードを使用する場合、/var/log/containers/stdouts/swift_rsync.log に以下のエラーメッセージが記録される場合があります。
							

								failed to create pid file /var/run/rsyncd.pid: File exists
							

								回避策: 事前にデプロイされているすべてのコントローラーノードで以下のコマンドを入力します。
							

								for d in $(podman inspect swift_rsync | jq '.[].GraphDriver.Data.UpperDir') /var/lib/config-data/puppet-generated/swift; do sed -i -e '/pid file/d' $d/etc/rsyncd.conf; done
							

	BZ#1852801
	
								python3-tripleoclient を更新またはアップグレードすると、Ansible は更新またはアップグレードを受け取らず、Ansible または ceph-ansible のタスクが失敗します。
							

								更新またはアップグレードする際は、Playbook タスクが正常に実行されるように Ansible も更新を受け取るようにしてください。
							

	BZ#1854334
	
								ovn-controller が生成するパケットに対する OVN フィルターには既知の問題があります。OVN の ACL 処理を受信するルーター広告は、このトラフィックを許可する明示的な ACL ルールがない場合にドロップされます。
							

								回避策: 以下のコマンドを入力してセキュリティールールを作成します。
							

								openstack security group rule create --ethertype IPv6 --protocol icmp --icmp-type 134 <SECURITY_GROUP>
							

	BZ#1855423, BZ#1856901
	
								OVS OFFLOAD デプロイメント時の VF LAG モード、SRIOV Switchdev モードの Mellanox ConnectX-5 アダプターカードには、いくつか既知の制限事項があります。
							

								Mellanox ConnectX-5 アダプターカードを OVS OFFLOAD デプロイメント時の Virtual Function (VF) リンクアグリゲーショングループ (LAG) 設定、SRIOV Switchdev モードで使用した場合、以下に示す既知の問題および制限事項に当面する可能性があります。
							
	
										いずれかの Physical Function (PF) の少なくとも 1 つの VF が仮想マシン (VM) にバインドまたは割り当てられている場合、Single-Root Input/Output Virtualization (SR-IOV) を無効にしようとしたり、ifdown および ip link 等の機能を使用して PF のバインドを解除したりすると、内部ファームウェアエラーが発生します。
									

										回避策: それらのアクションを実行する前に VF のバインドまたは割り当てを解除します。すべての仮想マシンをシャットダウンして割り当てを解除します。OVS から VF LAG BOND インターフェイスを削除します。設定されたそれぞれの VF のバインドを解除します: # echo <VF PCIe BDF> > /sys/bus/pci/drivers/mlx5_core/unbindそれぞれの PF の SR-IOV を無効にします: # echo 0 > /sys/class/net/<PF> /device/sriov_numvfs
									

	
										mstconfig ツールを使用してファームウェア設定で定義した NUM_OF_VFS パラメーターの値が 64 よりも大きい場合、OVS OFFLOAD デプロイ時の VF LAG モード、SRIOV switchdev モードはサポートされません。現在、使用可能な回避策はありません。
									



	BZ#1856999
	
								dashboard_protocol パラメーターがヒートテンプレートから不適切に削除されたため、現在 Ceph Dashboard は TLS Everywhere のフレームワークでは機能しません。その結果、HAproxy の起動時にバックエンドが表示されません。
							

								一時的なソリューションとしては、Dashboard_protocol パラメーターが含まれる新しい環境ファイルを作成し、-e オプションを使用してその環境ファイルをオーバークラウドデプロイメントに追加します。
							
parameter_defaults:
  CephAnsibleExtraConfig:
    dashboard_protocol: 'https'

								このソリューションにより、ceph-ansible のバグが生じます。詳細は、BZ#1860815 を参照してください。
							

	BZ#1859702
	
								強制的なシャットダウン後に、Ceph コンテナーがシステムのリブート時に自動的に起動しないという既知の問題があります。
							

								回避策: podman rm コマンドを使用して、古いコンテナー ID を手動で削除します。詳細は、https://bugzilla.redhat.com/show_bug.cgi?id=1858865#c2 を参照してください。
							

	BZ#1861363
	
								OSP 16.0 で、ピニングされたインスタンスのライブマイグレーションが完全にサポートされるようになりました。この機能のバグにより、リアルタイム CPU ポリシーが設定され複数のリアルタイム CPU を持つインスタンスを正常に移行することができません。したがって、リアルタイムインスタンスのライブマイグレーションを行うことができません。現在、回避策はありません。
							
	BZ#1861370
	
								ゲスト仮想マシン内で realtime-virtual-host tuned プロファイルを有効にすると、スループットが低下し、予測不可能なパフォーマンスを示すという既知の問題があります。ovs-dpdk PMD は、ハウスキーピング用の CPU に不適切に固定されます。
							

								回避策: ゲスト仮想マシン内で cpu-partitioning tuned プロファイルを使用し、tuned.conf ファイルを更新するデプロイメント後のスクリプトを作成し、ノードをリブートしてください。
							
ps_blacklist=ksoftirqd.*;rcuc.*;rcub.*;ktimersoftd.*;.*pmd.*;.*PMD.*;^DPDK;.*qemu-kvm.*

	BZ#1980829
	
								Red Hat OpenStack Platform(RHOSP)13 から RHOSP 16.1 への Fast Forward Upgrade(FFU) 中に、hugepages パラメーターの値などの TRIPLEO_HEAT_TEMPLATE_KERNEL_ARGS を変更すると、カーネル引数のエントリーが重複しているため、アップグレードが失敗します。
							

								FFU 中にカーネル引数を変更することは回避してください。
							

								回避策: RHOSP 16.1 では、通常 /usr/share/ansible/roles/tripleo-kernel/tasks/kernelargs.yml で、カーネル引数を手動で変更することができます。
							




削除された機能



	BZ#1832405
	
								今回リリースされた Red Hat OpenStack Platform では、Red Hat Ceph Storage クラスターの管理者キーリングシークレットをカスタマイズできなくなりました。その代わりに、初期のデプロイメント時に管理者キーリングシークレットが無作為に生成されます。
							




Red Hat OpenStack Platform 16.1.1 メンテナンスリリース (2020 年 8 月 27 日)




				本リリースノートには主に、今回リリースされた Red Hat OpenStack Platform のデプロイメント時に考慮すべきテクノロジープレビューの項目、推奨事項、既知の問題、非推奨になった機能について記載します。
			
バグ修正




					以下のバグは、Red Hat OpenStack Platform の本リリースで修正されています。
				
	BZ#1845726
	
								director のこの拡張機能により、OpenStack のアップグレード準備を行うために、オーバークラウドノードに Leapp ユーティリティーが自動的にインストールされます。https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openstack_platform/16.1/html-single/release_notes/index 今回の機能拡張には、2 つの新たな Heat パラメーター (LeappRepoInitCommand および LeappInitCommand) が含まれます。また、以下のデフォルトのリポジトリーがある場合は、UpgradeLeappCommandOptions の値を渡す必要はありません。
							
--enablerepo rhel-8-for-x86_64-baseos-eus-rpms --enablerepo rhel-8-for-x86_64-appstream-eus-rpms --enablerepo rhel-8-for-x86_64-highavailability-eus-rpm1866372s --enablerepo advanced-virt-for-rhel-8-x86_64-rpms --enablerepo ansible-2.9-for-rhel-8-x86_64-rpms --enablerepo fast-datapath-for-rhel-8-x86_64-rpms

	BZ#1847463
	
								今回の更新により、ML2/OVS から ML2/OVN へのインプレースマイグレーション中 generate-inventory ステップが失敗する原因となっていたバグが修正されました。
							

								Red Hat OpenStack Platform 16.1.0 (GA リリース) では、ML2/OVS から ML2/OVN への移行はサポートされていませんでした。Red Hat OpenStack Platform 16.1.1 の時点では、NFV 以外のデプロイメントのインプレースアップグレードがサポートされます。ただし、ML2/OVS から ML2/OVN への移行[1] で説明するさまざまな例外、制限、および要件が適用されます。
							

								[1] ML2/OVS から ML2/OVN への移行
							

	BZ#1850991
	
								今回の更新以前は、Red Hat Ceph Storage Dashboard が無効であっても、Dashboard リスナーが HA Proxy 設定に作成されていました。その結果、Ceph を使用する Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) のアップグレードに失敗する可能性がありました。
							

								今回の更新によりサービス定義が更新され、Ceph MGR サービスを Dashboard サービスと区別し、Dashboard サービスが有効でなければ設定されないようになりました。これにより、アップグレードが正常に実行されます。
							

	BZ#1851914
	
								オーバークラウドのデプロイメントステップには、tripleo-bootstrap および tripleo-ssh-known-hosts ロールを common_roles としてタグ付けする古い Ansible 構文が含まれていました。この古い構文により、Ansible が common_roles タグを使用しない場合に common_roles にタグ付けされたタスクが実行されました。この構文が原因で、13 から 16.1 への system_upgrade プロセス中にエラーが発生していました。
							

								今回の更新により、新しい構文を使用して tripleo-bootstrap および tripleo-ssh-known-hosts ロールを common_roles としてタグ付けできるようになりました。13 から 16.1 の system_upgrade プロセス中にエラーが発生しなくなり、回避策として --playbook upgrade_steps_playbook.yaml オプションを system_upgrade プロセスに追加する必要がなくなりました。
							

	BZ#1852620
	
								今回の更新で、パブリック TLS 証明書を使用した Transport Layer Security (TLS) Everywhere の正常なデプロイメントを阻害していたバグが修正されました。
							
	(BZ#2098594)
	
								今回の更新により、Red Hat OpenStack Platform 13 から 16.1 へのアップグレード失敗の原因となっていた Red Hat Ceph Storage (RHCS) バージョンの互換性の問題が修正されました。今回の修正以前は、アップグレード中に実行される検証が、RHCS3 クラスターでは機能しましたが RHCS4 クラスターでは機能しませんでした。検証が RHCS3 および RHCS4 クラスターの両方で機能するようになりました。
							
	BZ#1853275
	
								今回の更新以前は、Leapp のアップグレードを実行する前に、director は Red Hat Ceph Storage OSD に noout フラグを設定していませんでした。その結果、アップグレード後に OSD がバランスをとり直すのに追加の時間が必要でした。
							

								今回の更新により、ディレクターは Leapp のアップグレード前に noout フラグを設定するようになり、これによりアップグレードプロセスが迅速化されました。また、director は Leapp のアップグレード後に noout フラグの設定を解除します。
							

	BZ#1853433
	
								今回の更新以前は、NFS 共有がマウントされていると、Leapp のアップグレードに失敗する場合がありました。特に、Compute サービス (nova) または Image サービス (glance) を実行するノードで NFS マウントが使用されている場合、これらのノードがハングアップしていました。
							

								今回の更新により、Leapp のアップグレード前に、director は /var/lib/nova/instances、/var/lib/glance/images、および GlanceNodeStagingUri パラメーターで定義する Image サービスのステージングエリアをアンマウントするようになりました。
							

	(BZ#2098594)
	
								今回の更新により、leapp によるアップグレード時にコンピュートノードが予期せぬ挙動を示す原因となっていた GRUB パラメーターの命名規則が修正されました。
							

								従来は、GRUB パラメーターに廃止された TRIPELO 接頭辞が存在することが原因で問題が生じていました。
							

								GRUB の /etc/default/grub ファイルの tripleo kernel 引数パラメーターが更新され、これにより leapp が正しくアップグレードできるようになりました。そのために、roles_data.yaml ファイルのすべてのロールに追加された新規サービスの OS::TripleO::Services::BootParams サービスに upgrade_tasks を追加しました。
							

	(BZ#2098594)
	
								今回の更新で、Leapp によるアップグレード時にベアメタルノードが応答しなくなる問題が修正されました。
							

								以前のリリースでは、Leapp は移行時に SR-IOV Virtual Function (VF) 等の一時的なインターフェイスを処理しませんでした。そのため、Leapp はアップグレード時に VF インターフェイスを検出せず、ノードがリカバリー不能な状態になっていました。
							

								サービス OS::TripleO::Services::NeutronSriovAgent は、すべての VF を削除するように Physical Function (PF) を設定し、アップグレードの前にワークロードを移行するようになりました。Leapp によるアップグレードが正常に完了したら、--no-activate フラグを設定して os-net-config を再度実行し、VF を確立し直します。
							




機能拡張




					Red Hat OpenStack Platform の今回のリリースでは、以下の機能拡張が提供されています。
				
	BZ#1666684
	
								本リリースでは、ML2/OVN デプロイメントで SR-IOV とネイティブの OVN DHCP の組み合わせを使用することができます。ML2/OVN デプロイメントの SR-IOV は、Networking サービス (neutron) の DHCP エージェントを必要としなくなりました。
							

								SR-IOV NIC をサポートするハイパーバイザー上で仮想マシンがブートすると、コントローラーノードまたはネットワークノードの OVN コントローラーは、仮想マシンからの DHCP、内部 DNS、および IPv6 ルーター要請の要求に応答することができます。
							

								この機能は、RHOSP 16.1.0 ではテクノロジープレビューとして提供されていました。今回のリリースで、サポート対象の機能になりました。
							

								本リリースでは、機能に以下の制限が適用されます。
							
	
										すべてのポートに対して HA シャーシグループが 1 つしかないため、すべての外部ポートは単一のゲートウェイノード上でスケジュールされる。
									
	
										外部ポートは論理ルーターのゲートウェイポートと共存しないため、VLAN テナントネットワークでは、VF (直接) ポートでの North-South ルーティングは SR-IOV では機能しない。Bug #1875852 を参照してください。
									



	BZ#1671811
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 の最初のメンテナンスリリースでは、ML2/OVS および SR-IOV メカニズムドライバーを使用するルーティング対応プロバイダーネットワークがサポートされます。
							

								ルーティング対応プロバイダーネットワークを使用すると、1 つのプロバイダーネットワークを有効にして、複数のレイヤー 2 ネットワーク (ブロードキャストドメイン) またはセグメントに対応することができます。これにより、オペレーターはユーザーに対して 1 つのネットワークだけを提供することができます。これは、エッジ DCN デプロイメントおよびスパイン/リーフ型ルーティング対応データセンターデプロイメントの一般的なネットワーク種別です。
							

								詳細は、https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openstack_platform/16.1/html-single/networking_guide/index#deploy-routed-prov-networks_rhosp-network を参照してください。
							




テクノロジープレビュー



	BZ#1703958
	
								今回の更新では、OVN プロバイダードライバーにおいて、同じロードバランサーリスナー上で TCP および UDP プロトコルの両方がサポートされます。
							
	BZ#1801721
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、テクノロジープレビューとして Load-balancing サービス (Octavia) が UDP プロトコルをサポートします。
							



既知の問題




					現時点における Red Hat OpenStack Platform の既知の問題は以下のとおりです。
				
	BZ#1849235
	
								UpgradeLevelNovaCompute パラメーターを '' に設定しない場合、RHOSP 13 から RHOSP 16 にアップグレードするとライブマイグレーションを行うことができません。
							
	BZ#1861363
	
								OSP 16.0 で、ピニングされたインスタンスのライブマイグレーションが完全にサポートされるようになりました。この機能のバグにより、リアルタイム CPU ポリシーが設定され複数のリアルタイム CPU を持つインスタンスを正常に移行することができません。したがって、リアルタイムインスタンスのライブマイグレーションを行うことができません。現在、回避策はありません。
							
	BZ#1866562
	
								現在、Red Hat OpenStack Platform が tripleo-ipa を使用して TLS-e を設定してデプロイされている場合、コンピュートノードをスケールダウンしたり削除したりすることはできません。これは、従来ローカルホストとしてアンダークラウドに委譲されていたクリーンアップロールが、mistral コンテナーから呼び出されるようになったためです。
							

								詳細は、In an environment with TLSe setup with tripleo-ipa, Compute node replacement procedure fails to remove compute node を参照してください。
							

	BZ#1867458
	
								Leapp の問題により、Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 13 から RHOSP 16.1 への Fast Forward Upgrade に失敗します。
							

								RHEL 7 から RHEL 8 への Leapp アップグレードにより、古い RHOSP パッケージがすべて削除され、オペレーティングシステムのアップグレードおよびリブートが実行されます。Leapp は overcloud upgrade run 段階で os-net-config パッケージをインストールするため、リブート後に sriov_config サービスが Virtual Function (VF) および switchdev モードを設定する際に os-net-config-sriov 実行ファイルを利用することができません。その結果、VF は設定されず、switchdev モードは Physical Function (PF) インターフェイスに適用されません。
							

								回避策としては、VF を手動で作成して switchdev モードを VF インターフェイスに適用し、VF インターフェイスを再起動する方法があります。
							





Red Hat OpenStack Platform 16.1.2 メンテナンスリリース (2020 年 10 月 27 日)




				本リリースノートには主に、今回リリースされた Red Hat OpenStack Platform のデプロイメント時に考慮すべきテクノロジープレビューの項目、推奨事項、既知の問題、非推奨になった機能について記載します。
			
バグ修正




					以下のバグは、Red Hat OpenStack Platform の本リリースで修正されています。
				
	(BZ#2098594)
	
								この更新には、完全修飾ドメイン名 (FQDN) に関連する以下のバグ修正パッチが含まれています。
							
	
										Kaminario のフィックス: unique_fqdn_network オプション
									

										以前のリリースでは、Kaminario ドライバーは特定のドライバーセクションの unique_fqdn_network 設定オプションを受け入れていました。このオプションを移動すると、リグレッションが生じました。パラメーターは、共有設定グループで定義された場合にのみ使用されるようになりました。
									

										このパッチによりリグレッションが解消され、オプションを共有設定グループに加えてドライバー固有のセクションで定義できるようになりました。
									

	
										HPE 3PAR: ネットワークでの重複した FQDN のサポート
									

										3PAR ドライバーは、ボリュームをマッピングする一意の識別子として、接続を行うノードの FQDN を使用します。
									

										FQDN は常に一意ではないため、環境によっては同じ FQDN が異なるシステムに存在する場合があります。このような場合、両方のシステムがボリュームの接続を試みると、2 番目のシステムは接続に失敗します。
									

										たとえば、仮想マシンが controller-.localdomain や compute-0.localdomain 等の名前を共有する QA 環境で、このような状況が発生する可能性があります。
									

										このパッチにより 3PAR ドライバーに unique_fqdn_network 設定オプションが追加され、システム間で名前が重複することで問題が生じるのを防ぐことができるようになりました。(BZ#1721361)
									




	BZ#1792500
	
								タイムアウト値が不適切な場合、オーバークラウドのデプロイメントが 4 時間後に失敗する可能性があります。タイムアウトによるこれらの失敗を防ぐには、以下に示すアンダークラウドおよびオーバークラウドのタイムアウトパラメーターを設定します。
							
	
										アンダークラウドのタイムアウト値 (秒):
									
例

											

parameter_defaults:
  TokenExpiration: 86400
  ZaqarWsTimeout: 86400


										

	
										オーバークラウドデプロイのタイムアウト値 (分):
									
例

											

$ openstack overcloud deploy --timeout 1440


										

										これでタイムアウト値が設定されました。
									




	BZ#1826741
	
								今回の更新以前は、Block Storage サービス (cinder) は、ボリューム種別を指定する代替方法を無視して volume create 要求のデフォルトボリューム種別を割り当てていました。
							

								今回の更新により、Block Storage サービスは予想どおりに機能するようになりました。
							
	
										要求で source_volid を指定した場合、Block Storage サービスはボリューム種別にソースボリュームのボリューム種別を設定します。
									
	
										要求で snapshot_id を指定した場合、ボリューム種別にはスナップショットのボリューム種別が設定されます。
									
	
										要求で imageRef を指定し、イメージが cinder_img_volume_type イメージ属性を持つ場合、ボリューム種別にはイメージ属性の値が設定されます。
									

										それ以外の場合は、Block Storage サービスはボリューム種別に定義されたデフォルトのボリューム種別を設定します。ボリューム種別を設定しない場合、Block Storage サービスはシステムのデフォルトボリューム種別である DEFAULT を使用します。
									

										ボリューム種別を volume create 要求で明示的に指定した場合、Block Storage サービスは指定された種別を使用します。
									




	(BZ#2098594)
	
								今回の更新以前は、スナップショットからボリュームを作成した場合、Block Storage サービス (cinder) はスナップショットから正しいボリューム種別を推測せずに、デフォルトのボリューム種別を新規ボリュームに割り当てようとするため、操作が失敗する可能性がありました。今回の更新で、ボリュームの作成時にボリューム種別を指定する必要がなくなりました。
							
	BZ#1848420
	
								今回の更新で、RHOSP 16 で Brocade FCZM ドライバーを実行できるようになりました。
							

								Brocade FCZM のベンダーは Python 3 向けにドライバーを更新しない決定を下し、OpenStack の Train リリース以降ドライバーのサポートを終了しました [1]。Red Hat OpenStack (RHOSP) 16 は Python 3.6 を使用します。
							

								アップストリームの Cinder コミュニティーはベストエフォートベースで Brocade FCZM ドライバーの維持を引き継ぎ、Python 3 環境 (したがって RHOSP 16 ) での Brocade FCZM の動作を妨げていたバグが修正されています。
							

								[1] https://docs.broadcom.com/doc/12397527
							

	(BZ#2098594)
	
								今回の更新で、特定のケースでスタック更新の速度が向上しています。
							

								以前のリリースでは、Ansible --limit オプションが ceph-ansible に渡されていない場合、スタック更新のパフォーマンスが低下していました。--limit 引数が使用されていても、ceph-ansible はスタックの更新時にノード上でべき等性を持つ更新を行う場合がありました。
							

								director は Ansible --limit オプションをインターセプトし、それを ceph-ansible 実行可能ファイルに渡すようになりました。openstack overclouddeploy で始まるコマンドに渡された --limit オプションは、ceph-ansible 実行可能ファイルに渡され、スタックの更新に必要な時間を短縮します。
							
重要

									ceph-ansible でこの機能を使用する場合は、必ずアンダークラウドを制限リストに含めます。
								


	BZ#1855751
	
								今回の更新以前は、RHOSP 13 から RHOSP 16.1 へのアップグレードフレームワーク (FFU) 時に leapp アップグレードが正常に実行されるためには、Red Hat Enterprise Linux のアップグレードが生じているノードの ssh 設定ファイル (/etc/ssh/sshd_config) に PermitRootLogin フィールドが定義されている必要がありました。
							

								今回の更新により、Orchestration サービス (heat) では PermitRootLogin フィールドで /etc/ssh/sshd_config を変更する必要がなくなりました。
							

	BZ#1862213
	
								今回の更新で、VxFlexOS cinder バックエンドでボリュームの接続に失敗する原因となっていた問題が解決されました。
							

								以前のリリースでは、VxFlexOS バックエンドの cinder ドライバーにボリュームに接続するのに必要なすべての情報が含まれないため、VxFlexOS cinder バックエンドでボリュームを接続する試みが失敗していました。
							

								ボリュームに接続するのに必要なすべての情報が含まれるように、VxFlexOS cinder ドライバーが更新されました。接続が正常に機能するようになりました。
							

	BZ#1868620
	
								今回の更新で、Dell EMC のストレージテンプレートの誤ったパラメーター名が修正されました。
							
	(BZ#2098594)
	
								今回の更新で、VxFlex ボリューム切断の試みが失敗する原因となっていた非互換性が解消されました。
							

								昨今の VxFlex cinder ボリュームの認証方法に関する変更は、既存のボリューム接続への後方互換性を持ちませんでした。認証方法の変更前に VxFlex ボリュームを接続した場合、ボリューム切断の試みが失敗していました。
							

								これで、切断に失敗しなくなりました。
							

	BZ#1872211
	
								今回の更新で、lsscsi を使用して [H:C:T:L] 値を取得するように get_device_info が変更され、これにより 255 を超える論理ユニット番号 (LUN) およびホスト論理ユニット (HLU) の ID 値に対応できるようになりました。
							

								以前のリリースでは、get_device_info は sg_scan を使用してこれらの値を取得し、最大で 255 という制限がありました。
							

								get_device_info を使用して、2 つのデバイス種別を取得することができます。
							
	
										/dev/disk/by-path/xxx: /dev/sdX へのシンボリックリンク
									
	
										/dev/sdX
									

										sg_scan は任意のデバイス名を処理することができますが、lsscsi は /dev/sdx 名しか表示しません。
									

										デバイスがシンボリックリンクの場合、get_device_info はデバイスのリンク先であるデバイス名を使用します。それ以外の場合、get_device_info は直接デバイス名を使用します。
									

										次に、get_devix ce_info はデバイス名と lsscsi 出力の最後のコラムを比較して、デバイス情報 '[H:C:T:L]' を取得します。
									




	(BZ#2098594)
	
								今回の更新により、分散コンピュートノード (DCN) の Compute サービスが glance サービスにアクセスできない原因となっていたバグが修正されました。
							

								以前のリリースでは、内部 Transport Layer Security (TLS) を使用してデプロイした場合でも、分散コンピュートノードは IP アドレスを指定する glance エンドポイントの URI で設定されていました。TLS では完全修飾ドメイン名 (FQDN) を指定するエンドポイントの URI が必要なため、Compute サービスは glance サービスにアクセスできませんでした。
							

								内部 TLS を使用してデプロイした場合、DCN サービスは FQDN を指定する glance エンドポイントの URI で設定され、DCN の Compute サービスが glance サービスにアクセスできるようになりました。
							

	BZ#1879190
	
								Image サービスに暗号化されたボリュームをイメージとしてアップロードして作成されたイメージからボリュームを作成した場合、今回のバグ修正により、暗号化されたそのボリュームからインスタンスをブートできるようになりました。==== バグ修正
							



					以下のバグは、Red Hat OpenStack Platform の本リリースで修正されています。
				
	(BZ#2098594)
	
								この更新には、完全修飾ドメイン名 (FQDN) に関連する以下のバグ修正パッチが含まれています。
							
	
										Kaminario のフィックス: unique_fqdn_network オプション
									

										以前のリリースでは、Kaminario ドライバーは特定のドライバーセクションの unique_fqdn_network 設定オプションを受け入れていました。このオプションを移動すると、リグレッションが生じました。パラメーターは、共有設定グループで定義された場合にのみ使用されるようになりました。
									

										このパッチによりリグレッションが解消され、オプションを共有設定グループに加えてドライバー固有のセクションで定義できるようになりました。
									

	
										HPE 3PAR: ネットワークでの重複した FQDN のサポート
									

										3PAR ドライバーは、ボリュームをマッピングする一意の識別子として、接続を行うノードの FQDN を使用します。
									

										FQDN は常に一意ではないため、環境によっては同じ FQDN が異なるシステムに存在する場合があります。このような場合、両方のシステムがボリュームの接続を試みると、2 番目のシステムは接続に失敗します。
									

										たとえば、仮想マシンが controller-.localdomain や compute-0.localdomain 等の名前を共有する QA 環境で、このような状況が発生する可能性があります。
									

										このパッチにより 3PAR ドライバーに unique_fqdn_network 設定オプションが追加され、システム間で名前が重複することで問題が生じるのを防ぐことができるようになりました。(BZ#1721361)
									




	BZ#1792500
	
								タイムアウト値が不適切な場合、オーバークラウドのデプロイメントが 4 時間後に失敗する可能性があります。タイムアウトによるこれらの失敗を防ぐには、以下に示すアンダークラウドおよびオーバークラウドのタイムアウトパラメーターを設定します。
							
	
										アンダークラウドのタイムアウト値 (秒):
									
例

											

parameter_defaults:
  TokenExpiration: 86400
  ZaqarWsTimeout: 86400


										

	
										オーバークラウドデプロイのタイムアウト値 (分):
									
例

											

$ openstack overcloud deploy --timeout 1440


										

										これでタイムアウト値が設定されました。
									




	BZ#1826741
	
								今回の更新以前は、Block Storage サービス (cinder) は、ボリューム種別を指定する代替方法を無視して volume create 要求のデフォルトボリューム種別を割り当てていました。
							

								今回の更新により、Block Storage サービスは予想どおりに機能するようになりました。
							
	
										要求で source_volid を指定した場合、Block Storage サービスはボリューム種別にソースボリュームのボリューム種別を設定します。
									
	
										要求で snapshot_id を指定した場合、ボリューム種別にはスナップショットのボリューム種別が設定されます。
									
	
										要求で imageRef を指定し、イメージが cinder_img_volume_type イメージ属性を持つ場合、ボリューム種別にはイメージ属性の値が設定されます。
									

										それ以外の場合は、Block Storage サービスはボリューム種別に定義されたデフォルトのボリューム種別を設定します。ボリューム種別を設定しない場合、Block Storage サービスはシステムのデフォルトボリューム種別である DEFAULT を使用します。
									

										ボリューム種別を volume create 要求で明示的に指定した場合、Block Storage サービスは指定された種別を使用します。
									




	(BZ#2098594)
	
								今回の更新以前は、スナップショットからボリュームを作成した場合、Block Storage サービス (cinder) はスナップショットから正しいボリューム種別を推測せずに、デフォルトのボリューム種別を新規ボリュームに割り当てようとするため、操作が失敗する可能性がありました。今回の更新で、ボリュームの作成時にボリューム種別を指定する必要がなくなりました。
							
	BZ#1848420
	
								今回の更新で、RHOSP 16 で Brocade FCZM ドライバーを実行できるようになりました。
							

								Brocade FCZM のベンダーは Python 3 向けにドライバーを更新しない決定を下し、OpenStack の Train リリース以降ドライバーのサポートを終了しました [1]。Red Hat OpenStack (RHOSP) 16 は Python 3.6 を使用します。
							

								アップストリームの Cinder コミュニティーはベストエフォートベースで Brocade FCZM ドライバーの維持を引き継ぎ、Python 3 環境 (したがって RHOSP 16 ) での Brocade FCZM の動作を妨げていたバグが修正されています。
							

								[1] https://docs.broadcom.com/doc/12397527
							

	(BZ#2098594)
	
								今回の更新で、特定のケースでスタック更新の速度が向上しています。
							

								以前のリリースでは、Ansible --limit オプションが ceph-ansible に渡されていない場合、スタック更新のパフォーマンスが低下していました。--limit 引数が使用されていても、ceph-ansible はスタックの更新時にノード上でべき等性を持つ更新を行う場合がありました。
							

								director は Ansible --limit オプションをインターセプトし、それを ceph-ansible 実行可能ファイルに渡すようになりました。openstack overclouddeploy で始まるコマンドに渡された --limit オプションは、ceph-ansible 実行可能ファイルに渡され、スタックの更新に必要な時間を短縮します。
							
重要

									ceph-ansible でこの機能を使用する場合は、必ずアンダークラウドを制限リストに含めます。
								


	BZ#1855751
	
								今回の更新以前は、RHOSP 13 から RHOSP 16.1 へのアップグレードフレームワーク (FFU) 時に leapp アップグレードが正常に実行されるためには、Red Hat Enterprise Linux のアップグレードが生じているノードの ssh 設定ファイル (/etc/ssh/sshd_config) に PermitRootLogin フィールドが定義されている必要がありました。
							

								今回の更新により、Orchestration サービス (heat) では PermitRootLogin フィールドで /etc/ssh/sshd_config を変更する必要がなくなりました。
							

	BZ#1862213
	
								今回の更新で、VxFlexOS cinder バックエンドでボリュームの接続に失敗する原因となっていた問題が解決されました。
							

								以前のリリースでは、VxFlexOS バックエンドの cinder ドライバーにボリュームに接続するのに必要なすべての情報が含まれないため、VxFlexOS cinder バックエンドでボリュームを接続する試みが失敗していました。
							

								ボリュームに接続するのに必要なすべての情報が含まれるように、VxFlexOS cinder ドライバーが更新されました。接続が正常に機能するようになりました。
							

	BZ#1868620
	
								今回の更新で、Dell EMC のストレージテンプレートの誤ったパラメーター名が修正されました。
							
	(BZ#2098594)
	
								今回の更新で、VxFlex ボリューム切断の試みが失敗する原因となっていた非互換性が解消されました。
							

								昨今の VxFlex cinder ボリュームの認証方法に関する変更は、既存のボリューム接続への後方互換性を持ちませんでした。認証方法の変更前に VxFlex ボリュームを接続した場合、ボリューム切断の試みが失敗していました。
							

								これで、切断に失敗しなくなりました。
							

	BZ#1872211
	
								今回の更新で、lsscsi を使用して [H:C:T:L] 値を取得するように get_device_info が変更され、これにより 255 を超える論理ユニット番号 (LUN) およびホスト論理ユニット (HLU) の ID 値に対応できるようになりました。
							

								以前のリリースでは、get_device_info は sg_scan を使用してこれらの値を取得し、最大で 255 という制限がありました。
							

								get_device_info を使用して、2 つのデバイス種別を取得することができます。
							
	
										/dev/disk/by-path/xxx: /dev/sdX へのシンボリックリンク
									
	
										/dev/sdX
									

										sg_scan は任意のデバイス名を処理することができますが、lsscsi は /dev/sdx 名しか表示しません。
									

										デバイスがシンボリックリンクの場合、get_device_info はデバイスのリンク先であるデバイス名を使用します。それ以外の場合、get_device_info は直接デバイス名を使用します。
									

										次に、get_devix ce_info はデバイス名と lsscsi 出力の最後のコラムを比較して、デバイス情報 '[H:C:T:L]' を取得します。
									




	(BZ#2098594)
	
								今回の更新により、分散コンピュートノード (DCN) の Compute サービスが glance サービスにアクセスできない原因となっていたバグが修正されました。
							

								以前のリリースでは、内部 Transport Layer Security (TLS) を使用してデプロイした場合でも、分散コンピュートノードは IP アドレスを指定する glance エンドポイントの URI で設定されていました。TLS では完全修飾ドメイン名 (FQDN) を指定するエンドポイントの URI が必要なため、Compute サービスは glance サービスにアクセスできませんでした。
							

								内部 TLS を使用してデプロイした場合、DCN サービスは FQDN を指定する glance エンドポイントの URI で設定され、DCN の Compute サービスが glance サービスにアクセスできるようになりました。
							

	BZ#1879190
	
								Image サービスに暗号化されたボリュームをイメージとしてアップロードして作成されたイメージからボリュームを作成した場合、今回のバグ修正により、暗号化されたそのボリュームからインスタンスをブートできるようになりました。
							



機能拡張




					Red Hat OpenStack Platform の今回のリリースでは、以下の機能拡張が提供されています。
				
	BZ#1293440
	
								今回の更新により、RBD の使用中 cinder ボリュームをある Ceph プールから同じ Ceph クラスター内の別の Ceph プールに、移行または種別変更できるようになりました。詳細は、ストレージガイド の ボリュームの基本的な使用方法と設定 を参照してください。
							
	BZ#1628811
	
								今回の更新により、Intel および Mellanox NIC で NIC パーティション設定がサポートされるようになりました。
							
	BZ#1668213
	
								今回の更新で、Key Manager サービス (barbican) が管理するキーで暗号化されたイメージがサポートされるようになりました。
							

								保存データを暗号化された状態で維持する必要がある安全なワークフロー用に、入念に準備した暗号化済みイメージを Image サービス (glance) にアップロードし、Block Storage サービス (cinder) で使用することができます。
							

	BZ#1676631
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、Load-balancing サービス (octavia) 向けの Open Virtual Network (OVN) プロバイダードライバーが、完全にサポートされるようになりました。
							
	BZ#1845422
	
								Image サービス (glance) で複数のストアを使用する場合、イメージの所有者は特定のストアからイメージのコピーを削除できるようになりました。Red Hat OpenStack Platform 16.1.2 では、この機能はテクノロジープレビューからフルサポートに移行しています。
							
	BZ#1852851
	
								今回の更新により、分散コンピュートノード (DCN) 上で暗号化されたボリュームおよびイメージがサポートされるようになりました。
							

								DCN ノードは、中央のコントロールプレーンで実行されている Key Manager サービス (barbican) にアクセスできるようになりました。
							
注記

									この機能により、すべての DCN ロールに新しい Key Manager クライアントサービスが追加されます。この機能を実装するには、DCN サイトのデプロイメントに使用する roles.yaml ファイルを再生成します。
								


								以下に例を示します。
							
$ openstack overcloud roles generate DistributedComputeHCI DistributedComputeHCIScaleOut -o ~/dcn0/roles_data.yaml

								ロールデータファイルへの適切なパスを使用します。
							

	BZ#1859750
	
								今回の機能拡張により、FreeIPA にアンダークラウドおよびオーバークラウドノードの DNS エントリーが含まれるようになりました。DNS PTR レコードは、特定種別の証明書 (特に etcd との cinder アクティブ/アクティブ環境用の証明書) を生成するのに必要です。環境ファイルの IdMModifyDNS パラメーターを使用して、この機能を無効にすることができます。
							
	BZ#1859757
	
								以前のリリースでは、既存のデプロイメントで TLS Everywhere にアップグレードすることができませんでした。今回の更新により、再インストールせずに内部の OpenStack サービス間のインフライト接続を維持することができます。
							
	BZ#1859758
	
								Key Manager サービス (barbican) で、高可用性 (HA) モードの Atos Hardware Security Module (HSM) アプライアンスを使用できるようになりました。Red Hat OpenStack Platform 16.1.2 では、この機能はテクノロジープレビューからフルサポートに移行しています。
							
	BZ#1862545
	
								今回のリリースで、Block Storage サービス (cinder) バックエンド用に Dell EMC PowerStore ドライバーがサポートされるようになりました。
							
	BZ#1862546
	
								今回の機能拡張により、Dell EMC PowerStore 用の新しいドライバーが追加され、Block Storage サービスのバックエンドサーバーがサポートされるようになりました。
							
	BZ#1862547
	
								今回の機能拡張により、Dell EMC PowerStore 用の新しいドライバーが追加され、Block Storage サービスのバックエンドサーバーがサポートされるようになりました。
							
	BZ#1874847
	
								今回の更新で、分散コンピュートノード (DCN) で Triple IPA による TLS Everywhere がサポートされるようになりました。
							
	BZ#1874863
	
								今回の更新により、分散コンピュートノード (DCN) での Networking サービス (neutron) ルーティング対応プロバイダーネットワークがサポートされるようになりました。
							
	BZ#1459187
	
								Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 16.1 では、IPv6 プロビジョニングネットワークへのオーバークラウドのデプロイがサポートされるようになりました。詳細は、ベアメタルプロビジョニング の カスタムの IPv6 プロビジョニングネットワークの設定 を参照してください。RHOSP 16.1.2 では、この機能はテクノロジープレビューからフルサポートに移行しています。
							
	BZ#1474394
	
								￥Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 16.1 では、BMaaS (Bare Metal as-a-Service) テナント向けに、IPv6 プロビジョニングネットワークを通じたベアメタルのプロビジョニングがサポートされています。RHOSP 16.1.2 では、この機能はテクノロジープレビューからフルサポートに移行しています。
							



テクノロジープレビュー




					本セクションに記載する項目は、テクノロジープレビューとして提供しています。テクノロジープレビューステータスのスコープに関する詳細情報およびそれに伴うサポートへの影響については、テクノロジープレビュー機能のサポート範囲 を参照してください。
				
	BZ#1703958
	
								今回の更新では、OVN プロバイダードライバーにおいて、同じロードバランサーリスナー上で TCP および UDP プロトコルの両方がサポートされます。
							
	BZ#1820742
	
								RHOSP 16.1.2 では、AMD EPYC 2 (Rome) プラットフォームの UEFI 設定 NPS (Numa Per Socket) を 1 に指定するテクノロジープレビュー機能が追加されています。
							

								NPS のその他の値 (2 または 4) は、OpenStack を使用せずベアメタル上で、プラットフォームのピークパフォーマンスに到達するために DPDK ベンチマークで使用されます。
							

								Red Hat では、OpenStack を使用した NPS=2 または NPS=4 との運用上のトレードオフ評価を継続しています。この設定では、ソケットごとに複数の Numa ノードを公開します。
							



	BZ#1827283
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.2 では、AMD EPYC 2 (Rome) プラットフォームの UEFI 設定 NPS (Numa Per Socket) を 1 に指定するテクノロジープレビュー機能が追加されています。
							

								NPS のその他の値 (2 または 4) は、OpenStack を使用せずベアメタル上で、プラットフォームのピークパフォーマンスに到達するために DPDK ベンチマークで使用されます。
							

								Red Hat では、OpenStack を使用した NPS=2 または NPS=4 との運用上のトレードオフ評価を継続しています。この設定では、ソケットごとに複数の Numa ノードを公開します。
							

	BZ#1875310
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.2 では、同じハイパーバイザー上で OVN および OVS-DPDK が SR-IOV と共存するテクノロジープレビュー機能が追加されています。
							

								関連する問題については、以下のバグレポートを参照してください。
							

								Bug 1575512 および
							

								Bug 1575512
							

	BZ#1875323
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.2 では、OVN と OVS TC Flower ベースのオフロードの組み合わせがテクノロジープレビュー機能として追加されています。
							

								通常のシャーシ間の通信では、OVN は VXLAN をサポートしない点に注意してください。そのため、VXLAN と OVN を使用したハードウェアオフロードの組み合わせはサポートされません。Bug 1881704 を参照してください。
							




リリースノート




					本項では、Red Hat OpenStack Platform の注目すべき変更点や推奨プラクティスなど、今回のリリースに関する重要な情報を記載しています。お使いのデプロイメントに最大限の効果をもたらすために、以下の情報を考慮する必要があります。
				
	BZ#1790756
	
								今回のリリースで、IPv6 が CephFS NFS ドライバーで機能するように、Shared File Systems サービス (manila) に新たな機能が追加されています。この機能には Red Hat Ceph Storage 4.1 が必要です。
							
	BZ#1808583
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、以下のように PowerMax ドライバーが更新されています。
							

								機能の更新:
							
	
										PowerMax ドライバー: Unisphere のストレージグループ/配列タグ付けのサポート
									
	
										PowerMax ドライバー: 短いホスト名およびポートグループ名の上書き
									
	
										PowerMax ドライバー: SRDF の機能拡張
									
	
										PowerMax ドライバー: 複数レプリケーションのサポート
									

										バグ修正:
									

	
										PowerMax ドライバー: デバッグメタデータの修正
									
	
										PowerMax ドライバー: ボリュームグループ削除の失敗
									
	
										PowerMax ドライバー: 最低 Unisphere バージョン 9.1.0.5 の設定
									
	
										PowerMax ドライバー: 非管理スナップショット削除の修正
									
	
										PowerMax ドライバー: RDF snapvx ターゲット消去の修正
									
	
										PowerMax ドライバー: 管理可能ボリューム取得の修正
									
	
										PowerMax ドライバー: ボリューム拡張情報の出力
									
	
										PowerMax ドライバー: レガシーボリュームの欠如
									
	
										PowerMax ドライバー: 使用中のレプリカ済みモードへの種別変更禁止
									
	
										PowerMax ドライバー: レプリケーション配列シリアル番号の確認
									
	
										PowerMax ドライバー: 複数レプリケーションのサポート
									
	
										PowerMax ドライバー: シングルアンダースコアの更新
									
	
										PowerMax ドライバー: SRDF レプリケーションの修正
									
	
										PowerMax ドライバー: レプリケーションメタデータの修正
									
	
										PowerMax ドライバー: レプリケーションデバイスの制限
									
	
										PowerMax ドライバー: グループのデフォルトボリューム種別の許可
									
	
										PowerMax ドライバー: バージョン比較の修正
									
	
										PowerMax ドライバー: RepConfig ログの接続解除および種別変更時リモートボリュームへの名称変更の修正
									
	
										PowerMax ドライバー: エミュレーション種別ボリューム管理の確認
									
	
										PowerMax ドライバー: ボリュームが含まれるグループの削除
									
	
										PowerMax ドライバー: PowerMax プールの修正
									
	
										PowerMax ドライバー: RDF ステータスの検証
									
	
										PowerMax ドライバー: 同時ライブマイグレーションの失敗
									
	
										PowerMax ドライバー: ライブマイグレーション時ストレージグループからのレプリケーション可能ボリュームの削除
									
	
										PowerMax ドライバー: U4P フェイルオーバー時例外ロックの非リリース
									
	
										PowerMax ドライバー: 圧縮変更に関するバグの修正
									



	BZ#1852082
	
								今回の更新では、Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Orchestration サービス (heat) を使用して、Block Storage サービス (cinder) 用に、任意のストレージプロトコルの組み合わせで複数の Dell EMC XtremIO バックエンドをデプロイすることができます。
							

								新しい heat パラメーター CinderXtremioStorageProtocol により、ファイバーチャネル (FC) または iSCSI ストレージプロトコルのいずれかを選択することができるようになりました。
							

								新しい heat テンプレートにより、複数の XtremIO バックエンドをデプロイすることができます。
							

								以前のリリースでは、RHOSP director は Block Storage サービス用に 1 つの iSCSI バックエンドしかサポートしていませんでした (従来の iSCSI だけに対応した heat テンプレートは、RHOSP の今後のリリースで非推奨になります)。
							

	BZ#1852084
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.2 では、Orchestration サービス (heat) テンプレートが Block Storage サービス (cinder) バックエンド用の VXFlexOS ドライバーをサポートしています。
							
	BZ#1852087
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.2 では、Block Storage サービス (cinder) 用の Dell EMC Storage Center (SC) バックエンドがサポートされています。SC バックエンドドライバーは iSCSI プロトコルと FC プロトコルの両方をサポートするようになり、複数のバックエンドにも対応します。CinderScBackendName パラメーターを使用してバックエンドをリスト表示し、CinderScMultiConfig パラメーターを使用して各バックエンドのパラメーター値を指定することができます。設定ファイルの例については、environments/cinder-droidmc-sc-config.yaml を参照してください。
							
	BZ#1852088
	
								PowerMax 設定オプションは、Red Hat OpenStack Platform 10 (newton) 以降変更されています。今回の更新により最新の PowerMax 設定オプションが追加され、iSCSI プロトコルと FC プロトコルの両方がサポートされるようになりました。
							

								CinderPowermaxBackend パラメーターも、複数のバックエンドをサポートします。CinderPowermaxBackendName はバックエンドのリストをサポートし、新しい CinderPowermaxMultiConfig パラメーターを使用して各バックエンドのパラメーター値を指定することができます。構文の例は、environments/cinder-droidmc-powermax-config.yaml を参照してください。
							

	BZ#1853450
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.2 には、Block Storage サービス (cinder) バックエンド用の VXFlexOS ドライバーに対する Puppet サポート (puppet-cinder モジュール) が含まれています。
							
	BZ#1853454
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.2 には、Block Storage サービス (cinder) バックエンド用の VXFlexOS ドライバーに対する Puppet サポート (puppet-tripleo モジュール) が含まれています。
							
	BZ#1877688
	
								今回の更新により、コンテンツが openstack-tripleo-validations から別のパッケージに移された後にパッケージコンテンツの競合が発生するのを防いでいます。
							



既知の問題




					現時点における Red Hat OpenStack Platform の既知の問題は以下のとおりです。
				
	BZ#1547074
	
								ML2/OVN ルーターへの UDP ジャンボフレームの送信は、まだ利用することのできないカーネルリリースに依存します。
							

								外部ネットワークの最大伝送単位を超える UDP ジャンボフレームを受信した場合、ML2/OVN ルーターは ICMP の fragmentation needed パケットを送信元の仮想マシンに返すことができます。これにより、送信元アプリケーションはペイロードをより小さなパケットに分割することができます。パケットサイズを判断するためには、South-North パスの MTU 限度を検出できる必要があります。
							

								South-North パスの MTU 検出には kernel-4.18.0-193.20.1.el8_2 が必要です。これは、今後のリリースで利用可能になる予定です。カーネルバージョンの可用性を把握するには、Bug 1860169 を参照してください。
							

	BZ#1623977
	
								Load-balancing サービスインスタンス (amphora) のログオフロードを有効にすると、管理ログとテナントログの両方が同じファイル (octavia-amphora.log) に書き込まれます。これは、Orchestration サービス (heat) のパラメーター OctaviaTenantLogFacility のデフォルト値が誤っていること原因で発生する既知の問題です。回避策として、以下の手順を実施してください。
							

								カスタムの環境ファイルで OctaviaTenantLogFacility をゼロ (0) に設定し、openstack overcloud deploy コマンドを実行します。
							
parameter_defaults:
    OctaviaLogOffload: true
    OctaviaTenantLogFacility: 0
    ...

								詳しい情報は、オーバークラウド環境の変更 を参照してください。
							

	BZ#1733577
	
								既知の問題が原因で、Ceph OSD の FileStore から BlueStore への移行に失敗します。Red Hat Ceph Storage 3 と共に Red Hat OpenStack Platform 13 をデプロイする際に osd_objectstore パラメーターを明示的に設定しない場合、一切 OSD を変換せずに移行が終了し、OSD がすでに BlueStore を使用しているという誤った報告がなされます。この既知の問題に関する詳細は、Bug 1875777 を参照してください。
							

								回避策として、以下の手順を実施してください。
							
	
										環境ファイルに以下の内容を追加します。
									
parameter_defaults:
  CephAnsibleExtraConfig:
    osd_objectstore: filestore

	
										osd_objectstore パラメーターが含まれる新規または既存の環境ファイルを指定して、overcloud deploy --stack-only コマンドでスタックの更新を実施します。以下の例では、この環境ファイルは <osd_objectstore_environment_file> です。アップグレードのコンバージステップ中に含めたその他すべての環境ファイルも含めます。
									
$ openstack overcloud deploy --stack-only \
  -e <osd_objectstore_environment_file> \
  -e <converge_step_environment_files>

	
										既存のドキュメントを使用して、FileStore から BlueStore への移行を進めます。FileStore から BlueStore への OSD の移行 を参照してください。
									

										結果: FileStore から BlueStore への Playbook が変換プロセスのトリガーとなり、OSD が削除されて正常に再作成されます。
									




	BZ#1828889
	
								OVN メカニズムドライバーが Networking サービス (neutron) データベースを使用せず、代わりに OVN データベースに依存するという既知の問題があります。その結果、OVN 外であるため、SR-IOV エージェントは Networking サービスデータベースに登録されます。現在、この問題に対する回避策はありません。
							
	BZ#1837316
	
								Red Hat OpenStack Platform Load-balancing サービス (octavia) インスタンス (amphora) の keepalived インスタンスが、異常な状態で終了して UDP トラフィックを中断する可能性があります。この問題の原因は、UDP ヘルスモニターのタイムアウト値が短すぎることです。
							

								回避策: 新しいタイムアウト値として 2 秒を超える値を指定します (例: $ openstack loadbalancer healthmonitor set --timeout 3 <heath_monitor_id>)。
							

								詳細は、コマンドラインインターフェイスの参考ドキュメントで loadbalancer healthmonitor を検索してください。
							

	BZ#1848462
	
								現在、ML2/OVS および分散仮想ルーター (DVR) の設定では、Open vSwitch (OVS) は ICMPv6 トラフィックを適切にルーティングしないため、テナントネットワークでネットワークの障害が発生します。現時点では、この問題に対する回避策はありません。お使いのクラウドが IPv6 に大きく依存し、ICMP トラフィックがブロックされることで問題が生じる可能性のある場合は (ping 等)、この問題が修正されるまで Red Hat OpenStack Platform 16.1 に更新しないでください。
							
	BZ#1861370
	
								ゲスト仮想マシン内で realtime-virtual-host tuned プロファイルを有効にすると、スループットが低下し、予測不可能なパフォーマンスを示します。ovs-dpdk PMD は、ハウスキーピング用の CPU に不適切に固定されます。
							

								回避策として、ゲスト仮想マシン内で cpu-partitioning tuned プロファイルを使用し、tuned.conf ファイルを更新するデプロイメント後のスクリプトを作成し、ノードをリブートしてください。
							
ps_blacklist=ksoftirqd.*;rcuc.*;rcub.*;ktimersoftd.*;.*pmd.*;.*PMD.*;^DPDK;.*qemu-kvm.*

	BZ#1866562
	
								現在、Red Hat OpenStack Platform が tripleo-ipa を使用して TLS Everywhere を設定してデプロイされている場合、コンピュートノードをスケールダウンしたり削除したりすることはできません。これは、従来ローカルホストとしてアンダークラウドに委譲されていたクリーンアップロールが、Workflow サービス (mistral) コンテナーから呼び出されるようになったためです。
							

								詳細は、In an environment with TLSe setup with tripleo-ipa, Compute node replacement procedure fails to remove compute node を参照してください。
							





Red Hat OpenStack Platform 16.1.3 メンテナンスリリース (2020 年 12 月 15 日)




				本リリースノートには主に、今回リリースされた Red Hat OpenStack Platform のデプロイメント時に考慮すべきテクノロジープレビューの項目、推奨事項、既知の問題、非推奨になった機能について記載します。
			
アドバイザリーの一覧




					本リリースには、以下のアドバイザリーが含まれています。
				
	RHSA-2020:5411
	
								中程度: python-django-horizon に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2020:5412
	
								中程度: python-XStatic-jQuery224 に関するセキュリティー更新
							
	RHEA-2020:5413
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.3 のバグ修正および機能拡張アドバイザリー
							
	RHEA-2020:5414
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.3 director イメージのバグ修正アドバイザリー
							
	RHEA-2020:5415
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.3 コンテナーのバグ修正アドバイザリー
							



バグ修正




					以下のバグは、Red Hat OpenStack Platform の本リリースで修正されています。
				
	BZ#1878492
	
								今回の更新以前は、Block Storage サービス (cinder) の非推奨 v1 API ボリュームサービスに関して、director は Identity サービス (keystone) のカタログエントリーを維持していました。従来の Identity サービスエンドポイントは、director のエンドポイント検証に対する最新の機能拡張と互換性がありませんでした。その結果、従来のボリュームサービスが Identity サービスのカタログに存在していると、スタックの更新に失敗していました。今回の更新により、director は従来のボリュームサービスおよびその関連エンドポイントを自動的に削除するようになりました。スタック更新で、Identity サービスのエンドポイント検証に失敗しなくなりました。
							



機能拡張




					Red Hat OpenStack Platform の今回のリリースでは、以下の機能拡張が提供されています。
				
	(BZ#2098594)
	
								今回の更新で、階層化ポリシーに対応したボリューム作成がサポートされるようになりました。サポートされる値は以下の 4 つです。
							
	
										StartHighThenAuto (デフォルト)
									
	
										Auto
									
	
										HighestAvailable
									
	
										LowestAvailable
									



	BZ#1862541
	
								今回の機能拡張により、Dell EMC PowerStore 用の新しいドライバーが追加され、Block Storage サービスのバックエンドサーバーがサポートされるようになりました。新しいドライバーは FC プロトコルおよび iSCSI プロトコルをサポートし、以下の機能を備えています。
							
	
										ボリュームの作成および削除
									
	
										ボリュームの接続および切断
									
	
										スナップショットの作成および削除
									
	
										スナップショットからのボリュームの作成
									
	
										ボリュームに関する統計値の取得
									
	
										ボリュームへのイメージのコピー
									
	
										イメージへのボリュームのコピー
									
	
										ボリュームのクローン作成
									
	
										ボリュームの拡張
									
	
										スナップショットへのボリュームの復帰
									



	BZ#1809930
	
								今回の機能拡張により、OvsDpdkCoreList パラメーターがオプションになりました。OvsDpdkCoreList を設定すると、ovs-vswitchd の非 pmd スレッドがパラメーターで指定した最初のコアに固定されます。OvsDpdkCoreList を除外すると、ovs-vswitchd の非 pmd スレッドは分離していない任意のコアを使用することができます。
							



リリースノート




					本項では、Red Hat OpenStack Platform の注目すべき変更点や推奨プラクティスなど、今回のリリースに関する重要な情報を記載しています。お使いのデプロイメントに最大限の効果をもたらすために、以下の情報を考慮する必要があります。
				
	(BZ#2098594)
	
								本リリースで、collectd-libpod-stats プラグインが、オーバークラウドで実行されているコンテナーの CPU およびメモリーメトリックを収集するようになりました。
							
	BZ#1867222
	
								今回のリリースで、VxFlex OS ドライバーの名前が PowerFlex に変更されました。設定オプションの名前が変更および削除されています。ScaleIO の名前および関連する sio_ 設定オプションが非推奨になっています。
							
	BZ#1867225
	
								本リリースでは、VxFlex OS ドライバーのブランド名が PowerFlex に変更されています。
							



既知の問題




					現時点における Red Hat OpenStack Platform の既知の問題は以下のとおりです。
				
	BZ#1261083
	
								現在、少なくとも 1 つのデバイスが LVMFilterAllowlist パラメーターに設定されていない限り、LVM フィルターは設定されません。
							

								回避策: LVMFilterAllowdisk パラメーターに少なくとも 1 つのデバイス (ルートディスクなど) を設定します。LVM フィルターは /etc/lvm/lvm.conf に設定されます。
							

	BZ#1852541
	
								Object Storage サービス (swift) には既知の問題があります。事前にデプロイされたノードを使用する場合、/var/log/containers/stdouts/swift_rsync.log に以下のエラーメッセージが記録される場合があります。
							

								failed to create pid file /var/run/rsyncd.pid: File exists
							

								回避策: 事前にデプロイされているすべてのコントローラーノードで以下のコマンドを入力します。
							
for d in $(podman inspect swift_rsync | jq '.[].GraphDriver.Data.UpperDir') /var/lib/config-data/puppet-generated/swift; do sed -i -e '/pid file/d' $d/etc/rsyncd.conf; done

	BZ#1856999
	
								dashboard_protocol パラメーターがヒートテンプレートから不適切に削除されたため、現在 Ceph Dashboard は TLS Everywhere のフレームワークでは機能しません。その結果、HAproxy の起動時にバックエンドが表示されません。
							

								一時的なソリューションとしては、Dashboard_protocol パラメーターが含まれる新しい環境ファイルを作成し、-e オプションを使用してその環境ファイルをオーバークラウドデプロイメントに追加します。
							
parameter_defaults:
  CephAnsibleExtraConfig:
    dashboard_protocol: 'https'

								このソリューションにより、ceph-ansible のバグが生じます。詳細は、BZ#1860815 を参照してください。
							

	BZ#1879418
	
								複数のスタックが存在する場合に、openstack overcloud status コマンドが指定したスタックの正しいステータスを返さないという既知の問題があります。この場合、スタック名に関係なく、必ず直近にデプロイされたスタックのステータスが返されます。これにより、障害が発生しているのが直近にデプロイされたスタックだけであっても、すべてのスタックで障害が報告される可能性があります。回避策: デプロイメントの正しいステータスを明確にする必要があります。たとえば、openstack stack list により heat ステージのオーバークラウドデプロイメントのエラーが表示され、ansible デプロイメントログには config ダウンロードステージのエラーが表示されます。
							
	BZ#1880979
	
								現在、OSP13 の Puppet モジュール kmod に加えた変更により、systemd-modules-load.service のモジュール設定に誤りが生じています。これは OSP13 の問題ではありませんが、OSP16.1 での Fast Forward Upgrade のデプロイメント時にエラーが生じます。
							

								回避策: 以下のコマンドを入力します。
							
rm -f /etc/modules-load.d/nf_conntrack_proto_sctp.conf

	BZ#1789822
	
								オーバークラウドのコントローラーノードを置き換えると、ノード間で swift リングの一貫性が失われる可能性があります。これにより、Object Storage サービスの可用性が低下します。
							

								回避策: SSH を使用してそれまで存在していたコントローラーノードにログインして更新されたリングをデプロイし、Object Storage コンテナーを再起動します。
							



(undercloud) [stack@undercloud-0 ~]$ source stackrc
(undercloud) [stack@undercloud-0 ~]$ nova list
...
| 3fab687e-99c2-4e66-805f-3106fb41d868 | controller-1 | ACTIVE | -          | Running     | ctlplane=192.168.24.17 |
| a87276ea-8682-4f27-9426-6b272955b486 | controller-2 | ACTIVE | -          | Running     | ctlplane=192.168.24.38 |
| a000b156-9adc-4d37-8169-c1af7800788b | controller-3 | ACTIVE | -          | Running     | ctlplane=192.168.24.35
+
(undercloud) [stack@undercloud-0 ~]$ for ip in 192.168.24.17 192.168.24.38 192.168.24.35; do ssh $ip 'sudo podman restart swift_copy_rings ; sudo podman restart $(sudo podman ps -a --format="{{.Names}}" --filter="name=swift_*")'; done
	BZ#1895887
	



					Leapp ユーティリティーを使用してアップグレードした後、OVS-DPDK 負荷を持つコンピュートノードが正しく機能しません。この問題を回避するには、次のいずれかの操作を行います。
				
	
							Compute をアップグレードする前に、/etc/modules-load.d/vfio-pci.conf ファイルを削除します。
						



					または
				
	
							アップグレード後に、コンピュートノードで ovs-vswitchd サービスを再起動します。
						




Red Hat OpenStack Platform 16.1.4 メンテナンスリリース (2021 年 3 月 17 日)




				本リリースノートには主に、今回リリースされた Red Hat OpenStack Platform のデプロイメント時に考慮すべきテクノロジープレビューの項目、推奨事項、既知の問題、非推奨になった機能について記載します。
			
アドバイザリーの一覧




					本リリースには、以下のアドバイザリーが含まれています。
				
	RHSA-2021:0915
	
								中程度: Red Hat OpenStack Platform 16.1.4 (python-django) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2021:0916
	
								中程度: Red Hat OpenStack Platform 16.1.4 (etcd) に関するセキュリティー更新
							
	RHBA-2021:0817
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.4 director のバグ修正アドバイザリー
							
	RHEA-2021:0918
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.4 director イメージのバグ修正アドバイザリー
							
	RHEA-2021:0919
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.4 コンテナーのバグ修正アドバイザリー
							



バグ修正




					以下のバグは、Red Hat OpenStack Platform の本リリースで修正されています。
				
	(BZ#2098594)
	
								今回の更新以前は、cinder service-get-log コマンドで渡される際に --server オプションが無視されていました。これにより、特定ホストだけのログではなくすべてのホストのログが返されていました。今回の更新により、--server オプションを使用することで、指定したホストのログに正しく絞り込まれるようになりました。
							
	BZ#1828889
	
								今回の更新以前は、OVN メカニズムドライバーは、そのエージェントリストと Networking (neutron) サービスのデータベースに保管されたリストを正しくマージしませんでした。今回の更新により、API が結果を返す前に、OVN および Networking サービスのデータベースからの結果がマージされるようになりました。
							
	BZ#1847907
	
								データベースは all_tenants キーを解析できないため、ボリュームの譲渡要求で渡されるキーは削除されます。このキーを削除すると、ユーザーは譲渡名を使用して特定のボリューム譲渡の詳細を表示することができます。今回の更新以前は、all_tenants キーは管理ユーザーについてのみ削除されていました。つまり、管理者以外のユーザーは譲渡名を使用してボリュームの譲渡を表示することができませんでした。今回の更新により、管理者以外のユーザーについても all_tenants キーが削除され、管理者以外が譲渡名を使用してボリュームの譲渡を表示できるようになりました。
							
	(BZ#2098594)
	
								今回の更新以前は、事前にプロビジョニングされたノード上での TLS-E が--server cannot be used without providing --domain というメッセージと共に失敗していました。今回の更新により、IDM ドメイン名が DNS で最初に解決する ipa-ca により検出され、続いて取得した IP アドレスで逆引きの DNS ルックアップを実行するようになりました。リバースルックアップに必要な PTR レコードを、手動で追加しなければならない場合があります。
							
	(BZ#2098594)
	
								今回の更新以前は、ユーザーが標準の tag_from_label: "{version}-{release}"ではなくカスタムのタグ (例:tag: "latest"または tag: "16.1") を使用するように ContainerImagePrepare パラメーターを設定した場合、コンテナーは最新のコンテナーイメージに更新されませんでした。
							

								今回の更新により、ユーザーがデプロイメントアクション (更新を含む) を実行すると、コンテナーイメージが必ずフェッチされるようになりました。イメージ ID を実行中のコンテナーに対して確認し、最新のイメージが使用されるようにコンテナーを再ビルドする必要があるかどうかを判断します。デプロイメントアクション時に必ずコンテナーがリフレッシュされ、更新された場合には再起動されるようになりました。
							



注記

						これは、デプロイメント時に必ずイメージをフェッチするのではなく、イメージが存在することしか確認しなかった以前のバージョンからの変更点です。ユーザーがタグを再使用する場合 (例: latest)、スケーリング等のアクションを実行すると、ノードのコンテナーが更新される場合があります。Satellite サーバーのデプロイメントを使用してコンテナータグを制御していない限り、latest を使用することは推奨されません。
					

	BZ#1884556
	
								今回の更新以前は、RHOSP 15 から RHOSP 16.1 にアップグレードする際、データベースのオンライン更新を実行するのに openstack overcloud external-upgrade run --tags online_upgrade コマンドを使用する必要がありました。今回の更新で、openstack overcloud external-update run --tags online_upgrade コマンドが使用できるようになりました。
							
	(BZ#2098594)
	
								今回の更新以前は、Key Manager (barbican) サービスと共に Block Storage (cinder) サービスを使用する場合、クローン作成された暗号化ボリュームにアクセスすることができませんでした。今回の更新により、Key Manager サービスと共に Block Storage サービスを使用する場合に、クローン作成された暗号化ボリュームにアクセスできるようになりました。
							
	BZ#1898484
	
								今回の更新以前は、iSCSI/LVM Block Storage バックエンドにより作成される接続データが永続的に保存されませんでした。そのため、リブート後にボリュームにアクセスすることができませんでした。今回の更新により、接続データが永続的に保存され、システムのリブート後にボリュームにアクセスできるようになりました。
							
	BZ#1899761
	
								今回の更新以前は、エッジサイトにデプロイされた Image (glance) サービスは、中央サイトのコントロールプレーンで実行されている Key Manager (barbican) サービスにアクセスするように設定されませんでした。そのため、エッジサイト上で実行中の Image サービスは、Key Manager サービスに保存された暗号鍵にアクセスすることができませんでした。
							

								今回の更新により、エッジサイト上で実行中の Image サービスは、Key Manager サービスに保存された暗号鍵にアクセスするように設定されるようになりました。
							

	BZ#1901157
	
								今回の更新以前は、TLS everywhere 環境での Red Hat OpenStack Platform 13 から 16.1 へのインプレースアップグレードにおいて、novajoin コンテナーに誤った rabbitmq パスワードが使用されていました。これにより、アンダークラウドの novajoin コンテナーが正しく機能せず、すべてのオーバークラウドノードでのアップグレードの実行が以下のエラーと共に失敗していました。
							
2020-11-24 20:01:31.569 7 ERROR join   File "/usr/lib/python3.6/site-packages/amqp/connection.py", line 639, in _on_close
2020-11-24 20:01:31.569 7 ERROR join     (class_id, method_id), ConnectionError)
2020-11-24 20:01:31.569 7 ERROR join amqp.exceptions.AccessRefused: (0, 0): (403) ACCESS_REFUSED - Login was refused using authentication mechanism AMQPLAIN. For detail see the broker logfile.

								今回の更新により、TLS everywhere 環境での RHOSP 13 から 16.1 へのアップグレードで正しい rabbitmq パスワードが使用され、アップグレードのフレームワークを正常に完了できるようになりました。
							

	(BZ#2098594)
	
								今回の更新以前は、collectd::plugin::virt::hostname_format パラメーターに複数の値を設定した場合、director はそれらの値を二重引用符で囲っていました。これにより、virt プラグインの読み込みに失敗していました。今回の更新により、collectd::plugin::virt::hostname_format を設定する際に、director は複数の値を二重引用符で囲まなくなりました。
							
	BZ#1906698
	
								今回の更新以前は、ローカル一時ストレージを持ち UseTLSTransportForNbd が False に設定された TLS everywhere 環境をアップグレードする場合、ライブマイグレーションに失敗していました。これは、UseTLSTransportForNbd 設定のデフォルト値が RHOSP 13 では False であったのが RHOSP 16.x では True に変更され、これにより QEMU プロセスコンテナーに正しい証明書が含まれなかったためです。
							

								今回の更新により、director は global_config_settings で以前のデプロイメント環境の設定を確認し、それを使用してアップグレードで UseTLSTransportForNbd が以前のデプロイメントと同じ状態を維持するようになりました。設定ファイルに global_config_settings が存在する場合、director は use_tls_for_nbd キーの設定を確認します。global_config_settings が存在しない場合、director は hieradata キー nova::compute::libvirt::qemu::nbd_tls を評価します。アップグレードしたデプロイメントの UseTLSTransportForNbd を以前のデプロイメントと同じ状態に維持することで、ライブマイグレーションが機能するようになりました。
							

	BZ#1909795
	
								今回の更新以前は、OSP 16.1.3 における python-network-runner の 0.1.7 から 0.2.2 へのリベースにより、Ansible を使用する ML2 ネットワークが機能しなくなりました。
							

								今回の更新で、python-networking-ansible が 0.1.7 に戻され、Ansible ネットワークが機能する状態に戻りました。
							

								詳細は、ML2 networking-ansible を参照してください。
							

	(BZ#2098594)
	
								今回の更新以前は、ボリューム接続を初期化する際に Block Storage (cinder) NEC バックエンドドライバーが無効なデータを返すことがありました。これにより、ライブマイグレーションに失敗する場合がありました。今回の更新で、NEC ドライバーが修正され、確実に有効な接続データを返すようになりました。無効なボリューム接続データによりライブマイグレーションに失敗することがなくなりました。
							
	BZ#1921735
	
								今回の更新以前は、ボリュームがイメージ、スナップショット、または他のボリューム等の別のソースから作成された場合でも、Block Storage (cinder) サービスは、新たに規作したボリュームに必ずデフォルトのボリューム種別を割り当てていました。これにより、別のソースから作成されたボリュームのボリューム種別が、ソースのボリューム種別と異なっていました。
							

								今回の更新により、デフォルトのボリューム種別を割り当てるべきかどうかをソースのボリューム種別に基づいて判別した後にのみ、デフォルトのボリューム種別が割り当てられるようになりました。別のソースから作成されたボリュームのボリューム種別が、ソースのボリューム種別と一致するようになりました。
							

	BZ#1929275
	
								今回の更新以前は、PowerFlex、VxFlex、および ScaleIO ボリュームが接続された RHOSP 13 環境で作成されたインスタンスは、RHOSP 16.x へのアップグレード後に再起動に失敗していました。これは、RHOSP 16.x Compute サービスでは、接続されたボリュームにアクセスするのに新しい PowerFlex ドライバーの接続属性が使用され、この属性が RHOSP 13 環境で実行中のインスタンスに接続されたボリュームの接続属性に存在しないためです。今回の更新により、この接続属性がない場合にエラーが投げられなくなり、RHOSP 13 環境で作成された PowerFlex ボリュームが接続されたインスタンスは、RHOSP 16.x へのアップグレード後も正常に機能を続けます。
							



機能拡張




					Red Hat OpenStack Platform の今回のリリースでは、以下の機能拡張が提供されています。
				
	BZ#1459187
	
								Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 16.1 では、IPv6 プロビジョニングネットワークへのオーバークラウドのデプロイがサポートされるようになりました。詳細は、ベアメタルプロビジョニングの カスタムの IPv6 プロビジョニングネットワークの設定 を参照してください。RHOSP 16.1.2 では、この機能はテクノロジープレビューからフルサポートに移行しました。
							
	BZ#1474394
	
								￥Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 16.1 では、BMaaS (Bare Metal as-a-Service) テナント向けに、IPv6 プロビジョニングネットワークを通じたベアメタルのプロビジョニングがサポートされています。RHOSP 16.1.2 では、この機能はテクノロジープレビューからフルサポートに移行しています。
							
	BZ#1575512
	
								今回の機能拡張により、外部ネットワークを通じてマルチキャストを制御し、内部ネットワークだけではなく外部ネットワークを通じたクラスターの自動生成を避けることができるようになりました。
							
	(BZ#2098594)
	
								今回の機能拡張により、インスタンスに永続メモリーを提供するように NVDIMM コンピュートノードを設定できるようになりました。この機能を使用して、NVDIMM ハードウェアを持つコンピュートノードで PMEM 名前空間を作成および設定することで、インスタンスは PMEM を仮想 PMEM (vPMEM) として利用することができます。これにより、インスタンスのシャットダウン後にコンテンツを維持する必要がある場合、クラウドユーザーは vPMEM を要求するインスタンスを作成することができます。
							

								注記: daxio パッケージは x86_64 アーキテクチャーでのみ利用可能であるため、この機能は x86_64 コンピュートノードでのみサポートされます。
							

	BZ#1793595
	
								今回の機能拡張により、分散コンピュートノード (DCN) アーキテクチャーのエッジサイトに Red Hat Ceph Storage (RHCS) Dashboard をデプロイできるようになりました。
							
	BZ#1834185
	
								今回の機能拡張により、新たな 2 つのパラメーター NovaPMEMMappings および NovaPMEMNamespaces を使用して、vPMEMEM を管理できるようになりました。
							
	
										NovaPMEMMappings を使用して、vPMEM と物理 PMEM 名前空間の間のマッピングを反映する nova 設定オプション pmem_namespaces を定義します。
									
	
										NovaPMEMNamespaces を使用して、vPMEM のバックエンドとして使用する物理 PMEM 名前空間を作成および管理します。
									



	(BZ#2098594)
	
								今回の機能拡張により、新規デプロイメントにおいて Network Functions Virtualization infrastructure (NFVi) での Open Virtual Network (OVN) の使用がサポートされるようになりました。これには、以下の機能のサポートが含まれます。
							
	
										OVN と OVS-DPDK の組み合わせ
									
	
										OVN と SR-IOV の組み合わせ
									
	
										OVN と OVS TC Flower オフロードの組み合わせ
									



								注記: NFV のデプロイメントでは、ML2/OVS から ML2/OVN への移行はまだサポートされていません。
							

	(BZ#2098594)
	
								今回の機能拡張により、ML2/OVN メカニズムドライバーと vlan および geneve ネットワークタイプドライバーの組み合わせにおいて、vlan の透過性がサポートされるようになりました。
							

								vlan の透過性により、Networking (neutron) サービスのネットワーク上のインスタンスを使用して vlan タグを管理することができます。他のネットワークに影響を与えずに、インスタンスに vlan インターフェイスを作成し、任意の vlan タグを使用することができます。Networking サービスは、これらの vlan タグを認識しません。
							

								備考:
							
	
										vlan 種別のネットワークで vlan の透過性を使用する場合、パケットの内部および外部 ethertype は 802.1Q (0x8100) になります。
									
	
										フラットプロバイダーネットワークでは、ML2/OVN メカニズムドライバーは vlan の透過性をサポートしません。
									



	BZ#1878191
	
								今回の機能拡張により、ExtraConfig のパラメーター collectd::plugin::virt::plugin_instance_format を使用して、collectd virt プラグインのプラグインインスタンスの形式を設定できるようになりました。これにより、インスタンスが実行されているホストなど、仮想マシンインスタンスのメトリックラベルでより細かな粒度でメタデータを公開することができます。
							
	BZ#1882058
	
								今回の機能拡張により、エッジサイトでの異なるストレージ設定がサポートされるようになりました。オペレーターは、同じ DCN デプロイメント内にストレージが設定されたエッジサイトと設定されないエッジサイトをデプロイすることができます。
							
	(BZ#2098594)
	
								Block Storage のバックアップサービスは、ホスト上のファイルにアクセスしなければならない場合がありますが、そのファイルがサービスを実行するコンテナーで利用できないことがあります。今回の機能拡張により、CinderBackupOptVolumes パラメーターが追加されました。これを使用して、Block Storage のバックアップサービス用に追加のコンテナーボリュームマウントを指定することができます。
							



リリースノート




					本項では、Red Hat OpenStack Platform の注目すべき変更点や推奨プラクティスなど、今回のリリースに関する重要な情報を記載しています。お使いのデプロイメントに最大限の効果をもたらすために、以下の情報を考慮する必要があります。
				
	BZ#1870199
	
								virt-admin ツールが利用できるようになり、これを使用して RHOSP のバグを報告するログを取得することができます。ログにはコンピュートノード上の libvirt と QEMU 間の通信が記録されるので、このツールは、libvirt および QEMU に関するすべての問題のトラブルシューティングに役立ちます。virt-admin を使用すると、libvirt および QEMU のデバッグ用ログフィルターを動的に設定することができます。この場合、nova_libvirt コンテナーを再起動する必要はありません。
							

								コンピュートノードで libvirt および QEMU のログフィルターを有効にするには、以下の手順を実施します。
							
	
										コンピュートノードの nova_libvirt コンテナーにログインします。
									
$ sudo podman exec -it nova_libvirt /bin/bash

	
										virt-admin の出力を送信するログファイルの名前および場所を指定します。
									
$ virt-admin daemon-log-outputs "1:file:/var/log/libvirt/libvirtd.log"

	
										ログを収集するフィルターを設定します。
									
$ virt-admin daemon-log-filters \
 "1:libvirt 1:qemu 1:conf 1:security 3:event 3:json 3:file 3:object 1:util"
注記

											ライブマイグレーションの問題をデバッグする場合、これらのフィルターをすべての移行元および移行先コンピュートノードで設定する必要があります。
										


	
										テストを繰り返します。デバッグが完了したら、libvirtd.log をバグにアップロードします。
									
	
										コンピュートノードで libvirt および QEMU のログフィルターを無効にします。
									
$ virt-admin daemon-log-filters ""

	
										フィルターが削除されたことを確認するには、以下のコマンドを入力します。
									
$ virt-admin daemon-log-filters

										フィルターが正常に削除されている場合、このコマンドは空のリストを返します。
									







既知の問題




					現時点における Red Hat OpenStack Platform の既知の問題は以下のとおりです。
				
	(BZ#2098594)
	
								現在、サブスクライブした環境に正しい DNF モジュールストリームが設定されるようにするメカニズムに既知の問題があります。Advanced Virtualization リポジトリーは、Ceph ノードが使用するサブスクリプションで常に利用可能な訳ではありません。そのため、virt:8.2 を有効にしようとすると、Ceph ノードのアップグレードまたは更新に失敗します。この既知の問題に関する詳細は、Bug 1923887 を参照してください。
							

								回避策:
							

								アップグレードまたは更新用環境ファイルの DnfStreams パラメーターをオーバーライドし、Ceph のアップグレードが失敗するのを回避します。
							
parameter_defaults:
  ...
  DnfStreams: [{'module':'container-tools', 'stream':'2.0'}]



注記

						この回避策を使用する場合、Advanced Virtualization DNF ストリームは適用されません。
					

	BZ#1925078
	
								OSP13 で UEFI ブートおよび UEFI ブートローダーを使用するシステムは、UEFI の問題が発生し以下のような状況に陥る可能性があります。
							
	
										/etc/fstab が更新されない
									
	
										EFI システムで grub-install が誤って使用される
									



								システムで UEFI が使用されている場合は、Red Hat Technical Support にお問い合わせください。詳細は、Red Hat ナレッジベースのソリューション FFU 13 to 16.1: Leapp fails to update the kernel on UEFI based systems and /etc/fstab does not contain the EFI partition を参照してください。
							

	(BZ#2098594)
	
								現在、[workarounds]/disable_native_luksv1 および [workarounds]/rbd_volume_local_attach 設定オプションに関する既知の問題が存在します。これらのオプションは、libgcrypt および librdb の既知のパフォーマンスリグレッションに対する一時的な回避策としてのみ提供されます。RHOSP で使用されるベースの RHEL リリースでリグレッションが解決されたら、これらの回避策用オプションは削除されます。
							

								これらの回避策用オプションのいずれかを使用する際には、注意が必要です。これらの注意に従わない場合、RDB 暗号化ボリュームで問題が発生する可能性があります。注意事項は以下のとおりです。
							
	
										お使いの環境でこれらの回避策用オプションを有効にする前に、CEE からサポート例外を付与される必要があります。Red Hat が回避策の使用を追跡できるようにし、将来これらの回避策用オプションが無効になった時に削除できるようにするには、サポート例外が必要です。
									
	
										特定の環境またはホストアグリゲートに属するすべてのコンピュートノードで、回避策用オプションを有効にする必要があります。
									
	
										これらの回避策が有効なコンピュートノードと有効ではないノード間での移動操作はサポートされません。
									
	
										これらの回避策を有効にする前に、回避策を有効にするコンピュートノード上の既存インスタンスをすべて停止するか、ノード外に移行する必要があります。回避策を有効にして Compute サービスを再起動したら、インスタンスを再起動することができます。
									



	BZ#1939419
	
								Red Hat Ceph Storage のサブスクリプションを使用し、Red Hat Ceph Storage ノード用に overcloud-minimal イメージを使用するように director を設定している場合、Leapp の制限により Red Hat Ceph Storage ノードのオペレーティングシステムのアップグレードに失敗する可能性があります。
							

								この問題を回避するには、system_upgrade の実行ステップの後に、Red Hat Ceph Storage ノードにログインして RHEL のマイナーリリースバージョンの設定を解除し、利用可能な最新の RHEL マイナーリリースバージョンに更新し、ノードをリブートする必要があります。
							

								Leapp アップグレード用の RPM コンテンツをホストするのに Red Hat Satellite Server を使用している場合、使用するコンテンツビューに以下の 8.2 リポジトリーを追加する必要があります。
							
	
										Red Hat Enterprise Linux 8 for x86_64 - AppStream (RPMs)
									
rhel-8-for-x86_64-appstream-rpms
x86_64 8.2

	
										Red Hat Enterprise Linux 8 for x86_64 - BaseOS (RPMs)
									
rhel-8-for-x86_64-baseos-rpms
x86_64 8.2




								詳細は、BZ#1936419 を参照してください。
							

	BZ#1942199
	
								現在、ceph-ansible には、外部の非管理 Ceph クラスターを使用するように設定された Ceph Ganesha コンテナーのデプロイまたは更新に使用された場合、Ansible Playbook が正常に完了しないという既知の問題があります。
							

								この問題により、Shared File Systems サービス (manila) と共に Ceph Ganesha を使用し、外部の Ceph クラスターを使用するように設定されたオーバークラウドのデプロイメント、マイナー更新、またはメジャーアップグレードに失敗します。
							

								回避策:
							

								環境が Shared File Systems サービスと共に Ceph Ganesha を使用し、外部の Ceph クラスターを使用するように設定されている場合、オーバークラウドのアップグレードまたはマイナー更新を行う際に、ceph-ansible バージョン 4.0.49.1 以降を使用してください。これらの条件下では、アンダークラウドにインストールされた 4.0.49.1 よりも前のバージョンの ceph-ansible でアップグレードを試みないでください。
							





Red Hat OpenStack Platform 16.1.5 メンテナンスリリース (2021 年 3 月 31 日)



アドバイザリーの一覧




					本リリースには、以下のアドバイザリーが含まれています。
				
	RHBA-2021:1052
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.5 のバグ修正および機能拡張アドバイザリー
							
	RHBA-2021:1053
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.5 コンテナーのバグ修正アドバイザリー
							
	RHBA-2021:1054
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.5 director イメージのバグ修正アドバイザリー
							




Red Hat OpenStack Platform 16.1.6 メンテナンスリリース (2021 年 5 月 27 日)




				本リリースノートには主に、今回リリースされた Red Hat OpenStack Platform のデプロイメント時に考慮すべきテクノロジープレビューの項目、推奨事項、既知の問題、非推奨になった機能について記載します。
			
アドバイザリーの一覧




					本リリースには、以下のアドバイザリーが含まれています。
				

					RHBA-2021:2097: Red Hat OpenStack Platform 16.1.6 のバグ修正および機能拡張アドバイザリー
				

					RHSA-2021:2116: (中程度) Red Hat OpenStack Platform 16.1.6 (python-httplib2) に関するセキュリティー更新
				

					RHBA-2021:2117: Red Hat OpenStack Platform 16.1.6 コンテナーのバグ修正アドバイザリー
				

					RHBA-2021:2118: Red Hat OpenStack Platform 16.1.6 director イメージのバグ修正アドバイザリー
				

					RHSA-2021:2119: (重要) Red Hat OpenStack Platform 16.1.6 (tripleo-ansible) に関するセキュリティー更新
				

バグ修正




					以下のバグは、Red Hat OpenStack Platform の本リリースで修正されています。
				
	(BZ#2098594)
	
								今回の更新で、複数のフィルターが渡された場合に cinder list がボリュームのリストを表示できないバグが修正されました。
							
	(BZ#2098594)
	
								今回の更新により、heat テンプレートで OS::Heat:Delay リソースを使用できるようになりました。以前のリリースでは、変数の命名の競合により、OS::Heat::Delay リソースの完了試行時にアサーションエラーが発生していました。変数の名前が、競合を排除するように変更されました。
							
	BZ#1872314
	
								Networking (neutron) サービスで DNS インテグレーションが有効な場合、インスタンスが作成されると、Compute (nova) サービスはインスタンスの表示名をサニタイズして、有効なホスト名を生成します。
							

								今回の更新以前は、サニタイズでインスタンス名のピリオド (.) が置き換えられませんでした (例: rhel-8.4)。これにより、表示名が完全修飾ドメイン名 (FQDN) として認識され、無効なホスト名が生成される場合がありました。インスタンス名にピリオドが含まれ、DNS インテグレーションが Networking サービスで有効化されている場合、Networking サービスは無効なホスト名を拒否し、その結果インスタンスの作成に失敗し、Compute サービスから HTTP 500 サーバーエラーが返されました。
							

								今回の更新により、インスタンス名のピリオドはハイフンに置き換えられ、ホスト名が FQDN として解析されなくなりました。インスタンスの表示名には、引き続きフリーフォームの文字列を使用できます。
							

	(BZ#2098594)
	
								今回の更新により、一部のケースで openstack undercloud upgrade 実行前に検証に失敗する原因となっていたバグが修正されました。今回のアップグレード以前は、要求されたロギングディレクトリーへのアクセスに必要な権限がない場合、以下のようなエラーが発生することがありました。
							
	
										検証結果の記録に失敗する
									
	
										検証の実行に失敗する
									
	
										検証からのアーティファクトの収集に失敗する
									

										今回の更新で、ロギング用のフォールバックディレクトリーが追加されました。検証結果はログに記録され、アーティファクトが収集されます。
									




	BZ#1905231
	
								今回の更新で、Dell EMC PowerStore ドライバーで CHAP がサポートされるようになりました。
							
	BZ#1910855
	
								本リリース以前は、オブジェクトがスナップショットの場合に、cinder NEC ドライバーのバックアップに失敗していました。これは、snapshot 引数に volume_attachment 属性がないために発生していました。今回の更新により、引数が snapshot の場合、バックアップは volume_attachment 属性を参照なくなりました。
							
	(BZ#2098594)
	
								今回の更新により、CephStorage ノードでの実行中に Leapp によるアップグレードが停止および失敗することの原因となっていた設定の問題が修正されました。
							

								以前のリリースでは、CephStorage ノードは、Leapp によるアップグレード時に OpenStack highavailability、advanced-virt、および fast-datapath リポジトリーを使用するように誤って設定されていました。
							

								UpgradeLeappCommand オプションがノードごとに設定可能になり、CephStorage ノードに正しいデフォルトを使用し、CephStorage ノードで Leapp によるアップグレードが正常に実行できるようになりました。
							

	BZ#1939398
	
								本リリース以前は、API 要求を再試行するたびに SolidFire ドライバーが重複ボリュームを作成していました。これにより、未使用のボリュームが蓄積し、予期しない動作が発生していました。
							

								今回の更新により、Block Storage サービス (cinder) は、ボリュームを作成する前に既存のボリューム名の有無をチェックするようになりました。Block Storage サービスが読み取りタイムアウトを検出すると、ボリュームの作成を直ちにチェックし、無効な API 呼び出しを防ぎます。今回の更新で、SolidFire ドライバーの sf_volume_create_timeout オプションが追加され、お使いの環境に適切なタイムアウト値を設定できるようになりました。
							

	BZ#1947474
	
								今回の更新により、ワークロードのリバランス操作時に、スナップショットの作成など一部の API 呼び出しが、xNotPrimary エラーと共に失敗する原因となっていた問題が修正されました。
							

								SolidFire の負荷が大きい場合やアップグレードされている場合、SolidFire クラスターは、プライマリーノードからセカンダリーノードに接続を自動的に移動させることにより、クラスターのワークロードのリバランスを行います。以前のリリースでは、これらのワークロードのバランス操作時に、一部の API 呼び出しが xNotPrimary エラーと共に失敗し、再試行されませんでした。
							

								今回の更新により、SolidFire ドライバーの再試行可能な例外リストに xNotPrimary 例外を追加することで、問題が修正されました。
							




リリースノート




					本項では、Red Hat OpenStack Platform の注目すべき変更点や推奨プラクティスなど、今回のリリースに関する重要な情報を記載しています。お使いのデプロイメントに最大限の効果をもたらすために、以下の情報を考慮する必要があります。
				
	BZ#1546996
	
								今回のリリースで、networking-ovn が Networking サービス (neutron) QoS API を使用した QoS 帯域幅制限および DSCP マークングルールをサポートするようになりました。
							




Red Hat OpenStack Platform 16.1.7 メンテナンスリリース (2021 年 12 月 9 日)




				本リリースノートには主に、今回リリースされた Red Hat OpenStack Platform のデプロイメント時に考慮すべきテクノロジープレビューの項目、推奨事項、既知の問題、非推奨になった機能について記載します。
			
アドバイザリーの一覧




					本リリースには、以下のアドバイザリーが含まれています。
				
	RHBA-2021:3762
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.7 のバグ修正および機能拡張アドバイザリー
							
	RHSA-2022:1679
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 (python-django20) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2021:5071
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 (python-eventlet) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2022:1679
	
								中程度: Red Hat OpenStack Platform 16.1 (etcd) に関するセキュリティー更新
							
	RHBA-2021:5073
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.7 コンテナーのバグ修正アドバイザリー
							
	RHBA-2021:5074
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.7 director イメージのバグ修正アドバイザリー
							



バグ修正




					以下のバグは、Red Hat OpenStack Platform の本リリースで修正されています。
				
	(BZ#2098594)
	
								今回の更新以前は、appstream と baseos リポジトリーが、Red Hat Subscription Manager により有効にされるリポジトリーに常に追加され、それらをオーバーライドすることができませんでした。今回の更新で、$REG_REPOS 変数を定義しても、ベースリポジトリーが追加されなくなりました。今回の修正により、追加するリポジトリーを完全に制御できるようになりましたが、baseos(および必要に応じて appstream) と同等のリポジトリーを含むすべてのリポジトリーを含める必要があります。
							
	BZ#1930255
	
								以前のリリースでは、iSCSI または FC ターゲットが RHOSP ホストに接続されていない場合、Dell EMC XtremIO ドライバーを使用する Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) デプロイメントでは、タイムアウトするまでボリュームの接続操作を待機していました。これにより、ボリュームの接続操作が失敗しました。
							

								今回のリリースで、Dell EMC XtremIO ドライバーのポートフィルタリングのサポートが追加され、使用されていない iSCSI ポートまたは FC ポートが無視されるようになりました。
							

	BZ#1938212
	
								今回の更新以前は、Shared File Systems サービス (manila) ダッシュボードには動的なフォーム要素があり、その名前により、フォームが応答しなくなる可能性があります。そのため、共有ネットワーク内での共有グループ、共有ネットワーク、およびファイル共有の作成が機能しませんでした。
							

								今回の更新により、名前が問題となる可能性がある動的要素がエンコードされるようになりました。そのため、共有ネットワーク内での共有グループ、共有ネットワーク、およびファイル共有の作成が正常に機能するようになりました。
							

	BZ#1945306
	
								以前のリリースでは、Dell EMC PowerStore ポートが複数の用途 (iSCSI、レプリケーション等) に設定された場合、誤った REST フィルタリングにより、cinder ドライバーはアクセス可能な iSCSI ターゲットが見つからなかったと報告していました。
							

								今回のリリースでは、Dell EMC PowerStore REST フィルター機能が修正されました。
							

	BZ#1947415
	
								今回の更新以前は、ユーザーが DEFAULT ボリュームタイプを削除する際に失敗が発生していました。
							

								今回の更新により、cinder.conf ファイルの default_volume_type パラメーターの値として設定されていない場合に、DEFAULT のボリューム種別を削除できるようになりました。default_volume_type パラメーターのデフォルト値は DEFAULT です。したがって、DEFAULT のボリューム種別を削除できるように、これを tripleo などの適切なボリューム種別に設定する必要があります。
							

	BZ#1952574
	
								今回の更新以前は、TLS-Everywhere アーキテクチャーで環境がデプロイされ、システムでの認証を設定するのに非推奨の authconfig ユーティリティーが使用されていた場合、authselect ユーティリティーを使用して RHEL 8 システムを設定する必要がありました。このアクションを実行しないと、Missing required answers in the answer file という名前のインヒビターにより leapp プロセスが失敗しました。回避策は、アップグレード環境ファイルの LeappInitCommand に sudo leapp answer --section authselect_check.confirm=True --add を追加することでした。今回の更新により、設定エントリーが不要になり、アップグレードは介入なしで完了するようになりました。
							
	BZ#1959866
	
								今回の更新以前は、OpenStack コンポーネントの tripleo 検証中に、以下の例外エラーが発生しました。
							
Unhandled exception during validation run.

								このエラーは、コードの変数が参照されても割り当てられないことが原因で発生しました。
							

								今回の更新でこの問題が修正され、このエラーなしで検証が実行されるようになりました。
							

	BZ#1962365
	
								今回の更新以前は、RHEL 8 で提供されなくなったカーネルモジュールがロードされているため、Red Hat Enterprise Linux (RHEL) のインプレースアップグレードツール LEAPP が停止しました。また、LEAPP により、RHEL が Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) でサポートされていないバージョンにアップグレードされていました。今回の更新で、この 2 つの問題の回避策に必要な手動設定が不要になりました。詳細は、BZ1962365 を参照してください。
							
	BZ#1974831
	
								今回の更新により、RHOSP Load-balancing サービス (octavia) が複数の amphorae に障害が発生したロードバランサーをフェイルオーバーできなかった問題が解決されました。
							
	BZ#1975790
	
								これまでは、Load-balancing サービス amphora への設定変更によって haproxy のリロードが発生すると、プロセスが大量のメモリーを消費し、メモリー割り当てエラーが発生する可能性がありました。この問題は、amphora の amphora-haproxy namespace では lo インターフェイスで発生しませんでした。今回の更新により、namespace の問題が修正され、この問題が解決されました。
							
	BZ#1977792
	
								今回の更新以前は、iSCSI ポータルへの接続中に例外が処理されませんでした。たとえば、iscsiadm -m session の失敗などです。これは、一部の障害パターンで _connect_vol スレッドが予期せず中断する可能性があるために発生しました。この中断により、_connct_vol スレッドからの結果を待つ間に後続のステップでハングアップが発生します。
							

								今回の更新で、iSCSI ポータルへの接続中の例外が _connect_vol メソッドで正しく処理され、スレッドの結果を更新せずに予期せず中断することがなくなりました。
							

	BZ#1980829
	
								今回の更新以前は、KernelArgs パラメーターを変更すると、バージョン 13 から 16 への Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Fast Forward Upgrade (FFU) プロセスでエラーが発生していました。
							
	
										重複エントリーが /etc/default/grub に表示されまる。
									
	
										重複するエントリーがカーネルコマンドラインに表示される。
									
	
										RHOSP のアップグレード時にノードがリブートされる。
									

										これらのエラーは、KernelArgs パラメーターまたは文字列の値の順序が変更された場合や、KernelArgs パラメーターが追加される際に発生しました。
									

										今回の更新により、TripleO は kernel-boot-params-baremetal-ansible.yaml にアップグレードタスクを追加し、TRIPLEO_HEAT_TEMPLATE_KERNEL_ARGS を GRUB_TRIPLEO_HEAT_TEMPLATE_KERNEL_ARGS に移行しました。
									

										この変更は、RHOSP バージョン 13 からバージョン 16 への FFU プロセス中に、Red Hat Enterprise Linux (RHEL) をバージョン 7 からバージョン 8 にアップグレードするのに使用される RHEL のインプレースアップグレードツールである LEAPP に対応するために行われました。LEAPP は、/etc/default/grub でパラメーターが GRUB_ で始まる場合にのみ GRUB パラメーターを認識します。
									

										今回の更新に関わらず、KernelArgs の値を手動で検査して、対応するロール内のすべてのホストの値と一致するようにする必要があります。
									

										KernelArgs の値は、デフォルトの tripleo-heat-templates またはサードパーティーの heat テンプレートのいずれかからの PreNetworkConfig 実装から取得できます。
									

										不一致が見つかる場合は、対応するロールの KernelArgs パラメーターの値を、ホスト上の KernelArgs の値と一致するようにします。openstack overcloud upgrade prepare コマンドを実行する前に、これらのチェックを実施します。
									

										以下のスクリプトを使用して KernelArgs の値を確認することができます。
									
tripleo-ansible-inventory --static-yaml-inventory inventory.yaml
KernelArgs='< KernelArgs_ FROM_THT >'
ansible -i inventory.yaml ComputeSriov -m shell -b -a "cat /proc/cmdline | grep '${KernelArgs}'"




	(BZ#2098594)
	
								これまでは、RHOSP Load-balancing サービス (octavia) の任意の機能として、ログオフロードはデプロイメント中に適切に設定されませんでした。この問題により、Load-balancing サービスは amphora からログを受け取りませんでした。今回の更新で問題が解決されました。
							
	BZ#1987104
	
								今回の更新以前は、暗号化されたボリュームのスナップショットからボリュームを作成すると、ボリュームが使用できなくなる可能性がありました。宛先ボリュームが元のボリュームと同じサイズである場合は、暗号化されたボリュームのスナップショットから暗号化されたボリュームを作成する場合、新規ボリューム内のデータが省略されて切り捨てられます。これにより、サイズの不一致が生じました。
							

								今回の更新により、RBD バックエンドが暗号化ヘッダーに対応し、データを切り捨てなくなり、暗号化されたボリュームのスナップショットからボリュームを作成してもエラーが生じなくなりました。
							

	BZ#1997351
	
								今回の更新以前は、ML2-OVN でデプロイされた Red Hat OpenStack Platform (RHOSP)13 環境を RHOSP 16.1 にアップグレードすると、SELinux の拒否問題により、アップグレードプロセスがコントローラーノードで失敗していました。今回の更新で、正しい SELinux ラベルが OVN に適用され、問題が解決されています。詳しくは、Red Hat ナレッジベースのソリューション OVN fails to configure after reboot during OSP-13 → OSP-16.1 FFU を参照してください。
							
	BZ#2008976
	
								今回の更新以前は、Red Hat Enterprise Linux (RHEL) のインプレースアップグレードツール LEAPP の python2 パッケージの削除に失敗していました。この失敗の原因は、LEAPP パッケージを保持する DNF exclude オプションが原因でした。今回の更新で、必要な LEAPP パッケージが正常に削除されるように、自動化が追加されました。
							
	BZ#2015325
	
								今回の更新以前は、RHEL リポジトリーのアップグレード可能な mariadb-server パッケージにより、パッケージマネージャーはホストで mariadb-server パッケージをアップグレードし、これにより同じホストですでに存在していたコンテナー化された mariadb-server と干渉していました。今回の更新により、Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) director は、コンテナー化された MariaDB も存在するホストから mariadb-server パッケージを削除し、RHOSP FFU プロセスは続行します。
							



機能強化




					Red Hat OpenStack Platform の今回のリリースでは、以下の機能拡張が提供されています。
				
	BZ#1814278
	
								今回の機能拡張で、Red Hat OpenStack Platform ノードにポリシーベースのルーティングを使用できるようになりました。これにより、os-net-config で複数のルーティングテーブルおよびルーティングルールを設定することができます。
							

								複数のリンクを持つホストでは、ポリシーベースのルーティングはルーティングテーブルを使用し、送信元のアドレスに応じて特定のインターフェイス経由でトラフィックを送信することができます。インターフェイスごとにルーティングルールを定義することもできます。
							

	BZ#1900500
	
								ハイパーバイザーのホスト名を検出するロジックが修正され、Compute サービス (nova) の libvirt ドライバーと一貫性のある結果を返すようになりました。今回の修正により、最小帯域幅を確保する QoS 機能を使用する際に、resource_provider_hypervisors オプションを指定する必要がなくなりました。
							

								今回の更新で、デフォルトのハイパーバイザー名を置き換えるために、Modular Layer 2 と Open Virtual Network メカニズムドライバーの組み合わせ (ML2/OVN) に、新しいオプション resource_provider_default_hypervisor が追加されました。このオプションは、ユーザーがカスタマイズする必要がある場合に、resource_provider_hypervisors オプションでインターフェイスまたはブリッジのリストを指定せずに root リソースプロバイダーを見つけます。この新しいオプションは、ovs-agent の [ovs] ini-section と、sriov-agent の [sriov_nic] ini-section にあります。
							

	BZ#1930806
	
								今回の機能拡張により、新たな CinderRpcResponseTimeout パラメーターおよび CinderApiWsgiTimeout パラメーターが追加され、Block Storage サービス (cinder) での RPC および API WSGI タイムアウトの調整がサポートされるようになりました。大規模なデプロイメントや、システムの負荷が原因でトランザクションが遅延する可能性がある場合には、デフォルトのタイムアウト値が適切ではない場合があります。
							

								RPC および API WSGI タイムアウトを調整して、トランザクションが早期にタイムアウトしないようにできるようになりました。
							

	BZ#1956887
	
								従来は、collectd の PluginInstanceFormat パラメーターには、'none'、'name'、'uuid'、または 'metadata' のいずれかの値のみが使用できました。今回の更新により、PluginInstanceFormat パラメーターで複数の値を指定できるようになりました。これにより、collectd メトリックの plugin_instance ラベルでより多くの情報が送信されるようになりました。
							
	BZ#1959492
	
								今回の更新により、tripleo validator コマンドが、キーと値のペア形式で変数と環境変数を受け入れるようになりました。以前のリリースでは、JSON ディクショナリーのみが環境変数を許可しました。
							
openstack tripleo validator run \
[--extra-vars key1=<val1>[,key2=val2 --extra-vars key3=<val3>] \
| --extra-vars-file EXTRA_VARS_FILE] \
[--extra-env-vars key1=<val1>[,key2=val2 --extra-env-vars key3=<val3>]]
(--validation <validation_id>[,<validation_id>,...] | --group <group>[,<group>,...])
例

									

$ openstack tripleo validator run --validation check-cpu,check-ram --extra-vars minimal_ram_gb=8 --extra-vars minimal_cpu_count=2


								

								サポートされるオプションの完全なリストを確認するには、以下のコマンドを実行します。
							
$ openstack tripleo validator run --help




リリースノート




					本項では、Red Hat OpenStack Platform の注目すべき変更点や推奨プラクティスなど、今回のリリースに関する重要な情報を記載しています。お使いのデプロイメントに最大限の効果をもたらすために、以下の情報を考慮する必要があります。
				
	BZ#1969895
	
								今回の更新により、collectd コンテナーのメモリー上限が 512 MB に増えました。この上限を超えると、コンテナーが再起動します。
							



既知の問題




					現時点における Red Hat OpenStack Platform の既知の問題は以下のとおりです。
				
	BZ#1898198
	
								現在、ポートの MAC-IP アドレスが不明な場合に、特定の実際のシナリオをシミュレートできない既知の問題があります。RHOSP Networking サービス (neutron) は、DHCP またはセキュリティーグループが設定されていない場合でも、ポートの MAC-IP を直接指定します。
							

								回避策:RHOSP 16.1.7 にアップグレードし、ML2/OVN v21.03 をインストールします。DHCP とポートセキュリティーが無効にされている場合、ポートの address フィールドには MAC-IP アドレスのペアが含まれず、ML2/OVN は MAC のラーニング機能を使用してトラフィックを必要なポートにだけ送信することができます。
							





Red Hat OpenStack Platform 16.1.8 メンテナンスリリース (2022 年 3 月 23 日)




				本リリースノートには主に、今回リリースされた Red Hat OpenStack Platform のデプロイメント時に考慮すべきテクノロジープレビューの項目、推奨事項、既知の問題、非推奨になった機能について記載します。
			
アドバイザリーの一覧




					本リリースには、以下のアドバイザリーが含まれています。
				
	RHSA-2022:0982
	
								重要: Red Hat OpenStack Platform 16.1 (python-twisted) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2022:0983
	
								中程度: Red Hat OpenStack Platform 16.1 (openstack-nova) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2022:0984
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.8 director イメージのバグ修正アドバイザリー
							
	RHSA-2022:0985
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.8 コンテナーのバグ修正アドバイザリー
							
	RHSA-2022:0987
	
								中程度: Red Hat OpenStack Platform 16.1 (numpy) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2022:0986
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.8 のバグ修正および機能拡張アドバイザリー
							
	RHSA-2022:0988
	
								中程度: Red Hat Open Stack Platform 16.1 (golang-github-vbatts-tar-split) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2022:0989
	
								中程度: Red Hat OpenStack Platform 16.1 (golang-qpid-apache) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2022:0990
	
								中程度: Red Hat OpenStack Platform 16.1 (openstack-neutron) に関するセキュリティー更新
							



バグ修正




					以下のバグは、Red Hat OpenStack Platform の本リリースで修正されています。
				
	(BZ#2098594)
	
								今回の更新前は、スナップショットのサポートが無効になっていると、エラー状態のスナップショットを削除しようとする試みが OpenStack NFS ドライバーによってブロックされていました。スナップショットのサポートが無効になっていると、新規または既存のスナップショットはエラー状態になりますが、ユーザーはこれらの失敗したスナップショットを削除できませんでした。今回の更新により、ユーザーはエラー状態の NFS スナップショットを削除できるようになりました。
							
	BZ#1815305
	
								今回の更新以前は、IPv6 内部 API ネットワークを使用した DCN と HCI の組み合わせのデプロイメントでは、Block Storage サービス (cinder) および etcd サービスは不適切な etcd URI で設定され、Block Storage サービスおよび etcd サービスが起動時に失敗していました。
							

								今回の更新により、etcd URI の IPv6 アドレスが正しくなり、Block Storage サービスおよび etcd サービスが正常に起動するようになりました。
							

	BZ#1910939
	
								今回の更新により、Telemetry ヘルスチェックがより堅牢になり、ヘルスチェックの解析方法が簡素化されました。
							

								ヘルスチェックを直接実行するときに冗長モードを取得するには、sudo podman -u root -e "HEALTHCHECK_DEBUG=1" <container> /openstack/healthcheck コマンドを実行します
							

	BZ#1960639
	
								この更新の前に、OpenStack Storage サービス (cinder) GPFS SpectrumScale ドライバーは、ストレージバックエンドがコピーオンライト (COW) モードをサポートしているかどうかを正しく検出しませんでした。その結果、ドライバーは、イメージからボリュームを迅速に作成する機能などの COW 機能を無効にします。これにより、イメージから複数のインスタンスを同時に起動すると、一部のインスタンスがタイムアウトする可能性があります。
							

								今回の更新により、GPFS SpectrumScale ドライバーは、ストレージバックエンドの COW サポートを適切に検出します。
							

	BZ#1987957
	
								この更新の前に、PowerMax ドライバーは、以前に作成されたレガシーボリュームでは機能しない共有ボリューム接続に関する情報を保存および維持するメカニズムを使用していました。これにより、PowerMax 移行コードが導入される前に作成されたボリュームのライブマイグレーションが失敗しました。現在、PowerMax ライブマイグレーションコードは、ライブマイグレーションが失敗しないようにレガシーボリュームで動作するように更新されています。
							
	BZ#1992159
	
								この更新以前は、PowerMaxOS 5978.711 でスナップショットを作成すると、REST でペイロード応答が変更され、デバイスラベルの形式が変更されました。ソリューションイネーブラーからの基になるデータが変更され、コロン文字 (:) が含まれなくなりました。これにより、PowerMax ドライバーで IndexError 例外が発生します。
							
IndexError: list index out of range

								今回の更新で、この問題は PowerMaxOS 5978.711 以降で解決されています。
							

	BZ#1999634
	
								この更新では、出力が 1000 行を超えたときに、openstack volume backup list コマンドの出力から詳細が省略されていたバグが修正されています。
							
	BZ#1999901
	
								今回の更新により、Horizon 言語が日本語に設定されているときにパスワードが変更すると、Horizon がクラッシュする原因となっていた Unicode エスケープのバグが修正されます。パスワードを変更しても、Horizon がクラッシュしなくなりました。
							
	BZ#2023413
	
								この更新の前に、os-brick には [global] セクションが含まれていませんでした。これは、Octopus (リリース 15.2.0 以降) の要件である、一時設定ファイルに設定するオプションを含めるためのものです。その結果、os-brick と Ceph Octopus 以降のクライアントを使用すると、接続情報が見つからず、Ceph Storage バックエンドへの接続を確立できませんでした。現在、接続オプションは一時設定ファイルの '[global]' セクションに含まれています。この修正は、Ceph の Hammer リリース (0.94.0+) と下位互換性があります。
							
	BZ#2029608
	
								この更新により、Cinder powermax_port_groups パラメーターの適切な使用を妨げていたエラーが修正されます。
							



機能強化




					Red Hat OpenStack Platform の今回のリリースでは、以下の機能拡張が提供されています。
				
	BZ#1939964
	
								実験的な rsyslog reopenOnTruncate を有効にして、ファイルでログローテーションが発生したときに rsyslog がすぐに認識できるようにします。この設定は、rsyslog と連携するように設定されたすべてのサービスに影響します。
							

								rsyslog reopenOnTruncate が無効になっていると、rsyslog はログファイルが元の容量までいっぱいになるのを待ってから、追加のログを使用します。
							

	BZ#1949168
	
								この機能強化により、metrics_qdr サービスを新しい AMQ Interconnect リリースに更新するための環境が準備されます。これには、Service Telemetry Framework (STF) デプロイメントからの CA 証明書の内容のインポートが必要です。metrics_qdr サービスが更新されていないため、Red Hat OpenStack Service Platform (RHOSP) をデプロイまたは更新する場合、管理者はまだ変更を必要としません。この機能は、将来のリリースでの metrics_qdr サービスの更新に備えています。
							

								https://bugzilla.redhat.com/show_bug.cgi?id=1949169 が出荷されたら、次の手順が必要になります。
							

								今回の更新では、新しいオーケストレーションサービス (heat) パラメーター MetricsQdrSSLProfiles を提供することで、この問題を修正します。
							

								Red Hat OpenShift TLS 証明書を取得するには、次のコマンドを実行します。
							
$ oc get secrets
$ oc get secret/default-interconnect-selfsigned -o jsonpath='{.data.ca\.crt}' | base64 -d

								Red Hat OpenShift TLS 証明書の内容を含む MetricsQdrSSLProfiles パラメーターをカスタム環境ファイルに追加します。
							
MetricsQdrSSLProfiles:
    -   name: sslProfile
        caCertFileContent: |
           -----BEGIN CERTIFICATE-----
           ...
           TOpbgNlPcz0sIoNK3Be0jUcYHVMPKGMR2kk=
           -----END CERTIFICATE-----

								次に、openstack overcloud deploy コマンドを使用してオーバークラウドを再デプロイします。
							

	BZ#1969999
	
								今回の更新により、ML2/OVS デプロイメントのハードウェアオフロードポートに QoS の最大帯域幅制限、出力方向ルールを設定できるようになりました。通常の QoS ポリシー/ルールメソッドを使用してポリシーを設定します。
							

								バックエンドは、通常の OVS QoS エンジンではなくポリシーを適用するために ip link コマンドを使用します。これは、OVS meter アクションをオフロードできないためです。meter アクションがオフロードではない を参照してください。
							

	BZ#1984873
	
								今回の更新で LeapActorsToRemove heat パラメーターが導入され、特定のアクターがアップグレードを禁止した場合に、leap プロセスから特定のアクターを削除できるようになりました。LeapActorsToRemove heat パラメーターは、柔軟性のためにロール固有です。
							
	BZ#1992622
	
								この機能により、Red Hat OpenStack Platform 16.1 が外部の Red Hat Ceph Storage バージョン 5 クラスターを使用できるようになります。
							
	BZ#2052411
	
								このリリースの時点で、Red Hat がサポートする OVN の更新方法は、アップストリームの OVN アップグレード手順に合わせられています。
							



リリースノート




					本項では、Red Hat OpenStack Platform の注目すべき変更点や推奨プラクティスなど、今回のリリースに関する重要な情報を記載しています。お使いのデプロイメントに最大限の効果をもたらすために、以下の情報を考慮する必要があります。
				
	BZ#1984095
	
								今回の更新により、CollectdContainerAdditionalCapAdd 変数がデプロイツールに追加されました。この変数は、追加の collectd コンテナー機能のコンマ区切りリストです。
							



既知の問題




					現時点における Red Hat OpenStack Platform の既知の問題は以下のとおりです。
				
	(BZ#2098594)
	
								既知の問題により、RHOSP 16.1.8 への更新後に Neutron の起動に失敗します。その後、Neutron を起動すると、OVN データベースが不安定になります。
							

								RHOSP 16.1.9 では修正が予定されています。Red Hat は、可能であれば 16.1.9 に直接更新するまで待つことを推奨します。
							

								16.1.8 のホットフィックスを利用できます。RHOSP 16.1.8 に緊急に更新する必要がある場合は、Red Hat グローバルサポートサービスに連絡して、環境がホットフィックスと互換性があるかどうかを確認してください。
							

								この問題を追跡するには、https://bugzilla.redhat.com/show_bug.cgi?id=2125824 を参照してください。
							




削除された機能



	BZ#1996865
	
								このリリースより前は、dpdk-telemetry プラグインがインストールされていないにもかかわらず、dpdk-telemetry collectd 設定ファイルが自動的に作成されていたため、collectd コンテナーはコンピュートノードで開始できませんでした。
							

								このリリースの時点で、dpdk_telemetry 設定ファイルが collectd コンテナーから削除されています。
							





Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 メンテナンスリリース (2022 年 12 月 7 日)




				本リリースノートには主に、今回リリースされた Red Hat OpenStack Platform のデプロイメント時に考慮すべきテクノロジープレビューの項目、推奨事項、既知の問題、非推奨になった機能について記載します。
			
アドバイザリーの一覧




					本リリースには、以下のアドバイザリーが含まれています。
				
	RHEA-2023:2035
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 director イメージ
							
	RHBA-2023:5138
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 のバグ修正および機能拡張アドバイザリー
							
	RHEA-2023:2035
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 director イメージ RPM
							
	RHSA-2022:1679
	
								中程度: Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 (protobuf) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2022:1679
	
								中程度: Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 (numpy) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2022:1679
	
								中程度: Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 (puppet) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2022:1679
	
								中程度: Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 (python-paramiko) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2022:1679
	
								中程度: Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 (python-ujson) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2022:1679
	
								中程度: Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 (python-XStatic-Bootstrap-SCSS) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2022:1679
	
								中程度: Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 (python-XStatic-Angular) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2022:1679
	
								低度: Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 (rabbitmq-server) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2022:1679
	
								中程度: Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 (python-scciclient) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2022:1679
	
								中程度: Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 (puppet-firewall) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2022:1679
	
								中程度: Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 (openstack-neutron) に関するセキュリティー更新
							
	RHBA-2023:5138
	
								更新された Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 コンテナーイメージ
							
	RHSA-2022:1679
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 (python-django20) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2022:1679
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 (python-oslo-utils) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2022:8796
	
								中程度: Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 (openstack-tripleo-heat-templates) に関するセキュリティー更新
							
	RHSA-2022:1679
	
								中程度: Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 (openstack-barbican) に関するセキュリティー更新
							



バグ修正




					以下のバグは、Red Hat OpenStack Platform の本リリースで修正されています。
				
	(BZ#2098594)
	
								今回の更新の前に、現存するバックアップ ID のバックアップレコードをインポートすると、インポート操作は正しく失敗しましたが、既存のバックアップレコードが誤って削除されていました。今回の更新により、このシナリオで既存のバックアップレコードが削除されなくなりました。
							
	(BZ#2098594)
	
								今回の更新の前に、関連するボリュームが移動されると、NetApp ONTAP Block Storage (cinder) ドライバーの QoS ポリシーグループが削除されていました。今回の更新により、QoS ポリシーグループは、ボリュームを表す LUN またはファイルに永続的に関連付けられます。
							
	BZ#1961162
	
								今回の更新の前に、存在しないゲートウェイアドレスが負荷分散管理ネットワークで設定されていました。これにより、負荷分散管理ネットワークで過剰なアドレス解決プロトコル (ARP) 要求が発生しました。
							
	BZ#1968228
	
								今回の更新の前は、Shared File Systems サービス (manila) NetApp ONTAP All Flash Fabric-Attached (AFF) ストレージシステムでのストレージのプロビジョニング使用する API が原因で Shared File Systems サービス共有がシンプロビジョニングされていました。Shared File Systems サービスの共有タイプを使用して要求された場合でも、この API は領域を強制的に確保しませんでした。今回の更新により、ドライバーは NetApp ONTAP 9 API が AFF ストレージおよび従来の FAS ストレージシステムと連携するように適切なパラメーターを設定します。API は、Shared File Systems サービスの共有タイプを通じて、NetApp ONTAP ストレージに領域を確保するようになりました。
							
	BZ#1977322
	
								今回の更新の前は、Compute サービス (nova) が Block Storage サービス (cinder) にボリュームのデタッチを要求し、ボリュームを削除する外部要求があったときに競合状態が発生していました。競合状態により、ボリュームのデタッチに失敗し、ボリュームが削除され、Compute サービスは存在しないボリュームを削除できませんでした。今回の更新で、競合状態が解決されました。
							
	BZ#1996088
	
								この更新の前は、ユーザーが 1,000 を超えるロードバランサーを使用している場合に、python-octaviaclient はロードバランサーの完全なリストを表示しませんでした。今回の更新により、OpenStack Load-balancing サービス (Octavia) はすべてのロードバランサーを表示します。
							
	BZ#1996756
	
								今回の更新の前に、ロードバランサーの設定変更中に、ERROR 動作状態のメンバーが一時的に ONLINE に更新されていました。今回の更新により、問題が修正されました。
							
	BZ#2026029
	
								今回の更新の前には、Key Manager サービス (barbican) の secret:delete ポリシーでは、Creator ロールが割り当てられたユーザーで、シークレットを作成したユーザーと同じである場合にだけ、シークレットを削除できました。この制限は、ポリシーの不一致が原因で、暗号化されたワークフローに影響がありました。たとえば、Block Storage サービス (cinder) では、プロジェクトでロールが割り当てられたユーザーが暗号化されたボリュームを削除できます。ただし、すべてのユーザーがシークレットの削除を許可されているわけではないため、Key Manager サービスは承認エラーで応答しました。今回の更新で、Key Manager サービスの secret:delete ポリシーが変更され、Creator ロールを持つユーザーが、作成したものだけでなく、プロジェクトに属するすべてのシークレットを削除できるようになりました。Block Storage サービスで暗号化されたボリュームの削除を許可されているすべてのユーザーは、関連するシークレットも削除できます。
							
	BZ#2027544
	
								今回の更新の前に、セッション認証が使用されたときに、ironic-conductor サービスと Redfish ハードウェアタイプを使用するリモートベースボード管理コントローラー (BMC) の間に一時的な接続の問題が繰り返し発生した場合に、接続が断続的に切断されるタイミングと、メモリー内の認証情報の有効期限が切れて認証が再試行されるタイミングが重なることがありました。このタイミングが重なると、openstack-ironic-conductor サービスに組み込まれた内部セッションキャッシュが原因で、全体的な接続が失われました。今回の更新により、このエラーの場合の検出と再ネゴシエーションのサポートが、Python DMTF Redfish ライブラリー、sushy、および openstack-ironic サービスに追加されました。セッション認証情報の再認証と断続的な接続切断のタイミングが重なっても、openstack-ironic-conductor サービスが再起動されるまで、BMC との通信機能が完全に失われることはなくなりました。
							
	BZ#2033953
	
								この更新の前に、machine-config-operator は、Compute サービス (nova) メタデータサービスを介して渡されたユーザーデータに基づいてホスト名を設定する新しいマシンに afterburn systemd ユニットを渡しました。場合によっては、ベアメタルなど、インスタンスが Compute サービスメタデータに接続されませんでした。今回の更新により、afterburn systemd ユニットは最初に configdrive からデータをフェッチしようとし、次に Compute サービスのメタデータサービスにフォールバックします。インスタンスのホスト名は、Compute サービスのメタデータサービスの到達可能性に関係なく設定されます。
							
	BZ#2034095
	
								今回の更新の前は、デプロイメント中に NTP 検証が行われませんでした。一部のユーザーから、ノード間で時間が同期されていないために無効なトークンでクラウド認証が失敗するという問題が報告されました。今回の更新により、デプロイメント中の NTP 同期検証が再度有効になりました。ホストは、定義された NTP サーバーリストに接続できる必要があります。以前に無効または到達不能な NTP サーバーを使用してデプロイメントを実行した場合に、更新した後に NTP の検証を行うとデプロイメントが失敗することがあります。更新する前に、有効で到達可能な NTP サーバーがあることを確認してください。
							
	BZ#2040697
	
								今回の更新の前は、エラーが発生したときにロードバランサーのプロビジョニングステータスが ERROR に設定されるのが早すぎたため、これらのリソースのタスクの実行が完了する前にロードバランサーが変更可能になりました。今回の更新により、問題が修正されました。
							
	BZ#2057604
	
								今回の更新の前に、ロードバランシングサービス (octavia) は、デプロイまたは更新中に何度も再起動されていました。今回の更新により、必要な場合にのみサービスが再起動され、コントロールプレーンで発生する可能性のある中断を阻止します。
							
	BZ#2063031
	
								今回の更新の前に、systemd はシャットダウン中に負荷分散サービス (octavia) を停止してリソースを PENDING_UPDATE ステータスのままにしていました。今回の更新により、負荷分散サービスの正常なシャットダウンの期間が延長され、systemd によってサービスが停止されなくなりました。
							
	BZ#2064709
	
								仮想 IP (VIP) およびメンバー含まれるテナントネットワークにロードバランサーが作成され、そのテナントネットワークがプロバイダーネットワークに接続されたルーターに接続されている場合には、Open Virtual Network (OVN) ロードバランサーが OVN 論理ルーターと関連付けられます。nat-addresses に router オプションが使用された場合、ovn-controller はプロバイダーネットワーク上のその VIP に GARP パケットを送信していました。OpenStack のさまざまなテナントで、番号が同じ Classless Inter-Domain Routing (CIDR) や、同じ VIP のロードバランサーが作成されないようにできないので、ovn-controller がプロバイダーネットワークで、IP が同じ GARP パケット (各テナントに所属する論理ルーターポートの MAC を使用) を複数生成する可能性があります。このセットアップは、物理ネットワークインフラストラクチャーで問題になる可能性があります。今回の更新で、新しいオプション (exclude-lb-vips-from-garp) がルーターゲートウェイポートの OVN1 に追加されました。このフラグは、ロードバランサー VIP に対して GARP パケットが送信されないようにします。
							
	BZ#2078377
	
								今回の更新の前は、active-standby モードで UDP のみのロードバランサーの仮想 IP (VIP) アドレスに到達できませんでした。今回の更新により、問題が修正されました。
							
	BZ#2089382
	
								今回の更新の前は、宛先ホストの libvirt ドライバーによるブロックデバイスマッピングの更新は、ライブマイグレーション中に保持されませんでした。n[workarounds]/rbd_volume_local_attach=True 設定オプションを使用する場合など、特定のストレージバックエンドまたは設定では、ライブマイグレーション後のボリュームのアタッチに対する特定の操作 (デタッチなど) が機能しませんでした。今回の更新により、Compute サービス (nova) は、宛先ホストで libvirt ドライバーによって行われたすべてのブロックデバイスマッピングが永続的に正しく更新されます。デタッチなどの影響を受けるボリュームでの操作は、ライブマイグレーション後に成功します。
							
	BZ#2096387
	
								今回の更新の前は、負荷分散サービス (octavia) の amphora ドライバーで ICMP モニターを使用しているときに、SELinux の問題が原因でエラーが発生していました。今回の更新で、SELinux の問題が修正されました。
							
	(BZ#2098594)
	
								今回の更新の前は、memcached バックエンドに対して、dead_retry および socket_timeout の dogpile.cache サポートが実装されていませんでした。oslo.cache メカニズムでは引数ディクショナリーに dead_retry と socket_timeout の値が入力されましたが、dogpile.cache はその値を無視したため、dead_retry には 30 秒、socket_timeout には 3 秒のデフォルトが使用されました。Identity サービス (keystone) のキャッシュバックエンドとして dogpile.cache.memcached を使用し、memcached インスタンスの 1 つを削除すると、memcache サーバーオブジェクトは、deaduntil 値を 30 秒先に設定します。2 つの memcached サーバーが設定された API サーバーにリクエストが送信され、そのうちの 1 つがルーティング不能であった場合に、作成した各スレッドでこれらのサーバーをそれぞれ試行し、ダウンしている物がある場合には毎回、ソケットのタイムアウト制限 (3 秒) に達するまでに約 15 秒かかりました。ユーザーが別のリクエストを発行するまでに、deaduntil 値に達し、この全サイクルが繰り返されました。今回の更新で、dogpile.cache は oslo.cache によって渡された dead_retry および socket_timeout 引数を使用するようになりました。
							
	BZ#2103971
	
								今回の更新の前は、ceilometer-agent-compute コンテナーの /var/run/libvirt に誤ったボリュームがマウントされており、ceilometer-agent-compute コンテナーは /var/run/libvirt ディレクトリーを読み取ることができず、コンピュートノードで CPU のメトリックのポーリングができませんでした。今回の更新により、適切なグローバル権限が/var/run/libvirt ディレクトリーに適用され、コンピュートノードの ceilometer-agent-compute コンテナーを使用して CPU テレメトリーをポーリングできるようになりました。CPU telemetry データは、Compute サービス (nova) を通じて利用できます。
							
	BZ#2122925
	
								今回の更新の前は、所属するサブネットを指定せずにメンバーを追加することができましたが、サブネットが仮想 IP (VIP) ポートと同じである必要があります。メンバーのサブネットが VIP サブネットと異なる場合、メンバーは作成されますが、メンバーへの接続がないため、設定が正しくありません。今回の更新により、サブネットのないメンバーは、メンバーの IP が VIP サブネットの Classless Inter-Domain Routing (CIDR) 番号に属している場合にのみ受け入れられます。これは、サブネットのないメンバーのサブネット取得に使用される、ロードバランサーに関連付けられたサブネットであるためです。IP が VIP サブネット CIDR に属していない場合には、サブネットのないメンバーの作成は拒否されます。
							
	BZ#2123225
	
								今回の更新の前に、Conntrack は Amphora VM であらゆるタイプのパケットに対して有効化されていましたが、これはユーザーデータグラムプロトコル (UDP) とストリームコントロールトランスミッションプロトコル (SCTP) に対してのみ必要です。今回の更新により、Conntrack が Transmission Control Protocol (TCP) フローに対して無効になり、ユーザーが Conntrack テーブルを満たす多数の接続を生成した場合に発生するパフォーマンスの問題を回避できるようになりました。
							
	BZ#2125824
	
								RHOSP 16.1.9 の今回の更新では、RHOSP 16.1.8 への更新後に Networking サービス (neutron) の開始に失敗し、RHOSP 16.1.8 への更新後に OVN データベースが不安定になるバグが修正されています。
							

								RHOSP 16.1.8 に更新する代わりに、RHOSP 16.1.9 に直接更新します。
							

	BZ#2129310
	
								今回の更新の前は、do_sync_check 操作中に一時的でないスナップショットの削除のチェックが行われなかったため、do_sync_check 操作によってボリュームから一時的でないスナップショットが誤って削除される可能性がありました。今回の更新では、スナップショットを削除する必要があるかどうかを判断するチェックがあります。do_sync_check 操作では、必要なくても、一時的ではないスナップショットの削除は行われません。
							

								今回の更新の前は、ストレージグループが親ストレージグループの子であるかどうかを確認する際に、条件として大文字と小文字が区別されていました。 ストレージグループの変更中に、親ストレージグループにすでに子ストレージグループが含まれているというエラーが表示されました。今回の更新により、条件で使用されるパターンで大文字と小文字が区別されなくなり、ストレージグループを正常に変更できるようになりました。
							

	BZ#2130078
	
								今回の更新の前は、ceilometer-agent-compute サービスの後に libvirt サービスが開始され、ceilometer-agent-compute サービスが libvirt と通信しなかったため、libvirt メトリクスが失われていました。今回の更新では、ceilometer-agent-compute サービスは libvirt サービスの後に開始され、"Permission denied" エラーなしで libvirt メトリクスをポーリングできます。
							
	BZ#2130849
	
								今回の更新の前は、Telemetry サービス (ceilometer) ユーザーには、Object Storage サービス (swift) からオブジェクトをポーリングするための十分な権限がありませんでした。Object Storage サービスクライアントでは、Telemetry サービスユーザーがオブジェクトの詳細をフェッチできませんでした。今回の更新により、Telemetry サービスユーザーは ResellerAdmin ロールに関連付けられます。
							

								この問題を手動で回避するには、次のコマンドを実行します。
							
$ openstack role add --user ceilometer --project service ResellerAdmin

								関連する Telemetry サービスユーザーは、Object Storage サービスオブジェクトメトリックを正常にポーリングできます。
							

	(BZ#2098594)
	
								RHSA-2022:6969 では、アンダークラウドの /var/lib/mistral ディレクトリー内のファイルをクリーンアップするプロセスが導入されましたが、Load-balancing サービス (octavia) または Red Hat Ceph Storage が有効になっていると、これらのサービスはクリーンアッププロセスが適切に削除できない追加のディレクトリーを作成するため、このプロセスが常に失敗しました。Load-balancing サービスまたは Ceph Storage が有効になっている場合、スケールアウトなどの一部のデプロイメントアクションが常に失敗していました。この更新により、Mistral はクリーンアップを実行しなくなりました。/var/lib/mistral ディレクトリー内のファイルのパーミッションを減らしたい場合、ユーザーはファイルを手動で削除する必要があります。パーミッションエラーが原因でデプロイアクションが失敗することがなくなりました。
							



機能強化




					Red Hat OpenStack Platform の今回のリリースでは、以下の機能拡張が提供されています。
				
	BZ#1917356
	
								今回の更新により、director は、Shared File Systems サービス (manila) で CephFS-NFS バックエンドを使用する場合に、NVSv4 ID マッピングのオーバーライドの指定をサポートします。Shared File Systems サービスを使用する Ceph-NFS では、NFSv4.1+ を介したクライアントアクセスのみが許可されます。NFSv4.1 では、ユーザー名とグループ名が回線経由で送信され、サーバーとクライアントの両方で変換されます。デプロイ担当者は、ドメイン設定をカスタマイズして、複数のクライアントから共有ファイルシステムサービス共有にアクセスできる組織ユーザーをより適切に表すことができます。Director は、次のパラメーターによる NFS ID マッピング設定のカスタマイズをサポートしています。
							
	
										ManilaCephFSNFSIdmapOverrides: NFS サービスによって使用されるデフォルトの idmapd.conf ファイルで上書きする設定オブジェクトを指定できます。
									
	
										ManilaCephFSNFSIdmapConf: NFS サービスのカスタム idmapd.conf ファイルを指定できるようにします
									



	BZ#1945334
	
								今回の更新により、Rsyslog 環境設定は一連の Elasticsearch ターゲットをサポートします。以前のリリースでは、1 つのターゲットしか指定できませんでした。ログを送信するエンドポイントのリストとして、複数の Elasticsearch ターゲットを指定できるようになりました。
							
	BZ#1982268
	
								今回の更新により、負荷分散サービス (octavia) 管理ネットワークの port_security パラメーターが有効になりました。
							
	BZ#2022040
	
								この更新により、iptables_hybrid ファイアウォールドライバーを使用した ML2/OVS デプロイメントを ML2/OVN に移行できるようになりました。
							
	BZ#2070629
	
								今回の更新で、uplink_status_propagation 拡張機能が有効になっている場合、拡張機能を有効にする前に作成されたすべての single root I/O virtualization (SR-IOV) ポートは、virtual function (VF) リンク状態を自動に設定します。今回の更新の前は、SR-IOV ポートがリンク状態を有効または無効に設定していました。
							



既知の問題




					現時点における Red Hat OpenStack Platform の既知の問題は以下のとおりです。
				
	BZ#1574431
	
								現時点で、クォータコマンドは Block Storage サービス (cinder) では予想通りに機能しません。Block Storage CLI は、指定したプロジェクト ID が有効かどうかを確認しません。したがって、Block Storage CLI を使用して、無効なプロジェクト ID を持つクォータエントリーを作成できます。これらのクォータエントリーは、無効なデータを含むダミーレコードです。この問題が修正されるまで、CLI ユーザーであれば、クォータエントリーの作成時に有効なプロジェクト ID を指定し、Block Storage にダミーレコードがないか監視する必要があります。
							
	BZ#2001012
	
								ロールベースのアクセス制御 (RBAC) を使用して、プロジェクト間でセキュリティーグループを共有できます。ただし、インスタンスの起動時に --security-group 引数を使用して RBAC 共有セキュリティーグループを割り当てることはできません。openstack server create コマンドで --security-group 引数 を使用して RBAC 共有セキュリティーグループを割り当てようとすると、Compute サービス (nova) はセキュリティーグループを見つけられず、インスタンスの作成に失敗します。これは、Compute サービスが RBAC を介して共有されているセキュリティーグループをチェックしないためです。--security-group 引数で指定されたセキュリティーグループが、インスタンスを作成したプロジェクトに存在するかどうかのみを確認します。
							

								回避策: ポートを作成し、セキュリティーグループをポートに割り当てます。ポートを指定するには、openstack server create コマンドで --nic 引数を使用します。Compute サービスは Networking サービス (neutron) でポートを作成しようとしないため、セキュリティーグループをチェックしません。
							

								以下に例を示します。
							
   $ openstack port create --network net1 \
     --security-group \
     5ba835b7-22b0-4be6-bdbe-e0722d1b5f24 shared-sg-port

   $ openstack server create \
     --image cirros-0.5.1-x86_64-disk  \
     --flavor m1.tiny \
     --port shared-sg-port vm-with-shared-sg

	BZ#2076884
	
								現在のバージョンでは、移行先ホストの CPU と互換性のない CPU を使用してインスタンスをライブマイグレーションする場合に既知の問題があります。libvirt (QEMU >= 2.9 および libvirt >= 4.4.0) は、ライブマイグレーション中に宛先ホストの CPU 互換性チェックを正しく処理するため、回避策として、インスタンスを移行する前に宛先ホストで Compute サービスの CPU 比較チェックをスキップできます。
							

								回避策: インスタンスのライブマイグレーションを実行する前に、影響を受ける各コンピュートノードの nova.conf ファイルに次の設定を追加します。
							
[workarounds]
skip_cpu_compare_on_dest = True




削除された機能



	BZ#2101949
	
								Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 16.1.9 では、collectd プロセスプラグインがプラグインのデフォルトリストから削除されました。プラグインをロードすると、フラット化の問題が発生する可能性があり、予期されるシステムプロセスではなく、collectd および sensubility プロセスのみが認識されるので、コンテナー環境で実行する場合は意味がありません。バグ修正とサポートは 16.1.9 ライフサイクルの終わりまで提供されますが、新しい機能拡張は行われません。
							





第4章 テクニカルノート




			本章には、コンテンツ配信ネットワークからリリースされる Red Hat OpenStack PlatformTrain のエラータアドバイザリーの補足情報を記載します。
		
RHEA-2020:3148: Red Hat OpenStack Platform 16.1 の一般提供アドバイザリー




				本項に記載するバグは、アドバイザリー RHBA-2020:3148 で対応しています。このアドバイザリーについての詳しい情報は、RHBA-2020:3148 - Bug Fix Advisory を参照してください。
			

				ansible-role-atos-hsm コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の機能拡張により、HA モードで ATOS HSM デプロイメントを使用できるようになりました。(BZ#1676989)
					



				collectd コンポーネントに対する変更:
			
	
						collectd 5.11 にはバグ修正および新しいプラグインが含まれます。詳細は、https://github.com/collectd/collectd/releases を参照してください。(BZ#1738449)
					



				openstack-cinder コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の機能拡張により、Block Storage (cinder) ボリュームを最新のスナップショットに戻すことができるようになりました (ドライバーがサポートされる場合)。ボリュームを元に戻すこの方法は、スナップショットからクローンを作成して新規ボリュームに接続する方法よりも効率的です。(BZ#1686001)
					
	
						director は、Block Storage サービスをアクティブ/アクティブモードでデプロイできるようになりました。このデプロイメントシナリオは、エッジサイトのユースケースでのみサポートされます。(BZ#1700402)
					
	
						この更新には、以下の機能拡張が含まれています。
					
	
								VxFlex OS ドライバーでの revert-to-snapshot のサポート
							
	
								VxFlex OS ドライバーでのボリューム移行のサポート
							
	
								VxFlex OS ドライバーでの OpenStack ボリュームレプリケーション v2.1 のサポート
							
	
								VxFlex OS ドライバーでの VxFlex OS 3.5 のサポート
							






				openstack-designate コンポーネントに対する変更:
			
	
						Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、DNS-as-a-Service (designate) はテクノロジープレビューのステータスに戻されました。(BZ#1603440)
					



				openstack-glance コンポーネントに対する変更:
			
	
						Image サービス (glance) は、Ceph RBD ドライバーを使用したマルチストアをサポートするようになりました。(BZ#1225775)
					
	
						Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、Image サービス (glance) を使用して、1 つのコマンドで既存のイメージデータを複数のストアにコピーすることができます。これにより、オペレーターが手動でデータをコピーして、イメージの場所を更新する必要がなくなりました。(BZ#1758416)
					
	
						Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、Image サービス (glance) を使用して、1 つのコマンドで既存のイメージデータを複数のストアにコピーすることができます。これにより、オペレーターが手動でデータをコピーして、イメージの場所を更新する必要がなくなりました。(BZ#1758420)
					
	
						今回の更新により、Image サービス (glance) のマルチストアを使用する場合、イメージの所有者は特定のストアからイメージのコピーを削除できるようになりました。(BZ#1758424)
					



				openstack-ironic コンポーネントに対する変更:
			
	
						ipmitool-1.8.18-11 にリグレッションが生じ、Get Cipher Suites をサポートしない特定の BMC の場合、IPMI アクセスに 2 分以上の時間がかかっていました。その結果、イントロスペクションに失敗し、デプロイメントにかかる時間が以前よりも大幅に長くなる可能性がありました。
					

						今回の更新により、ipmitool のリトライ処理が変更され、イントロスペクションにパスし、デプロイメントに成功するようになりました。
					
注記

							ipmitool に関するこの問題は、ipmitool-1.8.18-17 で解決されています。(BZ#1831893)
						





				openstack-ironic-python-agent コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新以前は、ironic の直接デプロイインターフェイスを使用して最終的なインスタンスイメージをダウンロードする際に、リトライやタイムアウトがありませんでした。その結果、イメージをホストするサーバーが応答に失敗すると、デプロイメントに失敗する可能性がありました。
					

						今回の更新により、イメージのダウンロードプロセスに 60 秒の接続タイムアウトが設定され、リトライを 2 回試みます。(BZ#1827721)
					




				openstack-neutron コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新以前は、コントロールプレーン上でステートレス IPv6 を使用して、分散コンピュートノード (DCN) またはスパイン/リーフ設定のオーバークラウドをデプロイすることができませんでした。このシナリオのデプロイメントは、ironic ノードサーバーのプロビジョニング時に失敗しました。今回の更新により、コントロールプレーン上でステートレス IPv6 を使用して正常にデプロイできるようになりました。(BZ#1803989)
					



				openstack-tripleo-common コンポーネントに対する変更:
			
	
						python3-tripleoclient を更新またはアップグレードすると、Ansible は更新またはアップグレードを受け取らず、Ansible または ceph-ansible のタスクが失敗します。
					

						更新またはアップグレードする際は、Playbook タスクが正常に実行されるように Ansible も更新を受け取るようにしてください。(BZ#1852801)
					

	
						今回の更新により、Red Hat Ceph Storage ダッシュボードは Ceph 4.1 および ceph4-rhel8 をベースとした Grafana コンテナーを使用するようになりました。(BZ#1814166)
					
	
						今回の更新以前は、Red Hat Ceph Storage (RHCS) のデプロイメント時に、Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) director が必要な FSID を ceph-ansible に渡して CephClusterFSID を生成する際に、Python uuid1() 関数が使用されていました。今回の更新により、director は Python uuid4() 関数を使用して、よりランダムな UUID を生成するようになりました。(BZ#1784640)
					



				openstack-tripleo-heat-templates コンポーネントに対する変更:
			
	
						16.0 から 16.1 に更新する際に、Orchestration サービス (heat) の TLS 定義が不完全で、更新に失敗します。
					

						この失敗を防ぐには、パラメーターおよび値を InternalTLSCAFile: '' と設定する必要があります。(BZ#1840640)
					

	
						今回の機能拡張により、外部の既存 Ceph RadosGW クラスターを使用するように Red Hat OpenStack Platform を設定できるようになりました。このクラスターを、OpenStack ゲストのオブジェクトストアとして独立して管理することができます。(BZ#1440926)
					
	
						今回の機能拡張により、director を使用して、複数のイメージストアを持つ Image サービス (glance) をデプロイできるようになりました。たとえば、分散コンピュートノード (DCN) またはエッジデプロイメントにおいて、各サイトにイメージを保管することができます。(BZ#1598716)
					
	
						今回の機能拡張により、HAProxy ロードバランサーから Red Hat Ceph Storage RadosGW インスタンスへの HTTP トラフィックが暗号化されるようになりました。(BZ#1701416)
					
	
						今回の更新により、新たな tripleo-ipa メソッドを使用して、TLSe を設定して事前にプロビジョニングされたノードをデプロイできるようになりました。(BZ#1740946)
					
	
						今回の更新以前は、IPv6 内部 API ネットワークを使用したデプロイメントでは、Block Storage サービス (cinder) および Compute サービス (nova) は不適切な glance-api エンドポイントの URI で設定されていました。その結果、DCN またはエッジデプロイメントの cinder サービスおよび nova サービスは、Image サービス (glance) にアクセスできませんでした。
					

						今回の更新により、glance-api エンドポイントの URI の IPv6 アドレスが正しくなり、エッジサイトの cinder サービスおよび nova サービスが正しく Image サービスにアクセスできるようになりました。(BZ#1815928)
					

	
						今回の機能拡張により、FreeIPA にアンダークラウドおよびオーバークラウドノードの DNS エントリーが含まれるようになりました。DNS PTR レコードは、特定種別の証明書 (特に etcd との cinder アクティブ/アクティブ環境用の証明書) を生成するのに必要です。環境ファイルの IdMModifyDNS パラメーターを使用して、この機能を無効にすることができます。(BZ#1823932)
					
	
						今回リリースされた Red Hat OpenStack Platform では、Red Hat Ceph Storage クラスターの管理者キーリングシークレットをカスタマイズできなくなりました。その代わりに、初期のデプロイメント時に管理者キーリングシークレットが無作為に生成されます。(BZ#1832405)
					
	
						今回の更新以前は、古くなった neutron-haproxy-qdhcp-* コンテナーが、関連するネットワークを削除した後に残っていました。今回の更新により、ネットワークを削除すると、関連するコンテナーがすべて適切に消去されるようになりました。(BZ#1832720)
					
	
						今回の更新以前は、ExtraConfigPre per_node スクリプトは Python 3 と互換性がありませんでした。その結果、オーバークラウドのデプロイメントは、TASK [Run deployment NodeSpecificDeployment] のステップで SyntaxError: invalid syntax のメッセージと共に失敗していました。
					

						今回の更新により、ExtraConfigPre per_node スクリプトが Python 3 と互換性を持ち、カスタムの per_node hieradata をプロビジョニングできるようになりました。(BZ#1832920)
					

	
						今回の更新により、swift_rsync コンテナーが非特権モードで実行されるようになりました。これにより、swift_rsync コンテナーのセキュリティーが向上します。(BZ#1807841)
					
	
						PowerMax 設定オプションは、Newton から変更されています。今回の更新により最新の PowerMax 設定オプションが追加され、iSCSI ドライバーと FC ドライバーの両方がサポートされるようになりました。
					

						CinderPowermaxBackend パラメーターも、複数のバックエンドをサポートします。CinderPowermaxBackendName はバックエンドのリストをサポートし、新しい CinderPowermaxMultiConfig パラメーターを使用して各バックエンドのパラメーター値を指定することができます。構文の例は、environments/cinder-droidmc-powermax-config.yaml を参照してください。(BZ#1813393)
					

	
						Xtremio Cinder バックエンドのサポート
					

						Xtremio cinder バックエンドが更新され、iSCSI ドライバーおよび FC ドライバーの両方がサポートされるようになりました。また、複数のバックエンドをサポートするように機能拡張されました。(BZ#1852082)
					

	
						Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、VXFlexOS ボリュームバックエンド用に tripleo-heat-templates がサポートされます。(BZ#1852084)
					
	
						Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、SC Cinder バックエンドがサポートされます。SC Cinder バックエンドは iSCSI ドライバーと FC ドライバーの両方をサポートするようになり、複数のバックエンドにも対応します。CinderScBackendName パラメーターを使用してバックエンドをリスト表示し、CinderScMultiConfig パラメーターを使用して各バックエンドのパラメーター値を指定することができます。設定ファイルの例については、environments/cinder-droidmc-sc-config.yaml を参照してください。(BZ#1852087)
					
	
						PowerMax 設定オプションは、Newton から変更されています。今回の更新により最新の PowerMax 設定オプションが追加され、iSCSI ドライバーと FC ドライバーの両方がサポートされるようになりました。
					

						CinderPowermaxBackend パラメーターも、複数のバックエンドをサポートします。CinderPowermaxBackendName はバックエンドのリストをサポートし、新しい CinderPowermaxMultiConfig パラメーターを使用して各バックエンドのパラメーター値を指定することができます。構文の例は、environments/cinder-droidmc-powermax-config.yaml を参照してください。(BZ#1852088)
					




				openstack-tripleo-validations コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新以前は、ceph osd stat -f json コマンドが返すデータ構造の形式が変更されていました。その結果、一定の割合の Red Hat Ceph Storage (RHCS) OSD が実行されていない限りデプロイメントを停止する検証が正常に機能せず、動作中の OSD の数にかかわらずデプロイメントを停止していました。
					

						今回の更新により、新しいバージョンの openstack-tripleo-validations が動作中の RHCS OSD の割合を正しく計算し、定義した割合の RHCS OSD が実行されていない場合に、デプロイメントが早期に停止するようになりました。パラメーター CephOsdPercentageMin を使用して、動作していなければならない RHCS OSD の割合をカスタマイズすることができます。デフォルト値は 66% です。検証を無効にするには、このパラメーターを 0 に設定します。(BZ#1845079)
					




				puppet-cinder コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新により、iSCSI ドライバーおよび FC ドライバーで PowerMax 設定オプションが適切になりました。詳細は、BZ#1813391 を参照してください。
					



				puppet-tripleo コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新以前は、etcd サービスがコンテナー内で動作するように適切に設定されませんでした。その結果、サービスが TLS 証明書の作成を試みる際にエラーが生じていました。今回の更新により、etcd サービスはコンテナー内で動作し、TLS 証明書を作成できるようになりました。(BZ#1804079)
					



				python-cinderclient コンポーネントに対する変更:
			
	
						この更新以前は、ポーリング中は最新のボリューム属性が更新されず、誤ったボリュームデータがディスプレイ画面に表示されていました。今回の更新で、ポーリング時にボリューム属性が正しく更新され、正しいボリュームデータがディスプレイ画面に表示されるようになりました。(BZ#1594033)
					



				python-tripleoclient コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の機能拡張により、openstack overcloud deploy コマンドで --limit、--skip-tags、および --tags Ansible オプションを使用できるようになりました。この機能は、スケールアップ操作時など、特定のノードでデプロイメントを実行する場合に特に便利です。(BZ#1767581)
					
	
						今回の機能拡張により、openstack tripleo container image push コマンドに、ソースレジストリーの認証情報を指定するための新しいオプションが追加されています。新しいオプションは --source-username および --source-password です。
					

						今回の更新以前は、認証を必要とするソースレジストリーからコンテナーイメージをプッシュする際に、認証情報を指定できませんでした。この場合、コンテナーをプッシュする唯一の方法は、イメージを手動でプルし、ローカルシステムからプッシュすることでした。(BZ#1811490)
					

	
						今回の更新で、undercloud.conf ファイルの container_images_file パラメーターが必須のオプションになりました。アンダークラウドをインストールする前に、このパラメーターを設定する必要があります。
					

						コンテナーソースに registry.redhat.io を使用する昨今の変更により、コンテナーを取得する際に認証が必要となります。アンダークラウドについては、container_images_file が、インストール実行時に認証情報を指定するための推奨オプションです。この更新以前は、このパラメーターが設定されていないと、コンテナーの取得を試みる際に認証エラーでデプロイメントが失敗していました。(BZ#1819016)
					




RHBA-2020:3542: Red Hat OpenStack Platform 16.1.1 の一般提供アドバイザリー




				本項に記載するバグは、アドバイザリー RHBA-2020:3542 で対応しています。このアドバイザリーについての詳しい情報は、RHBA-2020:3542 - Bug Fix Advisory を参照してください。
			

				openstack-tripleo コンポーネントに対する変更:
			
	
						オーバークラウドのデプロイメントステップには、tripleo-bootstrap および tripleo-ssh-known-hosts ロールを common_roles としてタグ付けする古い Ansible 構文が含まれていました。この古い構文により、Ansible が common_roles タグを使用しない場合に common_roles にタグ付けされたタスクが実行されました。この構文が原因で、13 から 16.1 への system_upgrade プロセス中にエラーが発生していました。
					

						今回の更新により、新しい構文を使用して tripleo-bootstrap および tripleo-ssh-known-hosts ロールを common_roles としてタグ付けできるようになりました。13 から 16.1 の system_upgrade プロセス中にエラーが発生しなくなり、回避策として --playbook upgrade_steps_playbook.yaml オプションを system_upgrade プロセスに追加する必要がなくなりました。(BZ#1851914)
					




				openstack-tripleo-heat-templates コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新により、leapp によるアップグレード時にコンピュートノードが予期せぬ挙動を示す原因となっていた GRUB パラメーターの命名規則が修正されました。
					

						従来は、GRUB パラメーターに廃止された TRIPELO 接頭辞が存在することが原因で問題が生じていました。
					

						GRUB の /etc/default/grub ファイルの tripleo kernel 引数パラメーターが更新され、これにより leapp が正しくアップグレードできるようになりました。そのために、roles_data.yaml ファイルのすべてのロールに追加された新規サービスの OS::TripleO::Services::BootParams サービスに upgrade_tasks を追加しました。(BZ#1858673)
					

	
						今回の更新で、Leapp によるアップグレード時にベアメタルノードが応答しなくなる問題が修正されました。
					

						以前のリリースでは、Leapp は移行時に SR-IOV Virtual Function (VF) 等の一時的なインターフェイスを処理しませんでした。そのため、Leapp はアップグレード時に VF インターフェイスを検出せず、ノードがリカバリー不能な状態になっていました。
					

						サービス OS::TripleO::Services::NeutronSriovAgent は、すべての VF を削除するように Physical Function (PF) を設定し、アップグレードの前にワークロードを移行するようになりました。Leapp によるアップグレードが正常に完了したら、--no-activate フラグを設定して os-net-config を再度実行し、VF を確立し直します。(BZ#1866372)
					

	
						director のこの拡張機能により、OpenStack のアップグレード準備を行うために、オーバークラウドノードに Leapp ユーティリティーが自動的にインストールされます。今回の機能拡張には、2 つの新たな Heat パラメーター (LeappRepoInitCommand および LeappInitCommand) が含まれます。また、以下のデフォルトのリポジトリーがある場合は、UpgradeLeappCommandOptions の値を渡す必要はありません。
					

						--enablerepo rhel-8-for-x86_64-baseos-eus-rpms --enablerepo rhel-8-for-x86_64-appstream-eus-rpms --enablerepo rhel-8-for-x86_64-highavailability-eus-rpms --enablerepo advanced-virt-for-rhel-8-x86_64-rpms --enablerepo ansible-2.9-for-rhel-8-x86_64-rpms --enablerepo fast-datapath-for-rhel-8-x86_64-rpms
					


						(BZ#1845726)
					

	
						UpgradeLevelNovaCompute パラメーターを '' に設定しない場合、RHOSP 13 から RHOSP 16 にアップグレードするとライブマイグレーションを行うことができません。(BZ#1849235)
					
	
						今回の更新で、パブリック TLS 証明書を使用した Transport Layer Security (TLS) Everywhere の正常なデプロイメントを阻害していたバグが修正されました。(BZ#1852620)
					
	
						今回の更新以前は、Leapp のアップグレードを実行する前に、director は Red Hat Ceph Storage OSD に noout フラグを設定していませんでした。その結果、アップグレード後に OSD がバランスをとり直すのに追加の時間が必要でした。
					

						今回の更新により、ディレクターは Leapp のアップグレード前に noout フラグを設定するようになり、これによりアップグレードプロセスが迅速化されました。また、director は Leapp のアップグレード後に noout フラグの設定を解除します。(BZ#1853275)
					

	
						今回の更新以前は、NFS 共有がマウントされていると、Leapp のアップグレードに失敗する場合がありました。特に、Compute サービス (nova) または Image サービス (glance) を実行するノードで NFS マウントが使用されている場合、これらのノードがハングアップしていました。
					

						今回の更新により、Leapp のアップグレード前に、director は /var/lib/nova/instances、/var/lib/glance/images、および GlanceNodeStagingUri パラメーターで定義する Image サービスのステージングエリアをアンマウントするようになりました。(BZ#1853433)
					




				openstack-tripleo-validations コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新により、Red Hat OpenStack Platform 13 から 16.1 へのアップグレード失敗の原因となっていた Red Hat Ceph Storage (RHCS) バージョンの互換性の問題が修正されました。今回の修正以前は、アップグレード中に実行される検証が、RHCS3 クラスターでは機能しましたが RHCS4 クラスターでは機能しませんでした。検証が RHCS3 および RHCS4 クラスターの両方で機能するようになりました。(BZ#1852868)
					



				puppet-tripleo コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新以前は、Red Hat Ceph Storage ダッシュボードが無効であっても、ダッシュボードリスナーが HA Proxy 設定に作成されていました。その結果、Ceph を使用する OpenStack のアップグレードに失敗する可能性がありました。
					

						今回の更新によりサービス定義が更新され、Ceph MGR サービスをダッシュボードサービスと区別し、ダッシュボードサービスが有効でなければ設定されないようになりました。これにより、アップグレードが正常に実行されます。(BZ#1850991)
					




RHSA-2020:4283: Red Hat OpenStack Platform 16.1.2 の一般提供アドバイザリー




				本項に記載するバグは、アドバイザリー RHSA-2020:4283 で対応しています。このアドバイザリーについての詳しい情報は、RHSA-2020:4283 - Security Advisory を参照してください。
			

				バグ修正:
			
	
						この更新には、完全修飾ドメイン名 (FQDN) に関連する以下のバグ修正パッチが含まれています。
					
	
								Kaminario のフィックス: unique_fqdn_network オプション
							

								以前のリリースでは、Kaminario ドライバーは特定のドライバーセクションの unique_fqdn_network 設定オプションを受け入れていました。このオプションを移動すると、リグレッションが生じました。パラメーターは、共有設定グループで定義された場合にのみ使用されるようになりました。
							

								このパッチによりリグレッションが解消され、オプションを共有設定グループに加えてドライバー固有のセクションで定義できるようになりました。
							

	
								HPE 3PAR: ネットワークでの重複した FQDN のサポート
							

								3PAR ドライバーは、ボリュームをマッピングする一意の識別子として、接続を行うノードの FQDN を使用します。
							

								FQDN は常に一意ではないため、環境によっては同じ FQDN が異なるシステムに存在する場合があります。このような場合、両方のシステムがボリュームの接続を試みると、2 番目のシステムは接続に失敗します。
							

								たとえば、仮想マシンが controller-.localdomain や compute-0.localdomain 等の名前を共有する QA 環境で、このような状況が発生する可能性があります。
							

								このパッチにより 3PAR ドライバーに unique_fqdn_network 設定オプションが追加され、システム間で名前が重複することで問題が生じるのを防ぐことができるようになりました。(BZ#1721361) (BZ#1721361)
							




	
						今回の更新で、RHOSP 16 で Brocade FCZM ドライバーを実行できるようになりました。
					

						Brocade FCZM のベンダーは Python 3 向けにドライバーを更新しない決定を下し、OpenStack の Train リリース以降ドライバーのサポートを終了しました [1]。Red Hat OpenStack (RHOSP) 16 は Python 3.6 を使用します。
					

						アップストリームの Cinder コミュニティーはベストエフォートベースで Brocade FCZM ドライバーの維持を引き継ぎ、Python 3 環境 (したがって RHOSP 16 ) での Brocade FCZM の動作を妨げていたバグが修正されています。
					

						[1] https://docs.broadcom.com/doc/12397527 (BZ#1848420)
					

	
						今回の更新で、VxFlexOS cinder バックエンドでボリュームの接続に失敗する原因となっていた問題が解決されました。
					

						以前のリリースでは、VxFlexOS バックエンドの cinder ドライバーにボリュームに接続するのに必要なすべての情報が含まれないため、VxFlexOS cinder バックエンドでボリュームを接続する試みが失敗していました。
					

						ボリュームに接続するのに必要なすべての情報が含まれるように、VxFlexOS cinder ドライバーが更新されました。接続が正常に機能するようになりました。(BZ#1862213)
					

	
						今回の機能拡張により、Block Storage (cinder) RBD ドライバーでスナップショットの状態に戻す機能がサポートされるようになりました。(BZ#1702234)
					
	
						Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、以下のように PowerMax ドライバーが更新されています。
					

						機能の更新:
					
	
								PowerMax ドライバー: Unisphere のストレージグループ/配列タグ付けのサポート
							
	
								PowerMax ドライバー: 短いホスト名およびポートグループ名の上書き
							
	
								PowerMax ドライバー: SRDF の機能拡張
							
	
								PowerMax ドライバー: 複数レプリケーションのサポート
							

								バグ修正:
							

	
								PowerMax ドライバー: デバッグメタデータの修正
							
	
								PowerMax ドライバー: ボリュームグループ削除の失敗
							
	
								PowerMax ドライバー: 最低 Unisphere バージョン 9.1.0.5 の設定
							
	
								PowerMax ドライバー: 非管理スナップショット削除の修正
							
	
								PowerMax ドライバー: RDF snapvx ターゲット消去の修正
							
	
								PowerMax ドライバー: 管理可能ボリューム取得の修正
							
	
								PowerMax ドライバー: ボリューム拡張情報の出力
							
	
								PowerMax ドライバー: レガシーボリュームの欠如
							
	
								PowerMax ドライバー: 使用中のレプリカ済みモードへの種別変更禁止
							
	
								PowerMax ドライバー: レプリケーション配列シリアル番号の確認
							
	
								PowerMax ドライバー: 複数レプリケーションのサポート
							
	
								PowerMax ドライバー: シングルアンダースコアの更新
							
	
								PowerMax ドライバー: SRDF レプリケーションの修正
							
	
								PowerMax ドライバー: レプリケーションメタデータの修正
							
	
								PowerMax ドライバー: レプリケーションデバイスの制限
							
	
								PowerMax ドライバー: グループのデフォルトボリューム種別の許可
							
	
								PowerMax ドライバー: バージョン比較の修正
							
	
								PowerMax ドライバー: RepConfig ログの接続解除および種別変更時リモートボリュームへの名称変更の修正
							
	
								PowerMax ドライバー: エミュレーション種別ボリューム管理の確認
							
	
								PowerMax ドライバー: ボリュームが含まれるグループの削除
							
	
								PowerMax ドライバー: PowerMax プールの修正
							
	
								PowerMax ドライバー: RDF ステータスの検証
							



	
						PowerMax ドライバー: 同時ライブマイグレーションの失敗
					
	
								PowerMax ドライバー: ライブマイグレーション時ストレージグループからのレプリケーション可能ボリュームの削除
							
	
								PowerMax ドライバー: U4P フェイルオーバー時例外ロックの非リリース
							
	
								PowerMax ドライバー: 圧縮変更に関するバグの修正 (BZ#1808583)
							



	
						今回の更新以前は、Block Storage サービス (cinder) は、ボリューム種別を指定する代替方法を無視して volume create 要求のデフォルトボリューム種別を割り当てていました。
					

						今回の更新により、Block Storage サービスは予想どおりに機能するようになりました。
					
	
								要求で source_volid を指定した場合、Block Storage サービスはボリューム種別にソースボリュームのボリューム種別を設定します。
							
	
								要求で snapshot_id を指定した場合、ボリューム種別にはスナップショットのボリューム種別が設定されます。
							
	
								要求で imageRef を指定し、イメージが cinder_img_volume_type イメージ属性を持つ場合、ボリューム種別にはイメージ属性の値が設定されます。
							

								それ以外の場合は、Block Storage サービスはボリューム種別に定義されたデフォルトのボリューム種別を設定します。ボリューム種別を設定しない場合、Block Storage サービスはシステムのデフォルトボリューム種別である DEFAULT を使用します。
							

								ボリューム種別を volume create 要求で明示的に指定した場合、Block Storage サービスは指定された種別を使用します。(BZ#1826741)
							




	
						今回の更新以前は、スナップショットからボリュームを作成した場合、Block Storage サービス (cinder) はスナップショットから正しいボリューム種別を推測せずに、デフォルトのボリューム種別を新規ボリュームに割り当てようとするため、操作が失敗する可能性がありました。今回の更新で、ボリュームの作成時にボリューム種別を指定する必要がなくなりました。(BZ#1843789)
					
	
						今回の機能拡張により、Dell EMC PowerStore 用の新しいドライバーが追加され、Block Storage サービスのバックエンドサーバーがサポートされるようになりました。新しいドライバーは FC プロトコルおよび iSCSI プロトコルをサポートし、以下の機能を備えています。
					
	
								ボリュームの作成および削除
							
	
								ボリュームの接続および切断
							
	
								スナップショットの作成および削除
							
	
								スナップショットからのボリュームの作成
							
	
								ボリュームに関する統計値の取得
							
	
								ボリュームへのイメージのコピー
							
	
								イメージへのボリュームのコピー
							
	
								ボリュームのクローン作成
							
	
								ボリュームの拡張
							
	
								スナップショットへのボリュームの復帰 (BZ#1862541)
							






RHEA-2020:4284: Red Hat OpenStack Platform 16.1.2 の一般提供アドバイザリー




				本項に記載するバグは、アドバイザリー RHEA-2020:4284 で対応しています。このアドバイザリーについての詳しい情報は、RHEA-2020:4284 - Product Enhancement Advisory を参照してください。
			

				openstack-nova コンポーネントに対する変更:
			
	
						Image サービスに暗号化されたボリュームをイメージとしてアップロードして作成されたイメージからボリュームを作成した場合、今回のバグ修正により、暗号化されたそのボリュームからインスタンスをブートできるようになりました。(BZ#1879190)
					



				openstack-octavia コンポーネントに対する変更:
			
	
						Red Hat OpenStack Platform Load-balancing サービス (octavia) インスタンス (amphora) の keepalived インスタンスが、異常な状態で終了して UDP トラフィックを中断する可能性があります。この問題の原因は、UDP ヘルスモニターのタイムアウト値が短すぎることです。
					

						回避策: 新しいタイムアウト値として 2 秒を超える値を指定します (例: $ openstack loadbalancer healthmonitor set --timeout 3 <heath_monitor_id>)。
					

						詳細は、コマンドラインインターフェイスの参考ドキュメントで loadbalancer healthmonitor を検索してください。(BZ#1837316)
					




				openstack-tripleo-heat-templates コンポーネントに対する変更:
			
	
						既知の問題が原因で、Ceph OSD の Filestore から Bluestore への移行に失敗します。RHCS3 と共に OSP13 をデプロイする際に osd_objectstore パラメーターを明示的に設定しない場合、一切 OSD を変換せずに移行が終了し、OSD がすでに Bluestore を使用しているという誤った報告がなされます。この既知の問題に関する詳細は、Bug 1875777 を参照してください。
					

						回避策として、以下の手順を実施してください。
					
	
								環境ファイルに以下の内容を追加します。
							
parameter_defaults:
  CephAnsibleExtraConfig:
    osd_objectstore: filestore

	
								osd_objectstore パラメーターが含まれる新規または既存の環境ファイルを指定して、overcloud deploy --stack-only コマンドでスタックの更新を実施します。以下の例では、この環境ファイルは <osd_objectstore_environment_file> です。アップグレードのコンバージステップ中に含めたその他すべての環境ファイルも含めます。
							
$ openstack overcloud deploy --stack-only \
  -e <osd_objectstore_environment_file> \
  -e <converge_step_environment_files>

	
								既存のドキュメントを使用して、FileStore から BlueStore への移行を進めます。FileStore から BlueStore への OSD の移行 を参照してください。
							

								結果: Filestore から Bluestore への Playbook が変換プロセスのトリガーとなり、OSD が削除されて正常に再作成されます。(BZ#1733577)
							




	
						タイムアウト値が不適切な場合、オーバークラウドのデプロイメントが 4 時間後に失敗する可能性があります。タイムアウトによるこれらの失敗を防ぐには、以下に示すアンダークラウドおよびオーバークラウドのタイムアウトパラメーターを設定します。
					
	
						アンダークラウドのタイムアウト値 (秒):
					
例

							

parameter_defaults:
  TokenExpiration: 86400
  ZaqarWsTimeout: 86400


						

	
						オーバークラウドデプロイのタイムアウト値 (分):
					
例

							

$ openstack overcloud deploy --timeout 1440


						

						これでタイムアウト値が設定されました。(BZ#1792500)
					

	
						現在、Red Hat OpenStack Platform が tripleo-ipa を使用して TLS-e を設定してデプロイされている場合、コンピュートノードをスケールダウンしたり削除したりすることはできません。これは、従来ローカルホストとしてアンダークラウドに委譲されていたクリーンアップロールが、mistral コンテナーから呼び出されるようになったためです。
					

						詳細は、In an environment with TLSe setup with tripleo-ipa, Compute node replacement procedure fails to remove compute node を参照してください。(BZ#1866562)
					

	
						今回の更新により、分散コンピュートノード (DCN) の Compute サービスが glance サービスにアクセスできない原因となっていたバグが修正されました。
					

						以前のリリースでは、内部 Transport Layer Security (TLS) を使用してデプロイした場合でも、分散コンピュートノードは IP アドレスを指定する glance エンドポイントの URI で設定されていました。TLS では完全修飾ドメイン名 (FQDN) を指定するエンドポイントの URI が必要なため、Compute サービスは glance サービスにアクセスできませんでした。
					

						内部 TLS を使用してデプロイした場合、DCN サービスは FQDN を指定する glance エンドポイントの URI で設定され、DCN の Compute サービスが glance サービスにアクセスできるようになりました。(BZ#1873329)
					

	
						今回の更新で、Triple IPA による分散コンピュートノードの TLS everywhere がサポートされるようになりました。(BZ#1874847)
					
	
						今回の更新により、RH-OSP 分散コンピュートノードでの Neutron ルーティング対応プロバイダーネットワークがサポートされるようになりました。(BZ#1874863)
					
	
						今回の更新により、分散コンピュートノード (DCN) 上で暗号化されたボリュームおよびイメージがサポートされるようになりました。
					

						DCN ノードは、中央のコントロールプレーンで実行されている Key Manager サービス (barbican) にアクセスできるようになりました。
					
注記

							この機能により、すべての DCN ロールに新しい Key Manager クライアントサービスが追加されます。この機能を実装するには、DCN サイトのデプロイメントに使用する roles.yaml ファイルを再生成します。
						


						以下に例を示します。
					
$ openstack overcloud roles generate DistributedComputeHCI DistributedComputeHCIScaleOut -o ~/dcn0/roles_data.yaml

						ロールデータファイルへの適切なパスを使用します。(BZ#1852851)
					

	
						今回の更新以前は、RHOSP 13 から RHOSP16.1 への Fast Forward Upgrade (FFU) 時に leapp アップグレードが正常に実行されるためには、Red Hat Enterprise Linux のアップグレードが生じているノードの ssh 設定ファイル (/etc/ssh/sshd_config) に PermitRootLogin フィールドが定義されている必要がありました。
					

						今回の更新により、Orchestration サービス (heat) では PermitRootLogin フィールドで /etc/ssh/sshd_config を変更する必要がなくなりました。(BZ#1855751)
					

	
						今回の機能拡張により、Dell EMC PowerStore 用の新しいドライバーが追加され、Block Storage サービスのバックエンドサーバーがサポートされるようになりました。(BZ#1862547)
					



				openstack-tripleo-validations コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新により、コンテンツが openstack-tripleo-validations から別のパッケージに移された後にパッケージコンテンツの競合が発生するのを防いでいます。(BZ#1877688)
					



				puppet-cinder コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回のリリースで、Dell EMC PowerStore Cinder バックエンドドライバーがサポートされるようになりました。(BZ#1862545)
					



				puppet-tripleo コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の機能拡張により、Dell EMC PowerStore 用の新しいドライバーが追加され、Block Storage サービスのバックエンドサーバーがサポートされるようになりました。(BZ#1862546)
					
	
						今回の更新で、Dell EMC のストレージテンプレートの誤ったパラメーター名が修正されました。(BZ#1868620)
					



				python-networking-ovn コンポーネントに対する変更:
			
	
						ML2/OVN ルーターへの UDP ジャンボフレームの送信は、まだ利用することのできないカーネルリリースに依存します。
					

						外部ネットワークの最大伝送単位を超える UDP ジャンボフレームを受信した場合、ML2/OVN ルーターは ICMP の fragmentation needed パケットを送信元の仮想マシンに返すことができます。これにより、送信元アプリケーションはペイロードをより小さなパケットに分割することができます。パケットサイズを判断するためには、South-North パスの MTU 限度を検出できる必要があります。
					

						South-North パスの MTU 検出には kernel-4.18.0-193.20.1.el8_2 が必要です。これは、今後のリリースで利用可能になる予定です。カーネルバージョンの可用性を把握するには、Bug 1860169 を参照してください。(BZ#1547074)
					




				python-os-brick コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新で、lsscsi を使用して [H:C:T:L] 値を取得するように get_device_info が変更され、これにより 255 を超える論理ユニット番号 (LUN) およびホスト論理ユニット (HLU) の ID 値に対応できるようになりました。
					

						以前のリリースでは、get_device_info は sg_scan を使用してこれらの値を取得し、最大で 255 という制限がありました。
					

						get_device_info を使用して、2 つのデバイス種別を取得することができます。
					
	
								/dev/disk/by-path/xxx: /dev/sdX へのシンボリックリンク
							
	
								/dev/sdX
							

								sg_scan は任意のデバイス名を処理することができますが、lsscsi は /dev/sdx 名しか表示しません。
							

								デバイスがシンボリックリンクの場合、get_device_info はデバイスのリンク先であるデバイス名を使用します。それ以外の場合、get_device_info は直接デバイス名を使用します。
							

								次に、get_device_info はデバイス名と lsscsi 出力の最後のコラムを比較して、デバイス情報 '[H:C:T:L]' を取得します。(BZ#1872211)
							




	
						今回の更新で、VxFlex ボリューム切断の試みが失敗する原因となっていた非互換性が解消されました。
					

						昨今の VxFlex cinder ボリュームの認証方法に関する変更は、既存のボリューム接続への後方互換性を持ちませんでした。認証方法の変更前に VxFlex ボリュームを接続した場合、ボリューム切断の試みが失敗していました。
					

						これで、切断に失敗しなくなりました。(BZ#1869346)
					




				python-tripleoclient コンポーネントに対する変更:
			
	
						アンダークラウドおよびオーバークラウドノードで Compute スタックが更新されるたびに、アンダークラウドの /etc/hosts のエントリーが複製されます。これは、コントローラーとコンピュートノードが複数のスタックに分割されるスプリットスタックのデプロイメントで発生します。
					

						この問題のその他の事象は以下のとおりです。
					
	
								mysql が、最大サイズを超えるパケットに関するエラーを報告する。
							
	
								Orchestration サービス (heat) が、テンプレートが最大サイズを超えていることを警告する。
							
	
								Workflow サービス (mistral) が、フィールドが最大サイズを超えていることを警告する。回避策として、Compute スタックに含まれる openstack overcloud export コマンドを実行して生成されるファイルにおいて、ExtraHostFileEntries セクションでアンダークラウドの誤ったエントリーを削除します。(BZ#1876153)
							






				tripleo-ansible コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新で、特定のケースでスタック更新の速度が向上しています。
					

						以前のリリースでは、Ansible --limit オプションが ceph-ansible に渡されていない場合、スタック更新のパフォーマンスが低下していました。--limit 引数が使用されていても、ceph-ansible はスタックの更新時にノード上でべき等性を持つ更新を行う場合がありました。
					

						director は Ansible --limit オプションをインターセプトし、それを ceph-ansible 実行可能ファイルに渡すようになりました。openstack overclouddeploy で始まるコマンドに渡された --limit オプションは、ceph-ansible 実行可能ファイルに渡され、スタックの更新に必要な時間を短縮します。
					
重要

							ceph-ansible でこの機能を使用する場合は、必ずアンダークラウドを制限リストに含めます。(BZ#1855112)
						





RHBA-2021:0817: Red Hat OpenStack Platform 16.1.4 director のバグ修正アドバイザリー




				本項に記載するバグは、アドバイザリー RHBA-2021:0817 で対応しています。このアドバイザリーについての詳しい情報は、RHBA-2021:0817 - Bug Fix Advisory を参照してください。
			

				openstack-cinder コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新以前は、Key Manager (barbican) サービスと共に Block Storage (cinder) サービスを使用する場合、クローン作成された暗号化ボリュームにアクセスすることができませんでした。今回の更新により、Key Manager サービスと共に Block Storage サービスを使用する場合に、クローン作成された暗号化ボリュームにアクセスできるようになりました。(BZ#1889228)
					
	
						データベースは all_tenants キーを解析できないため、ボリュームの譲渡要求で渡されるキーは削除されます。このキーを削除すると、ユーザーは譲渡名を使用して特定のボリューム譲渡の詳細を表示することができます。今回の更新以前は、all_tenants キーは管理ユーザーについてのみ削除されていました。つまり、管理者以外のユーザーは譲渡名を使用してボリュームの譲渡を表示することができませんでした。今回の更新により、管理者以外のユーザーについても all_tenants キーが削除され、管理者以外が譲渡名を使用してボリュームの譲渡を表示できるようになりました。(BZ#1847907)
					
	
						今回の更新以前は、ボリューム接続を初期化する際に Block Storage (cinder) NEC バックエンドドライバーが無効なデータを返すことがありました。これにより、ライブマイグレーションに失敗する場合がありました。今回の更新で、NEC ドライバーが修正され、確実に有効な接続データを返すようになりました。無効なボリューム接続データによりライブマイグレーションに失敗することがなくなりました。(BZ#1910854)
					
	
						今回の更新以前は、ボリュームがイメージ、スナップショット、または他のボリューム等の別のソースから作成された場合でも、Block Storage (cinder) サービスは、新たに規作したボリュームに必ずデフォルトのボリューム種別を割り当てていました。これにより、別のソースから作成されたボリュームのボリューム種別が、ソースのボリューム種別と異なっていました。
					

						今回の更新により、デフォルトのボリューム種別を割り当てるべきかどうかをソースのボリューム種別に基づいて判別した後にのみ、デフォルトのボリューム種別が割り当てられるようになりました。別のソースから作成されたボリュームのボリューム種別が、ソースのボリューム種別と一致するようになりました。(BZ#1921735)
					

	
						今回の更新以前は、cinder service-get-log コマンドで渡される際に --server オプションが無視されていました。これにより、特定ホストだけのログではなくすべてのホストのログが返されていました。今回の更新により、--server オプションを使用することで、指定したホストのログに正しく絞り込まれるようになりました。(BZ#1728142)
					



				openstack-tripleo-common コンポーネントに対する変更:
			
	
						virt-admin ツールが利用できるようになり、これを使用して RHOSP のバグを報告するログを取得することができます。ログにはコンピュートノード上の libvirt と QEMU 間の通信が記録されるので、このツールは、libvirt および QEMU に関するすべての問題のトラブルシューティングに役立ちます。virt-admin を使用すると、libvirt および QEMU のデバッグ用ログフィルターを動的に設定することができます。この場合、nova_libvirt コンテナーを再起動する必要はありません。
					

						コンピュートノードで libvirt および QEMU のログフィルターを有効にするには、以下の手順を実施します。
					
	
								コンピュートノードの nova_libvirt コンテナーにログインします。
							
$ sudo podman exec -it nova_libvirt /bin/bash

	
								virt-admin の出力を送信するログファイルの名前および場所を指定します。
							
$ virt-admin daemon-log-outputs "1:file:/var/log/libvirt/libvirtd.log"

	
								ログを収集するフィルターを設定します。
							
$ virt-admin daemon-log-filters \
 "1:libvirt 1:qemu 1:conf 1:security 3:event 3:json 3:file 3:object 1:util"
注記

									ライブマイグレーションの問題をデバッグする場合、これらのフィルターをすべての移行元および移行先コンピュートノードで設定する必要があります。
								


	
								テストを繰り返します。デバッグが完了したら、libvirtd.log をバグにアップロードします。
							
	
								コンピュートノードで libvirt および QEMU のログフィルターを無効にします。
							
$ virt-admin daemon-log-filters ""

	
								フィルターが削除されたことを確認するには、以下のコマンドを入力します。
							
$ virt-admin daemon-log-filters

								フィルターが正常に削除されている場合、このコマンドは空のリストを返します。
							







				(BZ#1870199)
			

				openstack-tripleo-heat-templates コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新以前は、TLS everywhere 環境での Red Hat OpenStack Platform 13 から 16.1 へのインプレースアップグレードにおいて、novajoin コンテナーに誤った rabbitmq パスワードが使用されていました。これにより、アンダークラウドの novajoin コンテナーが正しく機能せず、すべてのオーバークラウドノードでのアップグレードの実行が以下のエラーと共に失敗していました。
					
2020-11-24 20:01:31.569 7 ERROR join   File "/usr/lib/python3.6/site-packages/amqp/connection.py", line 639, in _on_close
2020-11-24 20:01:31.569 7 ERROR join     (class_id, method_id), ConnectionError)
2020-11-24 20:01:31.569 7 ERROR join amqp.exceptions.AccessRefused: (0, 0): (403) ACCESS_REFUSED - Login was refused using authentication mechanism AMQPLAIN. For detail see the broker logfile.

						今回の更新により、TLS everywhere 環境での RHOSP 13 から 16.1 へのアップグレードで正しい rabbitmq パスワードが使用され、アップグレードのフレームワークを正常に完了できるようになりました。(BZ#1901157)
					

	
						今回の機能拡張により、分散コンピュートノード (DCN) アーキテクチャーのエッジサイトに Red Hat Ceph Storage (RHCS) Dashboard をデプロイできるようになりました。(BZ#1793595)
					
	
						今回の機能拡張により、新たな 2 つのパラメーター NovaPMEMMappings および NovaPMEMNamespaces を使用して、vPMEMEM を管理できるようになりました。
					
	
								NovaPMEMMappings を使用して、vPMEM と物理 PMEM 名前空間の間のマッピングを反映する nova 設定オプション pmem_namespaces を定義します。
							
	
								NovaPMEMNamespaces を使用して、vPMEM のバックエンドとして使用する物理 PMEM 名前空間を作成および管理します。(BZ#1834185)
							



	
						現在、サブスクライブした環境に正しい DNF モジュールストリームが設定されるようにするメカニズムに既知の問題があります。Advanced Virtualization リポジトリーは、Ceph ノードが使用するサブスクリプションで常に利用可能な訳ではありません。そのため、virt:8.2 を有効にしようとすると、Ceph ノードのアップグレードまたは更新に失敗します。
					

						回避策:
					

						アップグレードまたは更新用環境ファイルの DnfStreams パラメーターをオーバーライドし、Ceph のアップグレードが失敗するのを回避します。
					
parameter_defaults:
  ...
  DnfStreams: [{'module':'container-tools', 'stream':'2.0'}]
注記

							この回避策を使用する場合、Advanced Virtualization DNF ストリームは適用されません。
						


						詳細は、BZ#1923887 を参照してください。(BZ#1866479)
					

	
						今回の機能拡張により、エッジサイトでの異なるストレージ設定がサポートされるようになりました。オペレーターは、同じ DCN デプロイメント内にストレージが設定されたエッジサイトと設定されないエッジサイトをデプロイすることができます。(BZ#1882058)
					
	
						Block Storage のバックアップサービスは、ホスト上のファイルにアクセスしなければならない場合がありますが、そのファイルがサービスを実行するコンテナーで利用できないことがあります。今回の機能拡張により、CinderBackupOptVolumes パラメーターが追加されました。これを使用して、Block Storage のバックアップサービス用に追加のコンテナーボリュームマウントを指定することができます。(BZ#1891828)
					
	
						今回の更新以前は、事前にプロビジョニングされたノード上での TLS-E が--server cannot be used without providing --domain というメッセージと共に失敗していました。今回の更新により、IDM ドメイン名が DNS で最初に解決する ipa-ca により検出され、続いて取得した IP アドレスで逆引きの DNS ルックアップを実行するようになりました。リバースルックアップに必要な PTR レコードを、手動で追加しなければならない場合があります。(BZ#1874936)
					
	
						今回の更新以前は、RHOSP 15 から RHOSP 16.1 にアップグレードする際、データベースのオンライン更新を実行するのに openstack overcloud external-upgrade run --tags online_upgrade コマンドを使用する必要がありました。今回の更新で、openstack overcloud external-update run --tags online_upgrade コマンドが使用できるようになりました。(BZ#1884556)
					
	
						今回の更新以前は、NovaComputeEnableKsm を有効にし、Red Hat Subscription Management を使用してオーバークラウドのコンピュートノードを登録した場合、qemu-kvm-common パッケージのインストールに失敗していました。これは、コンピュートノードが必要なリポジトリーに登録される前に設定が適用される場合があったためです。
					

						今回の更新により、Red Hat Subscription Management を使用してコンピュートノードを必要なリポジトリーに登録した後にのみ NovaComputeEnableKsm が有効化されるようになりました。これにより、qemu-kvm-common パッケージが正常にインストールされるようになりました。(BZ#1895894)
					

	
						今回の更新以前は、iSCSI/LVM Block Storage バックエンドにより作成される接続データが永続的に保存されませんでした。そのため、リブート後にボリュームにアクセスすることができませんでした。今回の更新により、接続データが永続的に保存され、システムのリブート後にボリュームにアクセスできるようになりました。(BZ#1898484)
					
	
						今回の更新以前は、エッジサイトにデプロイされた Image (glance) サービスは、中央サイトのコントロールプレーンで実行されている Key Manager (barbican) サービスにアクセスするように設定されませんでした。そのため、エッジサイト上で実行中の Image サービスは、Key Manager サービスに保存された暗号鍵にアクセスすることができませんでした。
					

						今回の更新により、エッジサイト上で実行中の Image サービスは、Key Manager サービスに保存された暗号鍵にアクセスするように設定されるようになりました。(BZ#1899761)
					




				puppet-collectd コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の機能拡張により、ExtraConfig のパラメーター collectd::plugin::virt::plugin_instance_format を使用して、collectd virt プラグインのプラグインインスタンスの形式を設定できるようになりました。これにより、インスタンスが実行されているホストなど、仮想マシンインスタンスのメトリックラベルでより細かな粒度でメタデータを公開することができます。(BZ#1878191)
					
	
						今回の更新以前は、collectd::plugin::virt::hostname_format パラメーターに複数の値を設定した場合、director はそれらの値を二重引用符で囲っていました。これにより、virt プラグインの読み込みに失敗していました。今回の更新により、collectd::plugin::virt::hostname_format を設定する際に、director は複数の値を二重引用符で囲まなくなりました。(BZ#1902142)
					



				python-network-runner コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新以前は、OSP 16.1.3 における python-network-runner の 0.1.7 から 0.2.2 へのリベースにより、Ansible を使用する ML2 ネットワークが機能しなくなりました。今回の更新で、python-networking-ansible が 0.1.7 に戻され、Ansible ネットワークが機能する状態に戻りました。詳細は、ML2 networking-ansible を参照してください。(BZ#1909795)
					



				python-networking-ovn コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の機能拡張により、外部ネットワークを通じてマルチキャストを制御し、内部ネットワークだけではなく外部ネットワークを通じたクラスターの自動生成を避けることができるようになりました。(BZ#1575512)
					
	
						今回の更新以前は、OVN メカニズムドライバーは、そのエージェントリストと Networking (neutron) サービスのデータベースに保管されたリストを正しくマージしませんでした。今回の更新により、API が結果を返す前に、OVN および Networking サービスのデータベースからの結果がマージされるようになりました。(BZ#1828889)
					
	
						今回の機能拡張により、ML2/OVN メカニズムドライバーと vlan および geneve ネットワークタイプドライバーの組み合わせにおいて、vlan の透過性がサポートされるようになりました。
					

						vlan の透過性により、Networking (neutron) サービスのネットワーク上のインスタンスを使用して vlan タグを管理することができます。他のネットワークに影響を与えずに、インスタンスに vlan インターフェイスを作成し、任意の vlan タグを使用することができます。Networking サービスは、これらの vlan タグを認識しません。
					

						注記
					



	
						vlan 種別のネットワークで vlan の透過性を使用する場合、パケットの内部および外部 ethertype は 802.1Q (0x8100) になります。
					
	
						フラットプロバイダーネットワークでは、ML2/OVN メカニズムドライバーは vlan の透過性をサポートしません。
					




				(BZ#1846019)
			

				python-os-brick コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新以前は、PowerFlex、VxFlex、および ScaleIO ボリュームが接続された RHOSP 13 環境で作成されたインスタンスは、RHOSP 16.x へのアップグレード後に再起動に失敗していました。これは、RHOSP 16.x Compute サービスでは、接続されたボリュームにアクセスするのに新しい PowerFlex ドライバーの接続属性が使用され、この属性が RHOSP 13 環境で実行中のインスタンスに接続されたボリュームの接続属性に存在しないためです。今回の更新により、この接続属性がない場合にエラーが投げられなくなり、RHOSP 13 環境で作成された PowerFlex ボリュームが接続されたインスタンスは、RHOSP 16.x へのアップグレード後も正常に機能を続けます。
					



				python-paunch コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新以前は、ユーザーが標準の tag_from_label: "{version}-{release}"ではなくカスタムのタグ (例:tag: "latest"または tag: "16.1") を使用するように ContainerImagePrepare パラメーターを設定した場合、コンテナーは最新のコンテナーイメージに更新されませんでした。
					

						今回の更新により、ユーザーがデプロイメントアクション (更新を含む) を実行すると、コンテナーイメージが必ずフェッチされるようになりました。イメージ ID を実行中のコンテナーに対して確認し、最新のイメージが使用されるようにコンテナーを再ビルドする必要があるかどうかを判断します。デプロイメントアクション時に必ずコンテナーがリフレッシュされ、更新された場合には再起動されるようになりました。
					
注記

							これは、デプロイメント時に必ずイメージをフェッチするのではなく、イメージが存在することしか確認しなかった以前のバージョンからの変更点です。ユーザーがタグを再使用する場合 (例: latest)、スケーリング等のアクションを実行すると、ノードのコンテナーが更新される場合があります。Satellite サーバーのデプロイメントを使用してコンテナータグを制御していない限り、latest を使用することは推奨されません。
						


						(BZ#1881476)
					




				python-tripleoclient コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新以前は、ローカル一時ストレージを持ち UseTLSTransportForNbd が False に設定された TLS everywhere 環境をアップグレードする場合、ライブマイグレーションに失敗していました。これは、UseTLSTransportForNbd 設定のデフォルト値が RHOSP 13 では False であったのが RHOSP 16.x では True に変更され、これにより QEMU プロセスコンテナーに正しい証明書が含まれなかったためです。
					

						今回の更新により、director は global_config_settings で以前のデプロイメント環境の設定を確認し、それを使用してアップグレードで UseTLSTransportForNbd が以前のデプロイメントと同じ状態を維持するようになりました。設定ファイルに global_config_settings が存在する場合、director は use_tls_for_nbd キーの設定を確認します。global_config_settings が存在しない場合、director は hieradata キー nova::compute::libvirt::qemu::nbd_tls を評価します。アップグレードしたデプロイメントの UseTLSTransportForNbd を以前のデプロイメントと同じ状態に維持することで、ライブマイグレーションが機能するようになりました。(BZ#1906698)
					




RHBA-2021:2097: Red Hat OpenStack Platform 16.1.6 director のバグ修正アドバイザリー




				openstack-cinder コンポーネントに対する変更:
			
	
						本リリース以前は、API 要求を再試行するたびに SolidFire ドライバーが重複ボリュームを作成していました。これにより、未使用のボリュームが蓄積し、予期しない動作が発生していました。
					

						今回の更新により、Block Storage サービス (cinder) は、ボリュームを作成する前に既存のボリューム名の有無をチェックするようになりました。Block Storage サービスが読み取りタイムアウトを検出すると、ボリュームの作成を直ちにチェックし、無効な API 呼び出しを防ぎます。今回の更新で、SolidFire ドライバーの sf_volume_create_timeout オプションが追加され、お使いの環境に適切なタイムアウト値を設定できるようになりました。(BZ#1939398)
					

	
						今回の更新で、複数のフィルターが渡された場合に cinder list がボリュームのリストを表示できないバグが修正されました。(BZ#1843788)
					
	
						今回の更新で、Dell EMC PowerStore ドライバーで CHAP がサポートされるようになりました。(BZ#1905231)
					
	
						本リリース以前は、オブジェクトがスナップショットの場合に、cinder NEC ドライバーのバックアップに失敗していました。これは、snapshot 引数に volume_attachment 属性がないために発生していました。今回の更新により、引数が snapshot の場合、バックアップは volume_attachment 属性を参照なくなりました。(BZ#1910855)
					
	
						今回の更新により、ワークロードのリバランス操作時に、スナップショットの作成など一部の API 呼び出しが、xNotPrimary エラーと共に失敗する原因となっていた問題が修正されました。
					

						SolidFire の負荷が大きい場合やアップグレードされている場合、SolidFire クラスターは、プライマリーノードからセカンダリーノードに接続を自動的に移動させることにより、クラスターのワークロードのリバランスを行います。以前のリリースでは、これらのワークロードのバランス操作時に、一部の API 呼び出しが xNotPrimary エラーと共に失敗し、再試行されませんでした。
					

						今回の更新により、SolidFire ドライバーの再試行可能な例外リストに xNotPrimary 例外を追加することで、問題が修正されました。(BZ#1947474)
					




				openstack-heat コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新により、heat テンプレートで OS::Heat:Delay リソースを使用できるようになりました。以前のリリースでは、変数の命名の競合により、OS::Heat::Delay リソースの完了試行時にアサーションエラーが発生していました。変数の名前が、競合を排除するように変更されました。(BZ#1868543)
					



				openstack-nova コンポーネントに対する変更:
			
	
						Networking (neutron) サービスで DNS インテグレーションが有効な場合、インスタンスが作成されると、Compute (nova) サービスはインスタンスの表示名をサニタイズして、有効なホスト名を生成します。
					

						今回の更新以前は、サニタイズでインスタンス名のピリオド (.) が置き換えられませんでした (例: rhel-8.4)。これにより、表示名が完全修飾ドメイン名 (FQDN) として認識され、無効なホスト名が生成される場合がありました。インスタンス名にピリオドが含まれ、DNS インテグレーションが Networking サービスで有効化されている場合、Networking サービスは無効なホスト名を拒否し、その結果インスタンスの作成に失敗し、Compute サービスから HTTP 500 サーバーエラーが返されました。
					

						今回の更新により、インスタンス名のピリオドはハイフンに置き換えられ、ホスト名が FQDN として解析されなくなりました。インスタンスの表示名には、引き続きフリーフォームの文字列を使用できます。(BZ#1872314)
					




				openstack-tripleo-common コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新により、レジストリーメタデータクリエーターが変更され、URI に名前空間のある/ないコンテナーを取り扱えるようになりました。アンダークラウドでは、以下の形式に準拠するコンテナーを管理できるようになりました。
					

						undercloud_host:port/namespace/container:tag undercloud_host:port/container:tag
					

						アンダークラウドにプッシュする場合、Red Hat では undercloud_host:port/name/space/container:tag 等のより複雑な名前空間をサポートしません。(BZ#1919445)
					




				openstack-tripleo-heat-templates コンポーネントに対する変更:
			
	
						Leapp ユーティリティーを使用してアップグレードした後、OVS-DPDK 負荷を持つコンピュートノードが正しく機能しません。以下の回避策オプションのいずれかを選択してください。
					
	
						コンピュートのアップグレード前に /etc/modules-load.d/vfio-pci.conf を削除する
					
	
						コンピュートのアップグレード後に compute ovs を再起動する (BZ#1895887)
					
	
						今回の更新により、CephStorage ノードでの実行中に Leapp によるアップグレードが停止および失敗することの原因となっていた設定の問題が修正されました。
					

						以前のリリースでは、CephStorage ノードは、Leapp によるアップグレード時に OpenStack highavailability、advanced-virt、および fast-datapath リポジトリーを使用するように誤って設定されていました。
					

						UpgradeLeappCommand オプションがノードごとに設定可能になり、CephStorage ノードに正しいデフォルトを使用し、CephStorage ノードで Leapp によるアップグレードが正常に実行できるようになりました。(BZ#1936419)
					




				validations-common コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新により、一部のケースで openstack undercloud upgrade 実行前に検証に失敗する原因となっていたバグが修正されました。今回のアップグレード以前は、要求されたロギングディレクトリーへのアクセスに必要な権限がない場合、以下のようなエラーが発生することがありました。
					
	
								検証結果の記録に失敗する
							
	
								検証の実行に失敗する
							
	
								検証からのアーティファクトの収集に失敗する
							

								今回の更新で、ロギング用のフォールバックディレクトリーが追加されました。検証結果はログに記録され、アーティファクトが収集されます。(BZ#1895045)
							







RHBA-2021:3762: Red Hat OpenStack Platform 16.1.7 の一般提供アドバイザリー




				本項に記載するバグは、アドバイザリー RHSA-2021:3762 で対応しています。このアドバイザリーについての詳しい情報は、RHBA-2021:3762 - Bug Fix Advisory を参照してください。
			

				diskimage-builder コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新以前は、appstream と baseos リポジトリーが、Red Hat Subscription Manager により有効にされるリポジトリーに常に追加され、それらをオーバーライドすることができませんでした。今回の更新で、$REG_REPOS 変数を定義しても、ベースリポジトリーが追加されなくなりました。追加するリポジトリーを制御できるようになりましたが、baseos(および必要に応じて appstream) と同等のリポジトリーを含むすべてのリポジトリーを含める必要があります。(BZ#2098594)
					



				openstack-cinder コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新以前は、暗号化されたボリュームのスナップショットからボリュームを作成すると、ボリュームが使用できなくなる可能性がありました。宛先ボリュームが元のボリュームと同じサイズである場合は、暗号化されたボリュームのスナップショットから暗号化されたボリュームを作成する場合、新規ボリューム内のデータが省略されて切り捨てられます。これにより、サイズの不一致が生じました。
					

						今回の更新により、RBD バックエンドが暗号化ヘッダーに対応し、データを切り捨てなくなり、暗号化されたボリュームのスナップショットからボリュームを作成してもエラーが生じなくなりました。(BZ#1987104)
					

	
						以前のリリースでは、iSCSI または FC ターゲットが RHOSP ホストに接続されていない場合、Dell EMC XtremIO ドライバーを使用する Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) デプロイメントでは、タイムアウトするまでボリュームの接続操作を待機していました。これにより、ボリュームの接続操作が失敗しました。
					

						今回のリリースで、Dell EMC XtremIO ドライバーのポートフィルタリングのサポートが追加され、使用されていない iSCSI ポートまたは FC ポートが無視されるようになりました。(BZ#1930255)
					

	
						以前のリリースでは、Dell EMC PowerStore ポートが複数の用途 (iSCSI、レプリケーション等) に設定された場合、誤った REST フィルタリングにより、cinder ドライバーはアクセス可能な iSCSI ターゲットが見つからなかったと報告していました。
					

						今回のリリースでは、Dell EMC PowerStore REST フィルター機能が修正されました。(BZ#1945306)
					

	
						今回の更新以前は、ユーザーが DEFAULT ボリュームタイプを削除する際に失敗が発生していました。
					

						今回の更新により、cinder.conf ファイルの default_volume_type パラメーターの値として設定されていない場合に、DEFAULT のボリューム種別を削除できるようになりました。default_volume_type パラメーターのデフォルト値は DEFAULT です。したがって、DEFAULT のボリューム種別を削除できるように、これを tripleo などの適切なボリューム種別に設定する必要があります。(BZ#1947415)
					




				openstack-manila-ui コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新以前は、Shared File Systems サービス (manila) ダッシュボードには動的なフォーム要素があり、その名前により、フォームが応答しなくなる可能性があります。そのため、共有ネットワーク内での共有グループ、共有ネットワーク、およびファイル共有の作成が機能しませんでした。
					

						今回の更新により、名前が問題となる可能性がある動的要素がエンコードされるようになりました。共有ネットワーク内での共有グループ、共有ネットワーク、およびファイル共有の作成が正常に機能するようになりました。(BZ#1938212)
					




				openstack-neutron コンポーネントに対する変更:
			
	
						ハイパーバイザーのホスト名を検出するロジックが修正され、Compute サービス (nova) の libvirt ドライバーと一貫性のある結果を返すようになりました。今回の修正により、最小帯域幅を確保する QoS 機能を使用する際に、resource_provider_hypervisors オプションを指定する必要がなくなりました。
					

						今回の更新で、デフォルトのハイパーバイザー名を置き換えるために、Modular Layer 2 と Open Virtual Network メカニズムドライバーの組み合わせ (ML2/OVN) に、新しいオプション resource_provider_default_hypervisor が追加されました。このオプションは、ユーザーがカスタマイズする必要がある場合に、resource_provider_hypervisors オプションでインターフェイスまたはブリッジのリストを指定せずに root リソースプロバイダーを見つけます。この新しいオプションは、ovs-agent の [ovs] ini-section と、sriov-agent の [sriov_nic] ini-section にあります。(BZ#1900500)
					




				openstack-octavia コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新により、RHOSP Load-balancing サービス (octavia) が複数の amphorae に障害が発生したロードバランサーをフェイルオーバーできなかった問題が解決されました。(BZ#1974831)
					
	
						これまでは、Load-balancing サービス amphora への設定変更によって haproxy のリロードが発生すると、プロセスが大量のメモリーを消費し、メモリー割り当てエラーが発生する可能性がありました。この問題は、amphora の amphora-haproxy namespace では lo インターフェイスで発生しませんでした。今回の更新により、namespace の問題が修正され、この問題が解決されました。(BZ#1975790)
					



				openstack-tripleo-heat-templates コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新以前は、ML2-OVN でデプロイされた Red Hat OpenStack Platform (RHOSP)13 環境を RHOSP 16.1 にアップグレードすると、SELinux の拒否問題により、アップグレードプロセスがコントローラーノードで失敗していました。今回の更新で、正しい SELinux ラベルが OVN に適用され、問題が解決されています。詳しくは、Red Hat ナレッジベースのソリューション OVN fails to configure after reboot during OSP-13 → OSP-16.1 FFU を参照してください。(BZ#1997351)
					
	
						今回の更新以前は、TLS-Everywhere アーキテクチャーで環境がデプロイされ、システムでの認証を設定するのに非推奨の authconfig ユーティリティーが使用されていた場合、authselect ユーティリティーを使用して RHEL 8 システムを設定する必要がありました。このアクションを実行しないと、Missing required answers in the answer file という名前のインヒビターにより leapp プロセスが失敗しました。回避策は、アップグレード環境ファイルの LeappInitCommand に sudo leapp answer --section authselect_check.confirm=True --add を追加することでした。今回の更新により、設定エントリーが不要になり、アップグレードは介入なしで完了するようになりました。(BZ#1952574)
					
	
						今回の更新以前は、RHEL 8 で提供されなくなったカーネルモジュールがロードされているため、Red Hat Enterprise Linux (RHEL) のインプレースアップグレードツール LEAPP が停止しました。また、LEAPP により、RHEL が Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) でサポートされていないバージョンにアップグレードされていました。今回の更新で、この 2 つの問題の回避策に必要な手動設定が不要になりました。詳細は、BZ1962365 を参照してください。(BZ#1962365)
					
	
						今回の更新により、collectd コンテナーのメモリー上限が 512 MB に増えました。この上限を超えると、コンテナーが再起動します。(BZ#1969895)
					
	
						今回の更新以前は、Red Hat Enterprise Linux (RHEL) のインプレースアップグレードツール LEAPP の python2 パッケージの削除に失敗していました。この失敗の原因は、LEAPP パッケージを保持する DNF exclude オプションが原因でした。今回の更新で、必要な LEAPP パッケージが正常に削除されるように、自動化が追加されました。(BZ#2008976)
					
	
						今回の更新以前は、RHEL リポジトリーのアップグレード可能な mariadb-server パッケージにより、パッケージマネージャーはホストで mariadb-server パッケージをアップグレードし、これにより同じホストですでに存在していたコンテナー化された mariadb-server と干渉していました。今回の更新により、Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) director は、コンテナー化された MariaDB も存在するホストから mariadb-server パッケージを削除し、RHOSP FFU プロセスは続行します。(BZ#2015325)
					
	
						今回の機能拡張により、新たな CinderRpcResponseTimeout パラメーターおよび CinderApiWsgiTimeout パラメーターが追加され、Block Storage サービス (cinder) での RPC および API WSGI タイムアウトの調整がサポートされるようになりました。大規模なデプロイメントや、システムの負荷が原因でトランザクションが遅延する可能性がある場合には、デフォルトのタイムアウト値が適切ではない場合があります。
					

						RPC および API WSGI タイムアウトを調整して、トランザクションが早期にタイムアウトしないようにできるようになりました。(BZ#2098594)
					




				puppet-collectd コンポーネントに対する変更:
			
	
						従来は、collectd の PluginInstanceFormat パラメーターには、'none'、'name'、'uuid'、または 'metadata' のいずれかの値のみが使用できました。今回の更新により、PluginInstanceFormat パラメーターで複数の値を指定できるようになりました。これにより、collectd メトリックの plugin_instance ラベルでより多くの情報が送信されるようになりました。(BZ#1956887)
					



				python-networking-ovn コンポーネントに対する変更:
			
	
						現在、ポートの MAC-IP アドレスが不明な場合に、特定の実際のシナリオをシミュレートできない既知の問題があります。RHOSP Networking サービス (neutron) は、DHCP またはセキュリティーグループが設定されていない場合でも、ポートの MAC-IP を直接指定します。
					

						回避策:RHOSP 16.1.7 にアップグレードし、ML2/OVN v21.03 をインストールします。DHCP とポートセキュリティーが無効にされている場合、ポートの address フィールドには MAC-IP アドレスのペアが含まれず、ML2/OVN は MAC のラーニング機能を使用してトラフィックを必要なポートにだけ送信することができます。(BZ#1898198)
					




				python-os-brick コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新以前は、iSCSI ポータルへの接続中に例外が処理されませんでした。たとえば、iscsiadm -m session の失敗などです。これは、一部の障害パターンで _connect_vol スレッドが予期せず中断する可能性があるために発生しました。この中断により、_connct_vol スレッドからの結果を待つ間に後続のステップでハングアップが発生します。
					

						今回の更新で、iSCSI ポータルへの接続中の例外が _connect_vol メソッドで正しく処理され、スレッドの結果を更新せずに予期せず中断することがなくなりました。(BZ#1977792)
					




				python-tripleoclient コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新により、tripleo validator コマンドが、キーと値のペア形式で変数と環境変数を受け入れるようになりました。以前のリリースでは、JSON ディクショナリーのみが環境変数を許可しました。
					
openstack tripleo validator run \
[--extra-vars key1=<val1>[,key2=val2 --extra-vars key3=<val3>] \
| --extra-vars-file EXTRA_VARS_FILE] \
[--extra-env-vars key1=<val1>[,key2=val2 --extra-env-vars key3=<val3>]]
(--validation <validation_id>[,<validation_id>,...] | --group <group>[,<group>,...])
例

							

$ openstack tripleo validator run --validation check-cpu,check-ram --extra-vars minimal_ram_gb=8 --extra-vars minimal_cpu_count=2


						

						サポートされるオプションの完全なリストを確認するには、以下のコマンドを実行します。
					
$ openstack tripleo validator run --help

						(BZ#1959492)
					

	
						今回の更新以前は、OpenStack コンポーネントの tripleo 検証中に、以下の例外エラーが発生しました。
					
Unhandled exception during validation run.

						このエラーは、コードの変数が参照されても割り当てられないことが原因で発生しました。
					

						今回の更新でこの問題が修正され、このエラーなしで検証が実行されるようになりました。(BZ#1959866)
					




				tripleo-ansible コンポーネントに対する変更:
			
	
						これまでは、RHOSP Load-balancing サービス (octavia) の任意の機能として、ログオフロードはデプロイメント中に適切に設定されませんでした。この問題により、Load-balancing サービスは amphora からログを受け取りませんでした。今回の更新で問題が解決されました。(BZ#1981652)
					
	
						今回の更新以前は、KernelArgs パラメーターを変更すると、バージョン 13 から 16 への Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Fast Forward Upgrade (FFU) プロセスでエラーが発生していました。
					
	
						重複エントリーが /etc/default/grub に表示されまる。
					
	
						重複するエントリーがカーネルコマンドラインに表示される。
					
	
						RHOSP のアップグレード時にノードがリブートされる。
					

						これらのエラーは、KernelArgs パラメーターまたは文字列の値の順序が変更された場合や、KernelArgs パラメーターが追加される際に発生しました。
					

						今回の更新により、TripleO は kernel-boot-params-baremetal-ansible.yaml にアップグレードタスクを追加し、TRIPLEO_HEAT_TEMPLATE_KERNEL_ARGS を GRUB_TRIPLEO_HEAT_TEMPLATE_KERNEL_ARGS に移行しました。
					

						この変更は、RHOSP バージョン 13 からバージョン 16 への FFU プロセス中に、Red Hat Enterprise Linux (RHEL) をバージョン 7 からバージョン 8 にアップグレードするのに使用される RHEL のインプレースアップグレードツールである LEAPP に対応するために行われました。LEAPP は、/etc/default/grub でパラメーターが GRUB_ で始まる場合にのみ GRUB パラメーターを認識します。
					

						今回の更新に関わらず、KernelArgs の値を手動で検査して、対応するロール内のすべてのホストの値と一致するようにする必要があります。
					

						KernelArgs の値は、デフォルトの tripleo-heat-templates またはサードパーティーの heat テンプレートのいずれかからの PreNetworkConfig 実装から取得できます。
					

						不一致が見つかる場合は、対応するロールの KernelArgs パラメーターの値を、ホスト上の KernelArgs の値と一致するようにします。openstack overcloud upgrade prepare コマンドを実行する前に、これらのチェックを実施します。
					

						以下のスクリプトを使用して KernelArgs の値を確認することができます。
					
tripleo-ansible-inventory --static-yaml-inventory inventory.yaml
KernelArgs='< KernelArgs_ FROM_THT >'
ansible -i inventory.yaml ComputeSriov -m shell -b -a "cat /proc/cmdline | grep '${KernelArgs}'"

						(BZ#2098594)
					




RHBA-2022:0986 — Red Hat OpenStack Platform 16.1.8 のバグ修正および機能拡張アドバイザリー




				本項に記載するバグは、アドバイザリー RHBA-2022:0986 で対応しています。詳細については、link:https://access.redhat.com/errata/RHBA-2022:0986.html を参照してください。
			

				+ openstack-cinder コンポーネントに対する変更:
			
	
						この更新の前は、Block Storage サービス (cinder) の GPFS SpectrumScale ドライバーは、ストレージバックエンドがコピーオンライト (COW) モードをサポートしているかどうかを正しく検出しませんでした。その結果、ドライバーは、イメージからボリュームを迅速に作成する機能などの COW 機能を無効にしていました。これにより、イメージから複数のインスタンスを同時に起動すると、一部のインスタンスがタイムアウトになることがありました。
					

						今回の更新により、GPFS SpectrumScale ドライバーは、ストレージバックエンドの COW サポートを適切に検出します。(BZ#1960639)
					

	
						この更新以前は、PowerMaxOS 5978.711 でスナップショットを作成すると、REST でペイロード応答が変更され、デバイスラベルの形式が変更されました。ソリューションイネーブラーからの基になるデータが変更され、コロン文字 (:) が含まれなくなりました。これにより、PowerMax ドライバーで IndexError 例外が発生しました。
					
IndexError: list index out of range

						今回の更新で、この問題は PowerMaxOS 5978.711 以降で解決されています。(BZ#1992159)
					

	
						今回の更新前は、スナップショットのサポートが無効になっていると、エラー状態のスナップショットを削除しようとする試みが OpenStack NFS ドライバーによってブロックされていました。スナップショットのサポートが無効になっていると、新規または既存のスナップショットはエラー状態になりますが、ユーザーはこれらの失敗したスナップショットを削除できませんでした。今回の更新により、ユーザーはエラー状態の NFS スナップショットを削除できるようになりました。(BZ#2098594)
					
	
						この更新の前に、PowerMax ドライバーは、以前に作成されたレガシーボリュームでは機能しない共有ボリューム接続に関する情報を保存および維持するメカニズムを使用していました。これにより、PowerMax 移行コードが導入される前に作成されたボリュームのライブマイグレーションが失敗しました。現在、PowerMax ライブマイグレーションコードは、ライブマイグレーションが失敗しないようにレガシーボリュームで動作するように更新されています。(BZ#1987957)
					
	
						この更新では、出力が 1000 行を超えたときに、openstack volume backup list コマンドの出力から詳細が省略されていたバグが修正されています。(BZ#1999634)
					



				openstack-tripleo-common コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新により、Telemetry ヘルスチェックがより堅牢になり、ヘルスチェックの解析方法が簡素化されました。
					

						ヘルスチェックを直接実行するときに冗長モードを取得するには、sudo podman -u root -e "HEALTHCHECK_DEBUG=1" <container> /openstack/healthcheck コマンドを実行します (BZ#1910939)
					




				openstack-tripleo-heat-templates コンポーネントに対する変更:
			
	
						このリリースの時点で、Red Hat がサポートする OVN の更新方法は、アップストリームの OVN アップグレード手順に合わせられています。(BZ#2052411)
					
	
						このリリースより前は、dpdk-telemetry プラグインがインストールされていないにもかかわらず、dpdk-telemetry collectd 設定ファイルが自動的に作成されていたため、collectd コンテナーはコンピュートノードで開始できませんでした。
					

						このリリースの時点で、dpdk_telemetry 設定ファイルが collectd コンテナーから削除されています。(BZ#1996865)
					

	
						実験的な rsyslog reopenOnTruncate を有効にして、ファイルでログローテーションが発生したときに rsyslog がすぐに認識できるようにします。この設定は、rsyslog と連携するように設定されたすべてのサービスに影響します。
					

						rsyslog reopenOnTruncate が無効になっていると、rsyslog はログファイルが元の容量までいっぱいになるのを待ってから、追加のログを使用します。(BZ#1939964)
					

	
						今回の更新により、CollectdContainerAdditionalCapAdd 変数がデプロイツールに追加されました。この変数は、追加の collectd コンテナー機能のコンマ区切りリストです。(BZ#1984095)
					
	
						今回の更新で LeapActorsToRemove heat パラメーターが導入され、特定のアクターがアップグレードを禁止した場合に、leap プロセスから特定のアクターを削除できるようになりました。LeapActorsToRemove heat パラメーターは、柔軟性のためにロール固有です。(BZ#1984873)
					



				puppet-tripleo コンポーネントに対する変更:
			
	
						この機能強化により、metrics_qdr サービスを新しい AMQ Interconnect リリースに更新するための環境が準備されます。これには、Service Telemetry Framework (STF) デプロイメントからの CA 証明書の内容のインポートが必要です。metrics_qdr サービスが更新されていないため、Red Hat OpenStack Service Platform (RHOSP) をデプロイまたは更新する場合、管理者はまだ変更を必要としません。この機能は、将来のリリースでの metrics_qdr サービスの更新に備えています。
					

						https://bugzilla.redhat.com/show_bug.cgi?id=1949169 が出荷されたら、次の手順が必要になります。
					

						今回の更新では、新しいオーケストレーションサービス (heat) パラメーター MetricsQdrSSLProfiles を提供することで、この問題を修正します。
					

						Red Hat OpenShift TLS 証明書を取得するには、次のコマンドを実行します。
					
$ oc get secrets
$ oc get secret/default-interconnect-selfsigned -o jsonpath='{.data.ca\.crt}' | base64 -d

						Red Hat OpenShift TLS 証明書の内容を含む MetricsQdrSSLProfiles パラメーターをカスタム環境ファイルに追加します。
					
MetricsQdrSSLProfiles:
    -   name: sslProfile
        caCertFileContent: |
           -----BEGIN CERTIFICATE-----
           ...
           TOpbgNlPcz0sIoNK3Be0jUcYHVMPKGMR2kk=
           -----END CERTIFICATE-----

						次に、openstack overcloud deploy コマンドを使用してオーバークラウドを再デプロイします。(BZ#1949168)
					

	
						この更新により、Cinder powermax_port_groups パラメーターの適切な使用を妨げていたエラーが修正されます。(BZ#2029608)
					



				python-os-brick コンポーネントに対する変更:
			
	
						この更新の前に、os-brick には [global] セクションが含まれていませんでした。これは、Octopus (リリース 15.2.0 以降) の要件である、一時設定ファイルに設定するオプションを含めるためのものです。その結果、os-brick と Ceph Octopus 以降のクライアントを使用すると、接続情報が見つからず、Ceph Storage バックエンドへの接続を確立できませんでした。現在、接続オプションは一時設定ファイルの '[global]' セクションに含まれています。この修正は、Ceph の Hammer リリース (0.94.0+) と下位互換性があります。(BZ#2023413)
					



RHBA-2022:8795: Red Hat OpenStack Platform 16.1.9 のバグ修正と機能強化のアドバイザリー




				本項に記載するバグは、アドバイザリー RHBA-2022:8795 で対応しています。詳細は、https://access.redhat.com/errata/RHBA-2022:8795.html を参照してください。
			

				openstack-cinder コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新の前は、Compute サービス (nova) が Block Storage サービス (cinder) にボリュームのデタッチを要求し、ボリュームを削除する外部要求があったときに競合状態が発生していました。競合状態により、ボリュームのデタッチに失敗し、ボリュームが削除され、Compute サービスは存在しないボリュームを削除できませんでした。今回の更新で、競合状態が解決されました。(BZ#2098594)
					
	
						今回の更新の前に、現存するバックアップ ID のバックアップレコードをインポートすると、インポート操作は正しく失敗しましたが、既存のバックアップレコードが誤って削除されていました。今回の更新により、このシナリオで既存のバックアップレコードが削除されなくなりました。(BZ#2098594)
					
	
						今回の更新の前に、関連するボリュームが移動されると、NetApp ONTAP Block Storage (cinder) ドライバーの QoS ポリシーグループが削除されていました。今回の更新により、QoS ポリシーグループは、ボリュームを表す LUN またはファイルに永続的に関連付けられます。(BZ#2098594)
					
	
						今回の更新の前は、do_sync_check 操作中に一時的でないスナップショットの削除のチェックが行われなかったため、do_sync_check 操作によってボリュームから一時的でないスナップショットが誤って削除される可能性がありました。今回の更新では、スナップショットを削除する必要があるかどうかを判断するチェックがあります。do_sync_check 操作では、必要なくても、一時的ではないスナップショットの削除は行われません。
					

						今回の更新の前は、ストレージグループが親ストレージグループの子であるかどうかを確認する際に、条件として大文字と小文字が区別されていました。 ストレージグループの変更中に、親ストレージグループにすでに子ストレージグループが含まれているというエラーが表示されました。今回の更新により、条件で使用されるパターンで大文字と小文字が区別されなくなり、ストレージグループを正常に変更できるようになりました。(BZ#2129310)
					




				openstack-ironic コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新の前に、セッション認証が使用されたときに、ironic-conductor サービスと Redfish ハードウェアタイプを使用するリモートベースボード管理コントローラー (BMC) の間に一時的な接続の問題が繰り返し発生した場合に、接続が断続的に切断されるタイミングと、メモリー内の認証情報の有効期限が切れて認証が再試行されるタイミングが重なることがありました。このタイミングが重なると、openstack-ironic-conductor サービスに組み込まれた内部セッションキャッシュが原因で、全体的な接続が失われました。今回の更新により、このエラーの場合の検出と再ネゴシエーションのサポートが、Python DMTF Redfish ライブラリー、sushy、および openstack-ironic サービスに追加されました。セッション認証情報の再認証と断続的な接続切断のタイミングが重なっても、openstack-ironic-conductor サービスが再起動されるまで、BMC との通信機能が完全に失われることはなくなりました。(BZ#2027544)
					



				openstack-manila コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新の前は、Shared File Systems サービス (manila) NetApp ONTAP All Flash Fabric-Attached (AFF) ストレージシステムでのストレージのプロビジョニング使用する API が原因で Shared File Systems サービス共有がシンプロビジョニングされていました。Shared File Systems サービスの共有タイプを使用して要求された場合でも、この API は領域を強制的に確保しませんでした。今回の更新により、ドライバーは NetApp ONTAP 9 API が AFF ストレージおよび従来の FAS ストレージシステムと連携するように適切なパラメーターを設定します。API は、Shared File Systems サービスの共有タイプを通じて、NetApp ONTAP ストレージに領域を確保するようになりました。(BZ#2098594)
					



				openstack-nova コンポーネントに対する変更:
			
	
						現在、移行先ホストの CPU と互換性のない CPU を持つインスタンスをライブマイグレーションする場合に既知の問題があります。
					

						回避策: 影響を受ける各コンピュートノードの nova.conf ファイルに次の設定を追加して、宛先ホストでの CPU 比較をスキップします。
					
[workarounds]
skip_cpu_compare_on_dest = True

						(BZ#2076884)
					

	
						今回の更新の前は、宛先ホストの libvirt ドライバーによるブロックデバイスマッピングの更新は、ライブマイグレーション中に保持されませんでした。n[workarounds]/rbd_volume_local_attach=True 設定オプションを使用する場合など、特定のストレージバックエンドまたは設定では、ライブマイグレーション後のボリュームのアタッチに対する特定の操作 (デタッチなど) が機能しませんでした。今回の更新により、宛先ホストで libvirt ドライバーによって行われたブロックデバイスマッピングの更新を正しく永続化できるようになりました。デタッチなどの影響を受けるボリュームでの操作は、ライブマイグレーション後に成功します。(BZ#2089382)
					



				openstack-octavia コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新の前は、active-standby モードで UDP のみのロードバランサーの仮想 IP (VIP) アドレスに到達できませんでした。今回の更新により、問題が修正されました。(BZ#2078377)
					
	
						今回の更新の前に、Conntrack は Amphora VM であらゆるタイプのパケットに対して有効化されていましたが、これはユーザーデータグラムプロトコル (UDP) とストリームコントロールトランスミッションプロトコル (SCTP) に対してのみ必要です。今回の更新により、Conntrack が Transmission Control Protocol (TCP) フローに対して無効になり、ユーザーが Conntrack テーブルを満たす多数の接続を生成した場合に発生するパフォーマンスの問題を回避できるようになりました。(BZ#2098594)
					
	
						今回の更新の前に、ロードバランサーの設定変更中に、ERROR 動作状態のメンバーが一時的に ONLINE に更新されていました。今回の更新により、問題が修正されました。(BZ#1996756)
					
	
						今回の更新の前は、エラーが発生したときにロードバランサーのプロビジョニングステータスが ERROR に設定されるのが早すぎたため、これらのリソースのタスクの実行が完了する前にロードバランサーが変更可能になりました。今回の更新により、問題が修正されました。(BZ#2040697)
					
	
						今回の更新の前は、負荷分散サービス (octavia) の amphora ドライバーで ICMP モニターを使用しているときに、SELinux の問題が原因でエラーが発生していました。今回の更新で、SELinux の問題が修正されました。(BZ#2098594)
					



				openstack-tripleo-common コンポーネントに対する変更:
			
	
						RHSA-2022:6969 では、アンダークラウドの /var/lib/mistral ディレクトリー内のファイルをクリーンアップするプロセスが導入されましたが、Load-balancing サービス (octavia) または Red Hat Ceph Storage が有効になっていると、これらのサービスはクリーンアッププロセスが適切に削除できない追加のディレクトリーを作成するため、このプロセスが常に失敗しました。Load-balancing サービスまたは Ceph Storage が有効になっている場合、スケールアウトなどの一部のデプロイメントアクションが常に失敗していました。この更新により、Mistral はクリーンアップを実行しなくなりました。/var/lib/mistral ディレクトリー内のファイルのパーミッションを減らしたい場合、ユーザーはファイルを手動で削除する必要があります。パーミッションエラーが原因でデプロイアクションが失敗することがなくなりました。(BZ#2138184)
					



				puppet-rsyslog コンポーネントへの変更:
			
	
						今回の更新により、Rsyslog 環境設定は一連の Elasticsearch ターゲットをサポートします。以前のリリースでは、1 つのターゲットしか指定できませんでした。ログを送信するエンドポイントのリストとして、複数の Elasticsearch ターゲットを指定できるようになりました。(BZ#1945334)
					



				python-dogpile-cache コンポーネントへの変更:
			
	
						今回の更新の前は、memcached バックエンドに対して、dead_retry および socket_timeout の dogpile.cache サポートが実装されていませんでした。oslo.cache メカニズムでは引数ディクショナリーに dead_retry と socket_timeout の値が入力されましたが、dogpile.cache はその値を無視したため、dead_retry には 30 秒、socket_timeout には 3 秒のデフォルトが使用されました。Identity サービス (keystone) のキャッシュバックエンドとして dogpile.cache.memcached を使用し、memcached インスタンスの 1 つを削除すると、memcache サーバーオブジェクトは、deaduntil 値を 30 秒先に設定します。2 つの memcached サーバーが設定された API サーバーにリクエストが送信され、そのうちの 1 つがルーティング不能であった場合に、作成した各スレッドでこれらのサーバーをそれぞれ試行し、ダウンしている物がある場合には毎回、ソケットのタイムアウト制限 (3 秒) に達するまでに約 15 秒かかりました。ユーザーが別のリクエストを発行するまでに、deaduntil 値に達し、この全サイクルが繰り返されました。今回の更新で、dogpile.cache は oslo.cache によって渡された dead_retry および socket_timeout 引数を使用するようになりました。(BZ#2098594)
					



				python-networking-ovn コンポーネントに対する変更:
			
	
						RHOSP 16.1.9 の今回の更新では、RHOSP 16.1.8 への更新後に Networking サービス (neutron) の開始に失敗し、RHOSP 16.1.8 への更新後に OVN データベースが不安定になるバグが修正されています。
					

						RHOSP 16.1.8 に更新する代わりに、RHOSP 16.1.9 に直接更新します。(BZ#2125824)
					

	
						この更新により、iptables_hybrid ファイアウォールドライバーを使用した ML2/OVS デプロイメントを ML2/OVN に移行できるようになりました。(BZ#2022040)
					
	
						仮想 IP (VIP) およびメンバー含まれるテナントネットワークにロードバランサーが作成され、そのテナントネットワークがプロバイダーネットワークに接続されたルーターに接続されている場合には、Open Virtual Network (OVN) ロードバランサーが OVN 論理ルーターと関連付けられます。nat-addresses に router オプションが使用された場合、ovn-controller はプロバイダーネットワーク上のその VIP に GARP パケットを送信していました。OpenStack のさまざまなテナントで、番号が同じ Classless Inter-Domain Routing (CIDR) や、同じ VIP のロードバランサーが作成されないようにできないので、ovn-controller がプロバイダーネットワークで、IP が同じ GARP パケット (各テナントに所属する論理ルーターポートの MAC を使用) を複数生成する可能性があります。このセットアップは、物理ネットワークインフラストラクチャーで問題になる可能性があります。今回の更新で、新しいオプション (exclude-lb-vips-from-garp) がルーターゲートウェイポートの OVN1 に追加されました。このフラグは、ロードバランサー VIP に対して GARP パケットが送信されないようにします。(BZ#2064709)
					
	
						今回の更新の前は、所属するサブネットを指定せずにメンバーを追加することができましたが、サブネットが仮想 IP (VIP) ポートと同じである必要があります。メンバーのサブネットが VIP サブネットと異なる場合、メンバーは作成されますが、メンバーへの接続がないため、設定が正しくありません。今回の更新により、サブネットのないメンバーは、メンバーの IP が VIP サブネットの Classless Inter-Domain Routing (CIDR) 番号に属している場合にのみ受け入れられます。これは、サブネットのないメンバーのサブネット取得に使用される、ロードバランサーに関連付けられたサブネットであるためです。IP が VIP サブネット CIDR に属していない場合には、サブネットのないメンバーの作成は拒否されます。(BZ#2098594)
					



				python-octaviaclient コンポーネントへの変更:
			
	
						この更新の前は、ユーザーが 1,000 を超えるロードバランサーを使用している場合に、python-octaviaclient はロードバランサーの完全なリストを表示しませんでした。今回の更新により、OpenStack Load-balancing サービス (Octavia) はすべてのロードバランサーを表示します。(BZ#1996088) Bugzilla の python-openstackclient コンポーネントへの変更:
					



				tripleo-ansible コンポーネントに対する変更:
			
	
						今回の更新の前に、ロードバランシングサービス (octavia) は、デプロイまたは更新中に何度も再起動されていました。今回の更新により、必要な場合にのみサービスが再起動され、コントロールプレーンで発生する可能性のある中断を阻止します。(BZ#2057604)
					
	
						今回の更新の前に、存在しないゲートウェイアドレスが負荷分散管理ネットワークで設定されていました。これにより、負荷分散管理ネットワークで過剰なアドレス解決プロトコル (ARP) 要求が発生しました。(BZ#1961162)
					
	
						今回の更新により、負荷分散サービス (octavia) 管理ネットワークの port_security パラメーターが有効になりました。(BZ#2098594)
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# Highlight.js

Highlight.js — это подсветчик синтаксиса, написанный на JavaScript. Он работает
и в браузере, и на сервере. Он работает с практически любой HTML разметкой, не
зависит от каких-либо фреймворков и умеет автоматически определять язык.


## Начало работы

Минимум, что нужно сделать для использования highlight.js на веб-странице — это
подключить библиотеку, CSS-стили и вызывать [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

Библиотека найдёт и раскрасит код внутри тегов `<pre><code>`, попытавшись
автоматически определить язык. Когда автоопределение не срабатывает, можно явно
указать язык в атрибуте class:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

Список поддерживаемых классов языков доступен в [справочнике по классам][8].
Класс также можно предваоить префиксами `language-` или `lang-`.

Чтобы отключить подсветку для какого-то блока, используйте класс `nohighlight`:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Инициализация вручную

Чтобы иметь чуть больше контроля за инициализацией подсветки, вы можете
использовать функции [`highlightBlock`][2] и [`configure`][3]. Таким образом
можно управлять тем, *что* подсвечивать и *когда*.

Вот пример инициализация, эквивалентной вызову [`initHighlightingOnLoad`][1], но
с использованием jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

Вы можете использовать любые теги разметки вместо `<pre><code>`. Если
используете контейнер, не сохраняющий переводы строк, вам нужно сказать
highlight.js использовать для них тег `<br>`:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

Другие опции можно найти в документации функции [`configure`][3].


## Установка библиотеки

Highlight.js можно использовать в браузере прямо с CDN хостинга или скачать
индивидуальную сборку, а также установив модуль на сервере. На
[страница загрузки][4] подробно описаны все варианты.

Обратите внимание, что библиотека не предназначена для использования в виде
исходного кода на GitHub, а требует отдельной сборки. Если вам не подходит ни
один из готовых вариантов, читайте [документацию по сборке][5].


## Лицензия

Highlight.js распространяется под лицензией BSD. Подробнее читайте файл
[LICENSE][10].


## Ссылки

Официальный сайт билиотеки расположен по адресу <https://highlightjs.org/>.

Более подробная документация по API и другим темам расположена на
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Авторы и контрибьютора перечислена в файле [AUTHORS.ru.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.ru.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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/*! jQuery v1.7.1 jquery.com | jquery.org/license */
(function(a,b){function cy(a){return f.isWindow(a)?a:a.nodeType===9?a.defaultView||a.parentWindow:!1}function cv(a){if(!ck[a]){var b=c.body,d=f("<"+a+">").appendTo(b),e=d.css("display");d.remove();if(e==="none"||e===""){cl||(cl=c.createElement("iframe"),cl.frameBorder=cl.width=cl.height=0),b.appendChild(cl);if(!cm||!cl.createElement)cm=(cl.contentWindow||cl.contentDocument).document,cm.write((c.compatMode==="CSS1Compat"?"<!doctype html>":"")+"<html><body>"),cm.close();d=cm.createElement(a),cm.body.appendChild(d),e=f.css(d,"display"),b.removeChild(cl)}ck[a]=e}return ck[a]}function cu(a,b){var c={};f.each(cq.concat.apply([],cq.slice(0,b)),function(){c[this]=a});return c}function ct(){cr=b}function cs(){setTimeout(ct,0);return cr=f.now()}function cj(){try{return new a.ActiveXObject("Microsoft.XMLHTTP")}catch(b){}}function ci(){try{return new a.XMLHttpRequest}catch(b){}}function cc(a,c){a.dataFilter&&(c=a.dataFilter(c,a.dataType));var d=a.dataTypes,e={},g,h,i=d.length,j,k=d[0],l,m,n,o,p;for(g=1;g<i;g++){if(g===1)for(h in a.converters)typeof h=="string"&&(e[h.toLowerCase()]=a.converters[h]);l=k,k=d[g];if(k==="*")k=l;else if(l!=="*"&&l!==k){m=l+" "+k,n=e[m]||e["* "+k];if(!n){p=b;for(o in e){j=o.split(" ");if(j[0]===l||j[0]==="*"){p=e[j[1]+" "+k];if(p){o=e[o],o===!0?n=p:p===!0&&(n=o);break}}}}!n&&!p&&f.error("No conversion from "+m.replace(" "," to ")),n!==!0&&(c=n?n(c):p(o(c)))}}return c}function cb(a,c,d){var e=a.contents,f=a.dataTypes,g=a.responseFields,h,i,j,k;for(i in g)i in d&&(c[g[i]]=d[i]);while(f[0]==="*")f.shift(),h===b&&(h=a.mimeType||c.getResponseHeader("content-type"));if(h)for(i in e)if(e[i]&&e[i].test(h)){f.unshift(i);break}if(f[0]in d)j=f[0];else{for(i in d){if(!f[0]||a.converters[i+" "+f[0]]){j=i;break}k||(k=i)}j=j||k}if(j){j!==f[0]&&f.unshift(j);return d[j]}}function ca(a,b,c,d){if(f.isArray(b))f.each(b,function(b,e){c||bE.test(a)?d(a,e):ca(a+"["+(typeof e=="object"||f.isArray(e)?b:"")+"]",e,c,d)});else if(!c&&b!=null&&typeof b=="object")for(var e in b)ca(a+"["+e+"]",b[e],c,d);else d(a,b)}function b_(a,c){var d,e,g=f.ajaxSettings.flatOptions||{};for(d in c)c[d]!==b&&((g[d]?a:e||(e={}))[d]=c[d]);e&&f.extend(!0,a,e)}function b$(a,c,d,e,f,g){f=f||c.dataTypes[0],g=g||{},g[f]=!0;var h=a[f],i=0,j=h?h.length:0,k=a===bT,l;for(;i<j&&(k||!l);i++)l=h[i](c,d,e),typeof l=="string"&&(!k||g[l]?l=b:(c.dataTypes.unshift(l),l=b$(a,c,d,e,l,g)));(k||!l)&&!g["*"]&&(l=b$(a,c,d,e,"*",g));return l}function bZ(a){return function(b,c){typeof b!="string"&&(c=b,b="*");if(f.isFunction(c)){var d=b.toLowerCase().split(bP),e=0,g=d.length,h,i,j;for(;e<g;e++)h=d[e],j=/^\+/.test(h),j&&(h=h.substr(1)||"*"),i=a[h]=a[h]||[],i[j?"unshift":"push"](c)}}}function bC(a,b,c){var d=b==="width"?a.offsetWidth:a.offsetHeight,e=b==="width"?bx:by,g=0,h=e.length;if(d>0){if(c!=="border")for(;g<h;g++)c||(d-=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0),c==="margin"?d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0:d-=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0;return d+"px"}d=bz(a,b,b);if(d<0||d==null)d=a.style[b]||0;d=parseFloat(d)||0;if(c)for(;g<h;g++)d+=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0,c!=="padding"&&(d+=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0),c==="margin"&&(d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0);return d+"px"}function bp(a,b){b.src?f.ajax({url:b.src,async:!1,dataType:"script"}):f.globalEval((b.text||b.textContent||b.innerHTML||"").replace(bf,"/*$0*/")),b.parentNode&&b.parentNode.removeChild(b)}function bo(a){var b=c.createElement("div");bh.appendChild(b),b.innerHTML=a.outerHTML;return b.firstChild}function bn(a){var b=(a.nodeName||"").toLowerCase();b==="input"?bm(a):b!=="script"&&typeof a.getElementsByTagName!="undefined"&&f.grep(a.getElementsByTagName("input"),bm)}function bm(a){if(a.type==="checkbox"||a.type==="radio")a.defaultChecked=a.checked}function bl(a){return typeof a.getElementsByTagName!="undefined"?a.getElementsByTagName("*"):typeof a.querySelectorAll!="undefined"?a.querySelectorAll("*"):[]}function bk(a,b){var c;if(b.nodeType===1){b.clearAttributes&&b.clearAttributes(),b.mergeAttributes&&b.mergeAttributes(a),c=b.nodeName.toLowerCase();if(c==="object")b.outerHTML=a.outerHTML;else if(c!=="input"||a.type!=="checkbox"&&a.type!=="radio"){if(c==="option")b.selected=a.defaultSelected;else if(c==="input"||c==="textarea")b.defaultValue=a.defaultValue}else a.checked&&(b.defaultChecked=b.checked=a.checked),b.value!==a.value&&(b.value=a.value);b.removeAttribute(f.expando)}}function bj(a,b){if(b.nodeType===1&&!!f.hasData(a)){var c,d,e,g=f._data(a),h=f._data(b,g),i=g.events;if(i){delete h.handle,h.events={};for(c in i)for(d=0,e=i[c].length;d<e;d++)f.event.add(b,c+(i[c][d].namespace?".":"")+i[c][d].namespace,i[c][d],i[c][d].data)}h.data&&(h.data=f.extend({},h.data))}}function bi(a,b){return f.nodeName(a,"table")?a.getElementsByTagName("tbody")[0]||a.appendChild(a.ownerDocument.createElement("tbody")):a}function U(a){var b=V.split("|"),c=a.createDocumentFragment();if(c.createElement)while(b.length)c.createElement(b.pop());return c}function T(a,b,c){b=b||0;if(f.isFunction(b))return f.grep(a,function(a,d){var e=!!b.call(a,d,a);return e===c});if(b.nodeType)return f.grep(a,function(a,d){return a===b===c});if(typeof b=="string"){var d=f.grep(a,function(a){return a.nodeType===1});if(O.test(b))return f.filter(b,d,!c);b=f.filter(b,d)}return f.grep(a,function(a,d){return f.inArray(a,b)>=0===c})}function S(a){return!a||!a.parentNode||a.parentNode.nodeType===11}function K(){return!0}function J(){return!1}function n(a,b,c){var d=b+"defer",e=b+"queue",g=b+"mark",h=f._data(a,d);h&&(c==="queue"||!f._data(a,e))&&(c==="mark"||!f._data(a,g))&&setTimeout(function(){!f._data(a,e)&&!f._data(a,g)&&(f.removeData(a,d,!0),h.fire())},0)}function m(a){for(var b in a){if(b==="data"&&f.isEmptyObject(a[b]))continue;if(b!=="toJSON")return!1}return!0}function l(a,c,d){if(d===b&&a.nodeType===1){var e="data-"+c.replace(k,"-$1").toLowerCase();d=a.getAttribute(e);if(typeof d=="string"){try{d=d==="true"?!0:d==="false"?!1:d==="null"?null:f.isNumeric(d)?parseFloat(d):j.test(d)?f.parseJSON(d):d}catch(g){}f.data(a,c,d)}else d=b}return d}function h(a){var b=g[a]={},c,d;a=a.split(/\s+/);for(c=0,d=a.length;c<d;c++)b[a[c]]=!0;return b}var c=a.document,d=a.navigator,e=a.location,f=function(){function J(){if(!e.isReady){try{c.documentElement.doScroll("left")}catch(a){setTimeout(J,1);return}e.ready()}}var e=function(a,b){return new e.fn.init(a,b,h)},f=a.jQuery,g=a.$,h,i=/^(?:[^#<]*(<[\w\W]+>)[^>]*$|#([\w\-]*)$)/,j=/\S/,k=/^\s+/,l=/\s+$/,m=/^<(\w+)\s*\/?>(?:<\/\1>)?$/,n=/^[\],:{}\s]*$/,o=/\\(?:["\\\/bfnrt]|u[0-9a-fA-F]{4})/g,p=/"[^"\\\n\r]*"|true|false|null|-?\d+(?:\.\d*)?(?:[eE][+\-]?\d+)?/g,q=/(?:^|:|,)(?:\s*\[)+/g,r=/(webkit)[ \/]([\w.]+)/,s=/(opera)(?:.*version)?[ \/]([\w.]+)/,t=/(msie) ([\w.]+)/,u=/(mozilla)(?:.*? rv:([\w.]+))?/,v=/-([a-z]|[0-9])/ig,w=/^-ms-/,x=function(a,b){return(b+"").toUpperCase()},y=d.userAgent,z,A,B,C=Object.prototype.toString,D=Object.prototype.hasOwnProperty,E=Array.prototype.push,F=Array.prototype.slice,G=String.prototype.trim,H=Array.prototype.indexOf,I={};e.fn=e.prototype={constructor:e,init:function(a,d,f){var g,h,j,k;if(!a)return this;if(a.nodeType){this.context=this[0]=a,this.length=1;return this}if(a==="body"&&!d&&c.body){this.context=c,this[0]=c.body,this.selector=a,this.length=1;return this}if(typeof a=="string"){a.charAt(0)!=="<"||a.charAt(a.length-1)!==">"||a.length<3?g=i.exec(a):g=[null,a,null];if(g&&(g[1]||!d)){if(g[1]){d=d instanceof e?d[0]:d,k=d?d.ownerDocument||d:c,j=m.exec(a),j?e.isPlainObject(d)?(a=[c.createElement(j[1])],e.fn.attr.call(a,d,!0)):a=[k.createElement(j[1])]:(j=e.buildFragment([g[1]],[k]),a=(j.cacheable?e.clone(j.fragment):j.fragment).childNodes);return e.merge(this,a)}h=c.getElementById(g[2]);if(h&&h.parentNode){if(h.id!==g[2])return f.find(a);this.length=1,this[0]=h}this.context=c,this.selector=a;return this}return!d||d.jquery?(d||f).find(a):this.constructor(d).find(a)}if(e.isFunction(a))return f.ready(a);a.selector!==b&&(this.selector=a.selector,this.context=a.context);return e.makeArray(a,this)},selector:"",jquery:"1.7.1",length:0,size:function(){return this.length},toArray:function(){return F.call(this,0)},get:function(a){return a==null?this.toArray():a<0?this[this.length+a]:this[a]},pushStack:function(a,b,c){var d=this.constructor();e.isArray(a)?E.apply(d,a):e.merge(d,a),d.prevObject=this,d.context=this.context,b==="find"?d.selector=this.selector+(this.selector?" ":"")+c:b&&(d.selector=this.selector+"."+b+"("+c+")");return d},each:function(a,b){return e.each(this,a,b)},ready:function(a){e.bindReady(),A.add(a);return this},eq:function(a){a=+a;return a===-1?this.slice(a):this.slice(a,a+1)},first:function(){return this.eq(0)},last:function(){return this.eq(-1)},slice:function(){return this.pushStack(F.apply(this,arguments),"slice",F.call(arguments).join(","))},map:function(a){return this.pushStack(e.map(this,function(b,c){return a.call(b,c,b)}))},end:function(){return this.prevObject||this.constructor(null)},push:E,sort:[].sort,splice:[].splice},e.fn.init.prototype=e.fn,e.extend=e.fn.extend=function(){var a,c,d,f,g,h,i=arguments[0]||{},j=1,k=arguments.length,l=!1;typeof i=="boolean"&&(l=i,i=arguments[1]||{},j=2),typeof i!="object"&&!e.isFunction(i)&&(i={}),k===j&&(i=this,--j);for(;j<k;j++)if((a=arguments[j])!=null)for(c in a){d=i[c],f=a[c];if(i===f)continue;l&&f&&(e.isPlainObject(f)||(g=e.isArray(f)))?(g?(g=!1,h=d&&e.isArray(d)?d:[]):h=d&&e.isPlainObject(d)?d:{},i[c]=e.extend(l,h,f)):f!==b&&(i[c]=f)}return i},e.extend({noConflict:function(b){a.$===e&&(a.$=g),b&&a.jQuery===e&&(a.jQuery=f);return e},isReady:!1,readyWait:1,holdReady:function(a){a?e.readyWait++:e.ready(!0)},ready:function(a){if(a===!0&&!--e.readyWait||a!==!0&&!e.isReady){if(!c.body)return setTimeout(e.ready,1);e.isReady=!0;if(a!==!0&&--e.readyWait>0)return;A.fireWith(c,[e]),e.fn.trigger&&e(c).trigger("ready").off("ready")}},bindReady:function(){if(!A){A=e.Callbacks("once memory");if(c.readyState==="complete")return setTimeout(e.ready,1);if(c.addEventListener)c.addEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),a.addEventListener("load",e.ready,!1);else if(c.attachEvent){c.attachEvent("onreadystatechange",B),a.attachEvent("onload",e.ready);var b=!1;try{b=a.frameElement==null}catch(d){}c.documentElement.doScroll&&b&&J()}}},isFunction:function(a){return e.type(a)==="function"},isArray:Array.isArray||function(a){return e.type(a)==="array"},isWindow:function(a){return a&&typeof a=="object"&&"setInterval"in a},isNumeric:function(a){return!isNaN(parseFloat(a))&&isFinite(a)},type:function(a){return a==null?String(a):I[C.call(a)]||"object"},isPlainObject:function(a){if(!a||e.type(a)!=="object"||a.nodeType||e.isWindow(a))return!1;try{if(a.constructor&&!D.call(a,"constructor")&&!D.call(a.constructor.prototype,"isPrototypeOf"))return!1}catch(c){return!1}var d;for(d in a);return d===b||D.call(a,d)},isEmptyObject:function(a){for(var b in a)return!1;return!0},error:function(a){throw new Error(a)},parseJSON:function(b){if(typeof b!="string"||!b)return null;b=e.trim(b);if(a.JSON&&a.JSON.parse)return a.JSON.parse(b);if(n.test(b.replace(o,"@").replace(p,"]").replace(q,"")))return(new Function("return "+b))();e.error("Invalid JSON: "+b)},parseXML:function(c){var d,f;try{a.DOMParser?(f=new DOMParser,d=f.parseFromString(c,"text/xml")):(d=new ActiveXObject("Microsoft.XMLDOM"),d.async="false",d.loadXML(c))}catch(g){d=b}(!d||!d.documentElement||d.getElementsByTagName("parsererror").length)&&e.error("Invalid XML: "+c);return d},noop:function(){},globalEval:function(b){b&&j.test(b)&&(a.execScript||function(b){a.eval.call(a,b)})(b)},camelCase:function(a){return a.replace(w,"ms-").replace(v,x)},nodeName:function(a,b){return a.nodeName&&a.nodeName.toUpperCase()===b.toUpperCase()},each:function(a,c,d){var f,g=0,h=a.length,i=h===b||e.isFunction(a);if(d){if(i){for(f in a)if(c.apply(a[f],d)===!1)break}else for(;g<h;)if(c.apply(a[g++],d)===!1)break}else if(i){for(f in a)if(c.call(a[f],f,a[f])===!1)break}else for(;g<h;)if(c.call(a[g],g,a[g++])===!1)break;return a},trim:G?function(a){return a==null?"":G.call(a)}:function(a){return a==null?"":(a+"").replace(k,"").replace(l,"")},makeArray:function(a,b){var c=b||[];if(a!=null){var d=e.type(a);a.length==null||d==="string"||d==="function"||d==="regexp"||e.isWindow(a)?E.call(c,a):e.merge(c,a)}return c},inArray:function(a,b,c){var d;if(b){if(H)return H.call(b,a,c);d=b.length,c=c?c<0?Math.max(0,d+c):c:0;for(;c<d;c++)if(c in b&&b[c]===a)return c}return-1},merge:function(a,c){var d=a.length,e=0;if(typeof c.length=="number")for(var f=c.length;e<f;e++)a[d++]=c[e];else while(c[e]!==b)a[d++]=c[e++];a.length=d;return a},grep:function(a,b,c){var d=[],e;c=!!c;for(var f=0,g=a.length;f<g;f++)e=!!b(a[f],f),c!==e&&d.push(a[f]);return d},map:function(a,c,d){var f,g,h=[],i=0,j=a.length,k=a instanceof e||j!==b&&typeof j=="number"&&(j>0&&a[0]&&a[j-1]||j===0||e.isArray(a));if(k)for(;i<j;i++)f=c(a[i],i,d),f!=null&&(h[h.length]=f);else for(g in a)f=c(a[g],g,d),f!=null&&(h[h.length]=f);return h.concat.apply([],h)},guid:1,proxy:function(a,c){if(typeof c=="string"){var d=a[c];c=a,a=d}if(!e.isFunction(a))return b;var f=F.call(arguments,2),g=function(){return a.apply(c,f.concat(F.call(arguments)))};g.guid=a.guid=a.guid||g.guid||e.guid++;return g},access:function(a,c,d,f,g,h){var i=a.length;if(typeof c=="object"){for(var j in c)e.access(a,j,c[j],f,g,d);return a}if(d!==b){f=!h&&f&&e.isFunction(d);for(var k=0;k<i;k++)g(a[k],c,f?d.call(a[k],k,g(a[k],c)):d,h);return a}return i?g(a[0],c):b},now:function(){return(new Date).getTime()},uaMatch:function(a){a=a.toLowerCase();var b=r.exec(a)||s.exec(a)||t.exec(a)||a.indexOf("compatible")<0&&u.exec(a)||[];return{browser:b[1]||"",version:b[2]||"0"}},sub:function(){function a(b,c){return new a.fn.init(b,c)}e.extend(!0,a,this),a.superclass=this,a.fn=a.prototype=this(),a.fn.constructor=a,a.sub=this.sub,a.fn.init=function(d,f){f&&f instanceof e&&!(f instanceof a)&&(f=a(f));return e.fn.init.call(this,d,f,b)},a.fn.init.prototype=a.fn;var b=a(c);return a},browser:{}}),e.each("Boolean Number String Function Array Date RegExp Object".split(" "),function(a,b){I["[object "+b+"]"]=b.toLowerCase()}),z=e.uaMatch(y),z.browser&&(e.browser[z.browser]=!0,e.browser.version=z.version),e.browser.webkit&&(e.browser.safari=!0),j.test(" ")&&(k=/^[\s\xA0]+/,l=/[\s\xA0]+$/),h=e(c),c.addEventListener?B=function(){c.removeEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),e.ready()}:c.attachEvent&&(B=function(){c.readyState==="complete"&&(c.detachEvent("onreadystatechange",B),e.ready())});return e}(),g={};f.Callbacks=function(a){a=a?g[a]||h(a):{};var c=[],d=[],e,i,j,k,l,m=function(b){var d,e,g,h,i;for(d=0,e=b.length;d<e;d++)g=b[d],h=f.type(g),h==="array"?m(g):h==="function"&&(!a.unique||!o.has(g))&&c.push(g)},n=function(b,f){f=f||[],e=!a.memory||[b,f],i=!0,l=j||0,j=0,k=c.length;for(;c&&l<k;l++)if(c[l].apply(b,f)===!1&&a.stopOnFalse){e=!0;break}i=!1,c&&(a.once?e===!0?o.disable():c=[]:d&&d.length&&(e=d.shift(),o.fireWith(e[0],e[1])))},o={add:function(){if(c){var a=c.length;m(arguments),i?k=c.length:e&&e!==!0&&(j=a,n(e[0],e[1]))}return this},remove:function(){if(c){var b=arguments,d=0,e=b.length;for(;d<e;d++)for(var f=0;f<c.length;f++)if(b[d]===c[f]){i&&f<=k&&(k--,f<=l&&l--),c.splice(f--,1);if(a.unique)break}}return this},has:function(a){if(c){var b=0,d=c.length;for(;b<d;b++)if(a===c[b])return!0}return!1},empty:function(){c=[];return this},disable:function(){c=d=e=b;return this},disabled:function(){return!c},lock:function(){d=b,(!e||e===!0)&&o.disable();return this},locked:function(){return!d},fireWith:function(b,c){d&&(i?a.once||d.push([b,c]):(!a.once||!e)&&n(b,c));return this},fire:function(){o.fireWith(this,arguments);return this},fired:function(){return!!e}};return o};var i=[].slice;f.extend({Deferred:function(a){var b=f.Callbacks("once memory"),c=f.Callbacks("once memory"),d=f.Callbacks("memory"),e="pending",g={resolve:b,reject:c,notify:d},h={done:b.add,fail:c.add,progress:d.add,state:function(){return e},isResolved:b.fired,isRejected:c.fired,then:function(a,b,c){i.done(a).fail(b).progress(c);return this},always:function(){i.done.apply(i,arguments).fail.apply(i,arguments);return this},pipe:function(a,b,c){return f.Deferred(function(d){f.each({done:[a,"resolve"],fail:[b,"reject"],progress:[c,"notify"]},function(a,b){var c=b[0],e=b[1],g;f.isFunction(c)?i[a](function(){g=c.apply(this,arguments),g&&f.isFunction(g.promise)?g.promise().then(d.resolve,d.reject,d.notify):d[e+"With"](this===i?d:this,[g])}):i[a](d[e])})}).promise()},promise:function(a){if(a==null)a=h;else for(var b in h)a[b]=h[b];return a}},i=h.promise({}),j;for(j in g)i[j]=g[j].fire,i[j+"With"]=g[j].fireWith;i.done(function(){e="resolved"},c.disable,d.lock).fail(function(){e="rejected"},b.disable,d.lock),a&&a.call(i,i);return i},when:function(a){function m(a){return function(b){e[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):b,j.notifyWith(k,e)}}function l(a){return function(c){b[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):c,--g||j.resolveWith(j,b)}}var b=i.call(arguments,0),c=0,d=b.length,e=Array(d),g=d,h=d,j=d<=1&&a&&f.isFunction(a.promise)?a:f.Deferred(),k=j.promise();if(d>1){for(;c<d;c++)b[c]&&b[c].promise&&f.isFunction(b[c].promise)?b[c].promise().then(l(c),j.reject,m(c)):--g;g||j.resolveWith(j,b)}else j!==a&&j.resolveWith(j,d?[a]:[]);return k}}),f.support=function(){var b,d,e,g,h,i,j,k,l,m,n,o,p,q=c.createElement("div"),r=c.documentElement;q.setAttribute("className","t"),q.innerHTML="   <link/><table></table><a href='/a' style='top:1px;float:left;opacity:.55;'>a</a><input type='checkbox'/>",d=q.getElementsByTagName("*"),e=q.getElementsByTagName("a")[0];if(!d||!d.length||!e)return{};g=c.createElement("select"),h=g.appendChild(c.createElement("option")),i=q.getElementsByTagName("input")[0],b={leadingWhitespace:q.firstChild.nodeType===3,tbody:!q.getElementsByTagName("tbody").length,htmlSerialize:!!q.getElementsByTagName("link").length,style:/top/.test(e.getAttribute("style")),hrefNormalized:e.getAttribute("href")==="/a",opacity:/^0.55/.test(e.style.opacity),cssFloat:!!e.style.cssFloat,checkOn:i.value==="on",optSelected:h.selected,getSetAttribute:q.className!=="t",enctype:!!c.createElement("form").enctype,html5Clone:c.createElement("nav").cloneNode(!0).outerHTML!=="<:nav></:nav>",submitBubbles:!0,changeBubbles:!0,focusinBubbles:!1,deleteExpando:!0,noCloneEvent:!0,inlineBlockNeedsLayout:!1,shrinkWrapBlocks:!1,reliableMarginRight:!0},i.checked=!0,b.noCloneChecked=i.cloneNode(!0).checked,g.disabled=!0,b.optDisabled=!h.disabled;try{delete q.test}catch(s){b.deleteExpando=!1}!q.addEventListener&&q.attachEvent&&q.fireEvent&&(q.attachEvent("onclick",function(){b.noCloneEvent=!1}),q.cloneNode(!0).fireEvent("onclick")),i=c.createElement("input"),i.value="t",i.setAttribute("type","radio"),b.radioValue=i.value==="t",i.setAttribute("checked","checked"),q.appendChild(i),k=c.createDocumentFragment(),k.appendChild(q.lastChild),b.checkClone=k.cloneNode(!0).cloneNode(!0).lastChild.checked,b.appendChecked=i.checked,k.removeChild(i),k.appendChild(q),q.innerHTML="",a.getComputedStyle&&(j=c.createElement("div"),j.style.width="0",j.style.marginRight="0",q.style.width="2px",q.appendChild(j),b.reliableMarginRight=(parseInt((a.getComputedStyle(j,null)||{marginRight:0}).marginRight,10)||0)===0);if(q.attachEvent)for(o in{submit:1,change:1,focusin:1})n="on"+o,p=n in q,p||(q.setAttribute(n,"return;"),p=typeof q[n]=="function"),b[o+"Bubbles"]=p;k.removeChild(q),k=g=h=j=q=i=null,f(function(){var a,d,e,g,h,i,j,k,m,n,o,r=c.getElementsByTagName("body")[0];!r||(j=1,k="position:absolute;top:0;left:0;width:1px;height:1px;margin:0;",m="visibility:hidden;border:0;",n="style='"+k+"border:5px solid #000;padding:0;'",o="<div "+n+"><div></div></div>"+"<table "+n+" cellpadding='0' cellspacing='0'>"+"<tr><td></td></tr></table>",a=c.createElement("div"),a.style.cssText=m+"width:0;height:0;position:static;top:0;margin-top:"+j+"px",r.insertBefore(a,r.firstChild),q=c.createElement("div"),a.appendChild(q),q.innerHTML="<table><tr><td style='padding:0;border:0;display:none'></td><td>t</td></tr></table>",l=q.getElementsByTagName("td"),p=l[0].offsetHeight===0,l[0].style.display="",l[1].style.display="none",b.reliableHiddenOffsets=p&&l[0].offsetHeight===0,q.innerHTML="",q.style.width=q.style.paddingLeft="1px",f.boxModel=b.boxModel=q.offsetWidth===2,typeof q.style.zoom!="undefined"&&(q.style.display="inline",q.style.zoom=1,b.inlineBlockNeedsLayout=q.offsetWidth===2,q.style.display="",q.innerHTML="<div style='width:4px;'></div>",b.shrinkWrapBlocks=q.offsetWidth!==2),q.style.cssText=k+m,q.innerHTML=o,d=q.firstChild,e=d.firstChild,h=d.nextSibling.firstChild.firstChild,i={doesNotAddBorder:e.offsetTop!==5,doesAddBorderForTableAndCells:h.offsetTop===5},e.style.position="fixed",e.style.top="20px",i.fixedPosition=e.offsetTop===20||e.offsetTop===15,e.style.position=e.style.top="",d.style.overflow="hidden",d.style.position="relative",i.subtractsBorderForOverflowNotVisible=e.offsetTop===-5,i.doesNotIncludeMarginInBodyOffset=r.offsetTop!==j,r.removeChild(a),q=a=null,f.extend(b,i))});return b}();var j=/^(?:\{.*\}|\[.*\])$/,k=/([A-Z])/g;f.extend({cache:{},uuid:0,expando:"jQuery"+(f.fn.jquery+Math.random()).replace(/\D/g,""),noData:{embed:!0,object:"clsid:D27CDB6E-AE6D-11cf-96B8-444553540000",applet:!0},hasData:function(a){a=a.nodeType?f.cache[a[f.expando]]:a[f.expando];return!!a&&!m(a)},data:function(a,c,d,e){if(!!f.acceptData(a)){var g,h,i,j=f.expando,k=typeof c=="string",l=a.nodeType,m=l?f.cache:a,n=l?a[j]:a[j]&&j,o=c==="events";if((!n||!m[n]||!o&&!e&&!m[n].data)&&k&&d===b)return;n||(l?a[j]=n=++f.uuid:n=j),m[n]||(m[n]={},l||(m[n].toJSON=f.noop));if(typeof c=="object"||typeof c=="function")e?m[n]=f.extend(m[n],c):m[n].data=f.extend(m[n].data,c);g=h=m[n],e||(h.data||(h.data={}),h=h.data),d!==b&&(h[f.camelCase(c)]=d);if(o&&!h[c])return g.events;k?(i=h[c],i==null&&(i=h[f.camelCase(c)])):i=h;return i}},removeData:function(a,b,c){if(!!f.acceptData(a)){var d,e,g,h=f.expando,i=a.nodeType,j=i?f.cache:a,k=i?a[h]:h;if(!j[k])return;if(b){d=c?j[k]:j[k].data;if(d){f.isArray(b)||(b in d?b=[b]:(b=f.camelCase(b),b in d?b=[b]:b=b.split(" ")));for(e=0,g=b.length;e<g;e++)delete d[b[e]];if(!(c?m:f.isEmptyObject)(d))return}}if(!c){delete j[k].data;if(!m(j[k]))return}f.support.deleteExpando||!j.setInterval?delete j[k]:j[k]=null,i&&(f.support.deleteExpando?delete a[h]:a.removeAttribute?a.removeAttribute(h):a[h]=null)}},_data:function(a,b,c){return f.data(a,b,c,!0)},acceptData:function(a){if(a.nodeName){var b=f.noData[a.nodeName.toLowerCase()];if(b)return b!==!0&&a.getAttribute("classid")===b}return!0}}),f.fn.extend({data:function(a,c){var d,e,g,h=null;if(typeof a=="undefined"){if(this.length){h=f.data(this[0]);if(this[0].nodeType===1&&!f._data(this[0],"parsedAttrs")){e=this[0].attributes;for(var i=0,j=e.length;i<j;i++)g=e[i].name,g.indexOf("data-")===0&&(g=f.camelCase(g.substring(5)),l(this[0],g,h[g]));f._data(this[0],"parsedAttrs",!0)}}return h}if(typeof a=="object")return this.each(function(){f.data(this,a)});d=a.split("."),d[1]=d[1]?"."+d[1]:"";if(c===b){h=this.triggerHandler("getData"+d[1]+"!",[d[0]]),h===b&&this.length&&(h=f.data(this[0],a),h=l(this[0],a,h));return h===b&&d[1]?this.data(d[0]):h}return this.each(function(){var b=f(this),e=[d[0],c];b.triggerHandler("setData"+d[1]+"!",e),f.data(this,a,c),b.triggerHandler("changeData"+d[1]+"!",e)})},removeData:function(a){return this.each(function(){f.removeData(this,a)})}}),f.extend({_mark:function(a,b){a&&(b=(b||"fx")+"mark",f._data(a,b,(f._data(a,b)||0)+1))},_unmark:function(a,b,c){a!==!0&&(c=b,b=a,a=!1);if(b){c=c||"fx";var d=c+"mark",e=a?0:(f._data(b,d)||1)-1;e?f._data(b,d,e):(f.removeData(b,d,!0),n(b,c,"mark"))}},queue:function(a,b,c){var d;if(a){b=(b||"fx")+"queue",d=f._data(a,b),c&&(!d||f.isArray(c)?d=f._data(a,b,f.makeArray(c)):d.push(c));return d||[]}},dequeue:function(a,b){b=b||"fx";var c=f.queue(a,b),d=c.shift(),e={};d==="inprogress"&&(d=c.shift()),d&&(b==="fx"&&c.unshift("inprogress"),f._data(a,b+".run",e),d.call(a,function(){f.dequeue(a,b)},e)),c.length||(f.removeData(a,b+"queue "+b+".run",!0),n(a,b,"queue"))}}),f.fn.extend({queue:function(a,c){typeof a!="string"&&(c=a,a="fx");if(c===b)return f.queue(this[0],a);return this.each(function(){var b=f.queue(this,a,c);a==="fx"&&b[0]!=="inprogress"&&f.dequeue(this,a)})},dequeue:function(a){return this.each(function(){f.dequeue(this,a)})},delay:function(a,b){a=f.fx?f.fx.speeds[a]||a:a,b=b||"fx";return this.queue(b,function(b,c){var d=setTimeout(b,a);c.stop=function(){clearTimeout(d)}})},clearQueue:function(a){return this.queue(a||"fx",[])},promise:function(a,c){function m(){--h||d.resolveWith(e,[e])}typeof a!="string"&&(c=a,a=b),a=a||"fx";var d=f.Deferred(),e=this,g=e.length,h=1,i=a+"defer",j=a+"queue",k=a+"mark",l;while(g--)if(l=f.data(e[g],i,b,!0)||(f.data(e[g],j,b,!0)||f.data(e[g],k,b,!0))&&f.data(e[g],i,f.Callbacks("once memory"),!0))h++,l.add(m);m();return d.promise()}});var o=/[\n\t\r]/g,p=/\s+/,q=/\r/g,r=/^(?:button|input)$/i,s=/^(?:button|input|object|select|textarea)$/i,t=/^a(?:rea)?$/i,u=/^(?:autofocus|autoplay|async|checked|controls|defer|disabled|hidden|loop|multiple|open|readonly|required|scoped|selected)$/i,v=f.support.getSetAttribute,w,x,y;f.fn.extend({attr:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.attr)},removeAttr:function(a){return this.each(function(){f.removeAttr(this,a)})},prop:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.prop)},removeProp:function(a){a=f.propFix[a]||a;return this.each(function(){try{this[a]=b,delete this[a]}catch(c){}})},addClass:function(a){var b,c,d,e,g,h,i;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).addClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"){b=a.split(p);for(c=0,d=this.length;c<d;c++){e=this[c];if(e.nodeType===1)if(!e.className&&b.length===1)e.className=a;else{g=" "+e.className+" ";for(h=0,i=b.length;h<i;h++)~g.indexOf(" "+b[h]+" ")||(g+=b[h]+" ");e.className=f.trim(g)}}}return this},removeClass:function(a){var c,d,e,g,h,i,j;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).removeClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"||a===b){c=(a||"").split(p);for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];if(g.nodeType===1&&g.className)if(a){h=(" "+g.className+" ").replace(o," ");for(i=0,j=c.length;i<j;i++)h=h.replace(" "+c[i]+" "," ");g.className=f.trim(h)}else g.className=""}}return this},toggleClass:function(a,b){var c=typeof a,d=typeof b=="boolean";if(f.isFunction(a))return this.each(function(c){f(this).toggleClass(a.call(this,c,this.className,b),b)});return this.each(function(){if(c==="string"){var e,g=0,h=f(this),i=b,j=a.split(p);while(e=j[g++])i=d?i:!h.hasClass(e),h[i?"addClass":"removeClass"](e)}else if(c==="undefined"||c==="boolean")this.className&&f._data(this,"__className__",this.className),this.className=this.className||a===!1?"":f._data(this,"__className__")||""})},hasClass:function(a){var b=" "+a+" ",c=0,d=this.length;for(;c<d;c++)if(this[c].nodeType===1&&(" "+this[c].className+" ").replace(o," ").indexOf(b)>-1)return!0;return!1},val:function(a){var c,d,e,g=this[0];{if(!!arguments.length){e=f.isFunction(a);return this.each(function(d){var g=f(this),h;if(this.nodeType===1){e?h=a.call(this,d,g.val()):h=a,h==null?h="":typeof h=="number"?h+="":f.isArray(h)&&(h=f.map(h,function(a){return a==null?"":a+""})),c=f.valHooks[this.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[this.type];if(!c||!("set"in c)||c.set(this,h,"value")===b)this.value=h}})}if(g){c=f.valHooks[g.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[g.type];if(c&&"get"in c&&(d=c.get(g,"value"))!==b)return d;d=g.value;return typeof d=="string"?d.replace(q,""):d==null?"":d}}}}),f.extend({valHooks:{option:{get:function(a){var b=a.attributes.value;return!b||b.specified?a.value:a.text}},select:{get:function(a){var b,c,d,e,g=a.selectedIndex,h=[],i=a.options,j=a.type==="select-one";if(g<0)return null;c=j?g:0,d=j?g+1:i.length;for(;c<d;c++){e=i[c];if(e.selected&&(f.support.optDisabled?!e.disabled:e.getAttribute("disabled")===null)&&(!e.parentNode.disabled||!f.nodeName(e.parentNode,"optgroup"))){b=f(e).val();if(j)return b;h.push(b)}}if(j&&!h.length&&i.length)return f(i[g]).val();return h},set:function(a,b){var c=f.makeArray(b);f(a).find("option").each(function(){this.selected=f.inArray(f(this).val(),c)>=0}),c.length||(a.selectedIndex=-1);return c}}},attrFn:{val:!0,css:!0,html:!0,text:!0,data:!0,width:!0,height:!0,offset:!0},attr:function(a,c,d,e){var g,h,i,j=a.nodeType;if(!!a&&j!==3&&j!==8&&j!==2){if(e&&c in f.attrFn)return f(a)[c](d);if(typeof a.getAttribute=="undefined")return f.prop(a,c,d);i=j!==1||!f.isXMLDoc(a),i&&(c=c.toLowerCase(),h=f.attrHooks[c]||(u.test(c)?x:w));if(d!==b){if(d===null){f.removeAttr(a,c);return}if(h&&"set"in h&&i&&(g=h.set(a,d,c))!==b)return g;a.setAttribute(c,""+d);return d}if(h&&"get"in h&&i&&(g=h.get(a,c))!==null)return g;g=a.getAttribute(c);return g===null?b:g}},removeAttr:function(a,b){var c,d,e,g,h=0;if(b&&a.nodeType===1){d=b.toLowerCase().split(p),g=d.length;for(;h<g;h++)e=d[h],e&&(c=f.propFix[e]||e,f.attr(a,e,""),a.removeAttribute(v?e:c),u.test(e)&&c in a&&(a[c]=!1))}},attrHooks:{type:{set:function(a,b){if(r.test(a.nodeName)&&a.parentNode)f.error("type property can't be changed");else if(!f.support.radioValue&&b==="radio"&&f.nodeName(a,"input")){var c=a.value;a.setAttribute("type",b),c&&(a.value=c);return b}}},value:{get:function(a,b){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.get(a,b);return b in a?a.value:null},set:function(a,b,c){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.set(a,b,c);a.value=b}}},propFix:{tabindex:"tabIndex",readonly:"readOnly","for":"htmlFor","class":"className",maxlength:"maxLength",cellspacing:"cellSpacing",cellpadding:"cellPadding",rowspan:"rowSpan",colspan:"colSpan",usemap:"useMap",frameborder:"frameBorder",contenteditable:"contentEditable"},prop:function(a,c,d){var e,g,h,i=a.nodeType;if(!!a&&i!==3&&i!==8&&i!==2){h=i!==1||!f.isXMLDoc(a),h&&(c=f.propFix[c]||c,g=f.propHooks[c]);return d!==b?g&&"set"in g&&(e=g.set(a,d,c))!==b?e:a[c]=d:g&&"get"in g&&(e=g.get(a,c))!==null?e:a[c]}},propHooks:{tabIndex:{get:function(a){var c=a.getAttributeNode("tabindex");return c&&c.specified?parseInt(c.value,10):s.test(a.nodeName)||t.test(a.nodeName)&&a.href?0:b}}}}),f.attrHooks.tabindex=f.propHooks.tabIndex,x={get:function(a,c){var d,e=f.prop(a,c);return e===!0||typeof e!="boolean"&&(d=a.getAttributeNode(c))&&d.nodeValue!==!1?c.toLowerCase():b},set:function(a,b,c){var d;b===!1?f.removeAttr(a,c):(d=f.propFix[c]||c,d in a&&(a[d]=!0),a.setAttribute(c,c.toLowerCase()));return c}},v||(y={name:!0,id:!0},w=f.valHooks.button={get:function(a,c){var d;d=a.getAttributeNode(c);return d&&(y[c]?d.nodeValue!=="":d.specified)?d.nodeValue:b},set:function(a,b,d){var e=a.getAttributeNode(d);e||(e=c.createAttribute(d),a.setAttributeNode(e));return e.nodeValue=b+""}},f.attrHooks.tabindex.set=w.set,f.each(["width","height"],function(a,b){f.attrHooks[b]=f.extend(f.attrHooks[b],{set:function(a,c){if(c===""){a.setAttribute(b,"auto");return c}}})}),f.attrHooks.contenteditable={get:w.get,set:function(a,b,c){b===""&&(b="false"),w.set(a,b,c)}}),f.support.hrefNormalized||f.each(["href","src","width","height"],function(a,c){f.attrHooks[c]=f.extend(f.attrHooks[c],{get:function(a){var d=a.getAttribute(c,2);return d===null?b:d}})}),f.support.style||(f.attrHooks.style={get:function(a){return a.style.cssText.toLowerCase()||b},set:function(a,b){return a.style.cssText=""+b}}),f.support.optSelected||(f.propHooks.selected=f.extend(f.propHooks.selected,{get:function(a){var b=a.parentNode;b&&(b.selectedIndex,b.parentNode&&b.parentNode.selectedIndex);return null}})),f.support.enctype||(f.propFix.enctype="encoding"),f.support.checkOn||f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]={get:function(a){return a.getAttribute("value")===null?"on":a.value}}}),f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]=f.extend(f.valHooks[this],{set:function(a,b){if(f.isArray(b))return a.checked=f.inArray(f(a).val(),b)>=0}})});var z=/^(?:textarea|input|select)$/i,A=/^([^\.]*)?(?:\.(.+))?$/,B=/\bhover(\.\S+)?\b/,C=/^key/,D=/^(?:mouse|contextmenu)|click/,E=/^(?:focusinfocus|focusoutblur)$/,F=/^(\w*)(?:#([\w\-]+))?(?:\.([\w\-]+))?$/,G=function(a){var b=F.exec(a);b&&(b[1]=(b[1]||"").toLowerCase(),b[3]=b[3]&&new RegExp("(?:^|\\s)"+b[3]+"(?:\\s|$)"));return b},H=function(a,b){var c=a.attributes||{};return(!b[1]||a.nodeName.toLowerCase()===b[1])&&(!b[2]||(c.id||{}).value===b[2])&&(!b[3]||b[3].test((c["class"]||{}).value))},I=function(a){return f.event.special.hover?a:a.replace(B,"mouseenter$1 mouseleave$1")};
f.event={add:function(a,c,d,e,g){var h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!(a.nodeType===3||a.nodeType===8||!c||!d||!(h=f._data(a)))){d.handler&&(p=d,d=p.handler),d.guid||(d.guid=f.guid++),j=h.events,j||(h.events=j={}),i=h.handle,i||(h.handle=i=function(a){return typeof f!="undefined"&&(!a||f.event.triggered!==a.type)?f.event.dispatch.apply(i.elem,arguments):b},i.elem=a),c=f.trim(I(c)).split(" ");for(k=0;k<c.length;k++){l=A.exec(c[k])||[],m=l[1],n=(l[2]||"").split(".").sort(),s=f.event.special[m]||{},m=(g?s.delegateType:s.bindType)||m,s=f.event.special[m]||{},o=f.extend({type:m,origType:l[1],data:e,handler:d,guid:d.guid,selector:g,quick:G(g),namespace:n.join(".")},p),r=j[m];if(!r){r=j[m]=[],r.delegateCount=0;if(!s.setup||s.setup.call(a,e,n,i)===!1)a.addEventListener?a.addEventListener(m,i,!1):a.attachEvent&&a.attachEvent("on"+m,i)}s.add&&(s.add.call(a,o),o.handler.guid||(o.handler.guid=d.guid)),g?r.splice(r.delegateCount++,0,o):r.push(o),f.event.global[m]=!0}a=null}},global:{},remove:function(a,b,c,d,e){var g=f.hasData(a)&&f._data(a),h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!!g&&!!(o=g.events)){b=f.trim(I(b||"")).split(" ");for(h=0;h<b.length;h++){i=A.exec(b[h])||[],j=k=i[1],l=i[2];if(!j){for(j in o)f.event.remove(a,j+b[h],c,d,!0);continue}p=f.event.special[j]||{},j=(d?p.delegateType:p.bindType)||j,r=o[j]||[],m=r.length,l=l?new RegExp("(^|\\.)"+l.split(".").sort().join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null;for(n=0;n<r.length;n++)s=r[n],(e||k===s.origType)&&(!c||c.guid===s.guid)&&(!l||l.test(s.namespace))&&(!d||d===s.selector||d==="**"&&s.selector)&&(r.splice(n--,1),s.selector&&r.delegateCount--,p.remove&&p.remove.call(a,s));r.length===0&&m!==r.length&&((!p.teardown||p.teardown.call(a,l)===!1)&&f.removeEvent(a,j,g.handle),delete o[j])}f.isEmptyObject(o)&&(q=g.handle,q&&(q.elem=null),f.removeData(a,["events","handle"],!0))}},customEvent:{getData:!0,setData:!0,changeData:!0},trigger:function(c,d,e,g){if(!e||e.nodeType!==3&&e.nodeType!==8){var h=c.type||c,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(E.test(h+f.event.triggered))return;h.indexOf("!")>=0&&(h=h.slice(0,-1),k=!0),h.indexOf(".")>=0&&(i=h.split("."),h=i.shift(),i.sort());if((!e||f.event.customEvent[h])&&!f.event.global[h])return;c=typeof c=="object"?c[f.expando]?c:new f.Event(h,c):new f.Event(h),c.type=h,c.isTrigger=!0,c.exclusive=k,c.namespace=i.join("."),c.namespace_re=c.namespace?new RegExp("(^|\\.)"+i.join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null,o=h.indexOf(":")<0?"on"+h:"";if(!e){j=f.cache;for(l in j)j[l].events&&j[l].events[h]&&f.event.trigger(c,d,j[l].handle.elem,!0);return}c.result=b,c.target||(c.target=e),d=d!=null?f.makeArray(d):[],d.unshift(c),p=f.event.special[h]||{};if(p.trigger&&p.trigger.apply(e,d)===!1)return;r=[[e,p.bindType||h]];if(!g&&!p.noBubble&&!f.isWindow(e)){s=p.delegateType||h,m=E.test(s+h)?e:e.parentNode,n=null;for(;m;m=m.parentNode)r.push([m,s]),n=m;n&&n===e.ownerDocument&&r.push([n.defaultView||n.parentWindow||a,s])}for(l=0;l<r.length&&!c.isPropagationStopped();l++)m=r[l][0],c.type=r[l][1],q=(f._data(m,"events")||{})[c.type]&&f._data(m,"handle"),q&&q.apply(m,d),q=o&&m[o],q&&f.acceptData(m)&&q.apply(m,d)===!1&&c.preventDefault();c.type=h,!g&&!c.isDefaultPrevented()&&(!p._default||p._default.apply(e.ownerDocument,d)===!1)&&(h!=="click"||!f.nodeName(e,"a"))&&f.acceptData(e)&&o&&e[h]&&(h!=="focus"&&h!=="blur"||c.target.offsetWidth!==0)&&!f.isWindow(e)&&(n=e[o],n&&(e[o]=null),f.event.triggered=h,e[h](),f.event.triggered=b,n&&(e[o]=n));return c.result}},dispatch:function(c){c=f.event.fix(c||a.event);var d=(f._data(this,"events")||{})[c.type]||[],e=d.delegateCount,g=[].slice.call(arguments,0),h=!c.exclusive&&!c.namespace,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s,t;g[0]=c,c.delegateTarget=this;if(e&&!c.target.disabled&&(!c.button||c.type!=="click")){m=f(this),m.context=this.ownerDocument||this;for(l=c.target;l!=this;l=l.parentNode||this){o={},q=[],m[0]=l;for(j=0;j<e;j++)r=d[j],s=r.selector,o[s]===b&&(o[s]=r.quick?H(l,r.quick):m.is(s)),o[s]&&q.push(r);q.length&&i.push({elem:l,matches:q})}}d.length>e&&i.push({elem:this,matches:d.slice(e)});for(j=0;j<i.length&&!c.isPropagationStopped();j++){p=i[j],c.currentTarget=p.elem;for(k=0;k<p.matches.length&&!c.isImmediatePropagationStopped();k++){r=p.matches[k];if(h||!c.namespace&&!r.namespace||c.namespace_re&&c.namespace_re.test(r.namespace))c.data=r.data,c.handleObj=r,n=((f.event.special[r.origType]||{}).handle||r.handler).apply(p.elem,g),n!==b&&(c.result=n,n===!1&&(c.preventDefault(),c.stopPropagation()))}}return c.result},props:"attrChange attrName relatedNode srcElement altKey bubbles cancelable ctrlKey currentTarget eventPhase metaKey relatedTarget shiftKey target timeStamp view which".split(" "),fixHooks:{},keyHooks:{props:"char charCode key keyCode".split(" "),filter:function(a,b){a.which==null&&(a.which=b.charCode!=null?b.charCode:b.keyCode);return a}},mouseHooks:{props:"button buttons clientX clientY fromElement offsetX offsetY pageX pageY screenX screenY toElement".split(" "),filter:function(a,d){var e,f,g,h=d.button,i=d.fromElement;a.pageX==null&&d.clientX!=null&&(e=a.target.ownerDocument||c,f=e.documentElement,g=e.body,a.pageX=d.clientX+(f&&f.scrollLeft||g&&g.scrollLeft||0)-(f&&f.clientLeft||g&&g.clientLeft||0),a.pageY=d.clientY+(f&&f.scrollTop||g&&g.scrollTop||0)-(f&&f.clientTop||g&&g.clientTop||0)),!a.relatedTarget&&i&&(a.relatedTarget=i===a.target?d.toElement:i),!a.which&&h!==b&&(a.which=h&1?1:h&2?3:h&4?2:0);return a}},fix:function(a){if(a[f.expando])return a;var d,e,g=a,h=f.event.fixHooks[a.type]||{},i=h.props?this.props.concat(h.props):this.props;a=f.Event(g);for(d=i.length;d;)e=i[--d],a[e]=g[e];a.target||(a.target=g.srcElement||c),a.target.nodeType===3&&(a.target=a.target.parentNode),a.metaKey===b&&(a.metaKey=a.ctrlKey);return h.filter?h.filter(a,g):a},special:{ready:{setup:f.bindReady},load:{noBubble:!0},focus:{delegateType:"focusin"},blur:{delegateType:"focusout"},beforeunload:{setup:function(a,b,c){f.isWindow(this)&&(this.onbeforeunload=c)},teardown:function(a,b){this.onbeforeunload===b&&(this.onbeforeunload=null)}}},simulate:function(a,b,c,d){var e=f.extend(new f.Event,c,{type:a,isSimulated:!0,originalEvent:{}});d?f.event.trigger(e,null,b):f.event.dispatch.call(b,e),e.isDefaultPrevented()&&c.preventDefault()}},f.event.handle=f.event.dispatch,f.removeEvent=c.removeEventListener?function(a,b,c){a.removeEventListener&&a.removeEventListener(b,c,!1)}:function(a,b,c){a.detachEvent&&a.detachEvent("on"+b,c)},f.Event=function(a,b){if(!(this instanceof f.Event))return new f.Event(a,b);a&&a.type?(this.originalEvent=a,this.type=a.type,this.isDefaultPrevented=a.defaultPrevented||a.returnValue===!1||a.getPreventDefault&&a.getPreventDefault()?K:J):this.type=a,b&&f.extend(this,b),this.timeStamp=a&&a.timeStamp||f.now(),this[f.expando]=!0},f.Event.prototype={preventDefault:function(){this.isDefaultPrevented=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.preventDefault?a.preventDefault():a.returnValue=!1)},stopPropagation:function(){this.isPropagationStopped=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.stopPropagation&&a.stopPropagation(),a.cancelBubble=!0)},stopImmediatePropagation:function(){this.isImmediatePropagationStopped=K,this.stopPropagation()},isDefaultPrevented:J,isPropagationStopped:J,isImmediatePropagationStopped:J},f.each({mouseenter:"mouseover",mouseleave:"mouseout"},function(a,b){f.event.special[a]={delegateType:b,bindType:b,handle:function(a){var c=this,d=a.relatedTarget,e=a.handleObj,g=e.selector,h;if(!d||d!==c&&!f.contains(c,d))a.type=e.origType,h=e.handler.apply(this,arguments),a.type=b;return h}}}),f.support.submitBubbles||(f.event.special.submit={setup:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.add(this,"click._submit keypress._submit",function(a){var c=a.target,d=f.nodeName(c,"input")||f.nodeName(c,"button")?c.form:b;d&&!d._submit_attached&&(f.event.add(d,"submit._submit",function(a){this.parentNode&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("submit",this.parentNode,a,!0)}),d._submit_attached=!0)})},teardown:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.remove(this,"._submit")}}),f.support.changeBubbles||(f.event.special.change={setup:function(){if(z.test(this.nodeName)){if(this.type==="checkbox"||this.type==="radio")f.event.add(this,"propertychange._change",function(a){a.originalEvent.propertyName==="checked"&&(this._just_changed=!0)}),f.event.add(this,"click._change",function(a){this._just_changed&&!a.isTrigger&&(this._just_changed=!1,f.event.simulate("change",this,a,!0))});return!1}f.event.add(this,"beforeactivate._change",function(a){var b=a.target;z.test(b.nodeName)&&!b._change_attached&&(f.event.add(b,"change._change",function(a){this.parentNode&&!a.isSimulated&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("change",this.parentNode,a,!0)}),b._change_attached=!0)})},handle:function(a){var b=a.target;if(this!==b||a.isSimulated||a.isTrigger||b.type!=="radio"&&b.type!=="checkbox")return a.handleObj.handler.apply(this,arguments)},teardown:function(){f.event.remove(this,"._change");return z.test(this.nodeName)}}),f.support.focusinBubbles||f.each({focus:"focusin",blur:"focusout"},function(a,b){var d=0,e=function(a){f.event.simulate(b,a.target,f.event.fix(a),!0)};f.event.special[b]={setup:function(){d++===0&&c.addEventListener(a,e,!0)},teardown:function(){--d===0&&c.removeEventListener(a,e,!0)}}}),f.fn.extend({on:function(a,c,d,e,g){var h,i;if(typeof a=="object"){typeof c!="string"&&(d=c,c=b);for(i in a)this.on(i,c,d,a[i],g);return this}d==null&&e==null?(e=c,d=c=b):e==null&&(typeof c=="string"?(e=d,d=b):(e=d,d=c,c=b));if(e===!1)e=J;else if(!e)return this;g===1&&(h=e,e=function(a){f().off(a);return h.apply(this,arguments)},e.guid=h.guid||(h.guid=f.guid++));return this.each(function(){f.event.add(this,a,e,d,c)})},one:function(a,b,c,d){return this.on.call(this,a,b,c,d,1)},off:function(a,c,d){if(a&&a.preventDefault&&a.handleObj){var e=a.handleObj;f(a.delegateTarget).off(e.namespace?e.type+"."+e.namespace:e.type,e.selector,e.handler);return this}if(typeof a=="object"){for(var g in a)this.off(g,c,a[g]);return this}if(c===!1||typeof c=="function")d=c,c=b;d===!1&&(d=J);return this.each(function(){f.event.remove(this,a,d,c)})},bind:function(a,b,c){return this.on(a,null,b,c)},unbind:function(a,b){return this.off(a,null,b)},live:function(a,b,c){f(this.context).on(a,this.selector,b,c);return this},die:function(a,b){f(this.context).off(a,this.selector||"**",b);return this},delegate:function(a,b,c,d){return this.on(b,a,c,d)},undelegate:function(a,b,c){return arguments.length==1?this.off(a,"**"):this.off(b,a,c)},trigger:function(a,b){return this.each(function(){f.event.trigger(a,b,this)})},triggerHandler:function(a,b){if(this[0])return f.event.trigger(a,b,this[0],!0)},toggle:function(a){var b=arguments,c=a.guid||f.guid++,d=0,e=function(c){var e=(f._data(this,"lastToggle"+a.guid)||0)%d;f._data(this,"lastToggle"+a.guid,e+1),c.preventDefault();return b[e].apply(this,arguments)||!1};e.guid=c;while(d<b.length)b[d++].guid=c;return this.click(e)},hover:function(a,b){return this.mouseenter(a).mouseleave(b||a)}}),f.each("blur focus focusin focusout load resize scroll unload click dblclick mousedown mouseup mousemove mouseover mouseout mouseenter mouseleave change select submit keydown keypress keyup error contextmenu".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a,c){c==null&&(c=a,a=null);return arguments.length>0?this.on(b,null,a,c):this.trigger(b)},f.attrFn&&(f.attrFn[b]=!0),C.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.keyHooks),D.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.mouseHooks)}),function(){function x(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}if(j.nodeType===1){g||(j[d]=c,j.sizset=h);if(typeof b!="string"){if(j===b){k=!0;break}}else if(m.filter(b,[j]).length>0){k=j;break}}j=j[a]}e[h]=k}}}function w(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}j.nodeType===1&&!g&&(j[d]=c,j.sizset=h);if(j.nodeName.toLowerCase()===b){k=j;break}j=j[a]}e[h]=k}}}var a=/((?:\((?:\([^()]+\)|[^()]+)+\)|\[(?:\[[^\[\]]*\]|['"][^'"]*['"]|[^\[\]'"]+)+\]|\\.|[^ >+~,(\[\\]+)+|[>+~])(\s*,\s*)?((?:.|\r|\n)*)/g,d="sizcache"+(Math.random()+"").replace(".",""),e=0,g=Object.prototype.toString,h=!1,i=!0,j=/\\/g,k=/\r\n/g,l=/\W/;[0,0].sort(function(){i=!1;return 0});var m=function(b,d,e,f){e=e||[],d=d||c;var h=d;if(d.nodeType!==1&&d.nodeType!==9)return[];if(!b||typeof b!="string")return e;var i,j,k,l,n,q,r,t,u=!0,v=m.isXML(d),w=[],x=b;do{a.exec(""),i=a.exec(x);if(i){x=i[3],w.push(i[1]);if(i[2]){l=i[3];break}}}while(i);if(w.length>1&&p.exec(b))if(w.length===2&&o.relative[w[0]])j=y(w[0]+w[1],d,f);else{j=o.relative[w[0]]?[d]:m(w.shift(),d);while(w.length)b=w.shift(),o.relative[b]&&(b+=w.shift()),j=y(b,j,f)}else{!f&&w.length>1&&d.nodeType===9&&!v&&o.match.ID.test(w[0])&&!o.match.ID.test(w[w.length-1])&&(n=m.find(w.shift(),d,v),d=n.expr?m.filter(n.expr,n.set)[0]:n.set[0]);if(d){n=f?{expr:w.pop(),set:s(f)}:m.find(w.pop(),w.length===1&&(w[0]==="~"||w[0]==="+")&&d.parentNode?d.parentNode:d,v),j=n.expr?m.filter(n.expr,n.set):n.set,w.length>0?k=s(j):u=!1;while(w.length)q=w.pop(),r=q,o.relative[q]?r=w.pop():q="",r==null&&(r=d),o.relative[q](k,r,v)}else k=w=[]}k||(k=j),k||m.error(q||b);if(g.call(k)==="[object Array]")if(!u)e.push.apply(e,k);else if(d&&d.nodeType===1)for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&(k[t]===!0||k[t].nodeType===1&&m.contains(d,k[t]))&&e.push(j[t]);else for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&k[t].nodeType===1&&e.push(j[t]);else s(k,e);l&&(m(l,h,e,f),m.uniqueSort(e));return e};m.uniqueSort=function(a){if(u){h=i,a.sort(u);if(h)for(var b=1;b<a.length;b++)a[b]===a[b-1]&&a.splice(b--,1)}return a},m.matches=function(a,b){return m(a,null,null,b)},m.matchesSelector=function(a,b){return m(b,null,null,[a]).length>0},m.find=function(a,b,c){var d,e,f,g,h,i;if(!a)return[];for(e=0,f=o.order.length;e<f;e++){h=o.order[e];if(g=o.leftMatch[h].exec(a)){i=g[1],g.splice(1,1);if(i.substr(i.length-1)!=="\\"){g[1]=(g[1]||"").replace(j,""),d=o.find[h](g,b,c);if(d!=null){a=a.replace(o.match[h],"");break}}}}d||(d=typeof b.getElementsByTagName!="undefined"?b.getElementsByTagName("*"):[]);return{set:d,expr:a}},m.filter=function(a,c,d,e){var f,g,h,i,j,k,l,n,p,q=a,r=[],s=c,t=c&&c[0]&&m.isXML(c[0]);while(a&&c.length){for(h in o.filter)if((f=o.leftMatch[h].exec(a))!=null&&f[2]){k=o.filter[h],l=f[1],g=!1,f.splice(1,1);if(l.substr(l.length-1)==="\\")continue;s===r&&(r=[]);if(o.preFilter[h]){f=o.preFilter[h](f,s,d,r,e,t);if(!f)g=i=!0;else if(f===!0)continue}if(f)for(n=0;(j=s[n])!=null;n++)j&&(i=k(j,f,n,s),p=e^i,d&&i!=null?p?g=!0:s[n]=!1:p&&(r.push(j),g=!0));if(i!==b){d||(s=r),a=a.replace(o.match[h],"");if(!g)return[];break}}if(a===q)if(g==null)m.error(a);else break;q=a}return s},m.error=function(a){throw new Error("Syntax error, unrecognized expression: "+a)};var n=m.getText=function(a){var b,c,d=a.nodeType,e="";if(d){if(d===1||d===9){if(typeof a.textContent=="string")return a.textContent;if(typeof a.innerText=="string")return a.innerText.replace(k,"");for(a=a.firstChild;a;a=a.nextSibling)e+=n(a)}else if(d===3||d===4)return a.nodeValue}else for(b=0;c=a[b];b++)c.nodeType!==8&&(e+=n(c));return e},o=m.selectors={order:["ID","NAME","TAG"],match:{ID:/#((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,CLASS:/\.((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,NAME:/\[name=['"]*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)['"]*\]/,ATTR:/\[\s*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)\s*(?:(\S?=)\s*(?:(['"])(.*?)\3|(#?(?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)*)|)|)\s*\]/,TAG:/^((?:[\w\u00c0-\uFFFF\*\-]|\\.)+)/,CHILD:/:(only|nth|last|first)-child(?:\(\s*(even|odd|(?:[+\-]?\d+|(?:[+\-]?\d*)?n\s*(?:[+\-]\s*\d+)?))\s*\))?/,POS:/:(nth|eq|gt|lt|first|last|even|odd)(?:\((\d*)\))?(?=[^\-]|$)/,PSEUDO:/:((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)(?:\((['"]?)((?:\([^\)]+\)|[^\(\)]*)+)\2\))?/},leftMatch:{},attrMap:{"class":"className","for":"htmlFor"},attrHandle:{href:function(a){return a.getAttribute("href")},type:function(a){return a.getAttribute("type")}},relative:{"+":function(a,b){var c=typeof b=="string",d=c&&!l.test(b),e=c&&!d;d&&(b=b.toLowerCase());for(var f=0,g=a.length,h;f<g;f++)if(h=a[f]){while((h=h.previousSibling)&&h.nodeType!==1);a[f]=e||h&&h.nodeName.toLowerCase()===b?h||!1:h===b}e&&m.filter(b,a,!0)},">":function(a,b){var c,d=typeof b=="string",e=0,f=a.length;if(d&&!l.test(b)){b=b.toLowerCase();for(;e<f;e++){c=a[e];if(c){var g=c.parentNode;a[e]=g.nodeName.toLowerCase()===b?g:!1}}}else{for(;e<f;e++)c=a[e],c&&(a[e]=d?c.parentNode:c.parentNode===b);d&&m.filter(b,a,!0)}},"":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("parentNode",b,f,a,d,c)},"~":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("previousSibling",b,f,a,d,c)}},find:{ID:function(a,b,c){if(typeof b.getElementById!="undefined"&&!c){var d=b.getElementById(a[1]);return d&&d.parentNode?[d]:[]}},NAME:function(a,b){if(typeof b.getElementsByName!="undefined"){var c=[],d=b.getElementsByName(a[1]);for(var e=0,f=d.length;e<f;e++)d[e].getAttribute("name")===a[1]&&c.push(d[e]);return c.length===0?null:c}},TAG:function(a,b){if(typeof b.getElementsByTagName!="undefined")return b.getElementsByTagName(a[1])}},preFilter:{CLASS:function(a,b,c,d,e,f){a=" "+a[1].replace(j,"")+" ";if(f)return a;for(var g=0,h;(h=b[g])!=null;g++)h&&(e^(h.className&&(" "+h.className+" ").replace(/[\t\n\r]/g," ").indexOf(a)>=0)?c||d.push(h):c&&(b[g]=!1));return!1},ID:function(a){return a[1].replace(j,"")},TAG:function(a,b){return a[1].replace(j,"").toLowerCase()},CHILD:function(a){if(a[1]==="nth"){a[2]||m.error(a[0]),a[2]=a[2].replace(/^\+|\s*/g,"");var b=/(-?)(\d*)(?:n([+\-]?\d*))?/.exec(a[2]==="even"&&"2n"||a[2]==="odd"&&"2n+1"||!/\D/.test(a[2])&&"0n+"+a[2]||a[2]);a[2]=b[1]+(b[2]||1)-0,a[3]=b[3]-0}else a[2]&&m.error(a[0]);a[0]=e++;return a},ATTR:function(a,b,c,d,e,f){var g=a[1]=a[1].replace(j,"");!f&&o.attrMap[g]&&(a[1]=o.attrMap[g]),a[4]=(a[4]||a[5]||"").replace(j,""),a[2]==="~="&&(a[4]=" "+a[4]+" ");return a},PSEUDO:function(b,c,d,e,f){if(b[1]==="not")if((a.exec(b[3])||"").length>1||/^\w/.test(b[3]))b[3]=m(b[3],null,null,c);else{var g=m.filter(b[3],c,d,!0^f);d||e.push.apply(e,g);return!1}else if(o.match.POS.test(b[0])||o.match.CHILD.test(b[0]))return!0;return b},POS:function(a){a.unshift(!0);return a}},filters:{enabled:function(a){return a.disabled===!1&&a.type!=="hidden"},disabled:function(a){return a.disabled===!0},checked:function(a){return a.checked===!0},selected:function(a){a.parentNode&&a.parentNode.selectedIndex;return a.selected===!0},parent:function(a){return!!a.firstChild},empty:function(a){return!a.firstChild},has:function(a,b,c){return!!m(c[3],a).length},header:function(a){return/h\d/i.test(a.nodeName)},text:function(a){var b=a.getAttribute("type"),c=a.type;return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"text"===c&&(b===c||b===null)},radio:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"radio"===a.type},checkbox:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"checkbox"===a.type},file:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"file"===a.type},password:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"password"===a.type},submit:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"submit"===a.type},image:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"image"===a.type},reset:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"reset"===a.type},button:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return b==="input"&&"button"===a.type||b==="button"},input:function(a){return/input|select|textarea|button/i.test(a.nodeName)},focus:function(a){return a===a.ownerDocument.activeElement}},setFilters:{first:function(a,b){return b===0},last:function(a,b,c,d){return b===d.length-1},even:function(a,b){return b%2===0},odd:function(a,b){return b%2===1},lt:function(a,b,c){return b<c[3]-0},gt:function(a,b,c){return b>c[3]-0},nth:function(a,b,c){return c[3]-0===b},eq:function(a,b,c){return c[3]-0===b}},filter:{PSEUDO:function(a,b,c,d){var e=b[1],f=o.filters[e];if(f)return f(a,c,b,d);if(e==="contains")return(a.textContent||a.innerText||n([a])||"").indexOf(b[3])>=0;if(e==="not"){var g=b[3];for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)if(g[h]===a)return!1;return!0}m.error(e)},CHILD:function(a,b){var c,e,f,g,h,i,j,k=b[1],l=a;switch(k){case"only":case"first":while(l=l.previousSibling)if(l.nodeType===1)return!1;if(k==="first")return!0;l=a;case"last":while(l=l.nextSibling)if(l.nodeType===1)return!1;return!0;case"nth":c=b[2],e=b[3];if(c===1&&e===0)return!0;f=b[0],g=a.parentNode;if(g&&(g[d]!==f||!a.nodeIndex)){i=0;for(l=g.firstChild;l;l=l.nextSibling)l.nodeType===1&&(l.nodeIndex=++i);g[d]=f}j=a.nodeIndex-e;return c===0?j===0:j%c===0&&j/c>=0}},ID:function(a,b){return a.nodeType===1&&a.getAttribute("id")===b},TAG:function(a,b){return b==="*"&&a.nodeType===1||!!a.nodeName&&a.nodeName.toLowerCase()===b},CLASS:function(a,b){return(" "+(a.className||a.getAttribute("class"))+" ").indexOf(b)>-1},ATTR:function(a,b){var c=b[1],d=m.attr?m.attr(a,c):o.attrHandle[c]?o.attrHandle[c](a):a[c]!=null?a[c]:a.getAttribute(c),e=d+"",f=b[2],g=b[4];return d==null?f==="!=":!f&&m.attr?d!=null:f==="="?e===g:f==="*="?e.indexOf(g)>=0:f==="~="?(" "+e+" ").indexOf(g)>=0:g?f==="!="?e!==g:f==="^="?e.indexOf(g)===0:f==="$="?e.substr(e.length-g.length)===g:f==="|="?e===g||e.substr(0,g.length+1)===g+"-":!1:e&&d!==!1},POS:function(a,b,c,d){var e=b[2],f=o.setFilters[e];if(f)return f(a,c,b,d)}}},p=o.match.POS,q=function(a,b){return"\\"+(b-0+1)};for(var r in o.match)o.match[r]=new RegExp(o.match[r].source+/(?![^\[]*\])(?![^\(]*\))/.source),o.leftMatch[r]=new RegExp(/(^(?:.|\r|\n)*?)/.source+o.match[r].source.replace(/\\(\d+)/g,q));var s=function(a,b){a=Array.prototype.slice.call(a,0);if(b){b.push.apply(b,a);return b}return a};try{Array.prototype.slice.call(c.documentElement.childNodes,0)[0].nodeType}catch(t){s=function(a,b){var c=0,d=b||[];if(g.call(a)==="[object Array]")Array.prototype.push.apply(d,a);else if(typeof a.length=="number")for(var e=a.length;c<e;c++)d.push(a[c]);else for(;a[c];c++)d.push(a[c]);return d}}var u,v;c.documentElement.compareDocumentPosition?u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(!a.compareDocumentPosition||!b.compareDocumentPosition)return a.compareDocumentPosition?-1:1;return a.compareDocumentPosition(b)&4?-1:1}:(u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(a.sourceIndex&&b.sourceIndex)return a.sourceIndex-b.sourceIndex;var c,d,e=[],f=[],g=a.parentNode,i=b.parentNode,j=g;if(g===i)return v(a,b);if(!g)return-1;if(!i)return 1;while(j)e.unshift(j),j=j.parentNode;j=i;while(j)f.unshift(j),j=j.parentNode;c=e.length,d=f.length;for(var k=0;k<c&&k<d;k++)if(e[k]!==f[k])return v(e[k],f[k]);return k===c?v(a,f[k],-1):v(e[k],b,1)},v=function(a,b,c){if(a===b)return c;var d=a.nextSibling;while(d){if(d===b)return-1;d=d.nextSibling}return 1}),function(){var a=c.createElement("div"),d="script"+(new Date).getTime(),e=c.documentElement;a.innerHTML="<a name='"+d+"'/>",e.insertBefore(a,e.firstChild),c.getElementById(d)&&(o.find.ID=function(a,c,d){if(typeof c.getElementById!="undefined"&&!d){var e=c.getElementById(a[1]);return e?e.id===a[1]||typeof e.getAttributeNode!="undefined"&&e.getAttributeNode("id").nodeValue===a[1]?[e]:b:[]}},o.filter.ID=function(a,b){var c=typeof a.getAttributeNode!="undefined"&&a.getAttributeNode("id");return a.nodeType===1&&c&&c.nodeValue===b}),e.removeChild(a),e=a=null}(),function(){var a=c.createElement("div");a.appendChild(c.createComment("")),a.getElementsByTagName("*").length>0&&(o.find.TAG=function(a,b){var c=b.getElementsByTagName(a[1]);if(a[1]==="*"){var d=[];for(var e=0;c[e];e++)c[e].nodeType===1&&d.push(c[e]);c=d}return c}),a.innerHTML="<a href='#'></a>",a.firstChild&&typeof a.firstChild.getAttribute!="undefined"&&a.firstChild.getAttribute("href")!=="#"&&(o.attrHandle.href=function(a){return a.getAttribute("href",2)}),a=null}(),c.querySelectorAll&&function(){var a=m,b=c.createElement("div"),d="__sizzle__";b.innerHTML="<p class='TEST'></p>";if(!b.querySelectorAll||b.querySelectorAll(".TEST").length!==0){m=function(b,e,f,g){e=e||c;if(!g&&!m.isXML(e)){var h=/^(\w+$)|^\.([\w\-]+$)|^#([\w\-]+$)/.exec(b);if(h&&(e.nodeType===1||e.nodeType===9)){if(h[1])return s(e.getElementsByTagName(b),f);if(h[2]&&o.find.CLASS&&e.getElementsByClassName)return s(e.getElementsByClassName(h[2]),f)}if(e.nodeType===9){if(b==="body"&&e.body)return s([e.body],f);if(h&&h[3]){var i=e.getElementById(h[3]);if(!i||!i.parentNode)return s([],f);if(i.id===h[3])return s([i],f)}try{return s(e.querySelectorAll(b),f)}catch(j){}}else if(e.nodeType===1&&e.nodeName.toLowerCase()!=="object"){var k=e,l=e.getAttribute("id"),n=l||d,p=e.parentNode,q=/^\s*[+~]/.test(b);l?n=n.replace(/'/g,"\\$&"):e.setAttribute("id",n),q&&p&&(e=e.parentNode);try{if(!q||p)return s(e.querySelectorAll("[id='"+n+"'] "+b),f)}catch(r){}finally{l||k.removeAttribute("id")}}}return a(b,e,f,g)};for(var e in a)m[e]=a[e];b=null}}(),function(){var a=c.documentElement,b=a.matchesSelector||a.mozMatchesSelector||a.webkitMatchesSelector||a.msMatchesSelector;if(b){var d=!b.call(c.createElement("div"),"div"),e=!1;try{b.call(c.documentElement,"[test!='']:sizzle")}catch(f){e=!0}m.matchesSelector=function(a,c){c=c.replace(/\=\s*([^'"\]]*)\s*\]/g,"='$1']");if(!m.isXML(a))try{if(e||!o.match.PSEUDO.test(c)&&!/!=/.test(c)){var f=b.call(a,c);if(f||!d||a.document&&a.document.nodeType!==11)return f}}catch(g){}return m(c,null,null,[a]).length>0}}}(),function(){var a=c.createElement("div");a.innerHTML="<div class='test e'></div><div class='test'></div>";if(!!a.getElementsByClassName&&a.getElementsByClassName("e").length!==0){a.lastChild.className="e";if(a.getElementsByClassName("e").length===1)return;o.order.splice(1,0,"CLASS"),o.find.CLASS=function(a,b,c){if(typeof b.getElementsByClassName!="undefined"&&!c)return b.getElementsByClassName(a[1])},a=null}}(),c.documentElement.contains?m.contains=function(a,b){return a!==b&&(a.contains?a.contains(b):!0)}:c.documentElement.compareDocumentPosition?m.contains=function(a,b){return!!(a.compareDocumentPosition(b)&16)}:m.contains=function(){return!1},m.isXML=function(a){var b=(a?a.ownerDocument||a:0).documentElement;return b?b.nodeName!=="HTML":!1};var y=function(a,b,c){var d,e=[],f="",g=b.nodeType?[b]:b;while(d=o.match.PSEUDO.exec(a))f+=d[0],a=a.replace(o.match.PSEUDO,"");a=o.relative[a]?a+"*":a;for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)m(a,g[h],e,c);return m.filter(f,e)};m.attr=f.attr,m.selectors.attrMap={},f.find=m,f.expr=m.selectors,f.expr[":"]=f.expr.filters,f.unique=m.uniqueSort,f.text=m.getText,f.isXMLDoc=m.isXML,f.contains=m.contains}();var L=/Until$/,M=/^(?:parents|prevUntil|prevAll)/,N=/,/,O=/^.[^:#\[\.,]*$/,P=Array.prototype.slice,Q=f.expr.match.POS,R={children:!0,contents:!0,next:!0,prev:!0};f.fn.extend({find:function(a){var b=this,c,d;if(typeof a!="string")return f(a).filter(function(){for(c=0,d=b.length;c<d;c++)if(f.contains(b[c],this))return!0});var e=this.pushStack("","find",a),g,h,i;for(c=0,d=this.length;c<d;c++){g=e.length,f.find(a,this[c],e);if(c>0)for(h=g;h<e.length;h++)for(i=0;i<g;i++)if(e[i]===e[h]){e.splice(h--,1);break}}return e},has:function(a){var b=f(a);return this.filter(function(){for(var a=0,c=b.length;a<c;a++)if(f.contains(this,b[a]))return!0})},not:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!1),"not",a)},filter:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!0),"filter",a)},is:function(a){return!!a&&(typeof a=="string"?Q.test(a)?f(a,this.context).index(this[0])>=0:f.filter(a,this).length>0:this.filter(a).length>0)},closest:function(a,b){var c=[],d,e,g=this[0];if(f.isArray(a)){var h=1;while(g&&g.ownerDocument&&g!==b){for(d=0;d<a.length;d++)f(g).is(a[d])&&c.push({selector:a[d],elem:g,level:h});g=g.parentNode,h++}return c}var i=Q.test(a)||typeof a!="string"?f(a,b||this.context):0;for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];while(g){if(i?i.index(g)>-1:f.find.matchesSelector(g,a)){c.push(g);break}g=g.parentNode;if(!g||!g.ownerDocument||g===b||g.nodeType===11)break}}c=c.length>1?f.unique(c):c;return this.pushStack(c,"closest",a)},index:function(a){if(!a)return this[0]&&this[0].parentNode?this.prevAll().length:-1;if(typeof a=="string")return f.inArray(this[0],f(a));return f.inArray(a.jquery?a[0]:a,this)},add:function(a,b){var c=typeof a=="string"?f(a,b):f.makeArray(a&&a.nodeType?[a]:a),d=f.merge(this.get(),c);return this.pushStack(S(c[0])||S(d[0])?d:f.unique(d))},andSelf:function(){return this.add(this.prevObject)}}),f.each({parent:function(a){var b=a.parentNode;return b&&b.nodeType!==11?b:null},parents:function(a){return f.dir(a,"parentNode")},parentsUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"parentNode",c)},next:function(a){return f.nth(a,2,"nextSibling")},prev:function(a){return f.nth(a,2,"previousSibling")},nextAll:function(a){return f.dir(a,"nextSibling")},prevAll:function(a){return f.dir(a,"previousSibling")},nextUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"nextSibling",c)},prevUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"previousSibling",c)},siblings:function(a){return f.sibling(a.parentNode.firstChild,a)},children:function(a){return f.sibling(a.firstChild)},contents:function(a){return f.nodeName(a,"iframe")?a.contentDocument||a.contentWindow.document:f.makeArray(a.childNodes)}},function(a,b){f.fn[a]=function(c,d){var e=f.map(this,b,c);L.test(a)||(d=c),d&&typeof d=="string"&&(e=f.filter(d,e)),e=this.length>1&&!R[a]?f.unique(e):e,(this.length>1||N.test(d))&&M.test(a)&&(e=e.reverse());return this.pushStack(e,a,P.call(arguments).join(","))}}),f.extend({filter:function(a,b,c){c&&(a=":not("+a+")");return b.length===1?f.find.matchesSelector(b[0],a)?[b[0]]:[]:f.find.matches(a,b)},dir:function(a,c,d){var e=[],g=a[c];while(g&&g.nodeType!==9&&(d===b||g.nodeType!==1||!f(g).is(d)))g.nodeType===1&&e.push(g),g=g[c];return e},nth:function(a,b,c,d){b=b||1;var e=0;for(;a;a=a[c])if(a.nodeType===1&&++e===b)break;return a},sibling:function(a,b){var c=[];for(;a;a=a.nextSibling)a.nodeType===1&&a!==b&&c.push(a);return c}});var V="abbr|article|aside|audio|canvas|datalist|details|figcaption|figure|footer|header|hgroup|mark|meter|nav|output|progress|section|summary|time|video",W=/ jQuery\d+="(?:\d+|null)"/g,X=/^\s+/,Y=/<(?!area|br|col|embed|hr|img|input|link|meta|param)(([\w:]+)[^>]*)\/>/ig,Z=/<([\w:]+)/,$=/<tbody/i,_=/<|&#?\w+;/,ba=/<(?:script|style)/i,bb=/<(?:script|object|embed|option|style)/i,bc=new RegExp("<(?:"+V+")","i"),bd=/checked\s*(?:[^=]|=\s*.checked.)/i,be=/\/(java|ecma)script/i,bf=/^\s*<!(?:\[CDATA\[|\-\-)/,bg={option:[1,"<select multiple='multiple'>","</select>"],legend:[1,"<fieldset>","</fieldset>"],thead:[1,"<table>","</table>"],tr:[2,"<table><tbody>","</tbody></table>"],td:[3,"<table><tbody><tr>","</tr></tbody></table>"],col:[2,"<table><tbody></tbody><colgroup>","</colgroup></table>"],area:[1,"<map>","</map>"],_default:[0,"",""]},bh=U(c);bg.optgroup=bg.option,bg.tbody=bg.tfoot=bg.colgroup=bg.caption=bg.thead,bg.th=bg.td,f.support.htmlSerialize||(bg._default=[1,"div<div>","</div>"]),f.fn.extend({text:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c.text(a.call(this,b,c.text()))});if(typeof a!="object"&&a!==b)return this.empty().append((this[0]&&this[0].ownerDocument||c).createTextNode(a));return f.text(this)},wrapAll:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapAll(a.call(this,b))});if(this[0]){var b=f(a,this[0].ownerDocument).eq(0).clone(!0);this[0].parentNode&&b.insertBefore(this[0]),b.map(function(){var a=this;while(a.firstChild&&a.firstChild.nodeType===1)a=a.firstChild;return a}).append(this)}return this},wrapInner:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapInner(a.call(this,b))});return this.each(function(){var b=f(this),c=b.contents();c.length?c.wrapAll(a):b.append(a)})},wrap:function(a){var b=f.isFunction(a);return this.each(function(c){f(this).wrapAll(b?a.call(this,c):a)})},unwrap:function(){return this.parent().each(function(){f.nodeName(this,"body")||f(this).replaceWith(this.childNodes)}).end()},append:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.appendChild(a)})},prepend:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.insertBefore(a,this.firstChild)})},before:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this)});if(arguments.length){var a=f.clean(arguments);a.push.apply(a,this.toArray());return this.pushStack(a,"before",arguments)}},after:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this.nextSibling)});if(arguments.length){var a=this.pushStack(this,"after",arguments);a.push.apply(a,f.clean(arguments));return a}},remove:function(a,b){for(var c=0,d;(d=this[c])!=null;c++)if(!a||f.filter(a,[d]).length)!b&&d.nodeType===1&&(f.cleanData(d.getElementsByTagName("*")),f.cleanData([d])),d.parentNode&&d.parentNode.removeChild(d);return this},empty:function()
{for(var a=0,b;(b=this[a])!=null;a++){b.nodeType===1&&f.cleanData(b.getElementsByTagName("*"));while(b.firstChild)b.removeChild(b.firstChild)}return this},clone:function(a,b){a=a==null?!1:a,b=b==null?a:b;return this.map(function(){return f.clone(this,a,b)})},html:function(a){if(a===b)return this[0]&&this[0].nodeType===1?this[0].innerHTML.replace(W,""):null;if(typeof a=="string"&&!ba.test(a)&&(f.support.leadingWhitespace||!X.test(a))&&!bg[(Z.exec(a)||["",""])[1].toLowerCase()]){a=a.replace(Y,"<$1></$2>");try{for(var c=0,d=this.length;c<d;c++)this[c].nodeType===1&&(f.cleanData(this[c].getElementsByTagName("*")),this[c].innerHTML=a)}catch(e){this.empty().append(a)}}else f.isFunction(a)?this.each(function(b){var c=f(this);c.html(a.call(this,b,c.html()))}):this.empty().append(a);return this},replaceWith:function(a){if(this[0]&&this[0].parentNode){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this),d=c.html();c.replaceWith(a.call(this,b,d))});typeof a!="string"&&(a=f(a).detach());return this.each(function(){var b=this.nextSibling,c=this.parentNode;f(this).remove(),b?f(b).before(a):f(c).append(a)})}return this.length?this.pushStack(f(f.isFunction(a)?a():a),"replaceWith",a):this},detach:function(a){return this.remove(a,!0)},domManip:function(a,c,d){var e,g,h,i,j=a[0],k=[];if(!f.support.checkClone&&arguments.length===3&&typeof j=="string"&&bd.test(j))return this.each(function(){f(this).domManip(a,c,d,!0)});if(f.isFunction(j))return this.each(function(e){var g=f(this);a[0]=j.call(this,e,c?g.html():b),g.domManip(a,c,d)});if(this[0]){i=j&&j.parentNode,f.support.parentNode&&i&&i.nodeType===11&&i.childNodes.length===this.length?e={fragment:i}:e=f.buildFragment(a,this,k),h=e.fragment,h.childNodes.length===1?g=h=h.firstChild:g=h.firstChild;if(g){c=c&&f.nodeName(g,"tr");for(var l=0,m=this.length,n=m-1;l<m;l++)d.call(c?bi(this[l],g):this[l],e.cacheable||m>1&&l<n?f.clone(h,!0,!0):h)}k.length&&f.each(k,bp)}return this}}),f.buildFragment=function(a,b,d){var e,g,h,i,j=a[0];b&&b[0]&&(i=b[0].ownerDocument||b[0]),i.createDocumentFragment||(i=c),a.length===1&&typeof j=="string"&&j.length<512&&i===c&&j.charAt(0)==="<"&&!bb.test(j)&&(f.support.checkClone||!bd.test(j))&&(f.support.html5Clone||!bc.test(j))&&(g=!0,h=f.fragments[j],h&&h!==1&&(e=h)),e||(e=i.createDocumentFragment(),f.clean(a,i,e,d)),g&&(f.fragments[j]=h?e:1);return{fragment:e,cacheable:g}},f.fragments={},f.each({appendTo:"append",prependTo:"prepend",insertBefore:"before",insertAfter:"after",replaceAll:"replaceWith"},function(a,b){f.fn[a]=function(c){var d=[],e=f(c),g=this.length===1&&this[0].parentNode;if(g&&g.nodeType===11&&g.childNodes.length===1&&e.length===1){e[b](this[0]);return this}for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=(h>0?this.clone(!0):this).get();f(e[h])[b](j),d=d.concat(j)}return this.pushStack(d,a,e.selector)}}),f.extend({clone:function(a,b,c){var d,e,g,h=f.support.html5Clone||!bc.test("<"+a.nodeName)?a.cloneNode(!0):bo(a);if((!f.support.noCloneEvent||!f.support.noCloneChecked)&&(a.nodeType===1||a.nodeType===11)&&!f.isXMLDoc(a)){bk(a,h),d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)e[g]&&bk(d[g],e[g])}if(b){bj(a,h);if(c){d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)bj(d[g],e[g])}}d=e=null;return h},clean:function(a,b,d,e){var g;b=b||c,typeof b.createElement=="undefined"&&(b=b.ownerDocument||b[0]&&b[0].ownerDocument||c);var h=[],i;for(var j=0,k;(k=a[j])!=null;j++){typeof k=="number"&&(k+="");if(!k)continue;if(typeof k=="string")if(!_.test(k))k=b.createTextNode(k);else{k=k.replace(Y,"<$1></$2>");var l=(Z.exec(k)||["",""])[1].toLowerCase(),m=bg[l]||bg._default,n=m[0],o=b.createElement("div");b===c?bh.appendChild(o):U(b).appendChild(o),o.innerHTML=m[1]+k+m[2];while(n--)o=o.lastChild;if(!f.support.tbody){var p=$.test(k),q=l==="table"&&!p?o.firstChild&&o.firstChild.childNodes:m[1]==="<table>"&&!p?o.childNodes:[];for(i=q.length-1;i>=0;--i)f.nodeName(q[i],"tbody")&&!q[i].childNodes.length&&q[i].parentNode.removeChild(q[i])}!f.support.leadingWhitespace&&X.test(k)&&o.insertBefore(b.createTextNode(X.exec(k)[0]),o.firstChild),k=o.childNodes}var r;if(!f.support.appendChecked)if(k[0]&&typeof (r=k.length)=="number")for(i=0;i<r;i++)bn(k[i]);else bn(k);k.nodeType?h.push(k):h=f.merge(h,k)}if(d){g=function(a){return!a.type||be.test(a.type)};for(j=0;h[j];j++)if(e&&f.nodeName(h[j],"script")&&(!h[j].type||h[j].type.toLowerCase()==="text/javascript"))e.push(h[j].parentNode?h[j].parentNode.removeChild(h[j]):h[j]);else{if(h[j].nodeType===1){var s=f.grep(h[j].getElementsByTagName("script"),g);h.splice.apply(h,[j+1,0].concat(s))}d.appendChild(h[j])}}return h},cleanData:function(a){var b,c,d=f.cache,e=f.event.special,g=f.support.deleteExpando;for(var h=0,i;(i=a[h])!=null;h++){if(i.nodeName&&f.noData[i.nodeName.toLowerCase()])continue;c=i[f.expando];if(c){b=d[c];if(b&&b.events){for(var j in b.events)e[j]?f.event.remove(i,j):f.removeEvent(i,j,b.handle);b.handle&&(b.handle.elem=null)}g?delete i[f.expando]:i.removeAttribute&&i.removeAttribute(f.expando),delete d[c]}}}});var bq=/alpha\([^)]*\)/i,br=/opacity=([^)]*)/,bs=/([A-Z]|^ms)/g,bt=/^-?\d+(?:px)?$/i,bu=/^-?\d/,bv=/^([\-+])=([\-+.\de]+)/,bw={position:"absolute",visibility:"hidden",display:"block"},bx=["Left","Right"],by=["Top","Bottom"],bz,bA,bB;f.fn.css=function(a,c){if(arguments.length===2&&c===b)return this;return f.access(this,a,c,!0,function(a,c,d){return d!==b?f.style(a,c,d):f.css(a,c)})},f.extend({cssHooks:{opacity:{get:function(a,b){if(b){var c=bz(a,"opacity","opacity");return c===""?"1":c}return a.style.opacity}}},cssNumber:{fillOpacity:!0,fontWeight:!0,lineHeight:!0,opacity:!0,orphans:!0,widows:!0,zIndex:!0,zoom:!0},cssProps:{"float":f.support.cssFloat?"cssFloat":"styleFloat"},style:function(a,c,d,e){if(!!a&&a.nodeType!==3&&a.nodeType!==8&&!!a.style){var g,h,i=f.camelCase(c),j=a.style,k=f.cssHooks[i];c=f.cssProps[i]||i;if(d===b){if(k&&"get"in k&&(g=k.get(a,!1,e))!==b)return g;return j[c]}h=typeof d,h==="string"&&(g=bv.exec(d))&&(d=+(g[1]+1)*+g[2]+parseFloat(f.css(a,c)),h="number");if(d==null||h==="number"&&isNaN(d))return;h==="number"&&!f.cssNumber[i]&&(d+="px");if(!k||!("set"in k)||(d=k.set(a,d))!==b)try{j[c]=d}catch(l){}}},css:function(a,c,d){var e,g;c=f.camelCase(c),g=f.cssHooks[c],c=f.cssProps[c]||c,c==="cssFloat"&&(c="float");if(g&&"get"in g&&(e=g.get(a,!0,d))!==b)return e;if(bz)return bz(a,c)},swap:function(a,b,c){var d={};for(var e in b)d[e]=a.style[e],a.style[e]=b[e];c.call(a);for(e in b)a.style[e]=d[e]}}),f.curCSS=f.css,f.each(["height","width"],function(a,b){f.cssHooks[b]={get:function(a,c,d){var e;if(c){if(a.offsetWidth!==0)return bC(a,b,d);f.swap(a,bw,function(){e=bC(a,b,d)});return e}},set:function(a,b){if(!bt.test(b))return b;b=parseFloat(b);if(b>=0)return b+"px"}}}),f.support.opacity||(f.cssHooks.opacity={get:function(a,b){return br.test((b&&a.currentStyle?a.currentStyle.filter:a.style.filter)||"")?parseFloat(RegExp.$1)/100+"":b?"1":""},set:function(a,b){var c=a.style,d=a.currentStyle,e=f.isNumeric(b)?"alpha(opacity="+b*100+")":"",g=d&&d.filter||c.filter||"";c.zoom=1;if(b>=1&&f.trim(g.replace(bq,""))===""){c.removeAttribute("filter");if(d&&!d.filter)return}c.filter=bq.test(g)?g.replace(bq,e):g+" "+e}}),f(function(){f.support.reliableMarginRight||(f.cssHooks.marginRight={get:function(a,b){var c;f.swap(a,{display:"inline-block"},function(){b?c=bz(a,"margin-right","marginRight"):c=a.style.marginRight});return c}})}),c.defaultView&&c.defaultView.getComputedStyle&&(bA=function(a,b){var c,d,e;b=b.replace(bs,"-$1").toLowerCase(),(d=a.ownerDocument.defaultView)&&(e=d.getComputedStyle(a,null))&&(c=e.getPropertyValue(b),c===""&&!f.contains(a.ownerDocument.documentElement,a)&&(c=f.style(a,b)));return c}),c.documentElement.currentStyle&&(bB=function(a,b){var c,d,e,f=a.currentStyle&&a.currentStyle[b],g=a.style;f===null&&g&&(e=g[b])&&(f=e),!bt.test(f)&&bu.test(f)&&(c=g.left,d=a.runtimeStyle&&a.runtimeStyle.left,d&&(a.runtimeStyle.left=a.currentStyle.left),g.left=b==="fontSize"?"1em":f||0,f=g.pixelLeft+"px",g.left=c,d&&(a.runtimeStyle.left=d));return f===""?"auto":f}),bz=bA||bB,f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.hidden=function(a){var b=a.offsetWidth,c=a.offsetHeight;return b===0&&c===0||!f.support.reliableHiddenOffsets&&(a.style&&a.style.display||f.css(a,"display"))==="none"},f.expr.filters.visible=function(a){return!f.expr.filters.hidden(a)});var bD=/%20/g,bE=/\[\]$/,bF=/\r?\n/g,bG=/#.*$/,bH=/^(.*?):[ \t]*([^\r\n]*)\r?$/mg,bI=/^(?:color|date|datetime|datetime-local|email|hidden|month|number|password|range|search|tel|text|time|url|week)$/i,bJ=/^(?:about|app|app\-storage|.+\-extension|file|res|widget):$/,bK=/^(?:GET|HEAD)$/,bL=/^\/\//,bM=/\?/,bN=/<script\b[^<]*(?:(?!<\/script>)<[^<]*)*<\/script>/gi,bO=/^(?:select|textarea)/i,bP=/\s+/,bQ=/([?&])_=[^&]*/,bR=/^([\w\+\.\-]+:)(?:\/\/([^\/?#:]*)(?::(\d+))?)?/,bS=f.fn.load,bT={},bU={},bV,bW,bX=["*/"]+["*"];try{bV=e.href}catch(bY){bV=c.createElement("a"),bV.href="",bV=bV.href}bW=bR.exec(bV.toLowerCase())||[],f.fn.extend({load:function(a,c,d){if(typeof a!="string"&&bS)return bS.apply(this,arguments);if(!this.length)return this;var e=a.indexOf(" ");if(e>=0){var g=a.slice(e,a.length);a=a.slice(0,e)}var h="GET";c&&(f.isFunction(c)?(d=c,c=b):typeof c=="object"&&(c=f.param(c,f.ajaxSettings.traditional),h="POST"));var i=this;f.ajax({url:a,type:h,dataType:"html",data:c,complete:function(a,b,c){c=a.responseText,a.isResolved()&&(a.done(function(a){c=a}),i.html(g?f("<div>").append(c.replace(bN,"")).find(g):c)),d&&i.each(d,[c,b,a])}});return this},serialize:function(){return f.param(this.serializeArray())},serializeArray:function(){return this.map(function(){return this.elements?f.makeArray(this.elements):this}).filter(function(){return this.name&&!this.disabled&&(this.checked||bO.test(this.nodeName)||bI.test(this.type))}).map(function(a,b){var c=f(this).val();return c==null?null:f.isArray(c)?f.map(c,function(a,c){return{name:b.name,value:a.replace(bF,"\r\n")}}):{name:b.name,value:c.replace(bF,"\r\n")}}).get()}}),f.each("ajaxStart ajaxStop ajaxComplete ajaxError ajaxSuccess ajaxSend".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a){return this.on(b,a)}}),f.each(["get","post"],function(a,c){f[c]=function(a,d,e,g){f.isFunction(d)&&(g=g||e,e=d,d=b);return f.ajax({type:c,url:a,data:d,success:e,dataType:g})}}),f.extend({getScript:function(a,c){return f.get(a,b,c,"script")},getJSON:function(a,b,c){return f.get(a,b,c,"json")},ajaxSetup:function(a,b){b?b_(a,f.ajaxSettings):(b=a,a=f.ajaxSettings),b_(a,b);return a},ajaxSettings:{url:bV,isLocal:bJ.test(bW[1]),global:!0,type:"GET",contentType:"application/x-www-form-urlencoded",processData:!0,async:!0,accepts:{xml:"application/xml, text/xml",html:"text/html",text:"text/plain",json:"application/json, text/javascript","*":bX},contents:{xml:/xml/,html:/html/,json:/json/},responseFields:{xml:"responseXML",text:"responseText"},converters:{"* text":a.String,"text html":!0,"text json":f.parseJSON,"text xml":f.parseXML},flatOptions:{context:!0,url:!0}},ajaxPrefilter:bZ(bT),ajaxTransport:bZ(bU),ajax:function(a,c){function w(a,c,l,m){if(s!==2){s=2,q&&clearTimeout(q),p=b,n=m||"",v.readyState=a>0?4:0;var o,r,u,w=c,x=l?cb(d,v,l):b,y,z;if(a>=200&&a<300||a===304){if(d.ifModified){if(y=v.getResponseHeader("Last-Modified"))f.lastModified[k]=y;if(z=v.getResponseHeader("Etag"))f.etag[k]=z}if(a===304)w="notmodified",o=!0;else try{r=cc(d,x),w="success",o=!0}catch(A){w="parsererror",u=A}}else{u=w;if(!w||a)w="error",a<0&&(a=0)}v.status=a,v.statusText=""+(c||w),o?h.resolveWith(e,[r,w,v]):h.rejectWith(e,[v,w,u]),v.statusCode(j),j=b,t&&g.trigger("ajax"+(o?"Success":"Error"),[v,d,o?r:u]),i.fireWith(e,[v,w]),t&&(g.trigger("ajaxComplete",[v,d]),--f.active||f.event.trigger("ajaxStop"))}}typeof a=="object"&&(c=a,a=b),c=c||{};var d=f.ajaxSetup({},c),e=d.context||d,g=e!==d&&(e.nodeType||e instanceof f)?f(e):f.event,h=f.Deferred(),i=f.Callbacks("once memory"),j=d.statusCode||{},k,l={},m={},n,o,p,q,r,s=0,t,u,v={readyState:0,setRequestHeader:function(a,b){if(!s){var c=a.toLowerCase();a=m[c]=m[c]||a,l[a]=b}return this},getAllResponseHeaders:function(){return s===2?n:null},getResponseHeader:function(a){var c;if(s===2){if(!o){o={};while(c=bH.exec(n))o[c[1].toLowerCase()]=c[2]}c=o[a.toLowerCase()]}return c===b?null:c},overrideMimeType:function(a){s||(d.mimeType=a);return this},abort:function(a){a=a||"abort",p&&p.abort(a),w(0,a);return this}};h.promise(v),v.success=v.done,v.error=v.fail,v.complete=i.add,v.statusCode=function(a){if(a){var b;if(s<2)for(b in a)j[b]=[j[b],a[b]];else b=a[v.status],v.then(b,b)}return this},d.url=((a||d.url)+"").replace(bG,"").replace(bL,bW[1]+"//"),d.dataTypes=f.trim(d.dataType||"*").toLowerCase().split(bP),d.crossDomain==null&&(r=bR.exec(d.url.toLowerCase()),d.crossDomain=!(!r||r[1]==bW[1]&&r[2]==bW[2]&&(r[3]||(r[1]==="http:"?80:443))==(bW[3]||(bW[1]==="http:"?80:443)))),d.data&&d.processData&&typeof d.data!="string"&&(d.data=f.param(d.data,d.traditional)),b$(bT,d,c,v);if(s===2)return!1;t=d.global,d.type=d.type.toUpperCase(),d.hasContent=!bK.test(d.type),t&&f.active++===0&&f.event.trigger("ajaxStart");if(!d.hasContent){d.data&&(d.url+=(bM.test(d.url)?"&":"?")+d.data,delete d.data),k=d.url;if(d.cache===!1){var x=f.now(),y=d.url.replace(bQ,"$1_="+x);d.url=y+(y===d.url?(bM.test(d.url)?"&":"?")+"_="+x:"")}}(d.data&&d.hasContent&&d.contentType!==!1||c.contentType)&&v.setRequestHeader("Content-Type",d.contentType),d.ifModified&&(k=k||d.url,f.lastModified[k]&&v.setRequestHeader("If-Modified-Since",f.lastModified[k]),f.etag[k]&&v.setRequestHeader("If-None-Match",f.etag[k])),v.setRequestHeader("Accept",d.dataTypes[0]&&d.accepts[d.dataTypes[0]]?d.accepts[d.dataTypes[0]]+(d.dataTypes[0]!=="*"?", "+bX+"; q=0.01":""):d.accepts["*"]);for(u in d.headers)v.setRequestHeader(u,d.headers[u]);if(d.beforeSend&&(d.beforeSend.call(e,v,d)===!1||s===2)){v.abort();return!1}for(u in{success:1,error:1,complete:1})v[u](d[u]);p=b$(bU,d,c,v);if(!p)w(-1,"No Transport");else{v.readyState=1,t&&g.trigger("ajaxSend",[v,d]),d.async&&d.timeout>0&&(q=setTimeout(function(){v.abort("timeout")},d.timeout));try{s=1,p.send(l,w)}catch(z){if(s<2)w(-1,z);else throw z}}return v},param:function(a,c){var d=[],e=function(a,b){b=f.isFunction(b)?b():b,d[d.length]=encodeURIComponent(a)+"="+encodeURIComponent(b)};c===b&&(c=f.ajaxSettings.traditional);if(f.isArray(a)||a.jquery&&!f.isPlainObject(a))f.each(a,function(){e(this.name,this.value)});else for(var g in a)ca(g,a[g],c,e);return d.join("&").replace(bD,"+")}}),f.extend({active:0,lastModified:{},etag:{}});var cd=f.now(),ce=/(\=)\?(&|$)|\?\?/i;f.ajaxSetup({jsonp:"callback",jsonpCallback:function(){return f.expando+"_"+cd++}}),f.ajaxPrefilter("json jsonp",function(b,c,d){var e=b.contentType==="application/x-www-form-urlencoded"&&typeof b.data=="string";if(b.dataTypes[0]==="jsonp"||b.jsonp!==!1&&(ce.test(b.url)||e&&ce.test(b.data))){var g,h=b.jsonpCallback=f.isFunction(b.jsonpCallback)?b.jsonpCallback():b.jsonpCallback,i=a[h],j=b.url,k=b.data,l="$1"+h+"$2";b.jsonp!==!1&&(j=j.replace(ce,l),b.url===j&&(e&&(k=k.replace(ce,l)),b.data===k&&(j+=(/\?/.test(j)?"&":"?")+b.jsonp+"="+h))),b.url=j,b.data=k,a[h]=function(a){g=[a]},d.always(function(){a[h]=i,g&&f.isFunction(i)&&a[h](g[0])}),b.converters["script json"]=function(){g||f.error(h+" was not called");return g[0]},b.dataTypes[0]="json";return"script"}}),f.ajaxSetup({accepts:{script:"text/javascript, application/javascript, application/ecmascript, application/x-ecmascript"},contents:{script:/javascript|ecmascript/},converters:{"text script":function(a){f.globalEval(a);return a}}}),f.ajaxPrefilter("script",function(a){a.cache===b&&(a.cache=!1),a.crossDomain&&(a.type="GET",a.global=!1)}),f.ajaxTransport("script",function(a){if(a.crossDomain){var d,e=c.head||c.getElementsByTagName("head")[0]||c.documentElement;return{send:function(f,g){d=c.createElement("script"),d.async="async",a.scriptCharset&&(d.charset=a.scriptCharset),d.src=a.url,d.onload=d.onreadystatechange=function(a,c){if(c||!d.readyState||/loaded|complete/.test(d.readyState))d.onload=d.onreadystatechange=null,e&&d.parentNode&&e.removeChild(d),d=b,c||g(200,"success")},e.insertBefore(d,e.firstChild)},abort:function(){d&&d.onload(0,1)}}}});var cf=a.ActiveXObject?function(){for(var a in ch)ch[a](0,1)}:!1,cg=0,ch;f.ajaxSettings.xhr=a.ActiveXObject?function(){return!this.isLocal&&ci()||cj()}:ci,function(a){f.extend(f.support,{ajax:!!a,cors:!!a&&"withCredentials"in a})}(f.ajaxSettings.xhr()),f.support.ajax&&f.ajaxTransport(function(c){if(!c.crossDomain||f.support.cors){var d;return{send:function(e,g){var h=c.xhr(),i,j;c.username?h.open(c.type,c.url,c.async,c.username,c.password):h.open(c.type,c.url,c.async);if(c.xhrFields)for(j in c.xhrFields)h[j]=c.xhrFields[j];c.mimeType&&h.overrideMimeType&&h.overrideMimeType(c.mimeType),!c.crossDomain&&!e["X-Requested-With"]&&(e["X-Requested-With"]="XMLHttpRequest");try{for(j in e)h.setRequestHeader(j,e[j])}catch(k){}h.send(c.hasContent&&c.data||null),d=function(a,e){var j,k,l,m,n;try{if(d&&(e||h.readyState===4)){d=b,i&&(h.onreadystatechange=f.noop,cf&&delete ch[i]);if(e)h.readyState!==4&&h.abort();else{j=h.status,l=h.getAllResponseHeaders(),m={},n=h.responseXML,n&&n.documentElement&&(m.xml=n),m.text=h.responseText;try{k=h.statusText}catch(o){k=""}!j&&c.isLocal&&!c.crossDomain?j=m.text?200:404:j===1223&&(j=204)}}}catch(p){e||g(-1,p)}m&&g(j,k,m,l)},!c.async||h.readyState===4?d():(i=++cg,cf&&(ch||(ch={},f(a).unload(cf)),ch[i]=d),h.onreadystatechange=d)},abort:function(){d&&d(0,1)}}}});var ck={},cl,cm,cn=/^(?:toggle|show|hide)$/,co=/^([+\-]=)?([\d+.\-]+)([a-z%]*)$/i,cp,cq=[["height","marginTop","marginBottom","paddingTop","paddingBottom"],["width","marginLeft","marginRight","paddingLeft","paddingRight"],["opacity"]],cr;f.fn.extend({show:function(a,b,c){var d,e;if(a||a===0)return this.animate(cu("show",3),a,b,c);for(var g=0,h=this.length;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=d.style.display,!f._data(d,"olddisplay")&&e==="none"&&(e=d.style.display=""),e===""&&f.css(d,"display")==="none"&&f._data(d,"olddisplay",cv(d.nodeName)));for(g=0;g<h;g++){d=this[g];if(d.style){e=d.style.display;if(e===""||e==="none")d.style.display=f._data(d,"olddisplay")||""}}return this},hide:function(a,b,c){if(a||a===0)return this.animate(cu("hide",3),a,b,c);var d,e,g=0,h=this.length;for(;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=f.css(d,"display"),e!=="none"&&!f._data(d,"olddisplay")&&f._data(d,"olddisplay",e));for(g=0;g<h;g++)this[g].style&&(this[g].style.display="none");return this},_toggle:f.fn.toggle,toggle:function(a,b,c){var d=typeof a=="boolean";f.isFunction(a)&&f.isFunction(b)?this._toggle.apply(this,arguments):a==null||d?this.each(function(){var b=d?a:f(this).is(":hidden");f(this)[b?"show":"hide"]()}):this.animate(cu("toggle",3),a,b,c);return this},fadeTo:function(a,b,c,d){return this.filter(":hidden").css("opacity",0).show().end().animate({opacity:b},a,c,d)},animate:function(a,b,c,d){function g(){e.queue===!1&&f._mark(this);var b=f.extend({},e),c=this.nodeType===1,d=c&&f(this).is(":hidden"),g,h,i,j,k,l,m,n,o;b.animatedProperties={};for(i in a){g=f.camelCase(i),i!==g&&(a[g]=a[i],delete a[i]),h=a[g],f.isArray(h)?(b.animatedProperties[g]=h[1],h=a[g]=h[0]):b.animatedProperties[g]=b.specialEasing&&b.specialEasing[g]||b.easing||"swing";if(h==="hide"&&d||h==="show"&&!d)return b.complete.call(this);c&&(g==="height"||g==="width")&&(b.overflow=[this.style.overflow,this.style.overflowX,this.style.overflowY],f.css(this,"display")==="inline"&&f.css(this,"float")==="none"&&(!f.support.inlineBlockNeedsLayout||cv(this.nodeName)==="inline"?this.style.display="inline-block":this.style.zoom=1))}b.overflow!=null&&(this.style.overflow="hidden");for(i in a)j=new f.fx(this,b,i),h=a[i],cn.test(h)?(o=f._data(this,"toggle"+i)||(h==="toggle"?d?"show":"hide":0),o?(f._data(this,"toggle"+i,o==="show"?"hide":"show"),j[o]()):j[h]()):(k=co.exec(h),l=j.cur(),k?(m=parseFloat(k[2]),n=k[3]||(f.cssNumber[i]?"":"px"),n!=="px"&&(f.style(this,i,(m||1)+n),l=(m||1)/j.cur()*l,f.style(this,i,l+n)),k[1]&&(m=(k[1]==="-="?-1:1)*m+l),j.custom(l,m,n)):j.custom(l,h,""));return!0}var e=f.speed(b,c,d);if(f.isEmptyObject(a))return this.each(e.complete,[!1]);a=f.extend({},a);return e.queue===!1?this.each(g):this.queue(e.queue,g)},stop:function(a,c,d){typeof a!="string"&&(d=c,c=a,a=b),c&&a!==!1&&this.queue(a||"fx",[]);return this.each(function(){function h(a,b,c){var e=b[c];f.removeData(a,c,!0),e.stop(d)}var b,c=!1,e=f.timers,g=f._data(this);d||f._unmark(!0,this);if(a==null)for(b in g)g[b]&&g[b].stop&&b.indexOf(".run")===b.length-4&&h(this,g,b);else g[b=a+".run"]&&g[b].stop&&h(this,g,b);for(b=e.length;b--;)e[b].elem===this&&(a==null||e[b].queue===a)&&(d?e[b](!0):e[b].saveState(),c=!0,e.splice(b,1));(!d||!c)&&f.dequeue(this,a)})}}),f.each({slideDown:cu("show",1),slideUp:cu("hide",1),slideToggle:cu("toggle",1),fadeIn:{opacity:"show"},fadeOut:{opacity:"hide"},fadeToggle:{opacity:"toggle"}},function(a,b){f.fn[a]=function(a,c,d){return this.animate(b,a,c,d)}}),f.extend({speed:function(a,b,c){var d=a&&typeof a=="object"?f.extend({},a):{complete:c||!c&&b||f.isFunction(a)&&a,duration:a,easing:c&&b||b&&!f.isFunction(b)&&b};d.duration=f.fx.off?0:typeof d.duration=="number"?d.duration:d.duration in f.fx.speeds?f.fx.speeds[d.duration]:f.fx.speeds._default;if(d.queue==null||d.queue===!0)d.queue="fx";d.old=d.complete,d.complete=function(a){f.isFunction(d.old)&&d.old.call(this),d.queue?f.dequeue(this,d.queue):a!==!1&&f._unmark(this)};return d},easing:{linear:function(a,b,c,d){return c+d*a},swing:function(a,b,c,d){return(-Math.cos(a*Math.PI)/2+.5)*d+c}},timers:[],fx:function(a,b,c){this.options=b,this.elem=a,this.prop=c,b.orig=b.orig||{}}}),f.fx.prototype={update:function(){this.options.step&&this.options.step.call(this.elem,this.now,this),(f.fx.step[this.prop]||f.fx.step._default)(this)},cur:function(){if(this.elem[this.prop]!=null&&(!this.elem.style||this.elem.style[this.prop]==null))return this.elem[this.prop];var a,b=f.css(this.elem,this.prop);return isNaN(a=parseFloat(b))?!b||b==="auto"?0:b:a},custom:function(a,c,d){function h(a){return e.step(a)}var e=this,g=f.fx;this.startTime=cr||cs(),this.end=c,this.now=this.start=a,this.pos=this.state=0,this.unit=d||this.unit||(f.cssNumber[this.prop]?"":"px"),h.queue=this.options.queue,h.elem=this.elem,h.saveState=function(){e.options.hide&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop)===b&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop,e.start)},h()&&f.timers.push(h)&&!cp&&(cp=setInterval(g.tick,g.interval))},show:function(){var a=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop);this.options.orig[this.prop]=a||f.style(this.elem,this.prop),this.options.show=!0,a!==b?this.custom(this.cur(),a):this.custom(this.prop==="width"||this.prop==="height"?1:0,this.cur()),f(this.elem).show()},hide:function(){this.options.orig[this.prop]=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop)||f.style(this.elem,this.prop),this.options.hide=!0,this.custom(this.cur(),0)},step:function(a){var b,c,d,e=cr||cs(),g=!0,h=this.elem,i=this.options;if(a||e>=i.duration+this.startTime){this.now=this.end,this.pos=this.state=1,this.update(),i.animatedProperties[this.prop]=!0;for(b in i.animatedProperties)i.animatedProperties[b]!==!0&&(g=!1);if(g){i.overflow!=null&&!f.support.shrinkWrapBlocks&&f.each(["","X","Y"],function(a,b){h.style["overflow"+b]=i.overflow[a]}),i.hide&&f(h).hide();if(i.hide||i.show)for(b in i.animatedProperties)f.style(h,b,i.orig[b]),f.removeData(h,"fxshow"+b,!0),f.removeData(h,"toggle"+b,!0);d=i.complete,d&&(i.complete=!1,d.call(h))}return!1}i.duration==Infinity?this.now=e:(c=e-this.startTime,this.state=c/i.duration,this.pos=f.easing[i.animatedProperties[this.prop]](this.state,c,0,1,i.duration),this.now=this.start+(this.end-this.start)*this.pos),this.update();return!0}},f.extend(f.fx,{tick:function(){var a,b=f.timers,c=0;for(;c<b.length;c++)a=b[c],!a()&&b[c]===a&&b.splice(c--,1);b.length||f.fx.stop()},interval:13,stop:function(){clearInterval(cp),cp=null},speeds:{slow:600,fast:200,_default:400},step:{opacity:function(a){f.style(a.elem,"opacity",a.now)},_default:function(a){a.elem.style&&a.elem.style[a.prop]!=null?a.elem.style[a.prop]=a.now+a.unit:a.elem[a.prop]=a.now}}}),f.each(["width","height"],function(a,b){f.fx.step[b]=function(a){f.style(a.elem,b,Math.max(0,a.now)+a.unit)}}),f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.animated=function(a){return f.grep(f.timers,function(b){return a===b.elem}).length});var cw=/^t(?:able|d|h)$/i,cx=/^(?:body|html)$/i;"getBoundingClientRect"in c.documentElement?f.fn.offset=function(a){var b=this[0],c;if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);try{c=b.getBoundingClientRect()}catch(d){}var e=b.ownerDocument,g=e.documentElement;if(!c||!f.contains(g,b))return c?{top:c.top,left:c.left}:{top:0,left:0};var h=e.body,i=cy(e),j=g.clientTop||h.clientTop||0,k=g.clientLeft||h.clientLeft||0,l=i.pageYOffset||f.support.boxModel&&g.scrollTop||h.scrollTop,m=i.pageXOffset||f.support.boxModel&&g.scrollLeft||h.scrollLeft,n=c.top+l-j,o=c.left+m-k;return{top:n,left:o}}:f.fn.offset=function(a){var b=this[0];if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);var c,d=b.offsetParent,e=b,g=b.ownerDocument,h=g.documentElement,i=g.body,j=g.defaultView,k=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l=b.offsetTop,m=b.offsetLeft;while((b=b.parentNode)&&b!==i&&b!==h){if(f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed")break;c=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l-=b.scrollTop,m-=b.scrollLeft,b===d&&(l+=b.offsetTop,m+=b.offsetLeft,f.support.doesNotAddBorder&&(!f.support.doesAddBorderForTableAndCells||!cw.test(b.nodeName))&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),e=d,d=b.offsetParent),f.support.subtractsBorderForOverflowNotVisible&&c.overflow!=="visible"&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),k=c}if(k.position==="relative"||k.position==="static")l+=i.offsetTop,m+=i.offsetLeft;f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed"&&(l+=Math.max(h.scrollTop,i.scrollTop),m+=Math.max(h.scrollLeft,i.scrollLeft));return{top:l,left:m}},f.offset={bodyOffset:function(a){var b=a.offsetTop,c=a.offsetLeft;f.support.doesNotIncludeMarginInBodyOffset&&(b+=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c+=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0);return{top:b,left:c}},setOffset:function(a,b,c){var d=f.css(a,"position");d==="static"&&(a.style.position="relative");var e=f(a),g=e.offset(),h=f.css(a,"top"),i=f.css(a,"left"),j=(d==="absolute"||d==="fixed")&&f.inArray("auto",[h,i])>-1,k={},l={},m,n;j?(l=e.position(),m=l.top,n=l.left):(m=parseFloat(h)||0,n=parseFloat(i)||0),f.isFunction(b)&&(b=b.call(a,c,g)),b.top!=null&&(k.top=b.top-g.top+m),b.left!=null&&(k.left=b.left-g.left+n),"using"in b?b.using.call(a,k):e.css(k)}},f.fn.extend({position:function(){if(!this[0])return null;var a=this[0],b=this.offsetParent(),c=this.offset(),d=cx.test(b[0].nodeName)?{top:0,left:0}:b.offset();c.top-=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c.left-=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0,d.top+=parseFloat(f.css(b[0],"borderTopWidth"))||0,d.left+=parseFloat(f.css(b[0],"borderLeftWidth"))||0;return{top:c.top-d.top,left:c.left-d.left}},offsetParent:function(){return this.map(function(){var a=this.offsetParent||c.body;while(a&&!cx.test(a.nodeName)&&f.css(a,"position")==="static")a=a.offsetParent;return a})}}),f.each(["Left","Top"],function(a,c){var d="scroll"+c;f.fn[d]=function(c){var e,g;if(c===b){e=this[0];if(!e)return null;g=cy(e);return g?"pageXOffset"in g?g[a?"pageYOffset":"pageXOffset"]:f.support.boxModel&&g.document.documentElement[d]||g.document.body[d]:e[d]}return this.each(function(){g=cy(this),g?g.scrollTo(a?f(g).scrollLeft():c,a?c:f(g).scrollTop()):this[d]=c})}}),f.each(["Height","Width"],function(a,c){var d=c.toLowerCase();f.fn["inner"+c]=function(){var a=this[0];return a?a.style?parseFloat(f.css(a,d,"padding")):this[d]():null},f.fn["outer"+c]=function(a){var b=this[0];return b?b.style?parseFloat(f.css(b,d,a?"margin":"border")):this[d]():null},f.fn[d]=function(a){var e=this[0];if(!e)return a==null?null:this;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c[d](a.call(this,b,c[d]()))});if(f.isWindow(e)){var g=e.document.documentElement["client"+c],h=e.document.body;return e.document.compatMode==="CSS1Compat"&&g||h&&h["client"+c]||g}if(e.nodeType===9)return Math.max(e.documentElement["client"+c],e.body["scroll"+c],e.documentElement["scroll"+c],e.body["offset"+c],e.documentElement["offset"+c]);if(a===b){var i=f.css(e,d),j=parseFloat(i);return f.isNumeric(j)?j:i}return this.css(d,typeof a=="string"?a:a+"px")}}),a.jQuery=a.$=f,typeof define=="function"&&define.amd&&define.amd.jQuery&&define("jquery",[],function(){return f})})(window);
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OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/CHANGES.md
## Version 8.4

We've got the new [demo page][]! The obvious new feature is the new look, but
apart from that it's got smarter: by presenting languages in groups it avoids
running 10000 highlighting attempts after first load which was slowing it down
and giving bad overall impression. It is now also being generated from test
code snippets so the authors of new languages don't have to update both tests
and the demo page with the same thing.

Other notable changes:

- The `template_comment` class is gone in favor of the more general `comment`.
- Number parsing unified and improved across languages.
- C++, Java and C# now use unified grammar to highlight titles in
  function/method definitions.
- The browser build is now usable as an AMD module, there's no separate build
  target for that anymore.
- OCaml has got a [comprehensive overhaul][ocaml] by [Mickaël Delahaye][].
- Clojure's data structures and literals are now highlighted outside of lists
  and we can now highlight Clojure's REPL sessions.

New languages:

- *AspectJ* by [Hakan Özler][]
- *STEP Part 21* by [Adam Joseph Cook][]
- *SML* derived by [Edwin Dalorzo][] from OCaml definition
- *Mercury* by [mucaho][]
- *Smali* by [Dennis Titze][]
- *Verilog* by [Jon Evans][]
- *Stata* by [Brian Quistorff][]

[Hakan Özler]: https://github.com/ozlerhakan
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[demo page]: https://highlightjs.org/static/demo/
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev
[Edwin Dalorzo]: https://github.com/edalorzo
[mucaho]: https://github.com/mucaho
[Dennis Titze]: https://github.com/titze
[Jon Evans]: https://github.com/craftyjon
[Brian Quistorff]: https://github.com/bquistorff
[ocaml]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/pull/608#issue-46190207
[Mickaël Delahaye]: https://github.com/polazarus


## Version 8.3

We streamlined our tool chain, it is now based entirely on node.js instead of
being a mix of node.js, Python and Java. The build script options and arguments
remained the same, and we've noted all the changes in the [documentation][b].
Apart from reducing complexity, the new build script is also faster from not
having to start Java machine repeatedly. The credits for the work go to [Jeremy
Hull][].

Some notable fixes:

- PHP and JavaScript mixed in HTML now live happily with each other.
- JavaScript regexes now understand ES6 flags "u" and "y".
- `throw` keyword is no longer detected as a method name in Java.
- Fixed parsing of numbers and symbols in Clojure thanks to [input from Ivan
  Kleshnin][ik].

New languages in this release:

- *Less* by [Max Mikhailov][]
- *Stylus* by [Bryant Williams][]
- *Tcl* by [Radek Liska][]
- *Puppet* by [Jose Molina Colmenero][]
- *Processing* by [Erik Paluka][]
- *Twig* templates by [Luke Holder][]
- *PowerShell* by [David Mohundro][], based on [the work of Nicholas
  Blumhardt][ps]
- *XL* by [Christophe de Dinechin][]
- *LiveScript* by [Taneli Vatanen][] and [Jen Evers-Corvina][]
- *ERB* (Ruby in HTML) by [Lucas Mazza][]
- *Roboconf* by [Vincent Zurczak][]

[b]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://twitter.com/IvanKleshnin/status/514041599484231680
[Max Mikhailov]: https://github.com/seven-phases-max
[Bryant Williams]: https://github.com/scien
[Radek Liska]: https://github.com/Nindaleth
[Jose Molina Colmenero]: https://github.com/Moliholy
[Erik Paluka]: https://github.com/paluka
[Luke Holder]: https://github.com/lukeholder
[David Mohundro]: https://github.com/drmohundro
[ps]: https://github.com/OctopusDeploy/Library/blob/master/app/shared/presentation/highlighting/powershell.js
[Christophe de Dinechin]: https://github.com/c3d
[Taneli Vatanen]: https://github.com/Daiz-
[Jen Evers-Corvina]: https://github.com/sevvie
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza
[Vincent Zurczak]: https://github.com/vincent-zurczak

## Version 8.2

We've finally got [real tests][test] and [continuous testing on Travis][ci]
thanks to [Jeremy Hull][] and [Chris Eidhof][]. The tests designed to cover
everything: language detection, correct parsing of individual language features
and various special cases. This is a very important change that gives us
confidence in extending language definitions and refactoring library core.

We're going to redesign the old [demo/test suite][demo] into an interactive
demo web app. If you're confident front-end developer or designer and want to
help us with it, drop a comment into [the issue][#542] on GitHub.

[test]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/tree/master/test
[demo]: https://highlightjs.org/static/test.html
[#542]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/issues/542
[ci]: https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof

As usually there's a handful of new languages in this release:

- *Groovy* by [Guillaume Laforge][]
- *Dart* by [Maxim Dikun][]
- *Dust* by [Michael Allen][]
- *Scheme* by [JP Verkamp][]
- *G-Code* by [Adam Joseph Cook][]
- *Q* from Kx Systems by [Sergey Vidyuk][]

[Guillaume Laforge]: https://github.com/glaforge
[Maxim Dikun]: https://github.com/dikmax
[Michael Allen]: https://github.com/bfui
[JP Verkamp]: https://github.com/jpverkamp
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[Sergey Vidyuk]: https://github.com/sv

Other improvements:

- [Erik Osheim][] heavily reworked Scala definitions making it richer.
- [Lucas Mazza][] fixed Ruby hashes highlighting
- Lisp variants (Lisp, Clojure and Scheme) are unified in regard to naming
  the first symbol in parentheses: it's "keyword" in general case and also
  "built_in" for built-in functions in Clojure and Scheme.

[Erik Osheim]: https://github.com/non
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza

## Version 8.1

New languages:

- *Gherkin* by [Sam Pikesley][]
- *Elixir* by [Josh Adams][]
- *NSIS* by [Jan T. Sott][]
- *VIM script* by [Jun Yang][]
- *Protocol Buffers* by [Dan Tao][]
- *Nix* by [Domen Kožar][]
- *x86asm* by [innocenat][]
- *Cap’n Proto* and *Thrift* by [Oleg Efimov][]
- *Monkey* by [Arthur Bikmullin][]
- *TypeScript* by [Panu Horsmalahti][]
- *Nimrod* by [Flaviu Tamas][]
- *Gradle* by [Damian Mee][]
- *Haxe* by [Christopher Kaster][]
- *Swift* by [Chris Eidhof][] and [Nate Cook][]

New styles:

- *Kimbie*, light and dark variants by [Jan T. Sott][]
- *Color brewer* by [Fabrício Tavares de Oliveira][]
- *Codepen.io embed* by [Justin Perry][]
- *Hybrid* by [Nic West][]

[Sam Pikesley]: https://github.com/pikesley
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Josh Adams]: https://github.com/knewter
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg
[Jun Yang]: https://github.com/harttle
[Dan Tao]: https://github.com/dtao
[Domen Kožar]: https://github.com/iElectric
[innocenat]: https://github.com/innocenat
[Oleg Efimov]: https://github.com/Sannis
[Arthur Bikmullin]: https://github.com/devolonter
[Panu Horsmalahti]: https://github.com/panuhorsmalahti
[Flaviu Tamas]: https://github.com/flaviut
[Damian Mee]: https://github.com/chester1000
[Christopher Kaster]: http://christopher.kaster.ws
[Fabrício Tavares de Oliveira]: https://github.com/fabriciotav
[Justin Perry]: https://github.com/ourmaninamsterdam
[Nic West]: https://github.com/nicwest
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof
[Nate Cook]: https://github.com/natecook1000

Other improvements:

- The README is heavily reworked and brought up to date by [Jeremy Hull][].
- Added [`listLanguages()`][ll] method in the API.
- Improved C/C++/C# detection.
- Added a bunch of new language aliases, documented the existing ones. Thanks to
  [Sindre Sorhus][] for background research.
- Added phrasal English words to boost relevance in comments.
- Many improvements to SQL definition made by [Heiko August][],
  [Nikolay Lisienko][] and [Travis Odom][].
- The shorter `lang-` prefix for language names in HTML classes supported
  alongside `language-`. Thanks to [Jeff Escalante][].
- Ruby's got support for interactive console sessions. Thanks to
  [Pascal Hurni][].
- Added built-in functions for R language. Thanks to [Artem A. Klevtsov][].
- Rust's got definition for lifetime parameters and improved string syntax.
  Thanks to [Roman Shmatov][].
- Various improvements to Objective-C definition by [Matt Diephouse][].
- Fixed highlighting of generics in Java.

[ll]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#listlanguages
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Heiko August]: https://github.com/auge8472
[Nikolay Lisienko]: https://github.com/neor-ru
[Travis Odom]: https://github.com/Burstaholic
[Jeff Escalante]: https://github.com/jenius
[Pascal Hurni]: https://github.com/phurni
[Jiyin Yiyong]: https://github.com/jiyinyiyong
[Artem A. Klevtsov]: https://github.com/unikum
[Roman Shmatov]: https://github.com/shmatov
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Matt Diephouse]: https://github.com/mdiep


## Version 8.0

This new major release is quite a big overhaul bringing both new features and
some backwards incompatible changes. However, chances are that the majority of
users won't be affected by the latter: the basic scenario described in the
README is left intact.

Here's what did change in an incompatible way:

- We're now prefixing all classes located in [CSS classes reference][cr] with
  `hljs-`, by default, because some class names would collide with other
  people's stylesheets. If you were using an older version, you might still want
  the previous behavior, but still want to upgrade. To suppress this new
  behavior, you would initialize like so:

  ```html
  <script type="text/javascript">
    hljs.configure({classPrefix: ''});
    hljs.initHighlightingOnLoad();
  </script>
  ```

- `tabReplace` and `useBR` that were used in different places are also unified
  into the global options object and are to be set using `configure(options)`.
  This function is documented in our [API docs][]. Also note that these
  parameters are gone from `highlightBlock` and `fixMarkup` which are now also
  rely on `configure`.

- We removed public-facing (though undocumented) object `hljs.LANGUAGES` which
  was used to register languages with the library in favor of two new methods:
  `registerLanguage` and `getLanguage`. Both are documented in our [API docs][].

- Result returned from `highlight` and `highlightAuto` no longer contains two
  separate attributes contributing to relevance score, `relevance` and
  `keyword_count`. They are now unified in `relevance`.

Another technically compatible change that nonetheless might need attention:

- The structure of the NPM package was refactored, so if you had installed it
  locally, you'll have to update your paths. The usual `require('highlight.js')`
  works as before. This is contributed by [Dmitry Smolin][].

New features:

- Languages now can be recognized by multiple names like "js" for JavaScript or
  "html" for, well, HTML (which earlier insisted on calling it "xml"). These
  aliases can be specified in the class attribute of the code container in your
  HTML as well as in various API calls. For now there are only a few very common
  aliases but we'll expand it in the future. All of them are listed in the
  [class reference][cr].

- Language detection can now be restricted to a subset of languages relevant in
  a given context — a web page or even a single highlighting call. This is
  especially useful for node.js build that includes all the known languages.
  Another example is a StackOverflow-style site where users specify languages
  as tags rather than in the markdown-formatted code snippets. This is
  documented in the [API reference][] (see methods `highlightAuto` and
  `configure`).

- Language definition syntax streamlined with [variants][] and
  [beginKeywords][].

New languages and styles:

- *Oxygene* by [Carlo Kok][]
- *Mathematica* by [Daniel Kvasnička][]
- *Autohotkey* by [Seongwon Lee][]
- *Atelier* family of styles in 10 variants by [Bram de Haan][]
- *Paraíso* styles by [Jan T. Sott][]

Miscellaneous improvements:

- Highlighting `=>` prompts in Clojure.
- [Jeremy Hull][] fixed a lot of styles for consistency.
- Finally, highlighting PHP and HTML [mixed in peculiar ways][php-html].
- Objective C and C# now properly highlight titles in method definition.
- Big overhaul of relevance counting for a number of languages. Please do report
  bugs about mis-detection of non-trivial code snippets!

[API reference]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html

[cr]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[api docs]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html
[variants]: https://groups.google.com/d/topic/highlightjs/VoGC9-1p5vk/discussion
[beginKeywords]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/6c7fdea002eb3949577a85b3f7930137c7c3038d
[php-html]: https://twitter.com/highlightjs/status/408890903017689088

[Carlo Kok]: https://github.com/carlokok
[Bram de Haan]: https://github.com/atelierbram
[Daniel Kvasnička]: https://github.com/dkvasnicka
[Dmitry Smolin]: https://github.com/dimsmol
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Seongwon Lee]: https://github.com/dlimpid
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg


## Version 7.5

A catch-up release dealing with some of the accumulated contributions. This one
is probably will be the last before the 8.0 which will be slightly backwards
incompatible regarding some advanced use-cases.

One outstanding change in this version is the addition of 6 languages to the
[hosted script][d]: Markdown, ObjectiveC, CoffeeScript, Apache, Nginx and
Makefile. It now weighs about 6K more but we're going to keep it under 30K.

New languages:

- OCaml by [Mehdi Dogguy][mehdid] and [Nicolas Braud-Santoni][nbraud]
- [LiveCode Server][lcs] by [Ralf Bitter][revig]
- Scilab by [Sylvestre Ledru][sylvestre]
- basic support for Makefile by [Ivan Sagalaev][isagalaev]

Improvements:

- Ruby's got support for characters like `?A`, `?1`, `?\012` etc. and `%r{..}`
  regexps.
- Clojure now allows a function call in the beginning of s-expressions
  `(($filter "myCount") (arr 1 2 3 4 5))`.
- Haskell's got new keywords and now recognizes more things like pragmas,
  preprocessors, modules, containers, FFIs etc. Thanks to [Zena Treep][treep]
  for the implementation and to [Jeremy Hull][sourrust] for guiding it.
- Miscellaneous fixes in PHP, Brainfuck, SCSS, Asciidoc, CMake, Python and F#.

[mehdid]: https://github.com/mehdid
[nbraud]: https://github.com/nbraud
[revig]: https://github.com/revig
[lcs]: http://livecode.com/developers/guides/server/
[sylvestre]: https://github.com/sylvestre
[isagalaev]: https://github.com/isagalaev
[treep]: https://github.com/treep
[sourrust]: https://github.com/sourrust
[d]: http://highlightjs.org/download/


## New core developers

The latest long period of almost complete inactivity in the project coincided
with growing interest to it led to a decision that now seems completely obvious:
we need more core developers.

So without further ado let me welcome to the core team two long-time
contributors: [Jeremy Hull][] and [Oleg
Efimov][].

Hope now we'll be able to work through stuff faster!

P.S. The historical commit is [here][1] for the record.

[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Oleg Efimov]: https://github.com/sannis
[1]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/f3056941bda56d2b72276b97bc0dd5f230f2473f


## Version 7.4

This long overdue version is a snapshot of the current source tree with all the
changes that happened during the past year. Sorry for taking so long!

Along with the changes in code highlight.js has finally got its new home at
<http://highlightjs.org/>, moving from its cradle on Software Maniacs which it
outgrew a long time ago. Be sure to report any bugs about the site to
<mailto:info@highlightjs.org>.

On to what's new…

New languages:

- Handlebars templates by [Robin Ward][]
- Oracle Rules Language by [Jason Jacobson][]
- F# by [Joans Follesø][]
- AsciiDoc and Haml by [Dan Allen][]
- Lasso by [Eric Knibbe][]
- SCSS by [Kurt Emch][]
- VB.NET by [Poren Chiang][]
- Mizar by [Kelley van Evert][]

[Robin Ward]: https://github.com/eviltrout
[Jason Jacobson]: https://github.com/jayce7
[Joans Follesø]: https://github.com/follesoe
[Dan Allen]: https://github.com/mojavelinux
[Eric Knibbe]: https://github.com/EricFromCanada
[Kurt Emch]: https://github.com/kemch
[Poren Chiang]: https://github.com/rschiang
[Kelley van Evert]: https://github.com/kelleyvanevert

New style themes:

- Monokai Sublime by [noformnocontent][]
- Railscasts by [Damien White][]
- Obsidian by [Alexander Marenin][]
- Docco by [Simon Madine][]
- Mono Blue by [Ivan Sagalaev][] (uses a single color hue for everything)
- Foundation by [Dan Allen][]

[noformnocontent]: http://nn.mit-license.org/
[Damien White]: https://github.com/visoft
[Alexander Marenin]: https://github.com/ioncreature
[Simon Madine]: https://github.com/thingsinjars
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev

Other notable changes:

- Corrected many corner cases in CSS.
- Dropped Python 2 version of the build tool.
- Implemented building for the AMD format.
- Updated Rust keywords (thanks to [Dmitry Medvinsky][]).
- Literal regexes can now be used in language definitions.
- CoffeeScript highlighting is now significantly more robust and rich due to
  input from [Cédric Néhémie][].

[Dmitry Medvinsky]: https://github.com/dmedvinsky
[Cédric Néhémie]: https://github.com/abe33


## Version 7.3

- Since this version highlight.js no longer works in IE version 8 and older.
  It's made it possible to reduce the library size and dramatically improve code
  readability and made it easier to maintain. Time to go forward!

- New languages: AppleScript (by [Nathan Grigg][ng] and [Dr. Drang][dd]) and
  Brainfuck (by [Evgeny Stepanischev][bolk]).

- Improvements to existing languages:

    - interpreter prompt in Python (`>>>` and `...`)
    - @-properties and classes in CoffeeScript
    - E4X in JavaScript (by [Oleg Efimov][oe])
    - new keywords in Perl (by [Kirk Kimmel][kk])
    - big Ruby syntax update (by [Vasily Polovnyov][vast])
    - small fixes in Bash

- Also Oleg Efimov did a great job of moving all the docs for language and style
  developers and contributors from the old wiki under the source code in the
  "docs" directory. Now these docs are nicely presented at
  <http://highlightjs.readthedocs.org/>.

[ng]: https://github.com/nathan11g
[dd]: https://github.com/drdrang
[bolk]: https://github.com/bolknote
[oe]: https://github.com/Sannis
[kk]: https://github.com/kimmel
[vast]: https://github.com/vast


## Version 7.2

A regular bug-fix release without any significant new features. Enjoy!


## Version 7.1

A Summer crop:

- [Marc Fornos][mf] made the definition for Clojure along with the matching
  style Rainbow (which, of course, works for other languages too).
- CoffeeScript support continues to improve getting support for regular
  expressions.
- Yoshihide Jimbo ported to highlight.js [five Tomorrow styles][tm] from the
  [project by Chris Kempson][tm0].
- Thanks to [Casey Duncun][cd] the library can now be built in the popular
  [AMD format][amd].
- And last but not least, we've got a fair number of correctness and consistency
  fixes, including a pretty significant refactoring of Ruby.

[mf]: https://github.com/mfornos
[tm]: http://jmblog.github.com/color-themes-for-highlightjs/
[tm0]: https://github.com/ChrisKempson/Tomorrow-Theme
[cd]: https://github.com/caseman
[amd]: http://requirejs.org/docs/whyamd.html


## Version 7.0

The reason for the new major version update is a global change of keyword syntax
which resulted in the library getting smaller once again. For example, the
hosted build is 2K less than at the previous version while supporting two new
languages.

Notable changes:

- The library now works not only in a browser but also with [node.js][]. It is
  installable with `npm install highlight.js`. [API][] docs are available on our
  wiki.

- The new unique feature (apparently) among syntax highlighters is highlighting
  *HTTP* headers and an arbitrary language in the request body. The most useful
  languages here are *XML* and *JSON* both of which highlight.js does support.
  Here's [the detailed post][p] about the feature.

- Two new style themes: a dark "south" *[Pojoaque][]* by Jason Tate and an
  emulation of*XCode* IDE by [Angel Olloqui][ao].

- Three new languages: *D* by [Aleksandar Ružičić][ar], *R* by [Joe Cheng][jc]
  and *GLSL* by [Sergey Tikhomirov][st].

- *Nginx* syntax has become a million times smaller and more universal thanks to
  remaking it in a more generic manner that doesn't require listing all the
  directives in the known universe.

- Function titles are now highlighted in *PHP*.

- *Haskell* and *VHDL* were significantly reworked to be more rich and correct
  by their respective maintainers [Jeremy Hull][sr] and [Igor Kalnitsky][ik].

And last but not least, many bugs have been fixed around correctness and
language detection.

Overall highlight.js currently supports 51 languages and 20 style themes.

[node.js]: http://nodejs.org/
[api]: http://softwaremaniacs.org/wiki/doku.php/highlight.js:api
[p]: http://softwaremaniacs.org/blog/2012/05/10/http-and-json-in-highlight-js/en/
[pojoaque]: http://web-cms-designs.com/ftopict-10-pojoaque-style-for-highlight-js-code-highlighter.html
[ao]: https://github.com/angelolloqui
[ar]: https://github.com/raleksandar
[jc]: https://github.com/jcheng5
[st]: https://github.com/tikhomirov
[sr]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://github.com/ikalnitsky


## Version 6.2

A lot of things happened in highlight.js since the last version! We've got nine
new contributors, the discussion group came alive, and the main branch on GitHub
now counts more than 350 followers. Here are most significant results coming
from all this activity:

- 5 (five!) new languages: Rust, ActionScript, CoffeeScript, MatLab and
  experimental support for markdown. Thanks go to [Andrey Vlasovskikh][av],
  [Alexander Myadzel][am], [Dmytrii Nagirniak][dn], [Oleg Efimov][oe], [Denis
  Bardadym][db] and [John Crepezzi][jc].

- 2 new style themes: Monokai by [Luigi Maselli][lm] and stylistic imitation of
  another well-known highlighter Google Code Prettify by [Aahan Krish][ak].

- A vast number of [correctness fixes and code refactorings][log], mostly made
  by [Oleg Efimov][oe] and [Evgeny Stepanischev][es].

[av]: https://github.com/vlasovskikh
[am]: https://github.com/myadzel
[dn]: https://github.com/dnagir
[oe]: https://github.com/Sannis
[db]: https://github.com/btd
[jc]: https://github.com/seejohnrun
[lm]: http://grigio.org/
[ak]: https://github.com/geekpanth3r
[es]: https://github.com/bolknote
[log]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commits/


## Version 6.1 — Solarized

[Jeremy Hull][jh] has implemented my dream feature — a port of [Solarized][]
style theme famous for being based on the intricate color theory to achieve
correct contrast and color perception. It is now available for highlight.js in
both variants — light and dark.

This version also adds a new original style Arta. Its author pumbur maintains a
[heavily modified fork of highlight.js][pb] on GitHub.

[jh]: https://github.com/sourrust
[solarized]: http://ethanschoonover.com/solarized
[pb]: https://github.com/pumbur/highlight.js


## Version 6.0

New major version of the highlighter has been built on a significantly
refactored syntax. Due to this it's even smaller than the previous one while
supporting more languages!

New languages are:

- Haskell by [Jeremy Hull][sourrust]
- Erlang in two varieties — module and REPL — made collectively by [Nikolay
  Zakharov][desh], [Dmitry Kovega][arhibot] and [Sergey Ignatov][ignatov]
- Objective C by [Valerii Hiora][vhbit]
- Vala by [Antono Vasiljev][antono]
- Go by [Stephan Kountso][steplg]

[sourrust]: https://github.com/sourrust
[desh]: http://desh.su/
[arhibot]: https://github.com/arhibot
[ignatov]: https://github.com/ignatov
[vhbit]: https://github.com/vhbit
[antono]: https://github.com/antono
[steplg]: https://github.com/steplg

Also this version is marginally faster and fixes a number of small long-standing
bugs.

Developer overview of the new language syntax is available in a [blog post about
recent beta release][beta].

[beta]: http://softwaremaniacs.org/blog/2011/04/25/highlight-js-60-beta/en/

P.S. New version is not yet available on a Yandex CDN, so for now you have to
download [your own copy][d].

[d]: /soft/highlight/en/download/


## Version 5.14

Fixed bugs in HTML/XML detection and relevance introduced in previous
refactoring.

Also test.html now shows the second best result of language detection by
relevance.


## Version 5.13

Past weekend began with a couple of simple additions for existing languages but
ended up in a big code refactoring bringing along nice improvements for language
developers.

### For users

- Description of C++ has got new keywords from the upcoming [C++ 0x][] standard.
- Description of HTML has got new tags from [HTML 5][].
- CSS-styles have been unified to use consistent padding and also have lost
  pop-outs with names of detected languages.
- [Igor Kalnitsky][ik] has sent two new language descriptions: CMake & VHDL.

This makes total number of languages supported by highlight.js to reach 35.

Bug fixes:

- Custom classes on `<pre>` tags are not being overridden anymore
- More correct highlighting of code blocks inside non-`<pre>` containers:
  highlighter now doesn't insist on replacing them with its own container and
  just replaces the contents.
- Small fixes in browser compatibility and heuristics.

[c++ 0x]: http://ru.wikipedia.org/wiki/C%2B%2B0x
[html 5]: http://en.wikipedia.org/wiki/HTML5
[ik]: http://kalnitsky.org.ua/

### For developers

The most significant change is the ability to include language submodes right
under `contains` instead of defining explicit named submodes in the main array:

    contains: [
      'string',
      'number',
      {begin: '\\n', end: hljs.IMMEDIATE_RE}
    ]

This is useful for auxiliary modes needed only in one place to define parsing.
Note that such modes often don't have `className` and hence won't generate a
separate `<span>` in the resulting markup. This is similar in effect to
`noMarkup: true`. All existing languages have been refactored accordingly.

Test file test.html has at last become a real test. Now it not only puts the
detected language name under the code snippet but also tests if it matches the
expected one. Test summary is displayed right above all language snippets.


## CDN

Fine people at [Yandex][] agreed to host highlight.js on their big fast servers.
[Link up][l]!

[yandex]: http://yandex.com/
[l]: http://softwaremaniacs.org/soft/highlight/en/download/


## Version 5.10 — "Paris".

Though I'm on a vacation in Paris, I decided to release a new version with a
couple of small fixes:

- Tomas Vitvar discovered that TAB replacement doesn't always work when used
  with custom markup in code
- SQL parsing is even more rigid now and doesn't step over SmallTalk in tests


## Version 5.9

A long-awaited version is finally released.

New languages:

- Andrew Fedorov made a definition for Lua
- a long-time highlight.js contributor [Peter Leonov][pl] made a definition for
  Nginx config
- [Vladimir Moskva][vm] made a definition for TeX

[pl]: http://kung-fu-tzu.ru/
[vm]: http://fulc.ru/

Fixes for existing languages:

- [Loren Segal][ls] reworked the Ruby definition and added highlighting for
  [YARD][] inline documentation
- the definition of SQL has become more solid and now it shouldn't be overly
  greedy when it comes to language detection

[ls]: http://gnuu.org/
[yard]: http://yardoc.org/

The highlighter has become more usable as a library allowing to do highlighting
from initialization code of JS frameworks and in ajax methods (see.
readme.eng.txt).

Also this version drops support for the [WordPress][wp] plugin. Everyone is
welcome to [pick up its maintenance][p] if needed.

[wp]: http://wordpress.org/
[p]: http://bazaar.launchpad.net/~isagalaev/+junk/highlight/annotate/342/src/wp_highlight.js.php


## Version 5.8

- Jan Berkel has contributed a definition for Scala. +1 to hotness!
- All CSS-styles are rewritten to work only inside `<pre>` tags to avoid
  conflicts with host site styles.


## Version 5.7.

Fixed escaping of quotes in VBScript strings.


## Version 5.5

This version brings a small change: now .ini-files allow digits, underscores and
square brackets in key names.


## Version 5.4

Fixed small but upsetting bug in the packer which caused incorrect highlighting
of explicitly specified languages. Thanks to Andrew Fedorov for precise
diagnostics!


## Version 5.3

The version to fulfil old promises.

The most significant change is that highlight.js now preserves custom user
markup in code along with its own highlighting markup. This means that now it's
possible to use, say, links in code. Thanks to [Vladimir Dolzhenko][vd] for the
[initial proposal][1] and for making a proof-of-concept patch.

Also in this version:

- [Vasily Polovnyov][vp] has sent a GitHub-like style and has implemented
  support for CSS @-rules and Ruby symbols.
- Yura Zaripov has sent two styles: Brown Paper and School Book.
- Oleg Volchkov has sent a definition for [Parser 3][p3].

[1]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/6612/
[p3]: http://www.parser.ru/
[vp]: http://vasily.polovnyov.ru/
[vd]: http://dolzhenko.blogspot.com/


## Version 5.2

- at last it's possible to replace indentation TABs with something sensible
  (e.g. 2 or 4 spaces)
- new keywords and built-ins for 1C by Sergey Baranov
- a couple of small fixes to Apache highlighting


## Version 5.1

This is one of those nice version consisting entirely of new and shiny
contributions!

- [Vladimir Ermakov][vooon] created highlighting for AVR Assembler
- [Ruslan Keba][rukeba] created highlighting for Apache config file. Also his
  original visual style for it is now available for all highlight.js languages
  under the name "Magula".
- [Shuen-Huei Guan][drake] (aka Drake) sent new keywords for RenderMan
  languages. Also thanks go to [Konstantin Evdokimenko][ke] for his advice on
  the matter.

[vooon]: http://vehq.ru/about/
[rukeba]: http://rukeba.com/
[drake]: http://drakeguan.org/
[ke]: http://k-evdokimenko.moikrug.ru/


## Version 5.0

The main change in the new major version of highlight.js is a mechanism for
packing several languages along with the library itself into a single compressed
file. Now sites using several languages will load considerably faster because
the library won't dynamically include additional files while loading.

Also this version fixes a long-standing bug with Javascript highlighting that
couldn't distinguish between regular expressions and division operations.

And as usually there were a couple of minor correctness fixes.

Great thanks to all contributors! Keep using highlight.js.


## Version 4.3

This version comes with two contributions from [Jason Diamond][jd]:

- language definition for C# (yes! it was a long-missed thing!)
- Visual Studio-like highlighting style

Plus there are a couple of minor bug fixes for parsing HTML and XML attributes.

[jd]: http://jason.diamond.name/weblog/


## Version 4.2

The biggest news is highlighting for Lisp, courtesy of Vasily Polovnyov. It's
somewhat experimental meaning that for highlighting "keywords" it doesn't use
any pre-defined set of a Lisp dialect. Instead it tries to highlight first word
in parentheses wherever it makes sense. I'd like to ask people programming in
Lisp to confirm if it's a good idea and send feedback to [the forum][f].

Other changes:

- Smalltalk was excluded from DEFAULT_LANGUAGES to save traffic
- [Vladimir Epifanov][voldmar] has implemented javascript style switcher for
  test.html
- comments now allowed inside Ruby function definition
- [MEL][] language from [Shuen-Huei Guan][drake]
- whitespace now allowed between `<pre>` and `<code>`
- better auto-detection of C++ and PHP
- HTML allows embedded VBScript (`<% .. %>`)

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/
[voldmar]: http://voldmar.ya.ru/
[mel]: http://en.wikipedia.org/wiki/Maya_Embedded_Language
[drake]: http://drakeguan.org/


## Version 4.1

Languages:

- Bash from Vah
- DOS bat-files from Alexander Makarov (Sam)
- Diff files from Vasily Polovnyov
- Ini files from myself though initial idea was from Sam

Styles:

- Zenburn from Vladimir Epifanov, this is an imitation of a
  [well-known theme for Vim][zenburn].
- Ascetic from myself, as a realization of ideals of non-flashy highlighting:
  just one color in only three gradations :-)

In other news. [One small bug][bug] was fixed, built-in keywords were added for
Python and C++ which improved auto-detection for the latter (it was shame that
[my wife's blog][alenacpp] had issues with it from time to time). And lastly
thanks go to Sam for getting rid of my stylistic comments in code that were
getting in the way of [JSMin][].

[zenburn]: http://en.wikipedia.org/wiki/Zenburn
[alenacpp]: http://alenacpp.blogspot.com/
[bug]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewtopic.php?id=1823
[jsmin]: http://code.google.com/p/jsmin-php/


## Version 4.0

New major version is a result of vast refactoring and of many contributions.

Visible new features:

- Highlighting of embedded languages. Currently is implemented highlighting of
  Javascript and CSS inside HTML.
- Bundled 5 ready-made style themes!

Invisible new features:

- Highlight.js no longer pollutes global namespace. Only one object and one
  function for backward compatibility.
- Performance is further increased by about 15%.

Changing of a major version number caused by a new format of language definition
files. If you use some third-party language files they should be updated.


## Version 3.5

A very nice version in my opinion fixing a number of small bugs and slightly
increased speed in a couple of corner cases. Thanks to everybody who reports
bugs in he [forum][f] and by email!

There is also a new language — XML. A custom XML formerly was detected as HTML
and didn't highlight custom tags. In this version I tried to make custom XML to
be detected and highlighted by its own rules. Which by the way include such
things as CDATA sections and processing instructions (`<? ... ?>`).

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6


## Version 3.3

[Vladimir Gubarkov][xonix] has provided an interesting and useful addition.
File export.html contains a little program that shows and allows to copy and
paste an HTML code generated by the highlighter for any code snippet. This can
be useful in situations when one can't use the script itself on a site.


[xonix]: http://xonixx.blogspot.com/


## Version 3.2 consists completely of contributions:

- Vladimir Gubarkov has described SmallTalk
- Yuri Ivanov has described 1C
- Peter Leonov has packaged the highlighter as a Firefox extension
- Vladimir Ermakov has compiled a mod for phpBB

Many thanks to you all!


## Version 3.1

Three new languages are available: Django templates, SQL and Axapta. The latter
two are sent by [Dmitri Roudakov][1]. However I've almost entirely rewrote an
SQL definition but I'd never started it be it from the ground up :-)

The engine itself has got a long awaited feature of grouping keywords
("keyword", "built-in function", "literal"). No more hacks!

[1]: http://roudakov.ru/


## Version 3.0

It is major mainly because now highlight.js has grown large and has become
modular. Now when you pass it a list of languages to highlight it will
dynamically load into a browser only those languages.

Also:

- Konstantin Evdokimenko of [RibKit][] project has created a highlighting for
  RenderMan Shading Language and RenderMan Interface Bytestream. Yay for more
  languages!
- Heuristics for C++ and HTML got better.
- I've implemented (at last) a correct handling of backslash escapes in C-like
  languages.

There is also a small backwards incompatible change in the new version. The
function initHighlighting that was used to initialize highlighting instead of
initHighlightingOnLoad a long time ago no longer works. If you by chance still
use it — replace it with the new one.

[RibKit]: http://ribkit.sourceforge.net/


## Version 2.9

Highlight.js is a parser, not just a couple of regular expressions. That said
I'm glad to announce that in the new version 2.9 has support for:

- in-string substitutions for Ruby -- `#{...}`
- strings from from numeric symbol codes (like #XX) for Delphi


## Version 2.8

A maintenance release with more tuned heuristics. Fully backwards compatible.


## Version 2.7

- Nikita Ledyaev presents highlighting for VBScript, yay!
- A couple of bugs with escaping in strings were fixed thanks to Mickle
- Ongoing tuning of heuristics

Fixed bugs were rather unpleasant so I encourage everyone to upgrade!


## Version 2.4

- Peter Leonov provides another improved highlighting for Perl
- Javascript gets a new kind of keywords — "literals". These are the words
  "true", "false" and "null"

Also highlight.js homepage now lists sites that use the library. Feel free to
add your site by [dropping me a message][mail] until I find the time to build a
submit form.

[mail]: mailto:Maniac@SoftwareManiacs.Org


## Version 2.3

This version fixes IE breakage in previous version. My apologies to all who have
already downloaded that one!


## Version 2.2

- added highlighting for Javascript
- at last fixed parsing of Delphi's escaped apostrophes in strings
- in Ruby fixed highlighting of keywords 'def' and 'class', same for 'sub' in
  Perl


## Version 2.0

- Ruby support by [Anton Kovalyov][ak]
- speed increased by orders of magnitude due to new way of parsing
- this same way allows now correct highlighting of keywords in some tricky
  places (like keyword "End" at the end of Delphi classes)

[ak]: http://anton.kovalyov.net/


## Version 1.0

Version 1.0 of javascript syntax highlighter is released!

It's the first version available with English description. Feel free to post
your comments and question to [highlight.js forum][forum]. And don't be afraid
if you find there some fancy Cyrillic letters -- it's for Russian users too :-)

[forum]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6
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# Highlight.js

[![Build Status](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js.svg?branch=master)](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js)

Highlight.js is a syntax highlighter written in JavaScript. It works in the
browser as well as on the server. It works with pretty much any markup,
doesn't depend on any framework and has automatic language detection.


## Getting Started

The bare minimum for using highlight.js on a web page is linking to the library
along with one of the styles and calling [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

This will find and highlight code inside of `<pre><code>` tags trying to detect
the language automatically. If automatic detection doesn't work for you, you can
specify the language in the class attribute:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

The list of supported language classes is available in the [class reference][8].
Classes can also be prefixed with either `language-` or `lang-`.

To disable highlighting altogether use the `nohighlight` class:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Custom Initialization

When you need a bit more control over the initialization of
highlight.js, you can use the [`highlightBlock`][2] and [`configure`][3]
functions. This allows you to control *what* to highlight and *when*.

Here's an equivalent way to calling [`initHighlightingOnLoad`][1] using jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

You can use any tags instead of `<pre><code>` to mark up your code. If you don't
use a container that preserve line breaks you will need to configure
highlight.js to use the `<br>` tag:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

For other options refer to the documentation for [`configure`][3].


## Getting the Library

You can get highlight.js as a hosted or custom-build browser script or as a
server module. Head over to the [download page][4] for all the options.

Note, that the library is not supposed to work straight from the source on
GitHub, it requires building. If none of the pre-packaged options work for you
refer to the [building documentation][5].


## License

Highlight.js is released under the BSD License. See [LICENSE][10] file for
details.


## Links

The official site for the library is at <https://highlightjs.org/>.

Further in-depth documentation for the API and other topics is at
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Authors and contributors are listed in the [AUTHORS.en.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.en.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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/*! highlight.js v9.2.0 | BSD3 License | git.io/hljslicense */
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OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/LICENSE
Copyright (c) 2006, Ivan Sagalaev
All rights reserved.
Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are met:

    * Redistributions of source code must retain the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer.
    * Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
      documentation and/or other materials provided with the distribution.
    * Neither the name of highlight.js nor the names of its contributors 
      may be used to endorse or promote products derived from this software 
      without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS ``AS IS'' AND ANY
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS AND CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES;
LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND
ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.
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OEBPS/Common_Content/scripts/utils.js
var work = 1;

function pop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popper/,"popped");
	}
}
function unpop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popped/,"popper");
	}
}

function siblings(entity){
	var r = [];
	for ( var n = entity.parentNode.firstChild; n; n = n.nextSibling ) 
		if ( n.nodeType == 1 && n != entity)
			r.push( n );		
	return r;
}

/* This activates an element and deactivates all it's siblings */
function activateElement(id) {
	var entity = document.getElementById(id);
	if(entity.className.indexOf("active") == -1) {
		entity.className = entity.className + " active";
	}
	var sibs = siblings(entity);

	for(var i=0; i < sibs.length; i++) {
		if(sibs[i].className.indexOf("active") != -1) {
			deactivateElement(sibs[i]);
		}
	}
}

function deactivateElement(entity) {
	if(entity.className.indexOf("active") != -1) {
		 entity.className = entity.className.replace(/[ ]*active/, '');
	}
}

function getCookie(name) {
	var name_c = window.location.hostname + '-' + name;

	if(document.cookie) {
		var cookies = document.cookie.split(/ *; */);
		for(var i=0; i < cookies.length; i++) {
			var current_c = cookies[i].split("=");
			if(current_c[0] == name_c) {
				return(current_c[1]);
				break;
			}
		}
	}
	return('');
}

function setCookie(name, value, expires, path) {
	name = window.location.hostname + '-' + name;

	var curCookie = name + "=" + value + 
		((expires) ? ";expires=" + expires.toGMTString() : "") + 
		((path) ? ";path=" + path : "");
	document.cookie = curCookie; 
}

function setDefLangCookie(entity) {
	setCookie('switchery', entity.options[entity.selectedIndex].value, '', '/');
}

function initSwitchery() {
	var divs = document.getElementsByTagName('div');
	for(i in divs) {
		if(typeof(divs[i].className) != 'undefined' && divs[i].className.indexOf("switchery") != -1) {
			var lang = getCookie('switchery');
			if(lang != '') {
				var entity = document.getElementById(divs[i].id + '-' + lang);
				if(entity) {
					entity.onclick();
					entity.parentNode.lastChild.value = lang;
				} else {
					divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
				}
			} else {
				divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
			}
		}
	}

}

function showhide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("hidden") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/hidden/,"visible");
			}
			else if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	}

	return false;
}

function hide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	} else {
		work=1;
	}
}

var preventReset = 0;

function dehighlightTarget(entity) {
	if(preventReset == 0 && entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		var target = document.getElementById(id);
		if(target) {
			deactivateElement(target);
		}
		}
}

function highlightTarget(entity, norefresh) {
	if(entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		activateElement(id);
		preventReset = 0;
	} 
	if(norefresh == 1) {
		preventReset=1;
	}
}
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